
ロ
ー
マ
法
に
お
け
る
所
有
概
念
と
所
有
物
譲
渡
法
の
構
造

|
|
所
有
権
譲
渡
理
論
に
お
け
る
「
意
思
主
義
」
の
歴
史
的
お
よ
び
体
系
的
理
解
に
向
け
て
(
I
)
|
|

松

弘

尾

* 
文
献
重
義

は
じ
め
に

一

ロ

l
マ
法
に
お
け
る
所
有
概
念

l 

ロ
ー
マ
法
と
そ
の
社
会
的
基
礎

ロ
ー
マ
法
に
お
け
る
所
有
概
念

ロ
ー
マ
法
に
お
け
る
所
有
物
譲
渡
の
諸
方
法

|
|
所
有
物
の
帰
属
関
係
確
認
か
ら
所
有
物
譲
渡
へ
|
|

2 1 

震

2 

法
廷
承
認

(
g
z
z
g
g
g
)

握
取
行
為

(
E
R
G阻
ま
)

3 
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4 

引
渡
(
守
主
EO)
の
体
系

ロ
ー
マ
法
の
所
有
物
移
転
に
お
け
る
当
事
者
の
「
意
思
」
の
効
果

1 

概
観

2 

条
件
、
期
限
お
よ
び
付
随
的
合
意
の
効
果

3 

錯
誤
、
詐
欺
、
強
迫
お
よ
び
未
成
年
者
等
に
よ
る
譲
渡
行
為
の
効
果

4 

付
論
|
|
法
規
違
反
ま
た
は
習
俗
違
反
の
譲
渡
行
為
の
効
果
|
|

む
す
び

* 
〈
文
献
暗
号
表
〉
(
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
)

本
稿
に
お
い
て
、
以
下
の
略
号
は
、
そ
れ
ぞ
れ
併
記
の
も
の

(
一
以
下
)
に
対
応
す
る
。

思
宮
内
ω
(巾角
田
・ア

ミ

S
色
、
ミ
各
尽
き
品
旬

同

v
内
定
w『

回
目
同
州
国
内

ω
(
邑
・
)
・

世.

s 

2 
E 
』

us-旬清
川
町
民
S
W句

F
V向
勾

q
§
a
s

E 
s 
ロL
『

h
J
Z
博
司
叫
守

O
H同
O
『
品
。
-
帥
『
巾
ロ

aoロ
同

M
『
冊
帥
印
]
・

回

C
(リ
開
門
円
、
〉

Z
0・
同
ヨ
』
柑
』
い

d
〈
・

4
〈
・

∞C
門V
開
門
戸
〉

Z
0・

::t. 

同
正
予
守
主
ミ
河
内
遺
骨
事
ト
室
、
き

bs宮・
崎
町
岩
旬

C
E
4
2帥
F
q
p
g凹
]

』

川

匂

的

自

湾

奇

同

W63

』

cvasss[ω
『
色

市
内

H
・・

H
U
A山由・

ミ
片
言
』
白
向

[
H
U

∞∞・

。
曲
目

σ
z
a岡
市
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ω(リ出
C
F
N・
。
均
』
い

F
E
R
E
P
N・
。
』
自
包
町
三
』
刊
号
事
白
書
宮
さ

[
H
g
r
o
H
P
E
D
R
S色
O

回
甲
2
帥]・

『
史
料
選
I
』

『
久
保
正
幡
先
生
還
暦
記
念
・
西
洋
法
制
史
料
選
I
・
古
代
』
(
創
文
社
、

一
九
八
一
年
)
。

、
吋
因
。
玄
〉

ω・同ヨ』司』
V

H〉
・
円U
・
、
『
因
。
冨
〉

ω・
ロ

H
8
8砕
也
、
』

4
3
5
a
E
S
[
H喝
。
・

2
2
5
出
oz自
己
・

は
じ
め
に

わ
が
国
に
お
け
る
取
引
法
の
基
本
原
則
を
定
め
て
い
る
民
法
の
諸
規
定
は
、
周
知
の
よ
う
に
、
原
因
契
約
の
効
果
と
し
て
所
有
権

移
転
の
発
生
を
認
め
る
フ
ラ
ン
ス
民
法
系
の
規
定
(
一
七
六
条
一
1

】
と
、
ド
イ
ツ
民
法
と
同
様
に
、
債
権
契
約
の
ほ
か
に
物
権
契
約
の
存
在

を
も
前
提
と
す
る
規
定
(
五
五
五
条
な
ど
勺
と
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
フ
ラ
ン
ス
法
と
ド
イ
ツ
法
を
折
衷
し
た
「
混
血

児
的
、
二
重
的
性
格
」
を
も
つ
も
の
と
み
ら
れ
て
い
る

τ

し
た
が
っ
て
、
所
有
権
の
移
転
に
関
す
る
一
七
六
条
は
、
ひ
と
ま
ず
、

フ
ラ
ン
ス
法
と
同
系
の
「
意
思
主
義
勺
〕
に
属
す
る
と
さ
れ
、
ド

イ
ツ
法
系
の
「
形
式
主
義
」
と
対
置
さ
れ
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
具
体
的
な
内
容
に
関
し
て
は
、
何
ら
か
の
形
で
ト
イ
ツ
法
的

な
解
釈
を
容
れ
る
こ
と
の
適
否
が
つ
ね
に
問
題
に
さ
れ
て
き
た
。
こ
う
し
て
、
本
条
は
わ
が
民
法
典
の
根
幹
を
な
す
規
定
の
一
つ
で
あ
り
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な
が
ら
、
い
ま
だ
そ
の
体
系
的
な
解
釈
は
確
立
さ
れ
て
い
な
い
。

206 

そ
こ
で
、
本
研
究
は
、

フ
ラ
ン
ス
法
主
義
と
ド
イ
ツ
法
主
義
の
「
雑
種
」
と
し
て
成
立
し
う
る
日
本
的
な
「
意
思
主
義
」
理
論
の
可
能

性
を
模
索
す
る
こ
と
を
最
終
目
標
と
し
、
そ
の
う
ち
本
稿
は
、
こ
の
目
標
に
向
け
ら
れ
た
一
連
の
考
察
の
出
発
点
に
位
置
し
て
い
る
。
以

下
、
本
論
に
入
る
前
に
、
本
研
究
が
ロ

l
マ
法
の
分
析
か
ら
出
発
す
べ
き
理
由
と
、
本
研
究
の
基
本
的
視
点
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。

2 

所
有
権
移
転
に
関
す
る
法
規
定
を
フ
ラ
ン
ス
民
法
を
典
型
と
す
る
「
意
思
主
義
」
と
、
ド
イ
ツ
民
法
を
典
型
と
す
る
「
形
式
主
義
」

を
両
極
に
置
い
て
理
解
す
る
と
い
う
方
法
は
、
近
年
、
再
認
識
を
迫
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
例
え
ば
、
売
買
の
合

意
の
み
に
よ
っ
て
所
有
権
移
転
を
生
じ
さ
せ
る
も
の
と
み
ら
れ
て
き
た
フ
ラ
ン
ス
民
法
に
お
い
て
は
、
と
く
に
不
動
産
売
買
に
関
し
て
は
、

公
証
人
の
下
で
の
証
書
作
成
等
、
比
較
的
煩
雑
な
形
式
的
手
続
が
必
要
と
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
せ
他
方
、
ド
イ
ツ
法
に
お
い
て
は
、
不

動
産
所
有
権
譲
渡
の
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
所
有
権
譲
渡
の
合
意
(
〉

E
E
Z
E伺
)
お
よ
び
登
記
手
続
が
、
実
際
に
は
登
記
所
に
お
け
る

一
連
の
比
較
的
簡
便
な
手
続
で
行
わ
れ
て
お
り
宝
あ
る
い
は
、
と
く
に
戦
後
は
、
登
記
手
続
自
体
が
緩
和
さ
れ
、
む
し
ろ
公
証
人
の
面
前

で
の
〉
色
忠
言
語
の
表
示
と
証
書
作
成
手
続
の
比
重
が
高
ま
っ
て
い
る
旨
の
指
摘
も
さ
れ
て
い
る
せ
し
た
が
っ
て
、
こ
の
か
ぎ
り
で
は
、

フ
ラ
ン
ス
法
と
ド
イ
ツ
法
が
実
質
的
に
は
か
な
り
接
近
し
て
い
る
と
も
見
受
け
ら
れ
る
。

他
方
、

フ
ラ
ン
ス
法
に
お
い
て
は
、
売
買
契
約
に
際
し
て
売
主
の
錯
誤
ま
た
は
買
主
に
よ
る
詐
欺
あ
る
い
は
強
迫
が
あ
っ
て
も
、
契
約

が
法
律
上
当
然
に
無
効
に
な
っ
た
り
、
契
約
取
消
の
意
思
表
示
に
よ
っ
て
所
有
権
が
た
だ
ち
に
復
帰
す
る
の
で
は
な
く
、
無
効
訴
権
に
基

づ
く
訴
え
に
よ
る
裁
判
所
の
判
決
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
哩
こ
れ
に
反
し
て
、
ド
イ
ツ
法
に
お
い
て
は
、
錯
誤
、
詐
欺
お
よ
び
強
迫
に
よ

る
意
思
表
示
の
取
消
に
よ
り
、
法
律
行
為
は
遡
及
的
に
無
効
に
な
る
旨
が
規
定
さ
れ
て
い
る
せ
し
た
が
っ
て
、
こ
の
点
で
は
、
所
有
権
移

41ーヰ土E

転
の
効
果
が
当
事
者
の
「
意
思
」
に
依
存
す
る
度
合
は
ド
イ
ツ
法
の
方
が
強
い
と
も
言
え
よ
う
。



以
上
の
よ
う
に
、
今
日
に
お
い
て
は
、
所
有
権
移
転
に
関
す
る
「
意
思
主
義
」
の
意
義
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
「
形
式
主
義
」
と
対
置
さ

せ
る
こ
と
の
適
否
や
、
「
意
思
主
義
」
と
言
わ
れ
る
と
き
の
「
意
思
」
の
意
味
を
も
含
め
て
、
「
意
思
主
義
」
の
原
点
に
ま
で
遡
っ
て
再
検

討
す
る
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
町
]

そ
の
た
め
に
は
、
所
有
権
譲
渡
の
「
意
思
主
義
」
が
、

い
っ
、
何
の
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
法
理
論
の
対
抗
物
と
し
て
形
成
さ
れ
て
き

た
か
を
検
証
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
の
際
に
は
、
「
意
思
主
義
」
理
論
が
ま
ず
最
初
に
克
服
の
対
象
と
し
た
ロ

l
マ
法
の
「
引

渡
主
義
一
九
】
の
体
系
を
十
分
に
理
解
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
研
究
が
ロ

l
マ
法
の
考
察
か
ら
出
発
す
る
理
由
は
こ
こ
に
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
に
し
て
「
意
思
主
義
」
の
本
来
的
な
内
容
を
再
確
認
す
る
こ
と
は
、
従
来
か
ら
「
意
思
主
義
」
の
典
型
と
み
ら
れ

て
き
た
フ
ラ
ン
ス
法
の
諸
規
定
を
歴
史
的
に
相
対
化
し
て
み
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
一
方
、
「
形
式
主
義
」
と
し
て
特
徴
づ
け
ら
れ
て
き

た
ド
イ
ツ
法
に
潜
在
す
る
「
意
思
主
義
」
的
な
側
面
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
へ
と
通
じ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
「
意

思
主
義
」
対
「
形
式
主
義
」
と
い
う
対
立
図
式
の
当
否
を
再
検
討
し
、
両
法
の
本
質
的
相
違
の
所
在
を
整
理
し
直
し
た
う
え
で
、
こ
れ
ら

フ
ラ
ン
ス
法
お
よ
び
ド
イ
ツ
法
を
主
と
し
て
継
受
し
た
わ
が
民
法
の
制
定
経
緯
を
確
認
し
、
あ
る
べ
き
解
釈
論
の
提
示
を
試
み
る
こ
と
が
、

本
研
究
の
プ
ラ
ン
の
概
要
で
あ
る
。

3 

つ
ぎ
に
、
本
研
究
の
基
本
的
視
点
と
し
て
は
、
い
わ
ゆ
る
物
権
行
為
の
独
自
性
、
公
示
性
な
ど
と
い
っ
た
所
有
権
譲
渡
の
要
件
の

み
な
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
諸
要
件
と
所
有
権
移
転
の
効
果
と
の
関
係
、
と
り
わ
け
無
因
性
と
の
関
係
、
さ
ら
に
は
、
善
意
取
得
な
ら
び
に
取

得
時
効
制
度
と
の
機
能
的
関
連
性
を
も
解
明
す
る
こ
と
に
よ
り
、
「
意
思
主
義
」
の
意
味
を
体
系
的
に
理
論
化
す
る
こ
と
を
重
視
し
て
い
る
。

そ
こ
で
、
本
研
究
で
は
、

つ
ぎ
の
よ
う
な
「
分
析
枠
組
み
」
を
設
定
す
る
こ
と
に
す
る
。

す
な
わ
ち
、
①
所
有
権
が
A
↓

B
と
移
転
す
る
通
常
の
形
態
に
お
け
る
譲
渡
の
要
件
、
②
所
有
権
が
A
↓

B
↓

C
と
移
転
す
る
過
程
で
、
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A
B聞
の
契
約
が
失
効
し
た
場
合
の
所
有
権
移
転
の
効
果
、
③
所
有
権
が

A
↓

B
お
よ
び

A
↓
C
と
二
重
に
譲
渡
さ
れ
、
さ
ら
に
は

C
↓

D
と
転
譲
渡
さ
れ
た
場
合
に
お
け
る
所
有
権
帰
属
の
決
定
基
準
、
お
よ
び
④
A
の
所
有
物
を

B
が
A
に
無
断
で

C
に
譲
渡
す
る
契
約
を
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、

A
が
所
有
権
を
失
い
、

C
が
所
有
権
を
取
得
す
る
場
合
の
要
件
で
あ
る
。
そ
し
て
、
①
に
関
す
る
法
原
則
が
、
②
な

い
し
④
の
問
題
領
域
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
展
開
さ
れ
て
い
る
か
に
注
目
し
て
ゆ
き
た
い
。

4 

以
下
、
本
稿
で
も
、
以
上
の
よ
う
な
視
点
に
基
づ
い
て
老
桑
を
進
め
る
が
、
そ
の
前
に
、
ま
ず
本
論
の
「
ご
で
は
、

ロ
ー
マ
法

に
お
け
る
所
有
概
念
を
概
観
し
て
お
く
。
こ
れ
は
、

一
つ
の
社
会
に
お
い
て
通
用
し
て
い
る
所
有
観
念
と
い
う
も
の
が
、
所
有
物
譲
渡
の

し
く
み
に
ど
の
よ
う
に
反
映
し
、
両
者
が
ど
の
よ
う
な
関
連
性
を
も
つ
か
を
確
認
す
る
た
め
で
あ
る
。

つ
い
で
、
「
二
」
に
お
い
て
、

ロ
ー
マ
法
に
お
け
る
所
有
物
譲
渡
法
の
全
体
像
を
概
観
し
た
う
え
で
、
個
々
の
譲
渡
方
法
に
関
し
て
具

体
的
分
析
を
行
い
、
と
く
に
、
前
述
3
の
「
分
析
枠
組
み
」
で
示
し
た
①
、
③
お
よ
ぴ
④
の
問
題
領
域
を
扱
う
。
そ
し
て
、
「
三
L

で
は
、

同
じ
く
②
の
問
題
領
域
を
中
心
に
し
て
考
察
す
る
。

最
後
に
、

ロ
ー
マ
法
に
お
け
る
所
有
物
譲
渡
法
の
し
く
み
を
、

ロ
ー
マ
法
的
所
有
概
念
と
の
関
連
に
お
い
て
体
系
的
に
把
握
す
る
た
め

の
試
論
を
提
示
し
、
本
稿
に
続
く
考
察
の
た
め
に
い
く
つ
か
の
結
論
を
整
理
し
て
お
き
た
い

(
「
む
す
び
」
)
。

[1] 
本
条
を
ど
の
よ
う
に
解
釈
す
べ
き
か
、
と
い
う
問
題
は
ひ
と
ま
ず
措
き
、
少
な
く
と
も
本
条
の
制
定
経
緯
に
お
い
て
、
そ
れ
が
旧
民
法
を
経
て
、

フ
ラ
ン
ス
民
法
の
諸
規
定
(
と
く
に
七

一一

条
)
の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
認
識
の
一
致
が
得
ら
れ
よ
う
。
滝
沢
掌
代
『
物
権
変

動
の
理
論
』
(
有
斐
関
、
一
九
八
七
年
)
一
六
五
頁
参
照
。
も
っ
と
も
、
後
掲
注
叩
参
照
。

[2] 
こ
の
ほ
か
、
物
の
所
有
権
移
転
へ
と
通
じ
う
る
契
約
に
関
し
て
、
五
四
九
条
、
五
八
六
条
、
五
八
七
条
、
六
三
二
条
(
五
五
九
条
参
照
)
、
六
八
九
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条
、
六
九
六
条
等
参
照
。

[3] 
奥
田
昌
造
寸
ド
イ
ツ
法
」
伊
藤
正
己
編
『
岩
波
講
座
・
現
代
法
⑬
・
外
国
法
と
日
本
法
』
(
岩
波
書
脂
、

一
九
六
六
年
)
所
収
一
一
二
三
頁
。

[4] 
フ
ラ
ン
ス
な
ら
び
に
ド
イ
ツ
の
民
法
テ
キ
ス
ト
で
は
、

J
S
M
g臼
E-zgmJ
・k
g
M
g帥唱ユ回
N
e
R

な
ど
の
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

[5] 
鎌
田
薫
「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
不
動
産
取
引
と
公
証
人
の
役
割
(
二
、
(
二
・
完
)
l
l
『
フ
ラ
ン
ス
法
主
義
』
の
理
解
の
た
め
に
|
|
」
『
早
稲

国
法
学
』
五
六
巻
一
号
(
一
九
八
O
年
)
=
二
頁
以
下
、
五
六
巻
二
号
(
一
九
八
一
年
)

一
頁
以
下
参
照
。

[6] 
好
美
清
光
「
物
権
変
動
を
め
ぐ
る
現
在
の
問
題
点
」
『
書
斎
の
窓
』
二
九
九
号
(
一
九
人
O
年
)
五
頁
以
下
参
照
。

椿
寿
夫
H
右
近
健
男
編
『
ド
イ
ツ
債
権
法
総
鎗
』
(
日
本
評
論
社
、

[7] 

一
九
八
八
年
)

、
七
戸
克
彦
「
ド
イ
ツ
民
法
に
お
け

一
九
九
頁
[
尾
崎
三
左

る
不
動
産
穣
渡
契
約
の
要
式
性
|
|
『
ド
イ
ツ
法
主
義
』
の
理
解
の
た
め
に
|
|
」
『
慶
慮
義
塾
大
学
・
法
学
研
究
』
六
二
巻
一
二
号
(
一
九
八
九
年
)

二
七
七
頁
以
下
参
照
。

[8] 
フ
ラ
ン
ス
民
法
一
一
一
七
条
参
照
。

[9] 

一
二
三
条
お
よ
ぴ
一
四
二
条
参
照
。
ま
た
、
い
わ
ゆ
る
無
因
性
理
論
も
解
釈
上
か
な
り
緩
和
さ
れ
て
い
る
守
也
・

ド
イ
ツ
民
法
一
一
九
条
、

的

g
回
全
ロ
岡
市
『
帥
問
。
日
田
市
回
冨
円
N

匡
回
切
の
回
-
W
向日同

[
H
N
・
〉
色
--
H
S
O
]

恩
巳
・
同
ロ
抑
制
】
宰
ム
∞
m
-
官
印
叶
一
聞
広
N
・
回N
H

∞
一
巧
色
丹
市
『
明
周
忌
〉
2
・
出き内回
s

[ω] W
O
回目巾回
g吋
N

回
目
切
の
戸
回
向
日
・
】
[
叶
・
〉
ロ
同
】
・・
5
叶
閉
]
蜘
広
N
-

河
島

Z
「・
∞
・
同y
p
F
〉
Z
O
J
「
・
切
の
∞
[
回
巾
nw.n
Z
関口『
N

H

M内
O
冒

B
g
g『・
串山田
・
〉=白血間。
・

5
U
0
・。
・
国
・
固
め
円
宵
]
口
-
誠
司
F
E
n
n
w
d、.
m
H
2・
ω・
円)
。

ち
な
み
に
、
ド
イ
ツ
法
を
典
型
と
す
る
「
形
式
主
義
」
と
の
対
置
に
お
い
て
一
七
六
条
の
「
意
思
主
義
」
を
位
置
づ
け
る
こ
と
は
、
必
ず
し
も
わ

が
固
に
お
け
る
こ
れ
ま
で
唯
一
の
理
解
の
仕
方
で
は
な
く
、
と
り
わ
け
民
法
制
定
直
後
に
は
、
こ
れ
と
異
な
る
把
握
の
仕
方
も
あ
っ
た
こ
と
に
注
意

す
べ
き
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
現
行
民
法
の
起
草
者
の
一
人
で
あ
る
梅
博
士
は
、

一
七
六
条
が
、
「
羅
馬
法
」
の
引
渡
主
義
に
対
し
て
、
当
事
者
の
意

思
を
掌
重
し
た
「
新
主
義
」
を
採
用
し
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
た
(
梅
謙
次
郎
『
民
法
要
義
・
巻
之
一
一
』
[
有
斐
閥
、
初
版
・

一
八
九
六
年
、
明
治

四
四
年
訂
正
増
補
改
版
復
刻
・
一
九
八
四
年
]
五
頁
以
下
)
。
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ま
た
、
同
じ
く
起
草
者
の
一
人
で
あ
る
富
井
博
士
は
、
物
権
の
設
定
ま
た
は
移
転
の
た
め
に
「
外
形
ノ
方
式
」
を
必
要
と
す
る
か
否
か
で
「
意
思

主
義
ト
形
式
主
義
」
を
区
別
す
る
一
方
、
物
権
の
設
定
ま
た
は
移
転
を
「
債
権
的
契
約
カ
法
律
ノ
カ
ニ
依
リ
テ
」
生
じ
さ
せ
る
「
仏
法
系
ノ
主
義
」
と
、

寸
物
権
契
約
ノ
効
果
ト
シ
テ
物
権
ノ
移
動
ヲ
来
ス
」
「
独
法
系
ノ
主
義
」
を
区
別
す
る
。
そ
し
て
、
わ
が
民
法
に
つ
い
て
は
、
「
普
通
ノ
説
ハ
仏
法
ノ

主
義
ヲ
踏
襲
シ
タ
ル
モ
ノ
ト
為
ス
ニ
在
ル
如
シ
」
と
み
な
が
ら
、
「
余
翠
ノ
所
見
ニ
依
レ
ハ
我
民
法
ノ
原
則
ハ
右
両
主
義
ノ
何
レ
ト
モ
相
異
ナ
ル
所
ア

リ
」
と
し
、
と
く
に
物
権
の
設
定
お
よ
び
移
転
を
債
権
契
約
の
効
果
と
み
る
プ
ラ
ン
ス
法
は
、
「
立
法
ノ
基
本
ト
セ
ル
意
思
主
義
ト
符
号
セ
サ
ル
モ
ノ

ト
謂
フ
ヘ
シ
」
と
批
判
し
て
い
た
(
富
井
政
章
『
民
法
原
論
・
第
二
巻
』
[
有
斐
閣
、
初
版
・
一
九
O
六
年
、
大
正
一
一
一
年
合
冊
版
復
刻
・
一
九
八
五

年
]
四
五
頁
以
下
、
五
四
頁
以
下
。
傍
点
引
用
者
)
。

し
か
し
な
が
ら
、
す
で
に
岡
松
博
士
は
、
「
意
思
主
義
、
仏
法
系
」
と
「
形
式
主
義
、
独
法
系
」
を
「
二
大
主
義
」
と
し
て
対
置
し
、
寸
本
法
ハ
仏

法
系
ニ
則
リ
意
思
主
義
ヲ
採
用
ス
」
と
し
て
、

一
七
六
条
の
今
目
的
な
理
解
の
仕
方
を
示
し
て
い
た
(
岡
松
参
太
郎
『
注
釈
民
法
理
由
』
[
有
斐
問
、

[口]
一
八
九
六
年
]
四
六
七
頁
以
下
)
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、
松
尾
弘
「
グ
ロ
チ
ウ
ス
の
所
有
権
論
(
二
・
完
)
」
『
一
橋
研
究
』
一
四
巻
四
号
(
一
九
九
O
年
)
一
一
一
一
一
一
頁
参
照
。

ロ
ー
マ
法
に
お
け
る
所
有
概
念

ロ
ー
マ
法
と
そ
の
社
会
的
基
礎

ロ
ー
マ
は
、
周
知
の
よ
う
に
、
紀
元
前
八
世
紀
な
い
し
七
世
紀
の
都
市
国
家
に
起
源
を
発
し
、
初
期
の
王
政
か
ら
、
紀
元
前
六
世
紀
末

以
降
に
共
和
政
へ
、
そ
し
て
、
紀
元
前
一
世
紀
末
以
降
に
は
元
首
政
へ

、
さ
ら
に
、
三
世
紀
末
以
降
は
専
制
君
主
政
へ
と
移
行
し
た
。
こ

の
よ
う
な
経
緯
の
中
で
、

ロ
ー
マ
の
法
律
と
し
て
は
、
す
で
に
王
政
期
に
、
伝
承
上
の
ロ

l
マ
王
ら
に
よ
る
諸
立
法
(
芯
岡
市
印

2阿
国
定
)
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を
中
心
に
収
録
さ
れ
た
最
古
の
法
典
|
|
こ
れ
を
最
初
に
編
纂
し
た
共
和
政
期
の
大
神
宮
の
・
句
者

E
5
の
名
に
ち
な
ん
で
『
パ
ピ
リ
ウ

、

昨

A
]

、

宮

ス
法
雌
ハ
』
(
冨
印
刷
》
脚
立
ユ
白
ロ
ロ
ヨ
)
と
呼
ば
れ
て
い
る
ー
ー
が
あ
っ
た
と
さ
れ
て
U
る
し
カ
し
な
カ
ら
、
本
稿
で
は
、
今
日
の
わ
れ
わ
れ
の

41一社E

し法
、律

そに
のま
場で

合通
にじ
はる
、よ

現フ
;(.j: "よ

王奉

E g 
最な

さi法
れ概

ごE
るき

完善
政り
四萌

賀著
降 z
生の
み
諸出
法し
線 h

E雇
z初
京の
の a

警磨
貴 C
lI!lCて
るの
」ロ
と I
がマ
で主主

きに
る注
。Z目
すす
なる
わこ
ちと
と

『
十
二
表
法
』
(
合
ヤ
主
主
凶
-P
)
、
民
会

(
S
E
E
)
の
決
定
で
あ
る
法
律
(
Z
H
)
、
平
民
会
決
議
官

5
5
E自
)
、
政
務
官
(
ヨ
信
号
巳

5)

の
告
示

(
E
E
E
B
)
、
元
老
院
議
決
(
回
自
己

5
S
S
E
-吉
田
)
、
お
よ
び
以
上
の
諸
法
、
源
を
理
論
化
し
、
解
説
し
た
法
学
説
で
あ
る
せ
そ
し

て
、
こ
れ
ら
の
諸
法
源
を
今
日
に
伝
え
る
原
典
と
し
て
は
、
著
名
な
『
市
民
法
大
金
吋
の
ほ
か
、
ロ
ー
マ
の
法
学
者
な
ら
び
に
そ
の
他
の

諸
学
者
に
よ
る
著
作
が
あ
る
せ

も
っ
と
も
、
こ
れ
ら
の
諸
法
源
の
ほ
か
に
も
、
ロ
ー
マ
に
は
慣
習
を
は
じ
め
と
す
る
い
わ
ば
生
き
た
ロ

l
マ
法
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る

が
、
今
日
ま
で
承
継
さ
れ
た
ロ

1
マ
法
の
概
念
と
論
理
を
考
察
対
象
と
す
る
本
稿
の
問
題
関
心
か
ら
は
、
第
一
次
的
に
は
前
記
の
諸
原
典

に
収
め
ら
れ
た
テ
ク
ス
ト
の
法
命
題
に
着
目
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
を
「
ロ

l
マ
法
」
と
し
て
定
義
す
る
こ
と
は
や

は
り
不
正
確
で
あ
る
の
で
、
本
稿
で
「
ロ

l
マ
法
」
と
い
う
場
合
に
は
、
よ
り
柔
軟
に
、
原
典
の
テ
ク
ス
ト
の
諸
命
題
と
現
実
の
生
き
た

法
秩
序
を
両
極
と
し
て
、
両
者
間
に
含
ま
れ
る
規
範
群
を
ひ
と
ま
ず
包
括
的
に
表
象
す
る
も
の
と
す
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
ロ

l
マ
の
諸
法
源
の
形
成
に
関
し
て
は
、
と
り
わ
け
法
律
家
の
役
割
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

ロ
ー
マ

で
は
、
紛
争
当
事
者
の
み
な
ら
ず
、
裁
判
を
行
う
官
庁
や
審
判
人
に
対
し
て
も
、
名
望
家
層
が
法
律
顧
問
ま
た
は
代
理
人
と
し
て
意
見
を

与
え
て
お
り
、
ま
た
、
契
約
に
際
し
て
の
契
約
範
型
や
政
務
官
の
告
示
な
ど
も
、
法
律
家
の
協
力
の
下
に
作
成
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
こ
れ

ら
の
法
律
家
た
ち
は
共
和
政
期
に
は
法
学
教
育
に
携
わ
り
、
帝
政
期
に
な
る
と
彼
ら
の
一
部
に
は
解
答
権

(
-
5
2名
gaga-)
が
与
え
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ら
れ
、
そ
の
意
見
は
裁
判
を
も
公
的
に
拘
束
し
た
。
こ
れ
ら
の
諸
活
動
を
通
じ
て
、
法
律
家
の
見
解
は
ロ

1
マ
法
の
形
成
に
決
定
的
な
影

響
を
与
え
た
も
の
と
み
ら
れ
て
い
る
。

212 

で
は
、
な
ぜ
他
な
ら
ぬ
共
和
政
期
の
ロ

l
マ
に
お
い
て
、
近
代
以
降
の
法
形
成
に
も
|
↓
L
接
的
に
で
あ
れ
、
間
接
的
に
で
あ
れ
ー
ー

素
材
を
提
供
す
る
よ
う
な
普
遍
的
な
概
念
と
論
理
の
萌
芽
が
誕
生
し
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
は
、

ロ
ー
マ
法
を
起
点
と
す
る
考

察
を
行
う
前
提
と
し
て
、
本
来
な
ら
ば
最
初
に
答
え
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
私
の
乏
し
い
知
識
と
洞
察
力
の
ゆ
え
に
、
本
小
稿

の
段
階
で
は
十
分
に
論
じ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
こ
の
問
題
に
関
連
す
る
と
思
わ
れ
る
共
和
政
期
ロ

l
マ
の
社
会
的
特
色
の
う

ち
、
共
和
政
の
原
理
お
よ
び
そ
れ
に
基
づ
く
経
済
な
ら
び
に
社
会
構
造
の
変
化
に
つ
い
て
、
以
下
の
老
桑
の
前
提
的
知
識
と
し
て
必
要
な

か
ぎ
り
で
一
言
す
る
に
と
ど
め
ざ
る
を
え
な
い
。

周
知
の
よ
う
に
、

ロ
ー
マ
の
共
和
政
は
、
地
中
海
貿
易
に
よ
っ
て
富
を
蓄
積
し
た
ラ
テ
ン
人
貴
族
に
よ
り
、
従
来
の
エ
ト
ル
リ
ア
貴
族

に
よ
る
支
配
を
打
倒
し
て
樹
立
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
成
立
し
た
政
治
構
造
は
、
①
王
政
期
以
来
の
貴
族
か
ら
な
る
元
老
院
(
的
自
己
5)
、

②
民
会

(
g
E丘
町
、
お
よ
び
③
民
会
か
ら
選
出
さ
れ
る
数
種
の
政
務
官
官
告
白

5
5寸
の
聞
で
、
権
限
を
分
割
し
均
衡
さ
せ
る
と

い
う
原
理
に
立
脚
し
て
い
た
屯
さ
ら
に
、
各
々
の
政
務
官
は
相
互
に
他
の
政
務
官
を
制
約
す
る
と
と
も
に
、
政
務
官
の
中
に
は
他
の
政
務

官
お
よ
び
元
老
院
に
対
し
て
平
民
の
利
益
を
養
護
す
る
護
民
官
の
制
度
も
設
け
ら
れ
た
(
A
F

一
広
切
・。
・)。

こ
の
よ
う
な
様
々
な
形
で
の
諸
権
限
の
分
割
と
相
互
制
約
に
基
づ
く
ロ

l
マ
共
和
政
の
理
念
は
、
現
実
に
は
、
大
土
地
所
有
者
と
奴
隷

と
の
対
立
、
奴
隷
の
反
乱
鎮
定
を
契
機
に
し
た
元
老
院
を
中
心
と
す
る
門
閥
派
(
o
E
B釦
丹
市
凶
)
と
民
会
を
中
心
と
す
る
民
衆
派
(
吉
宮
-Rg)

と
の
抗
争
、
貴
族
(
匂

mWEn-昨
)
た
る
保
護
者
(
官
同
『

O
E臼
)
と
被
護
者

(n-5窃
)
と
の
身
分
闘
争
等
が
起
こ
り
、
新
貴
族
層

(gZEM)
41-ー社E

が
形
成
さ
れ
る
な
ど
、
そ
の
基
盤
は
必
ず
し
も
安
定
し
て
は
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
か
え
っ
て
そ
れ
に
よ
り
、
貴
族
の
特
権
は
次
第
に



廃
止
さ
れ
、
非
貴
族
層
と
の
法
的
差
別
が
一
般
的
に
撤
廃
さ
れ
る
な
ど
宮
共
和
政
の
原
理
が
オ
リ
エ
ン
ト
的
な
支
配
原
理
に
対
抗
す
る
も

の
と
し
て
制
度
的
に
も
確
立
さ
れ
た
こ
と
は
、
画
期
的
な
も
の
と
み
ら
れ
て
い
る
屯
か
く
し
て
、
ロ
ー
マ
市
民
は
、
た
と
え
被
護
者
で
あ
っ

て
も
、
も
は
や
保
護
者
を
介
す
る
こ
と
な
し
に
契
約
を
結
び
、
政
務
官
選
挙
権
を
行
使
す
る
な
ど
、
平
等
な
法
主
体
と
な
る
に
至
っ
た
。

ま
た
、
共
和
政
期
に
は
、
土
地
貴
族
の
土
地
所
有
を
制
限
し
、
平
民
と
の
対
立
を
緩
和
す
る
試
み
も
し
ば
し
ば
行
わ
れ
た
官

こ
の
よ
う
な
内
部
的
対
立
の
調
整
を
背
景
と
し
て
、
共
和
政
下
の
ロ

1
マ
は
、
イ
タ
リ
ア
半
島
に
お
け
る
ラ
テ
ィ
ウ
ム
平
原
の
諸
都
市

お
よ
び
ギ
リ
シ
ャ
植
民
都
市
を
勢
力
下
に
置
い
て
同
盟
都
市
網
を
拡
大
し
た
。
さ
ら
に
、
第
一
次
お
よ
び
第
二
次
ポ
エ
ニ
戦
役

(N21N企

∞・。
・一N
Z
I
g
-
∞-P)
を
経
て
、

ロ
ー
マ
は
周
辺
の
マ
ケ
ド
ニ
ア
、
ペ
ル
ガ
モ
ン
、
カ
ル
タ
ゴ
、

エ
ジ
プ
ト
、
ガ
リ
ア
な
ど
を
征
服
し

て
属
州
(
官

SEn-釦
)

と
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
対
外
進
出
に
伴
い
、
共
和
政
下
の
ロ

l
マ
で
は
、
社
会
お
よ
び
経
済
の
構
造

が
大
き
く
変
化
し
た
。

す
な
わ
ち
、
食
料
な
ら
び
に
原
料
の
供
給
地
お
よ
び
販
売
市
場
と
し
て
の
被
征
服
地
と
ロ

1
マ
と
の
聞
に
は
交
易
が
発
達
し
、
ま
た
、

外
征
に
よ
り
多
数
の
奴
隷
が
ロ

l
マ
へ
流
入
し
て
商
品
生
産
に
使
用
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
ロ
ー
マ
で
は
、
元
来
の
穀
物
生
産
の
ほ
か
に
、

畜
産
物
、
葡
萄
酒
、
ォ
リ
l
ヴ
油
等
の
農
産
物
な
ら
び
に
鉄
器
等
の
工
業
製
品
の
生
産
力
が
増
大
し
、
こ
れ
を
営
む
小
家
族
な
い
し
単
婚

家
族
の
経
済
的
独
立
性
が
高
ま
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
を
契
機
に
し
て
、
血
縁
関
係
を
紐
帯
と
す
る
氏
族
制
度
の
分
解
が
一
層
促
進
さ
れ
、

各
小
家
族
は
、
家
父
長
(
宮
丹
市
『

P
E
F師
)
の
絶
対
的
支
配
権
(
匂
弘
己
主

Mags帥
)
の
下
に
官
官
]
固
有
の
宅
地
と
庭
畑
地
を
永
続
的
に
私

的
に
占
取
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
宮
『
E
E
B
で
あ
る
唱
そ
し
て
、

zze回
目
を
中
核
と
す
る
私
有
地
宮
崎
市
『
胃
-4MW丹
5)

は
ロ

l
マ
市
民
た
る
資
格
の
物
的
な
象
徴
と
な
り
、
こ
れ
が
各
家
族
H

家
父
長
に
帰
属
す
る
こ
と
へ
の
社
会
的
承
認
が
、
逆
に
ま
た
、
各

家
族
H

家
父
長
の
自
立
性
を
強
化
し
、
保
障
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
町
]

41一ー社E213 



こ
の
よ
う
に
し
て
、

ロ
ー
マ
法
に
独
自
の
概
念
と
論
理
を
生
み
出
し
た
社
会
的
基
盤
と
し
て
は
、
共
和
政
期
に
お
け
る
共
同
体
内
分
業
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の
進
展
と
生
産
力
の
拡
充
に
伴
う
血
縁
的
規
制
の
弛
緩
、
財
産
私
有
主
体
と
し
て
の
私
的
個
人
H
家
父
長
の
確
立
、
貴
族
層
か
ら
平
民
層

へ
の
法
主
体
の
拡
張
、
お
よ
び
こ
れ
ら
私
的
諸
個
人
の
自
由
か
つ
平
等
な
相
互
交
渉
関
係
を
特
色
と
す
る
い
わ
ゆ
る
「
古
典
古
代
的
共
同

体
」
の
存
部
を
看
過
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、
部
族
的
な
血
縁
制
的
組
織
が
確
固
と
し
て
存
続
し
、
部
族
共
同
体

自
体
が
土
地
の
主
要
部
分
の
占
取
主
体
と
な
っ
て
い
た
い
わ
ゆ
る
「
ア
ジ
ア
的
共
同
体
」
に
お
い
て
は
、
各
家
族
に
よ
る
土
地
の
私
的
占

取
が
進
展
し
な
か
っ
た
結
果
と
し
て
、
私
的
個
人
の
幼
弱
性
と
私
的
所
有
の
欠
知
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
噌

で
は
、
以
上
の
よ
う
な
ロ

l
マ
的
共
同
体
に
お
け
る
所
有
と
は
、

い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
観
念
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

[1] 
E
-
ギ
ポ
ン
/
中
野
好
之
訳
『
ロ
l
マ
帝
国
衰
亡
史

-
W』
(
筑
摩
書
房、

一
九
九
O
年
)
二

一一

一
員
以
下
参
照
。
問
。
Z
印
刷

F
H沼
〉
ペ
男
1

冨
〉
F
d「
H
的
問

W
F
P
』
~
』

mm-AF・

版
社
、 な
お

ロ

マ
法
の

一時

頁 fi
季芽
R世に
は

政捧
並ミ
寝室
返f
化玄

長示
Z哲
展 I
開
を J¥
織頁
りお
混よ
ぜぴ
た同
比所
較注
坦人

手宣
ち~

長悟
標コ
と 7
し'マ
て持

は古
そ
① m 
共託
型会....晶.
制[

扇選
手?出

一
九
七
六
年
]

[2] 8
0

∞-
P
1
8
N
回・。
・)
、
②
共
和
政
末
期

(NON
回・の
i
N叶

⑤
古
典
期
後
期

(
H
S
l
N
忽
)
、
⑥
古
典
期
後

(N窓
l
m
N叶
)
お
よ
び
⑦

E日
Z
E
8
5
帝
時
代

(mN
叶
l
m品
目
)
と
い
う
区
分
法
が
あ
る
(
柴
田
光
蔵
寸
ロ
l

回
。
)
、
③
古
典
期
前
期
(
N
吋
回
わ
・1
8
〉
-U
・)
、
④
古
典
期
盛
期

(
g
i
H
U
ω
)
、

マ
法
学
」
碧
海
純

一
ほ
か
『
法
学
岳
[
東
京
大
学
出
版
会
、

も
基
本
的
に
一
致
し
て
い
る
。

一
九
七
六
年
]
所
収
三
O
頁
以
下
)
。
こ
の
区
分
方
法
は
、
吉
野
・
前
掲
書
の
そ
れ
と

[3] 

ロ-
Zの国
O
F
〉
∞
-
勾
H
j

苫
-
E
R
ま
た
、
元
首
政
期
以
後
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
形
で
の
皇
帝
の
命
令

F
E
E
Z
E
-
a
M
n
g戸
島
市
n
s
g戸

41一社四

「

g
q
e
z戸
田

g
e
g
B・
2
n・)
も
加
え
ら
れ
る
。



[4] 

一
五
人
三
年
、

41一社E

『
市
民
法
大
金
』
(
の
O
G
E
E号

ci--回
)
は
、

E

Z
帝
に
よ
る
法
典
編
纂
の
産
物
で
あ
る
『
学
説
業
茅
(
巴
伺
g
g・
mg)
、
『
法
学
提
要
』
(
回
目
的
C
Z
5
5・
gω)
な
ら
び
に
『
勅
法
集
茅

(の邑

a-E品
)
、
お
よ
び
法
典
編
纂
後
の
勅
法
(
五
三
五
年
以
後
)
を
後
に
集
成
し
た
『
新
勅
法
』

(
Z
2包
宮
市
)
の
四
つ
を
一
体
に
し
て
出
版
す

フ
ラ
ン
ス
の
法
学
者

U
F
8
3
2目
。
。
答
。
吟

a
g
c
m
$
1
5
N
N
)
が、

Z
E白

る
に
際
し
、
『
教
会
法
大
全
』
(
の
O
『
吉
田
宮
『
Z
P回
DEn-)
に
対
抗
し
て
付
け
た
名
称
で
あ
る

(p
・
ヴ
ィ
ノ
グ
ラ
ド
フ
/
矢
田
一
男
ほ
か
訳
『
中

[5] 世
ヨ
l
ロ
ァ
パ
に
お
け
る
ロ
l
マ
法
』
[
中
央
大
学
出
版
部
、
再
版

一
九
八
四
年
]
一
一
一
一
頁
訳
注
四
参
照
)
。

例
え
ば
、
〈

R
5・
0
n
o
g-
r
R
S
な
ど
の
諸
著
作
の
ほ
か
、
の
巳
5
の
『
法
学
提
要
』

(HSEE-oロ何回)、

C-玄
8
5
の
『
法
律
抜
粋
』

(
C
G
E
E
8
5自己、

E
巳
5
の
『
意
見
集
』

(EE--Zロ円
g
E巾
)
な
ど
が
知
ら
れ
て
い
る
。

M
-
ウ
ェ

I
パ
l
/世
良
晃
志
郎
訳
『
法
社
会
学
』
(
創
文
社
、
一
九
七
四
年
)
一
一
一
五
二
頁
以
下
参
照
。

民
会
の
構
成
員
は
、
財
産
額
に
応
じ
た
投
票
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
た
た
め
、
騎
士
お
よ
び
上
級
歩
兵
が
中
心
に
な
っ
た
。

こ
れ
は
、
執
政
官

(
n
g
E
)
、
神
宮

(
5
g
5
5
)
、
財
務
官

(
D
E
E
D円
)
、
接
委
主
主
主
的
)
、
法
務
官
官
官
三
、
戸
口
総
監

(
n
g
g
)

お
よ
び
護
民
官

(
E
V
E
g
-
s
g
)
か
ら
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
定
員
二
名
、
任
期
一
年
で
あ
っ
た
(
た
だ
し
、
戸
口
総
監
は
任
期
一
年
半
で
、
五
年

[6] 

[7] 

8 

」
と
に
選
出
さ
れ
た
)
。

[9] 
こ
れ
ら
諸
権
限
の
分
割
は
、
ポ
リ
ュ
ピ
ウ
ス

(3-ち
E
M
)
、
キ
ケ
ロ
(
口
丹
市
『
D
)

ら
に
よ
っ
て
も
推
奨
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
ロ
ー
マ
に
お
い
て
は
、

[
印
]
国
家
権
力
の
究
極
の
源
泉
は
国
民
(
苦
言

Z
臼
)
に
あ
っ
た
と
解
さ
れ
て
い
る
さ
宣
告
5
ロ
H-AF--)
。
も
っ
と
も
、
百
三
曲
目

5
b
-
H・
ω・臼
も
参
照
。

J
-
プ
ラ
イ
ケ
ン
/
村
上
淳
一

H
石
井
紫
郎
訳
『
ロ
l
マ
の
共
和
制
』

(山
川
出
版
社
、
一
九
八
四
年
)

一
六
頁
以
下
、
二
二
頁
以
下
参
照
。

[
日
]

中
村
勝
己
『
一
般
経
済
史
』
(
筑
摩
書
一
房
、

一
九
七
八
年
)
七
六
頁
以
下
参
照
。

[ロ]
例
え
ば
、
『
リ
キ
ニ
ウ
ス
H
セ
ク
ス
テ
ィ
ウ
ス
法
』

(
-
2
F
W
E
E
F
H
E・
8
叶
切
・。
・
)
、
護
民
宮

d
Z
ユg
c
z
n
S
5
(
H
8
1
H
ω
同
図
。
・)
に

よ
る
土
地
分
配
法

(Hg
回
・の
)
な
ど
で
あ
る
。

[
日
]

小
家
族
が
氏
族
的
結
合
か
ら
切
離
さ
れ
独
立
す
る
に
際
し
て
生
成
さ
れ
た
強
力
な
権
限
の

215 

家
族
構
成
員
に
対
す
る
家
父
長
の
絶
対
的
支
配
権
は
、



「
諸
刃
」
的
性
格
の
一
面
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

216 

な
お
、
『
十
二
表
法
』
に
よ
れ
ば
、
氏
族
構
成
員
が
第
三
順
位
の
相
続
人
と
さ
れ
て
お
り
(
宮
回

g
-
m-m)
、
共
和
政
期
に
お
い
て
も
依
然

と
し
て
氏
族
制
が
残
存
し
て
い
た
か
に
も
み
え
る
が
、
こ
れ
は
同
じ
氏
族
の
名
前
を
も
っ
者
を
意
味
し
た
に
す
ぎ
な
い
と
解
さ
れ
て
い
る
(
『
史
料
還

-
』
二
九
頁
注
げ
[
佐
藤
篤
士
]
)
。

[U] 
大
塚
久
雄
『
共
同
体
の
基
礎
理
論
』
(
岩
波
書
底
、

一
九
五
五
年
)
五
九
頁
以
下
、
と
く
に
七
二
頁
以
下
、
中
村
・
前
掲
書
七
七
頁
以
下
参
照
。
そ

の
ほ
か
、
次
第
に
、
耕
地
へ
、
さ
ら
に
最
終
的
に
は
放
牧
地
(
お
2
8
E
}曲目
n
E帥
)
に
も
私
的
所
有
が
拡
張
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
ロ
ー

マ
に
は
公
有
地
(
お
叩
『
唱

E
E
E臼
)
も
、存
在
し
て
お
り
、
と
く
に
紀
元
前
二
世
紀
初
め
以
降
は
征
服
地
の
三
分
の
一
ま
た
は
三
分
の
こ
が
公
有
地
と

さ
れ
、
こ
れ
は
貸
付
地
ま
た
は
必
要
と
能
力
に
応
じ
て
自
由
に
開
墾
す
る
先
占
権
が
認
め
ら
れ
た
土
地
と
な
っ
た
。

ち
な
み
に
、
伝
説
的
な
史
料
の
中
に
は
、
す
で
に
王
政
期
に
お
い
て

z
s
ι
Z
B
(ま
た
は
回
同
市
『
)
の
分
配
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
記
述
す
る
も
の

も
あ
る
が
(
司
口
呂
C
∞-
Z
白
仲
買
包
釘
目
的
件
。
『
g
-
H∞-
N
・
叶
・
〈
〉
周
回
向
。

-
P
苫
喜
朗
な

S
H・
5
一
口の何回同
0
・
b
暗
芯
玄
芸
n
p
N
-
広
忠
一
巾
Hn
・
)
、
こ
れ
ら

は
史
実
と
し
て
の
信
懇
性
に
欠
け
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
こ
で
の

zsez目
な
い
し
お
え
は
、
農
業
的
生
産
の
基
礎
と
な
り
う
る
に
は
あ
ま
り
に
狭

す
ぎ
る
庭
地
に
す
ぎ
ず
、
こ
の
こ
と
は
か
え
っ
て
、
当
時
は
ま
だ
大
部
分
の
土
地
が
共
同
所
有
状
態
に
あ
っ
た
こ
と
の
証
左
と
も
み
ら
れ
て
い
る

(05mE・
9
き

S
F毛
-
E・
8

R
[邦
訳
・
一
一
一
一
一
頁
以
下
]
)
。
そ
し
て
、
ロ
ー
マ
に
お
い
て
も
、
私
的
所
有
の
制
度
は
、
家
具
、
衣
服
、
装
身
具

な
ど
の
身
近
な
消
費
物
資
か
ら
、
家
畜
、
奴
隷
と
い
っ
た
生
産
に
関
わ
る
動
産
を
経
て
、
最
後
に
不
動
産
に
及
ん
だ
と
推
測
さ
れ
て
い
る
(
〈
間
「

国

O
Z
印刷
F
F
H
v
h
〉
吋
何
回
t

玄
〉
F
吋
H
印刷円、∞-』同勾
-m-
区
ω
同・
一
宮
O
∞U
H
・
9
き
ミ
急
会
宅
-m
同町・)。

[
日
]

大
塚
・
前
掲
喬
七
三
頁
参
照
。
も
っ
と
も
、
ロ
ー
マ
市
民
た
る
地
位
を
表
す

a
i担
問
。

B
8
5
な
い
し
n
玄
g臼
宮
自
信
曲
の
語
は
、
少
な
く
と
も

共
和
政
期
に
は
存
在
せ
ず
、
い
わ
ん
や
「
ロ

l
マ
市
民
権
」
と
い
っ
た
抽
象
的
な
権
利
の
観
念
は
、
当
時
は
ま
だ
存
在
し
な
か
っ
た
と
み
ら
れ
て
い

41一社E

る
(
プ
ラ
イ
ケ
ン
/
村
上
H
石
井
訳
・
前
掲
書
一
四
頁
以
下
)
。

[
民
]

大
塚
・
前
掲
書
七
八
頁
参
照
。



[
げ
]

大
塚
・
前
掲
書
五
七
頁
、
七
人
頁
。

41一社E

2 

ロ
ー
マ
法
に
お
け
る
所
有
概
念

ロ
l 前
マ述
法の
によ
はう
所に

事?
義マ

奇的
見共
出向
さ体
れに

ずお
vr-¥{ミ
統]て
ーは

Pz 
聖己
最整

合塁
王手
JJE か
空な

主主
号若
い二二

空芯
M ら
つ.

守宅
ミエ い

子 E
V み
れ
らて』

~' o 
九の
，で

ぶ争
~ ;f 

以
下
で
は
、
所
有
に
関
し
て
原
典
に
見
出
さ
れ
る
諸
概
念
を
手
が
か
り
に
し
て
、

ロ
ー
マ
法
的
所
有
概
念
の
特
色
を
明
ら
か
に
し
て
み
よ

ぅ
。
そ
の
よ
う
な
諸
概
念
と
し
て
は
、
①
「
私
の
も
の
で
あ
る
こ
と
」

(
B
2
g
m
m
m
)
、
②
支
配
性
(
号
呂
田
富
田
)
、
③
固
有
性
(
官
。
胃

5
8
)
、

④
「
財
産
中
に
あ
る
こ
と
{
も
つ
こ
と
]
」
(
吉
宮
三
回

g
田市

[
E
Z
Z
]
)
、
⑤
「
使
用
し
、
収
益
し
、
所
持
し
、
占
有
す
る
こ
と
」
(
塁

同『巳

Z
Z
Z
匂

o
g庄
司
『
巾
)
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

(a) 

所
有
に
関
す
る
こ
れ
ら
の
諸
概
念
の
う
ち
、
最
も
古
く
、
ま
た
ロ

l
マ
的
な
所
有
概
念
の
基
底
を
な
す
と
考
え
ら
れ
る
の
が
、

「
私
の
も
の
で
あ
る
こ
と
」

(gg自
g
n
)
の
概
念
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
所
有
物
返
還
請
求
の
た
め
の
対
物
訴
訟
(
曲
円
巴
o
g
z
g
)
に

お
い
て
、
原
告
お
よ
び
被
告
が
そ
れ
ぞ
れ
の
所
有
を
主
張
す
る
た
め
に
用
い
た
方
式
の
中
に
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

。
包

5
に
よ
れ
ば
、
「
返
還
請
求
し
た
者
[
原
告
]
は
打
棒

(
E
Z
S
)
を
保
持
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
彼
は
目
的
物
、
例
え
ば
奴
隷
(
吉
田
O
)

そ
れ
自
体
を
掴
ん
で
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
た
。
『
私
は
市
民
法
に
基
づ
い
て

(巾
H
E
E
C
E
Z
E自
)
、
こ
の
奴
隷
が
私
自
身
の
主
張
の

(自

2
田
市
目
的
巾
)
を
宣
言
す
る
。
私
が
述
べ
た
よ
う
に
、
見
ょ
、
様

(SE-ng)
を
当
て
が
っ
た
』
。
と

同
時
に
彼
は
、
こ
の
奴
隷
に
根
棒
を
押
し
当
て
た
。
彼
の
相
手
方
[
被
比
呂
も
同
じ
よ
う
に
述
べ
、
行
な
っ
た
」
と
さ
れ
て
い
る
包

と
お
り
私
の
も
の
で
あ
る
こ
と

こ
の
よ
う
に
「
私
の
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
所
有
の
主
張
方
法
は
、
打
棒
の
使
用
を
伴
っ
た
こ
と
に
特
徴
が
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
、

217 



。包

5
は
さ
ら
に
つ
ぎ
の
よ
う
に
解
説
し
て
い
る
。
「
打
棒
は
、
あ
た
か
も
槍

(
F
S
S
)
の
よ
う
に
、
正
当
な
支
配
性
会
g
E自
己
。
B
E
E
B
)

218 

の
あ
る
種
の
象
徴
官
官

E戸
)

と
し
て
用
い
ら
れ
た
。
と
言
う
の
は
、
敵
方
か
ら
捕
獲
を
し
た
者
た
ち
こ
そ
が

[
捕
獲
物
は
]
自
分
の

も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と

を
正
当
な
支
配
と
し
て
最
も
強
く
信
じ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
百
人
法
廷

(
円

g
E自

ais-巾
E
a
R
E自
)
に
お
い
て
は
槍
が
前
に
置
か
れ
て
い
る
」
せ
こ
こ
で
は
、
「
私
の
も
の
で
あ
る
」
に
象
徴
さ
れ
る
ロ

l
マ
的

(ω52Mm) 

所
有
概
念
の
元
来
の
意
味
は
、
槍
を
も
っ
て
実
力
に
よ
り
敵
方
か
ら
奪
い
取
ら
れ
た
支
配
で
あ
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、

か
よ
う
な
所
有
概
念
は
、

J
g
g
g
E自
E
E
B
--と
い
う
表
現
か
ら
も
窺
わ
れ
る
よ
う
に
、
二
疋
の
方
法
に
則
っ
た
実
力
に
よ
る
支
配
は
、

【

4
]

同
時
に
正
当
な
支
配
で
も
あ
る
こ
と
を
合
意
し
て
い
た
と
解
さ
れ
る
。

つ
い
で
、
元
首
政
期
に
な
る
と
、
所
有
関
係
を
表
す
概
念
と
し
て
、
「
支
配
性
」

(
E
S
E
C
B
)

お
よ
び
「
固
有
性
」
(
望
。
胃

5
8
)

が
比
較
的
多
く
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
。
。
自
広
三
目
は
、
当
初
は
各
種
の
支
配
を
意
味
し
て
い
た
が
h
i
F
ち

g
ゃ

P
5
2
で
は

物
の
所
有
を
表
す
た
め
に
用
い
ら
れ
て
い
る

τ他
方
、
官
。
胃

5
8
は
、
元
来
は
固
有
性
、
特
色
な
ど
を
意
味
し
て
い
た
が
、
や
は
り

P
5
2
の
諸
著
作
な
ど
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
元
首
政
初
期
に
な
っ
て
、
あ
る
者
へ
の
物
の
帰
属
と
し
て
、
私
的
所
有
の
意
味
に
用
い
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
せ
も
っ
と
も
、
匂
『
。
匂
ユ
巾
H
E
l
l場
合
に
よ
っ
て
は
胃
O

匂コ

5
ー
ー
は
、
古
典
期
に
な
る
ま
で
は
所
有
を
表
す
法
律

言
語
と
し
て
は
使
用
が
避
け
ら
れ
、
ま
た
、
古
典
期
に
は
用
益
権

(
5
5玲
5
E帥
)

お
り
、
よ
り
広
く
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
古
典
期
後
で
あ
る
喧

と
対
比
す
る
た
め
に
と
く
に
好
ん
で
用
い
ら
れ
て

(b) 

ロ
ー
マ
法
上
の
所
有
概
念
と
し
て
は
、
さ
ら
に
こ
の
ほ
か
に
、
「
財
産
中
に
あ
る
こ
と
[
も
つ
こ
と
]
」
(
百

σ
g
z
g
ぉ

F
号
令
市
]
)

お
よ
び
「
使
用
し
、
収
益
し
、
所
持
し
、
占
有
す
る
こ
と
」

(
E
丘町『
E
Z
Z
Z
匂
o
g
E
R巾)
の
概
念
が
存
在
し
た
が
、
こ
れ
ら
は
、

41一社E

a
o
S
F
E
Z
B
概
念
の
射
程
が
あ
る
一
定
の
所
有
関
係
に
限
定
さ
れ
た
こ
と
と
関
連
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
物
的
な
支
配
権
限
と
し
て
の



a
o
Eロ
宮
岡
田
は
、
当
初
は
、
奴
隷
、
イ
タ
リ
ア
の
土
地
な
ど
、
後
述
す
る
よ
う
に
ロ

l
マ
市
民
法
に
お
い
て
譲
渡
方
法
が
限
定
さ
れ
て
い

た
物
が
ロ

l
マ
市
民
に
帰
属
し
て
い
る
こ
と
を
表
し
、
こ
れ
は
と
く
に

E
E
E
g
g
m
H
Z
2
ρ
三
ユ
江
戸
田
岡
田
と
呼
ば
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、

41一社皿

こ
れ
ら
の
客
体
が
他
人
の
利
用
に
供
さ
れ
て
い
る
場
合
、
こ
れ
ら
の
客
体
が
所
定
の
譲
渡
方
法
に
よ
ら
ず
に
譲
渡
さ
れ
、
現
実
の
占
有
が

移
転
さ
れ
た
場
合
、
ま
た
は
こ
れ
ら
の
客
体
以
外
の
物
の
支
配
が
問
題
に
な
っ
た
場
合
に
つ
い
て
は
、
別
個
の
所
有
概
念
が
必
要
に
な
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
の

2
5
に
よ
れ
ば
、
「
ロ

l
マ
市
民
の
聞
に
は
、
二
態
様
の
所
有

(含
匂
Z
H
a
o
B
g
z
g
)
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
( 

てコ

宇
品
川
ノ
、

ロ
ー
マ
市
民
の
奴
隷
は
、
財
産
中
に
お
い
て

[
仲
間
宮
包
帥
]
あ
る
い
は
市
民
法
に
基
づ
い
て

[
巾

H
E
Z
C巳
z
t
H
H
B
]
、
ま
た
は
両

者
に
基
づ
い
て
存
在
す
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
)

の
で
、
わ
れ
わ
れ
は
、
ま
さ
に
奴
隷
が
所
有
者
(
号
邑

EM)
の
財
産
中
に
あ
る
場
合

は

(巳

g
g三回
2
5
忌
)
、
た
と
え
そ
の
奴
隷
が
同
時
に
市
民
法
に
基
づ
い
て
は
所
有
者
の
も
の
で
は
な
い
と
し
て
も
、
そ
の
奴

隷
は
所
有
者
の
権
限
の
中
に
あ
る

(
呂
志
丹
市
帥
g
g
号
E
E
Z田
市
)
と
言
、
つ
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
奴
隷
に
つ
い
て
た
ん
な
る
市
民
法

u、r、
か E
ら E
で g
あ ... 
る函
'-、
。ZE
吋... 
ロ
呂

、---
[
に
基
づ
く
所
有
]
を
も
っ
者
は
、
[
そ
の
奴
隷
に
対
す
る
]
権
限
(
吉
伸

g
g凹
)
を
も
っ
と
は
認
め
ら
れ
な

こ
こ
で
は
、

ロ
ー
マ
法
上
の
所
有
に
は
少
な
く
と
も
二
つ
の
形
態
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

一
つ
は
、
客
体
が

所
有
者
に
帰
属
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
号
邑
ロ
E
S
S
E
2
ρ
三
号
Z
S
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、
客
体
が
現
実
に
所
有
者
の
権
限

の
中
に
あ
る
状
態
を
意
味
す
る
百

σ
o口
広
島

O
E
g
g
n
で
あ
る
。
そ
し
て
、
の
ど

5
は
後
者
を
も
門
戸

O
B
E
Z
B
の
範
略
に

お
い
て
捉
え
て
い
る
官
も
ち
ろ
ん
、
。
巳

5
も
言
、
つ
よ
う
に
、
同
一
人
が
こ
の
両
者
の
号
旦
巳
E
自
を
も
つ
こ
と
は
可
能
で
あ
る
が
、
そ

(宮丹市的
S
凹)

れ
が
別
々
の
者
に
分
属
す
る
こ
と
も
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
具
体
的
に
は
ど
う
い
う
場
合
で
あ
ろ
う
か
。
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こ
れ
に
つ
い
て
の
巳

5
は
、
所
有
者
の
財
産
中
に
あ
る
こ
と

(
S
σ
oロ
広
号

E
E
m印
刷
叩
)

の
例
と
し
て
、
握
取
行
為

(BEn-間
延
芯
)

220 

な
ど
の
特
別
の
方
法
に
よ
っ
て
の
み
譲
渡
さ
れ
う
る
い
わ
ゆ
る
手
中
物
(
『

g

に
引
き
渡
さ
れ
、
取
得
者
が
そ
の
占
有
を
獲
得
し
た
場
合
を
挙
げ
て
い
る
官
他
方
、
客
体
を
財
産
中
に

(
S
Zロ
仲
間
)
も
た
な
い
、
た
ん

E
E
1
)
 が
、
握
取
行
為
等
の
所
定
の
方
式
に
よ
ら
ず

な
る
市
民
法

(
E
E
B
吉
田

ρ
E
ユE
B
)
に
基
づ
く
所
有
者
(
島
O
E
E
m
)
は
、
そ
の
客
体
の
用
益
権
者

(
5
5同
2
2
5
)
に
対
し
て
も
、

さ
ら
に
は
善
意
占
有
者

(
Z
E
m
E
m仲間
5
8
2
8吋
)
に
対
し
て
さ
え
、
よ
り
劣
っ
た
権
限

(
B
5
5
2悶
)
を
も
っ
、
と
さ
れ
て
い
る
官

こ
の
よ
う
に
、
の
巳

5
に
よ
っ
て
記
述
さ
れ
た
ロ

l
マ
法
上
の
所
有
概
念
は
、
た
ん
な
る
市
民
法
(
ロ
昆
ロ
田
宮
臼

ρ
巳
『
庄
回
目
)
に
基

づ
く
所
有

(
E
E
g
z
g
)
の
よ
う
に
、
客
体
た
る
物
が
主
体
に
帰
属
す
る
と
い
う
抽
象
的
関
係
を
も
含
意
す
る
に
至
っ
て
い
る
も
の
の
、

な
お
そ
の
本
質
は
、
物
に
対
す
る
現
実
の
支
配
権
限
(
匂
O
Z
M
g
ω
)
を
中
核
に
す
る
も
の
と
し
て
把
握
さ
れ
て
お
り
、
か
か
る
ロ

l
マ
法

(
g
g
g
g
m巾
)

概
念
に
包
摂
さ
れ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
官

的
所
有
の
核
心
は
、
財
産
中
に
あ
る
こ
と

と
い
う
概
念
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
た
う
え
で
、
所
有
(
号
E
E
Z自
)

の

最
後
に
、
属
州
の
土
地
に
つ
い
て
は
、
占
有
(
旬
。

ngo)
お
よ
び
用
益

(
5
5守
口

ng凹
)
の
み
が
認
め
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、
属
州
の

土
地
に
対
す
る
所
有
権
類
似
の
権
利
と
し
て
、
使
用
し
、
収
益
し
、
所
持
し
、
占
有
す
る
こ
と
(
ロ
巴
吟

E
E
Z
2
宮
包
含
『
巾
)
と
表

現
さ
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
て
い
る
が
官
。
包

5
は
こ
れ
を
も

aoE巳
己
目
と
し
て
認
め
て
い
る
官

(c) 

以
上
の
よ
う
に
、

ロ
ー
マ
法
上
の
所
有
概
念
は
、
と
り
わ
け
号
E
E
E
M
概
念
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
物
の
現
実
的
支
配
を

中
核
に
し
て
お
り
、
物
の
主
体
へ
の
帰
属
と
い
っ
た
観
念
は
、
た
し
か
に
成
立
し
て
い
る
も
の
の
、
所
有
観
念
と
し
て
は
ま
だ
薄
弱
で
あ
っ

そ
し
て
、

ロ
ー
マ
法
上
の
所
有
観
念
に
つ
い
て
、
と
く
に
譲
渡
法
と
の
関
連
で
注
意
す
べ
き
は
、

ロ
ー
マ
法
に
お
い
て
は
所
有
権

41ーヰ土E

た
と
み
ら
れ
る
。



と
が
同
一
視
さ
れ
て
お
り
宮
そ
の
結
果
、
権
利
(
宮
田
)
の
移
転
な
い
し
承
継
と
い
う
観
念
も
ロ

l
マ
法
に

は
存
在
し
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
官
こ
の
こ
と
か
ら
、
ロ
ー
マ
法
研
究
者
の
中
に
は
、
少
な
く
と
も
古
典
期
以
前
の

(
a
o
E
E
C
B
)
と

物

(

吋

冊

目

)

41一社E

法
に
関
し
て
は
、

ι
o
E三
回
目
の
譲
渡
と
は
、
譲
渡
人
の
色
O
E巳
ロ
日
を
移
転
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
譲
渡
人
の
仏
O
E
E回
目
を
消
滅
さ
せ

て
、
譲
受
人
に
も
う
一
つ
の
仏
O
E
E
C
B
を
創
設
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
、
と
説
明
す
る
者
も
あ
る
唱
何
れ
に
せ
よ
、
ロ
ー
マ
の
法
律
家
は
、

譲
渡
に
関
し
て
は
、
「
物
を
移
転
す
る
こ
と
」
(
可
吉
弘
2
2
2自
)
に
つ
い
て
述
べ
る
の
が
む
し
ろ
一
般
的
で
あ
っ
た
こ
と
に
留
意
し
て

吉
田
]

お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
σ

そ
こ
で
、
以
後
、
ロ

l
マ
法
上
の
号
E
Eロ
自
に
対
し
て
は
「
所
有
物
」
と
い
う
訳
語
を
用
い
る
こ
と
に
す

る
。
本
稿
の
表
題
を
あ
え
て
「
所
有
物
譲
渡
法
」
と
し
た
所
以
は
こ
こ
に
あ
る
。

以
下
の
考
察
で
は
、
こ
の
よ
う
な
ロ

1
マ
法
的
な
所
有
概
念
が
所
有
物
譲
渡
法
の
構
造
を
ど
の
よ
う
な
形
で
規
定
し
て
い
た
か
、
と
い

う
点
に
注
目
し
て
ゆ
く
こ
と
に
す
る
。

[1] 
所
有
の
定
義
は
一
回
世
紀
に
な
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
註
解
学
派
に
よ
り
は
じ
め
て
試
み
ら
れ
た
(
広
・
回
〉
号

O
E
Z巾∞
g空
白
g
・

9
Y
3
5

芸
者
寝
室
町
2
3
5
[
回
曲
目
己
申
書

H
m
g
l
H
m
g
]

邑

b
・
企
-
N
-
H
戸田・

?
E
S
C的色。

5
E
F
T
音
色
R
H
5
8
霊
童
5
0
5
t
S運
営
両
注
目

S
S語
宏
事
』

R
-
e
E
g包
喝
さ
臼

[E包
E
E
r
H
g
H
]
のO
自
国
・
白
色
の
印
・
由
・
ω
・国

H)
。

[2] 

ca--〈
・
Ha・

[3] 
」
「
守
帆
h
H
.

[4] 
の o
記旨・
述臼
品、』こ

L; 
::0::以
民上
回2
q速
古は、
ロ+也

↓差
最善
毒E
?誌
は~

準語
刀訴
当訟

言宗
に曾.
対日
し包
て 5・
の帥
み 2...， 
一←同
雇言
可思

能?
な回

ー喝
-， ... 

相良
対)
保1 の
権方
利式
」に

に関
すす
ぎる
なも
かの
つで
たあ
とる
し治安
て、

い
る
(
同
〉
印
刷
岡
山
・
阿
国
・

ω
由同同
J
N
3
R
-
ω
出品問・一内同
m
a
-
-
b』
司
、
河
戸
∞

-
H
N品同
・)。

こ
れ
に
対
し
て
は
い
く
つ
か
の
反
論
が
提
起
さ
れ
て
い
る
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(EO∞宮・

9
5
3
F
e・
3
・
H
N
H
R
[佐
藤
ほ
か
訳
・
一
四
一
頁
以
下
]
一
注
目
巧
〉
J

『的
0
2
・
M
-
E
E言
。
、
宇
-B
も司

e
s
若
宮
雪
勾
-
き

s

e
-

玄

E
h
[
O
H同
oa・
5
g
]
唱
曲

H
R・
-
E
E
の
〉
き
の
き
∞
的
目
。
。
同

oczgH・
ha
嗣

H
a
E
S
弘
之
宮
司
、
冬

S
S
偽

ha¥3EN4円言

KS
〈

S言

、
記
念

3
S
E
E
S
諸
島玄
室

S
E
H
[冨曲目
E
P
H由自由
]
3・
2
5。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
こ
の
訴
訟
方
式
に
お
け
る
所
有
観
念
が
事
実

的
支
配
性
の
強
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
の
場
合
に
は
、
当
該
事
実
的
支
配
の
正
当
性
を
|
|
と
り
わ
け
窃
盗
や
強
奪
か
ら
|
|
識
別
す
る
基
準

が
重
要
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
の
検
討
と
併
せ
て
、
所
有
物
保
護
法
に
関
す
る
別
稿
に
譲
る
。

[5] 
ち
な
み
に
、
ロ

l
マ
に
お
け
る
所
有
概
念
は
、
当
初
は
家
父
長
(
宮
丹
市
町
同
B
E
B
)
が
家

(PE--帥
)
の
財
産
に
対
し
て
も
つ
物
的
な
支
配
と
家

の
構
成
員
に
対
し
て
も
つ
人
的
な
支
配
の
両
者
を
包
括
す
る
未
分
離
の
権
限
で
あ
り
、
こ
れ
は
握
取
行
為
(
回
目
2
3
t
o
)
、
所
有
物
返
還
請
求

(=E-zE)
お
よ
び
使
用
取
得
(
ロ
帥
5
8
E
)
の
対
象
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
た
と
み
ら
れ
て
い
る
宙

ozω
巴
ト
H
冨
〉
ペ
何
回
同
'
冨
〉
F
4
H
∞盟、回・

』

q
F
m
・
-
品
目
)
。
こ
の
意
味
で
、
ロ

l
マ
的
所
有
概
念
の
一
つ
と
し
て
国
自
己
目
呂
田
を
挙
げ
、
こ
れ
が
後
に

e
E
E
Z自
に
と
っ
て
代
わ
ら
れ
た
と

す
る
見
解
も
あ
る

(
3
3
8
B
E
〈
目
的
的
自
思

-
h
E
S
ミ

K
R
S書
官
害
電
電
ミ
霊

3
F
N
[
H呂田
]
3・

ロ
--Nω

[
H

泊目叶]司自
M
-
N昂

N

∞ω
 

[6] 同町・一〈同-
-
開内〉印刷局
-
h』
w-

∞-
H

∞O

民
・)。

E
F
g
b
-
H∞
-H・
s-ω(「
何
び
と
も
、
そ
の
所
有

(ι
。
白
百
三
回
)
に
つ
い
て
訴
え
が
提
起
さ
れ
て
い
る
物
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
買
主
に
引
き

渡
す
の
で
な
け
れ
ば
売
却
し
た
と
は
認
め
ら
れ
え
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
は
賃
貸
借

(zn色
。
)
ま
た
は
そ
の
他
の
種
類
の
契
約
で
あ
る
」
一印刷
Z
M
W
a

。〉
-
K
ぬ
富
色

2.3
2・
同
「
各
人
は
自
己
の
財
産
の
私
有
権

(
E
B
E
E
)
を
も
っ
て
い
る
」
一
室
・
・
叶
・
由
'
ω
「
賢
者
も
心
で
は
あ
ら
ゆ
る
も
の

を
所
有
し
て
い
る
が
、
法
律
的
に
、
所
有
権
(
品
O
B
E
E
B
)

の
う
え
か
ら
は
、
自
分
自
身
の
も
の
だ
け
を
所
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
」
[
茂
手
木
元

蔵
訳
『
セ
ネ
カ
道
徳
論
集
(
全
)
』
(
東
海
大
学
出
版
会
、

一
九
八
九
年
)
六
九
一
頁
以
下
]
)

[7] 
印
刷
言
。
〉

-
e
F
S
E
a
-
Z
N
「
す
べ
て
の
も
の
の
支
配
は
王
に
所
属
す
る
す
『

E
g
)
が
、
そ
の
所
有
(
言
。
宝

E
日
)
は
個
々
の
市
民
に
所

属
す
る
」
喝
を
k
'
・吋
-
F
N

「
一
つ

一
つ
の
も
の
の
所
有
権
(
司
『
口
安

E
E
)
は
各
個
人
の
聞
に
ば
ら
蒔
か
れ
て
い
る
」
[
茂
手
木
訳
・
六
八
九
頁
、
六

九
二
頁
]
・
〈
岡
戸
内
P
印
刷
同
戸
同
貝
∞

ω
包
民

-
E
仲司ロ

-NNINa
-
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[8] 
国内〉∞何回戸』

WNW-
的
・
ωHH
同・

41一社E

[9] 
。
晶
匹
目
.
印品
.

[ω] 
こ
れ
は
、
所
有
主
体
の
側
か
ら
み
て
、
巴

g
g
g巴臼
E
Z
Z
と
も
呼
ば
れ
て

い
る

(C

R

同
・
8
)。

[
日
]

c
a・
同
企
一
三

-
g玄
室
帆
ぬ
を

H3=-
H
H
m-

例
え
ば
、
奴
隷
が
他
人
か
ら
取
得
し
た
物
は
、
そ
の
奴
隷
の
用
益
権
者
ま
た
は
善
意
占
有
者
に
よ
っ
て
取
得
さ
れ
る

(c
a-
E
H
a品
1
5
9
国
・
∞∞)
。

[ロ]
[
日
]

Q
-
c
s
-
8
5
』)・
8
・
5
・
怠
し
た
が
っ
て
、
物
を
財
産
中
に
も
つ
(
「

2
5
吉田回目

E
v
q巾
)
者
は
、
そ
の
物
の
引
渡
を
請
求
す
る
者
に
対

し
て
は
抗
弁

(mne巴O
)

を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
そ
の
物
の
占
有
を
失
っ
た
場
合
に
は
、
返
還
さ
れ
る
べ
き
物
に
つ
い
て
の
訴
権
(
脚
色
。

包
『

g司
R
S
B
B
『
冊
目
)
を
も
っ
た
ま
邑

g
E
g
h
M
企

-
H-
mN)
。
も
っ
と
も
、
こ
の
者
も
、
そ
の
財
産
中
に
も
つ
奴
隷
を
市
民
主
己
的
)
に

し
た
り
、
そ
の
後
見
人

(gg『
)
に
な
る
た
め
に
、
奴
隷
を
解
放
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た

(
C
E-
--
ロ・

5
3
。
し
か
し
、
使
用
取
得
期
間
が

経
過
す
る
こ
と
に
よ
り
、
物
を
財
産
中
に
も
つ
者
は
法
律
上
完
全
に
(
立

g
o
Z『巾
)
、
す
な
わ
ち
財
産
中
に
お
い
て
の
み
な
ら
ず
市
民
法
に
基
づ
い

て
も
所
有
者
と
な
っ
た
お
E
・
同
・
企
)
。
な
お
、
ロ
ー
マ
法
に
お
け
る
百
吉
田
町
概
念
の
様
々
な
ヴ
7
リ
エ

l
シ
ョ
ン
に
関
し
て
は
、
白
血
図
的
〉
Z
同・

C
露
目
品
開
『
昨
円
司
。
。

F.岡山命目

E
Z
E
M
目
g
M
2忠
信
門
戸
耳
目
百

FoEM
目
。
曲
目
命
回
目
m
一
↓
『
曲
円
命
的
。
同
同

Z
o
o
s
-
o司
目
。
国
円
。
同
問
。
目
白
ロ
ロ

CEFZ

0
3
3
E司
・
百
い
回目岡山開

ω
(
&
)
・
ミ
E
き
を
忌
5
・
3
・
日間同
・
に
詳
し
い
。

[H] 
F
a
曲伺叫

R
E
(
H
H阿
国
・
。
・)一

4
岡--国
(

)

Z

∞盟、

F
H
V向〉吋何回同
l

冨
〉
戸
吋

H
m盟
、
回
・
河
-
R
∞
・
広
叶
自
回
同
司
ロ
・A
F

一
民
民
何
回
戸
』
)
』
州
、
河
戸
∞
・
串
C
N
E骨
司
回
・

Hω
・
ω・
品
ω由・

[
日
]

。食
品F

同
・4
『・

[
尚
]

田
市
】
自
己
。
。
塁
。
・
NE『の巾臼
nznF丹
市
内
田
市
田
切
巾
血
宣
言

=田
区
互
停
巴
〈
巾
白
河
市
内
町
円

J
E
一
b
g
主
客
室
電
』

4RF富
喜
弘
弘
司
勾
R
Fな
肺
門
言

HH
弘
司
、
雪
恒
ba-

-
s
z
o
h
[
H
g
]
印
・
二

--
口
同
・一
長

-
E
Z
E
E
-
E
E
--開F
同

S
E
R
-勾
2
5
3
5
5
h
a
h
h
s
s
t
E
5
3
F
』皆、

E
S
F
R昌弘

s
s
g
F
H
K
S
E
E
S
K
E
E
E
S
E
-
回

[
H
S
]
的・

3
・
〉
・
目
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[口]

す
な
わ
ち
、
ロ

I
マ
法
で
は
、
譲
渡
に
関
し
て
は
物
支
配
の
即
物
的
な
移
転
が
重
視
さ
れ
、
そ
の
結
果
、

債
権
譲
渡
や
債
務
引
受
も
知
ら
れ
て
い

な
か
っ
た
と
み
ら
れ
て
い
る
(
関
〉
的
思
p

b
均
』
岩
戸
的
・
N
N
N
円
台
N
円
一
切の出
C
F
N
・
。
勾
ト
・
喧喧
・
N
H
H
R
-
ω
品川
W
R
一
回。
Z
印刷
F
F
H
冨
〉
吋
何
回

N'冨
〉
F
吋

H
m
巴
h-
』
州
知
的
・
Hm印
一
円四
・
吋
問
。
冨
〉
∞
・
MJ司F
唱
-
HmH
包
品
目
o
g
ω
)
。
権
利
移
転
の
思
想
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
古
典
期
後
に
起
源
を
も
っ
と
の

見
解
宙
開

2N〉
Z
Q
R
C
m
-
h
宮
崎
、
試
著
書
守
弘
司
』
宮
、
豊
堂
島

[
H
S品
]
唱
-
N怠
)
に
対
し
て
、
す
で
に
そ
れ
が
古
典
期
の
法
に
は
次
第
に
現
わ
れ

て
い
た
と
の
見
解
(
国
O
Z間関
F
F
H
迄
〉
吋
同
wms
冨
〉
FJ町H
印刷

5
・
勾
知
的
-
H
印
m

E
仲
司
ロ
・
叶
)
が
対
立
し
て
い
る
。

[
沼
]

吋
因
。
冨
〉
∞
-
M1ER-
唱
・
HmH
恒
国
品
目
O
Z
ω
・

[mu] 

ca・
同
-
N
N
-
巾仲町-
一
円
門
的
。
国
C
F
N
-
。
』
戸
田
yω
お
町
四
・
も
っ
と
も
、
主
と
し
て
古
典
期
末
期
の
法
律
家
の
著
作
に
は
、

J
3
5
0
0
宕
B
E
E
R
-

ぜ
目
的
同
市
吋
O

E
邑
巴
回
目
J

a

q
曲目的】国民
O
向
日

o
E
E
Z
R
な
ど
の
表
現
も
み
ら
れ

(des回
回
目
。
・
HN
・同
・
区一

HM
企
・
-
N
O
H
V
『・一
巾
件
円
・
て
あ
る
い
は

す
で
に

E
Z
O
(
b-
Z
-
F
∞0
・
ω)

に
は
、
可
包
臼
な
吋
『
巾
品
O
E
E
E回
・
可
白
色
白
骨
FO
円吉田
E
E
な
ど
の
表
現
も
見
出
さ
れ
る
。
し
か
し
、
当
時
は
、

e
B
E富
田
自
体
が
、
そ
れ
が
存
立
す
る
対
象
で
あ
る
物
(
志
田
)
と
同
一
視
さ
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
こ
と
は
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
。
の
み
な
ら
ず
、

こ
れ
ら
の
テ
ク
ス
ト
に
は
イ
ン
テ
ル
ポ
ラ
テ
ィ
オ
が
施
さ
れ
た
疑
い
が
あ
り
、
同
居
住
巳

g
g帝
の
法
典
編
纂
の
時
点
で
す
ら
ま
だ
存
在
し
て
い
な

か
っ
た
、
と
の
見
方
も
あ
る
(
↓
出
o
g〉
的
・
同
1
a
E
'
H
Y
H
臼
包
島
田
O
R
日)。
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ロ
ー
マ
法
に
お
け
る
所
有
物
値
渡
の
筒
方
法

g 

通
例
、
「
所
有
権
の
承
継
取
得
」
の
方
法
と
し
て
、

ロ
ー
マ
法
に
は
握
取
行
為

(BEn宮
t
o
)
、
法
廷
承
認

5
2
2
2
Z
M
。)

ぴ
引
渡
(
同
g
a
E
O
)
と
い
う
三
種
類
の
行
為
が
あ
っ
た
と
さ
れ
、
握
取
行
為
は
手
中
物
を
、
引
渡
は
非
手
中
物
を
、
そ
し
て
法
廷
承
認

は
こ
の
両
者
を
対
象
と
し
た
、
と
さ
れ
て
い
る
せ
し
か
し
な
が
ら
、
た
と
え
古
典
期
に
限
定
す
る
と
し
て
も
、
ロ
ー
マ
に
お
い
て
こ
れ
ら

三
種
の
行
為
が
そ
の
よ
う
に
並
列
的
に
機
能
分
担
を
し
て
実
際
に
活
用
さ
れ
て
い
た
の
か
、
ま
た
、
こ
れ
ら
の
異
な
っ
た
譲
渡
方
法
が
な

ぜ
併
存
し
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
は
、
ま
だ
十
分
に
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
以
下
で
は
、
こ
れ
ら
の
譲
渡
方
法
の

構
造
と
生
成
過
程
を
分
析
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
譲
渡
方
法
の
相
互
関
係
を
よ
り
動
態
的
に
把
握
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

ロ
ー
マ
の
所
有
物
譲

渡
法
の
し
く
み
を
よ
り
実
体
に
適
合
し
た
形
で
捉
え
る
こ
と
を
試
み
て
み
よ
う
。

ま
ず
、

P
E
の
『
法
学
提
要
C

は
、
物
の
譲
渡
方
法
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
整
理
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
①
自
然
法
(
同

5
S
E
E
-巾
)

認
お
よ
び
使
用
取
得

(
5
5脚立
O
)

が
、
他
方
、
②
市
民
法

(FEn-sz)
に
よ
る
譲
渡
方
法
と
し
て
、
握
取
行
為
、
法
廷
承

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
せ
こ
の
分
類
方
法
は
、
後
に
の
包

5
の
『
法
学
通
論
』

(
m
m凹

g
ロ
E
E
E巾
)

に
よ
る
譲
渡
方
法
と
し
て
引
渡
(
可
主
主
O
)

で
は
、
①
万
民
法

(Em
岡
市
ロ
神
宮
田
)
|
|
「
自
然
的
理
性
に
よ
っ
て
、
す
べ
て
の
人
々
の
聞
で
ま
っ
た
く
等
し
く
維
持
さ
れ
て
い
る
」

の
固
有
の
法
」
ー
ー
に
よ
る
場
合
と
に
置
き
換
え
ら
れ
て
い

る
が
、
そ
の
際
、
万
民
法
に
よ
る
譲
渡
方
法
は
市
民
法
に
よ
る
そ
れ
よ
り
も
古
い
も
の
と
さ
れ
て
い
る
せ
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
ロ
ー

ー
ー
に
よ
る
場
合
と
、
②
市
民
法
|
|
「
わ
れ
わ
れ
の
共
同
体

(nzg)

41一社皿

お
よ

225 



マ
法
学
に
お
い
て
は
、
官
頭
に
述
べ
た
三
種
の
譲
渡
方
法
の
う
ち
、
握
取
行
為
な
ら
び
に
法
廷
承
認
が
、
引
渡
と
は
妥
当
の
仕
方
が
異
な

226 

る
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
ま
ず
、
各
種
譲
渡
方
法
の
妥
当
範
囲
、
と
く

に
そ
れ
ら
が
用
い
ら
れ
た
主
体
お
よ
び
客
体
に
注
意
し
な
が
ら
再
検
討
す
る
。

な
お
、
こ
れ
ら
三
種
の
譲
渡
方
法
の
発
生
順
序
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
学
説
上
争
わ
れ
て
き
た
。
ま
ず
、
市
民
法
上
の
取
得
方
法

と
し
て
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
引
渡
が
ー
ー

-
5
E
5
5∞
帝
の
法
典
編
纂
に
際
し
て
|
|
最
後
に
法
的
承
認
を
得
た
点
に
つ
い
て
は

争
い
が
な
い
。
し
か
し
、
先
の
の
包

5
の
記
述
か
ら
も
窺
わ
れ
る
よ
う
に
、
最
も
単
純
な
譲
渡
方
法
と
し
て
の
引
渡
は
、
取
引
の
実
態
の

レ
ベ
ル
で
は
お
よ
そ
最
も
古
い
も
の
で
は
な
い
か
、
と
の
疑
問
が
生
じ
る
の
は
む
し
ろ
当
然
で
あ
ろ
う
。
実
際
、
『
十
二
表
芸
に
は
、

引
渡
に
よ
る
移
転
を
前
提
に
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
法
文
も
存
在
す
る
せ
そ
こ
で
、
引
渡
に
関
し
て
は
、
お
よ
そ
人
間
の
共
同
生
活
に
お

い
て
存
在
す
る
と
考
え
ら
れ
る
素
朴
な
意
味
で
の
引
渡
と
、

ロ
ー
マ
法
の
最
後
の
段
階
に
至
っ
て
法
的
に
確
立
さ
れ
た
引
渡
の
体
系
(
後

述
4
)
と
の
相
違
が
確
認
さ
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

つ
ぎ
に
、
握
取
行
為
と
法
廷
承
認
の
先
後
に
関
し
て
見
解
が
対
立
し
て
い
る
。
す
で
に
『
十
二
表
芸
で
は
両
者
と
も
確
認
さ
れ
て
い

た
、
と
言
わ
れ
て
い
る
せ
ま
た
、
両
者
は
そ
れ
ぞ
れ
起
源
を
異
に
し
た
と
の
指
摘
も
あ
り
宝
そ
の
先
後
関
係
を
確
定
す
る
こ
と
は
き
わ
め

て
困
難
で
あ
る
。

し
か
し
、
本
稿
に
と
っ
て
よ
り
重
要
な
問
題
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
譲
渡
方
式
が
ロ

l
マ
に
お
け
る
所
有
観
念
な
ら
び
に
所
有
秩
序
と
ど
の

よ
う
な
関
連
性
を
も
ち
、
な
ぜ
、
ま
た
ど
の
よ
う
に
し
て
法
的
に
形
成
さ
れ
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
は
、

返
還
請
求
訴
訟
な
ど
の
所
有
物
保
護
制
度
と
の
関
連
に
も
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
第
二
に
、

ロ
ー
マ
の
政
治
、
経
済
お
よ
び
社
会
の
変

41ーヰ土E

第
一
に
、
た
ん
に
譲
渡
行
為
そ
れ
自
体
の
み
な
ら
ず
、
こ
れ
と
と
も
に
所
有
秩
序
を
支
え
て
い
る
そ
の
他
の
法
制
度
、
と
り
わ
け
所
有
物



遷
、
そ
し
て
そ
れ
に
伴
う
所
有
秩
序
の
変
化
が
、
所
有
物
の
譲
渡
方
式
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
か
、
と
い
う
点
が
確
認
さ
れ
る
べ

き
で
あ
る
。

以
下
で
は
、
こ
れ
ら
の
諸
点
に
留
意
し
て
、

ロ
ー
マ
に
お
け
る
所
有
物
譲
渡
行
為
の
構
造
と
機
能
を
分
析
す
る
こ
と
に
す
る
。
叙
述
の

順
序
に
つ
い
て
は
、
お
お
よ
そ
の
指
標
と
し
て
、
①
譲
渡
に
際
し
て
目
的
物
の
帰
属
関
係
を
公
的
に
か
つ
最
終
的
に
確
認
し
、
決
定
す
る

制
度
の
形
成
、
②
こ
の
制
度
を
前
提
に
し
つ
つ
も
、
当
事
与
告
の
よ
り
強
力
な
イ
ニ
シ
ァ
テ
ィ
ブ
に
基
づ
い
て
、
よ
り
簡
便
に
目
的
物
の
移

転
を
有
効
な
ら
し
め
る
、
共
同
体
構
成
員
に
よ
る
自
律
的
制
度
の
形
成
、
そ
し
て
、
③
譲
渡
に
際
し
て
の
当
事
者
の
主
観
的
意
図
を
よ
り

強
力
に
、
ま
た
よ
り
多
様
な
意
図
を
譲
渡
の
効
果
に
反
映
さ
せ
る
制
度
の
形
成
、
と
い
う
観
点
を
重
視
し
、
こ
れ
に
従
っ
て
考
察
を
進
め

て
ゆ
く
こ
と
に
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
叙
述
の
順
序
は
、
各
種
譲
渡
行
為
の
実
際
の
発
生
順
序
と
必
ず
し
も
一
致
し
て
い
る

と
は
限
ら
な
い
。
し
か
し
、
老
桑
に
際
し
て
は
、
資
料
的
に
可
能
な
か
ぎ
り
、
各
制
度
が
形
成
さ
れ
た
時
期
に
つ
い
て
も
留
意
す
る
こ
と

に
よ
り
、
実
態
か
ら
で
き
る
だ
け
か
け
離
れ
な
い
よ
う
に
し
な
が
ら
、
体
系
的
な
理
解
に
努
め
て
ゆ
き
た
い
。

[1] 

gvsa
冬
会
g
ま・同由・

ω
一
H
山V
N
H
由
・
山
田
一
〈
包
・
図
。
Z
印
刷

F
F
H冨
〉
吋
別
問
t
冨
〉
F
4
H印
刷

F
切・』柑勾
-
m
-
H
m
m
同・

[2] 
CAN-h
固

品

目

.

{3] 
。包

g
b
-
企

H-
H
司『
・
の
曾
匡
帥
に
よ
る
市
民
法
と
万
民
法
の
定
義
に
つ
い
て
、
よ
り
詳
し
く
は
、

c
R
-
H
参
照
。
も
っ
と
も
、
の
包
5
は
、
万

民
法
と
自
然
法
と
を
ほ
ぼ
同
義
に
用
い
て
い
た
と
も
み
ら
れ
て
い
る
。
ロ
ー
マ
法
学
に
お
け
る
自
然
法
と
万
民
法
の
関
係
に
関
し
て
は
、
葛
生
栄
二

郎
「
中
世
ス
コ
ラ
学
に
お
け
る
自
然
法
と
万
民
法
と
の
関
係
」
『
上
智
法
学
論
集
』
二
九
巻
一
号
(
一
九
八
六
年
)

一
六
人
頁
以
下
参
照
。

[4] 
後
見
に
服
す
る
女
子
か
ら
そ
の
所
有
す
る
手
中
物
を
引
き
渡
さ
れ
た
者
は
、
こ
の
女
子
が
後
見
人
の
助
成
を
え
て
引
き
渡
し
た
場
合
に
の
み
、
使

用
取
得
し
う
る
(
宮
回
目
F
-
〈

N
)

。
船
田
E
・
四
五
三
頁
参
照
。
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[5] 

Z-5・』
VS当
5
宮
室
二
言
ミ
君
主
5
5
8
(「
十
二
表
法
は
握
取
行
為
と
法
廷
承
認
を
確
言
し
て
い
る
」
)
・

船
田
E
・
四
五
三
頁
注
5
。

228 

[6] 

2 

法
廷
承
寵

(
Z
E
3
0
2
a
o
)

(a) 

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、

ロ
ー
マ
法
に
お
い
て
は
、
少
な
く
と
も
古
典
期
以
前
に
は
、
所
有
権
な
い
し
権
利
の
移
転
ま
た
は
承
継

ロ
ー
マ
法
上
の
譲
渡
に
関
し
て
は
、
譲
渡
人
の
号
g
g
E自

が
消
滅
し
、
取
得
者
の
下
で
同
じ
内
容
の
含
邑
E
E
S
が
新
た
に
発
生
し
た
、
と
説
明
す
る
学
説
も
あ
る

τこ
れ
は
あ
ま
り
に
技
巧
的
な

と
い
う
考
え
方
は
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
、

仮
定
で
あ
る
と
の
印
象
も
受
け
る
。
し
か
し
、
か
と
言
っ
て
、

ロ
ー
マ
法
に
お
け
る
権
利
移
転
思
想
の
欠
知
を
、
抽
象
的
思
考
に
対
す
る

法
学
者
の
嫌
悪
に
由
来
す
る
た
ん
な
る
用
語
法
上
の
問
題
で
あ
る
と
し
ョ
当
時
の
譲
渡
の
観
念
も
、
今
日
わ
れ
わ
れ
が
所
有
権
譲
渡
に
対

し
で
も
つ
観
念
と
実
質
的
に
は
同
じ
も
の
で
あ
っ
た
、
と
理
解
し
て
よ
い
か
に
は
、
な
お
晴
晴
雄
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
む
し
ろ
、
本
稿
で
は
、

法
的
な
譲
渡
観
念
の
特
色
を
最
も
顕
著
に
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
が
、
法
廷
承
認
(
仲
間

5
2
2
Z
F
O
)

か
か
る
譲
渡
観
念
の
相
違
に
ま
ず
注
目
し
た
い
。
そ
し
て
、
先
の
よ
う
な
技
巧
的
仮
定
に
よ
っ
て
あ
え
て
説
明
し
よ
う
と
さ
れ
た
ロ

I
マ

[3] 

の
制
度
で
あ
る
。

法
廷
承
認
の
成
立
時
期
に
関
し
て
は
、
『
十
二
表
法
』
の
成
立
期
で
あ
る
紀
元
前
五
世
紀
半
以
前
と
い
う
以
外
確
定
的
な
資
料
は
な
く
、

握
取
行
為
と
の
相
対
的
な
先
後
関
係
に
つ
い
て
も
、
①
法
廷
承
認
が
、
握
取
行
為
の
満
た
し
え
な
か
っ
た
効
果
を
補
充
す
る
た
め
に
握
取

行
為
よ
り
も
後
に
形
成
さ
れ
た
と
み
る
握
取
行
為
先
行
駆
と
、
逆
に
、
②
そ
れ
ぞ
れ
の
譲
渡
方
式
に
用
い
ら
れ
て
い
る
式
語
の
内
容
か
ら

み
て
、
握
取
行
為
が
法
廷
承
認
か
ら
派
生
し
た
と
み
る
法
廷
承
認
先
行
誌
と
が
対
立
し
て
い
る
。
ま
た
、
③
こ
れ
ら
に
対
し
て
、
両
者
を

同
時
期
の
も
の
と
す
る
見
解
も
あ
る
古
こ
こ
で
は
、
こ
の
問
題
に
対
す
る
結
論
は
ひ
と
ま
ず
措
い
て
、
法
廷
承
認
の
手
続
、
適
用
範
囲
、
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ω裂
な
ど
か
ら
確
認
し
て
み
ょ
っ

法
廷
承
認
の
方
式
は
、
の
包

5
の
『
法
学
提
要
』
に
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
|
|

法
廷
承
認
は
こ
の
よ
う
に
行
わ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
都
市
の
法
務
官
[
ま
た
は
属
州
の
長
官
]
と
い
っ
た
、
ロ
ー
マ
人
民
の
政
務

官
の
面
前
に
お
い
て
、
法
廷
承
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
、
物
を
掴
ん
で
つ
ぎ
の
よ
う
に
唱
え
る
。
「
私
は
、
市
民
法
に
基
づ
い
て
、

こ
の
奴
隷
が
私
の
も
の
で
あ
る
と
述
べ
る
」
。
そ
し
て
、
そ
れ
か
ら
、
彼
が
こ
の
奴
隷
の
返
還
請
求
を
し
た
後
で
、
法
務
官
は
、
法

廷
承
認
を
行
お
う
と
す
る
者
に
対
し
て
、
彼
が
対
抗
し
て
返
還
請
求
を
す
る
か
ど
う
か
を
尋
ね
る
。
彼
が
そ
う
し
な
い
と
述
べ
る
か

あ
る
い
は
沈
黙
す
る
場
合
に
は
、
政
務
官
は
、
返
還
請
求
し
た
者
に
そ
の
物
を
判
決
し
て
与
え
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
は
法
律
訴
訟
と

呼
ば
れ
る
。
こ
れ
は
ま
た
、
属
州
に
お
い
て
は
、
長
官
の
面
前
に
お
い
て
行
わ
れ
う
る
せ

こ
の
よ
う
に
、
法
廷
承
認
は
、
取
得
者
が
譲
渡
人
に
対
し
て
所
有
物
の
取
戻
訴
訟
を
提
起
す
る
と
い
う
形
式
を
と
っ
て
行
わ
れ
た
。
こ

れ
は
、
古
ロ

1
マ
法
の
神
聖
賭
金
に
よ
る
対
物
法
律
訴
訟

(-a-日
常
E
g
n
E
B
S
Z
5
2
B
)
の
手
続
を
模
造
し
た
も
の
で
あ
る
と

み
ら
れ
て
い
る

τこ
の
手
続
に
お
い
て
は
、
取
得
者
が
イ
ニ
シ
ァ
テ
ィ
プ
を
と
り
、
す
で
に
目
的
物
が
取
得
者
の
所
有
物
で
あ
る
こ
と
を

前
提
に
し
た
主
張
を
行
い
、
そ
の
帰
属
を
法
務
官
(
ま
た
は
属
州
長
官
)
が
確
認
す
る
|
|
右
の
方
式
の
中
で
は
「
そ
の
物
を
判
決
し
て

与
え
る
こ
と
」
(
叩
B

2
自
主
丘
2
5
1ー
と
い
う
手
続
が
中
心
に
な
っ
て
い
る
古
そ
の
結
果
、
譲
渡
人
に
よ
る
譲
渡
の
表
示
、
取
得

者
に
よ
る
受
領
の
表
示
な
ど
と
い
っ
た
譲
渡
な
い
し
移
転
の
過
程
は
、
法
廷
承
認
の
手
続
面
に
は
ま
っ
た
く
表
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
し
た

が
っ
て
ま
た
、
売
買
、
贈
与
な
ど
、
譲
渡
の
法
的
原
因
も
法
廷
承
認
の
方
式
に
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
法
廷
承
認
は
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ロ
日
]

「
無
因
的
行
為
」
で
あ
っ
た
、
と
み
ら
れ
て
い
る
。

230 

こ
の
よ
う
に
、
少
な
く
と
も
手
続
な
ら
び
に
方
式
と
い
う
外
面
的
特
徴
か
ら
み
る
か
ぎ
り
、
法
廷
承
認
に
は
物
の
「
譲
渡
な
い
し
移
転
」

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
は
か
な
り
希
薄
で
あ
る
。
で
は
、
こ
の
「
譲
渡
な
い
し
移
転
」
と
い
う
性
質
の
希
薄
さ
は
、
法
廷
承
認
の
実
際
的
機
能

か
ら
み
た
場
合
に
は
ど
う
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。

い
く
つ
か
の
見
解
が
主
張
さ
れ
て
い
る
。
例
え

ば
、
①
法
廷
承
認
の
主
要
な
適
用
領
域
は
、
譲
渡
人
が
一
方
的
に
出
揖
す
る
無
償
行
為
で
あ
っ
た
と
す
る
も
の
宮
②
私
人
で
あ
る
数
人
の

(c) 

法
廷
承
認
が
そ
の
機
能
を
主
と
し
て
発
揮
し
た
客
体
お
よ
び
行
為
に
関
し
て
は
、

証
人
の
面
前
で
行
わ
れ
た
握
取
行
為
と
は
異
な
り
、
よ
り
強
力
な
国
家
権
力
に
支
え
ら
れ
た
法
廷
承
認
は
、
不
動
産
の
譲
渡
な
ど
、
共
同

体
的
規
制
を
加
え
る
必
要
性
の
あ
る
行
為
に
際
し
て
意
味
を
も
っ
た
と
み
る
も
の
宝
③
手
中
物
に
つ
い
て
は
握
取
行
為
、
非
手
中
物
に
つ

い
て
は
引
渡
と
い
う
よ
り
簡
便
な
譲
渡
方
法
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
法
廷
承
認
は
、
価
値
の
高
い
非
手
中
物
を
公
的
な
手
段
に
よ
り
、
十

分
な
公
示
を
伴
っ
て
譲
渡
す
る
と
い
う
目
的
の
た
め
に
創
設
さ
れ
た
、
と
す
る
も
の
な
ど
で
あ
る
。

し
か
し
、
法
廷
承
認
の
機
能
に
関
し
て
筆
者
が
ま
ず
注
目
し
た
い
の
は
、
そ
れ
が
必
ず
し
も
物
の
譲
渡
に
は
限
ら
れ
な
か
っ
た
、
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
法
廷
承
認
は
、
不
動
産
役
権
(
百
回
目
】
『
脚
内
念
0
2
8
)

お
よ
び
用
益
権

(
5
5同『
E
n
E
帥
)
の
設
定
に
も
用
い

ら
れ
、
む
し
ろ
、
そ
の
た
め
に
こ
そ
主
た
る
機
能
を
発
揮
し
的
吃
し
か
も
、
の
巳

5
の
『
法
学
提
要
』
で
は
、
手
中
物
の
移
転
の
場
合
に

は
、
た
と
え
法
廷
承
認
が
握
取
行
為
と
同
様
の
効
果
を
も
っ
と
し
て
も
、
ほ
と
ん
ど
つ
ね
に
握
取
行
為
が
行
わ
れ
た
と
さ
れ
、
そ
の
う
え

で
、
法
廷
承
認
の
国
有
の
機
能
と
し
て
、
こ
れ
ら
役
権
や
用
益
権
の
設
定
の
例
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
官
こ
の
こ
と
は
何
を
意
味
す
る
も
の

で
あ
ろ
う
か
。
例
え
ば
、
用
益
権
の
設
定
に
関
し
て
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
解
説
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ー
ー
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用
益
権
は
、
法
廷
承
認
の
み
を
受
け
容
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
自
己
に
固
有
の
も
の
な

g
買
互
陪
凹
)
の
所
有
者
(
号

E
E帥
)
は
、

法
廷
に
お
い
て
用
益
権
を
他
人
に
認
め
る
こ
と

(
E
E
官
。
胃
5
8
)
を
維
持
す
る
、
と
い
う
よ
う
に
し
て
、

(
円

E
2巾
)
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
喧

他
人
が
用
益
権
を
も
ち
、
彼
自
身
は
た
ん
な
る
自
己
に
固
有
の
も
の

こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
法
廷
承
認
は
、
他
人
に
用
益
権
を
設
定
す
る
場
合
の
よ
う
に
、
目
的
物
の
帰
属
関
係
を
明
確
に
し
て
お
く
必

要
性
が
高
い
場
合
に
と
く
に
用
い
ら
れ
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
の
包

5
は
こ
の
場
合
の
た
め
に
、
目
的
物
の
利
用
を

伴
わ
な
い
純
粋
な
財
産
婦
属
を
意
味
す
る
も
の
と
し
て
、

t
z
a白
官
。
℃
ユ
巾
S
ヘ
の
概
念
を
と
く
に
導
入
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
も
っ
と

一
応
「
物
」
(
『
2)

も
、
の
包

5
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
用
益
権
や
不
動
産
役
権
は
、
「
非
有
体
物
」
(
『

g
庄
内
ロ
『
旬
。
『
包
巾
印
)
と
し
て
、

暗
に
入
れ
ら
れ
て
お
り
宝
こ
の
意
味
で
は
、
法
廷
承
認
も
非
有
体
物
と
い
う
一
種
の
物
の
譲
渡
に
用
い
ら
れ
た
、
と
言
う
こ
と
も
可
能
で

あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
実
質
的
内
容
ま
た
は
機
能
か
ら
み
れ
ば
、
法
廷
承
認
は
、

一
つ
の
目
的
物
を
め
ぐ
っ
て
複
数
の
者
が
関
与
す
る

こ
れ
ら
の
場
合
に
、
物
の
帰
属
関
係
が
複
雑
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
う
る
紛
争
を
回
避
す
る
た
め
に
、
政
務
官
と
い
う
公
的
機
関
の

介
入
を
え
て
、
そ
の
帰
属
関
係
を
公
的
に
確
認
す
る
こ
と
に
こ
そ
最
大
の
意
味
を
も
っ
て
い
た
、
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

法
廷
承
認
の
機
能
と
し
て
、
。
包

5
が
『
法
学
提
要
』

で
挙
げ
る
も
う
一
つ
の
主
要
な
例
は
、
相
続
財
産

(zzegM)
に
関
す
る
場

合
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

一
般
的
に
、
「
相
続
財
産
も
ま
た
法
廷
に
お
い
て
だ
け
承
認

(ng巴
O
)

を
受
け
容
れ
る
」
と
さ
れ
、
具
体
的

に
は
、
遺
言
が
な
い
た
め
に
、
法
律
に
よ
っ
て
相
続
財
産
が
帰
属
す
る
者
(
目
的
・
包
宮
市
呂
田

σ
E
g
g
s
-巾同席
5
0
5
2
宮
ユ
宮
市
仲

が
、
相
続
を
承
認
し
て
相
続
人
に
な
る
前
に
、
法
廷
に
お
い
て
他
人
に
相
続
財
産
を
承
翠
す
る

者
が
相
続
人

(
F
句

g)
に
な
る
、
と
さ
れ
て
い
る
。
]

(2ao)
場
合
に
は
、
こ
の

月岡市『包

-g臼
)
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こ
れ
は
、
相
続
財
産
の
帰
属
に
関
し
て
問
題
が
生
じ
う
る
無
遺
言
相
続
に
際
し
て
、
法
律
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
者
と
は
異
な
る
者
へ

の
相
続
財
産
の
帰
属
に
対
す
る
、
国
家
的
な
関
心
に
基
づ
く
介
入
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
喧

232 

以
上
の
よ
う
に
、
法
廷
承
認
は
、
都
市
に
お
け
る
土
地
、
相
続
財
産
全
体
と
い
っ
た
社
会
的
に
も
き
わ
め
て
重
要
な
財
産
を
め
ぐ
り
、

そ
の
帰
属
が
と
く
に
問
題
に
な
り
う
る
場
合
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
明
確
か
つ
公
的
に
確
認
す
る
と
い
う
機
能
|
|
い
わ
ば
帰
属
確
認
機
能

【
却
]

ー
ー
を
本
来
の
特
色
と
し
て
も
っ
て
い
た
、
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

な
お
、
法
廷
承
認
を
利
用
し
う
る
主
体
の
範
囲
に
関
し
て
は
、
法
廷
承
認
は
ロ

l
マ
市
民
|
|
具
体
的
に
は
、
家
父
長
|
|
に
固
有
の

も
の
で
あ
り
宮
家
父
長
権
に
服
し
て
い
る
子
、
妻
、
奴
隷
な
ど
に
対
し
て
は
、
法
廷
承
認
に
よ
っ
て
物
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
子
、
妻
、
奴
隷
な
ど
に
は
、
「
彼
ら
個
々
人
に
帰
属
す
る
自
己
の
も
の
は
け
っ
し
て
存
在
し
え

な
い
の
で
、
存
在
し
な
い
自
己
の
も
の
を
彼
ら
が
法
廷
に
お
い
て
返
還
請
求
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
妥
当
で

(
E
E
g
g
-∞S
E
B
宮
2
0
E
E
B
巳
E
M
E
B
g
R
同

v
o
n
-
F
8
2
2
5
H凹
巾

a
n
-
-
R
2・
三
巴
E
M
E
Z岡田

[
畠
]

B
M巾

g
5
2
5
E
E『
市

吉

田

M
g
)
、
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
も
、
法
廷
承
認
を
受
け
る
者
へ
の
財
産
の
帰
属
確
認
が
そ
の
主
た

あ
る
か
ら
で
あ
る
L

る
機
能
で
あ
っ
た
こ
と
が
表
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

ま
た
、
こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
法
廷
承
認
の
利
用
に
際
し
て
は
、
手
中
物
お
よ
び
非
手
中
物
と
い
う
区
別
が
必
ず
し
も
意
味
を
も
っ

-
V
国
]

て
い
な
い
、
と
い
う
印
象
を
受
け
る
。
学
説
の
中
に
は
、
法
廷
承
認
が
元
来
は
手
中
物
の
み
を
対
象
と
し
た
、
と
の
見
方
も
あ
る
が
、
そ

も
そ
も
手
中
物
と
非
手
中
物
と
が
区
別
さ
れ
、
握
取
行
為
の
制
度
が
整
え
ら
れ
る
よ
り
も
、
法
廷
承
認
の
方
が
古
い
起
源
を
も
っ
と
い
う

可
能
性
は
十
分
に
あ
ろ
う
望

(d) 

つ
ぎ
に
、
法
廷
承
認
の
効
力
に
つ
い
て
み
る
と
、
そ
の
最
大
の
特
色
は
、
法
廷
に
お
い
て
政
務
官
の
判
断
を
経
て
行
わ
れ
る
と
い
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【
酉
]

う
手
続
に
由
来
す
る
公
示
性
で
・あ
る
。
こ
の
公
示
性
の
ゆ
え
に
、
①
取
得
者
は
盗
取
の
嫌
疑
を
免
れ
、
ま
た
、
②
第
三
者
が
目
的
物
を
侵

41一社E

害
す
る
場
合
に
は
、
侵
害
の
排
除
を
訴
求
す
る
た
め
に
、
取
得
に
関
す
る
具
体
的
な
法
的
原
因
を
証
明
す
る
こ
と
な
し
に
、
法
廷
承
認
が

【
踊
]

行
わ
れ
た
こ
と
を
援
用
す
る
だ
け
で
足
り
た
。
こ
れ
が
法
廷
承
認
の
も
つ
無
因
性
で
あ
る
。

し
か
し
、
法
廷
承
認
の
効
力
は
、
そ
れ
が
訴
訟
の
形
式
を
と
っ
て
行
わ
れ
た
こ
と
か
ら
す
べ
て
の
者
に
対
し
て
及
ん
だ
の
か
、
そ
れ
と

も
、
取
得
者
が
真
の
所
有
者
か
ら
返
還
請
求
を
受
け
た
と
き
に
は
目
的
物
を
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
、
と
い
う
点
に
つ
い

て
は
、
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
。
法
廷
承
認
に
「
一
事
不
再
理
の
原
則
」
を
当
て
は
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
第
三
者
に
対
す
る
効
力
を

回

目

]

【

坦

]

肯
定
す
る
見
解
が
あ
る
一
方
v

第
三
者
か
ら
の
追
奪
の
可
能
性
を
肯
定
す
る
見
解
も
あ
る
。
ま
た
、
法
廷
承
認
の
効
果
の
無
因
性
を
訴
訟

方
式
の
利
用
に
根
拠
づ
け
る
見
解
も
、
そ
れ
が
法
廷
承
認
に
一
種
の
公
定
力
を
認
め
た
も
の
と
解
す
れ
ば
、
第
三
者
に
対
す
る
効
力
を
肯

ロ
国
]

定
す
る
趣
旨
と
解
さ
れ
る
。
何
れ
に
せ
よ
、
こ
の
問
題
は
、
法
廷
承
認
が
そ
の
構
造
上
依
拠
し
た
対
物
法
律
訴
訟
の
効
力
一
般
の
問
題
、

さ
ら
に
は
、
こ
の
訴
訟
制
度
に
支
え
ら
れ
て
い
た
ロ

l
マ
の
所
有
秩
序
の
一
般
的
理
解
へ
と
通
じ
る
問
題
で
あ
り
、
ロ
ー
マ
の
所
有
秩
序

と
所
有
物
保
護
法
に
閲
す
る
別
稿
に
譲
る
。

e
 

【掴】

最
後
に
、
法
廷
承
認
に
際
し
て
は
、
い
く
つ
か
の
約
款
の
付
加
が
認
め
ら
れ
た
。
ま
ず
、
①
用
益
権
の
留
保
が
可
能
で
あ
っ
た
。

こ
れ
は
、
法
廷
承
認
の
通
例
の
効
力
を
具
体
的
な
ケ
l
ス
に
お
い
て
一
部
変
更
す
る
よ
う
な
当
事
者
の
意
思
の
効
果
と
解
釈
す
る
こ
と
も

で
き
る
が
、
む
し
ろ
、
先
に
み
た
用
益
権
の
設
定
の
場
合
の
裏
返
し
で
あ
り
、
こ
の
場
合
に
も
目
的
物
の
帰
属
関
係
を
公
的
に
確
認
す
る

必
要
性
が
高
か
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ぎ
に
、
②
こ
の
よ
う
な
法
廷
承
認
の
方
式
自
体
に
組
み
込
ま
れ
た
約
款
の
ほ
か
に
、
法
廷

承
認
と
並
ん
で
行
わ
れ
る
付
随
的
合
意
と
し
て
、
信
託
の
合
意
(
宮
門
Z
B
E
R
g巾
)
お
よ
び
問
答
契
約

(
a
e
c
E
Z
)
を
付
け
る
こ
と

が
可
能
で
あ
っ
た
、
と
解
さ
れ
て
い
る
喧
こ
れ
ら
に
つ
い
て
も
、
当
事
者
の
意
思
が
法
廷
承
認
の
効
果
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
結
果
で
あ
る
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と
は
た
だ
ち
に
は
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
前
者
で
は
、
財
産
の
帰
属
と
そ
の
経
済
的
実
質
と
の
聞
に
ず
れ
が
あ
り
、
財
産
の

234 

帰
属
関
係
と
合
意
内
容
を
確
認
し
て
お
く
必
要
性
が
高
か
っ
た
ほ
か
、
そ
れ
が
法
律
に
よ
る
相
続
の
規
制
を
回
避
す
る
手
段
と
し
て
も
用

い
ら
れ
た
た
め
に
、
国
家
的
な
関
心
も
少
な
く
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
後
者
で
は
、
法
廷
承
認
の
効
力
と
し
て
真
の
所
有
者

で
あ
る
第
三
者
に
対
す
る
効
力
を
否
定
す
る
見
解
に
よ
れ
ば
、
代
金
支
払
後
に
追
奪
さ
れ
う
る
場
合
に
備
え
て
、
実
際
上
必
要
不
可
欠
な

も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
喧

ω
以
上
に
み
て
き
た
法
廷
承
認
は
、
譲
渡
方
法
と
し
て
訴
訟
方
式
を
用
い
た
点
で
特
殊
性
を
も
つ
が
、
類
似
の
現
象
は
ギ
リ
シ
ャ
お

門
司
]

よ
ぴ
ゲ
ル
マ
ン
の
法
に
も
み
ら
れ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
財
産
の
帰
属
確
認
機
能
を
本
質
と
す
る
法
廷
承
認
的
な

【
担
]

方
法
は
、
譲
渡
法
の
生
成
史
に
お
い
て
は
か
な
り
一
般
的
に
現
れ
た
一
段
階
で
あ
る
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。

で
は
、

一
歩
進
ん
で
、
譲
渡
当
事
者
の
行
う
譲
渡
な
い
し
移
転
行
為
の
過
程
が
譲
渡
方
式
の
中
に
登
場
し
、
さ
ら
に
進
ん
で
、
譲
渡
当

事
者
の
意
思
内
容
が
よ
り
一
般
的
に
譲
渡
の
効
果
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
な
譲
渡
制
度
は
、
ロ
ー
マ
法
で
は
ど
の
よ
う
な
形
で
、
ま
た
ど
の

程
度
ま
で
発
達
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
、
こ
れ
に
つ
い
て
老
桑
を
続
け
る
こ
と
に
す
る
。

[1] 
前
述
一

2
注
四
お
よ
び
該
当
本
文
参
照
。

[2] 
的

S
C
R・
2NJ
司
・佳
品
鎌
田
薫
「
フ
ラ
ン
ス
不
動
産
譲
渡
法
の
史
的
考
察
(
一
)
」
『
民
商
法
雑
書
六
六
巻
三
号
(
一
九
七
二
年
)
四
五
一
頁

参
照
。

[3] 
Z
F尾市

sa--は
、
「
法
廷
譲
歩
」
、
「
法
廷
譲
与
」
、
「
法
廷
譲
渡
」
な
ど
と
も
訳
さ
れ
る
が
、
本
稿
で
は
後
述
の
よ
う
に
、
こ
の
制
度
の
特
質
を
、

41ーヰ土E

法
務
官
に
よ
る
譲
渡
人
に
対
す
る
物
の
帰
属
の
否
認
と
譲
受
人
に
対
す
る
物
の
帰
属
の
承
認
と
み
る
こ
と
か
ら
、
あ
え
て
「
法
廷
承
認
」
と
訳
出
し
た
。
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目
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品

。
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Z
5
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2雪国岡市制

Z
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F
E門
的
N
(
勾
S
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N
ロ
SN]
∞
-H由問問問
--m-Nお
円

236 

[
日
]

国内〉

ω切
河
.
』川匂

.
m・
N
S
同

[
U
1
a
]
 

[
U
]
 

c
af固
.
NN.N印
.N叶
・

。同

-
z-n図。
F
〉∞
・
」『均炉問》
・由ω
・国
O
Z
ω

後
述
4
例
注
1
参
照
。

15 
'-' 

CS帆・
回
.
N

由民・

[
時
]
の
3
・同
・
8
・ま
た
、
都
市
の
不
動
産
役
権
(
』

5
M
M
g
a
g
E
B
R
E
S
E目
)
も
「
法
廷
に
お
い
て
認
め
ら
れ
る
こ
と
(
吉

E
3
2
e
)
だ
け

が
可
能
で
あ
る
」
。
こ
れ
に
対
し
て
、
農
村
の
不
動
産
役
権

(FEU『
信
念
R
E
B
E邑
8
2目
)
の
被
定
は
、
握
取
行
為
に
よ
る
こ
と
が
で
き
た

(ca-

同

-
N
由)。

[口]

C
S
固
・
N

∞
・
し
か
し
、
そ
れ
ら
は
「
引
渡
(
可
包
EC)
を
受
け
容
れ
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
」
(
を
と
。

[
四
]

。
怠
・
回
・
ω
十
ω
m・だ
た
し
、
こ
の
法
定
の
相
続
人
が
債
務
を
負
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
依
然
と
し
て
こ
の
者
が
相
続
人
に
留
ま
っ
た
(
C
3・同・

ω
伺)。

ち
な
み
に
、
後
に
な
っ
て
権
利
移
転
に
関
す
る
著
名
な
原
則
と
な
る
「
何
び
と
も
自
己
の
も
つ
以
上
の
権
利
を
他
人
に
移
転
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」

(
C
宣
8
5
b
印0
・
H
H
E
)

の
法
命
題
は
、
元
来
は
こ
の
こ
と
に
関
し
て
一
百
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
債
務
を
負
っ
て
い
る
法
定
の
相
続
人
は
、
債

務
だ
け
を
切
り
離
し
て
、
相
続
し
う
る
財
産
だ
け
を
譲
渡
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
指
し
て
い
た
と
み
ら
れ
て
い
る
さ

E
n
v
Sロ

FC回、『。
d
『
・
出
向
白
色
唱
曲
V
B
回目
W
E
l
l
-
g
a
oコ帥
n
Z
何回同室内

E
E同・同『
E
r
g向田

mao司
自
〈
O
『帥

nvg同0
・
E
一
3
5
n
p立
、
弘
司

V
S忠
良

E
S

E
芝
草
弘
司

H
J
2
2
5
e
g
E
E
E』
書
室
ヨ
た
・

hr怠
H
R
g
v
g
S
E
E
S
m
-
〈
色
白
同
司

E
N
〈白

F
-
S
C
B
E
]
的

HH由
民
・・的

-E
崎町
・一

回
O
開
i

『
塁
間
・
均
RFH師
喝
な
司
号
D

可制芝白書

[HgN]
司
・
2

R
-一
問
。
Z
的問
WFFH冨
〉
司
何
回
N1V曲〉己「
H
m何回、岡山
・
勾』門的
・
5
3
0
ま
た
、
遺
一
吉
で
指
定
さ
れ

た
相
続
人
は
、
相
続
財
産
に
つ
い
て
他
人
に
法
廷
承
認
を
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

(CS
固
-ω
品)。

{
日
]

船
田
E
・
四
七
二
頁
は
、
こ
れ
が
「
法
廷
譲
歩
が
用
い
ら
れ
た
典
型
的
な
場
合
」
で
あ
る
と
し
、
「
か
か
る
譲
渡
は
国
家
構
成
の
単
位
を
変
更
す
る

41一社皿

に
至
る
と
い
う
意
義
を
も
つ
の
で
、
政
務
官
の
面
前
で
行
な
わ
れ
た
と
想
像
さ
れ
る
」
と
す
る
。



[
初
]

ま
た
、
法
廷
承
恕
は
、
後
見
人
の
職
務
の
移
転
に
も
用
い
ら
れ
た
が

(
C
R
H
-
H
S
'
ロN)
、
こ
こ
で
も
、
後
見
人
の
職
務
の
量
要
性
に
鑑
み
れ
ば
、

41-4:士E

法
廷
承
認
の
帰
属
確
認
機
能
が
役
立
ち
え
た
と
み
う
る
。

[
幻
]

ca匹
同

.
品
目
.

[
沼
]

。
白
白
F

同
・
由自
・

[
お
]

船
田
E
・
四
七
三
頁
注
1
参
照
。

[
鎚
]

ち
な
み
に
、
握
取
行
為
は
手
中
物
を
、
引
渡
は
非
手
中
物
を
、
そ
し
て
法
廷
承
認
は
こ
の
双
方
を
対
象
と
し
た
、
と
い
う
巴
宣
告

g
の
『
法
律
抜

粋
』
に
み
ら
れ
る
区
別
(
前
述
1
注
1
該
当
本
文
)
は
、
古
典
期
末
期
の
も
の
で
あ
る
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
法
廷
承
認
が

非
手
中
物
の
譲
渡
に
用
い
ら
れ
た
の
は
そ
れ
ほ
ど
古
く
か
ら
で
は
な
い
、
と
み
ら
れ
て
い
る

(
4
岡
-
-
富
良
国
内
〉
印
刷
河
・

2
0
5
E
E
F
g
g目

[
お
]
色丹円。田仲良
V
O
回
切
符
S
H
E
-目
・
旬
N
(
河
亀
戸
)
由
∞

[H由
品
∞
]
∞
-
H
ω
H
同門
・
∞
-
同∞凹
)

0

5
m
m
H
同
C
Z
E
W
F
H
d白
Z
の何回
N・
』
g
F
∞
-HN由同
・・
〉
国
臣
・
回一寸
E
O
玄
〉
∞
-

M

1
h司

He
司

-
H
g・
し
か
も
、
法
廷
承
認
に
お
け
る
公
示
は
、
政
務
官
が
協

力
し
た
結
果
、
後
に
み
る
握
取
行
為
に
お
け
る
よ
り
も
ず
っ
と
効
果
的
で
あ
っ
た
。

[
お
]

国内〉印刷
M
F

周
回
・
∞
-
N
O
N
E仲
〉
回
目
・

5
・ち
な
み
に
、
無
因
性
の
根
拠
を
公
示
性
に
で
は
な
く
、
訴
訟
方
式
の
利
用
に
求
め
る
見
解
も
あ
る
(
包
囲
Nm

H
-
g
z
E
W
F
H
d
g
zの何回同・』司』
m
m・-
以
内
・
・
3
・m)
。
こ
の
見
解
は
、
法
廷
承
認
に
よ
る
財
産
の
帰
属
確
認
に
一
種
の
公
定
力
を
付
与
す
る
も
の
で

あ
ろ
う
。

[
幻
]

船
田

E
・
四
七
二
頁
お
よ
び
同
所
注

1
に
引
用
の
諸
文
献
、
鎌
田
・
前
掲
論
文
四
五
人
頁
以
下
お
よ
び
同
所
注
2
参
照
。

2
・

ωcaFEU-

同-勾

HJ
冨
y
N
ω
ω
R・

[
お
]

こ
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
売
買
を
原
因
と
す
る
取
得
者
が
す
で
に
代
金
を
支
払
っ
て
い
た
場
合
に
は
、
取
得
者
(
買
主
)
の
危
険
が
比
較
的
大
き
か
っ

た
。
す
な
わ
ち
、
買
主
は
、
後
述
す
る
握
取
行
為
に
よ
る
場
合
と
は
異
な
り
、
売
主
に
対
し
て
追
奪
担
保
責
任
を
問
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
の

み
な
ら
ず
、
法
廷
承
認
の
場
合
に
は
代
金
に
つ
い
て
の
合
意
が
方
式
中
に
入
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
取
得
者
は
代
金
の
合
意
お
よ
び
支
弘
を

237 



証
明
し
て
代
金
を
取
り
戻
す
こ
と
す
ら
容
易
で
は
な
か
っ
た
と
み
ら
れ
て

い
る
。
し
た
が
っ
て
、
取
得
者
と
し
て
は
、
問
答
契
約
に
よ
っ
て
こ
の
危

険
に
備
え
る
必
要
が
あ
っ
た
、
と
さ
れ
て
い
る
(
同
〉
∞
何
回
目
・
句
切
・
∞
-
N
O
N)

。

[
鈎
]

前
掲
注
目
ω
参
照
。

〔
鈎
]

国

0
2
印刷
F
F
H
冨〉吋何回
N
1

玄
〉
F
d「
H

印刷円、切
.
何回
p
m
H
C
m
・

[
幻
]

[
勾
]

相内〉印刷岡山
・
』出・∞
-
N
O
N
-
前
掲
注
沼
参
照
。

[
お
]

〈
岡
戸
田
0
2
印刷
F
F
H
冨
〉
司
開
問
'
F
向〉
F
d「
H

m
切F
∞
-
河
』
戸
∞
-
H
O
叩
・
司国
-AF

し
か
し
、
法
廷
承
認
は
、
役
権
設
定
の
た
め
に
準
引
渡
(
告
白
色
可
包
EO)
お
よ
び
認
容
(
唱
曲
巴

g
E
)
の
方
法
が
発
達
す
る
に
従
い
、
そ
の
有

用
性
を
減
じ
て
衰
退
し
た
と
さ
れ
、
最
終
的
に
は
同
居
住
包

g
g帝
の
法
典
編
纂
に
際
し
、
原
典
か
ら
も
削
除
さ
れ
た
(
広
-
H

2

門戸
H
N
・
?
の
・
∞・

[
災
]A

F
吋

-
H
H
)

。
3 

彊
取
行
為
(
ヨ
g
o
z
u
皇
O
)

(a) 

譲
渡
行
為
の
方
式
中
に
、
物
の
譲
渡
な
い
し
移
転
と
し
て
の
取
引
過
程
が
よ
り
明
確
に
現
れ
て
く
る
の
は
、
握
取
行
為
に
お
い
て

で
あ
る
。

握
取
行
為
は
、

『十
二
表
法
』
に
記
述
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
す
で
に
『
十
二
表
法
』

古
典
期
の
法
に
お
い
て
も
ま
だ
一
般
的
な
譲
渡
方
法
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
て
い
る

τ

の
制
定
以
前
か
ら
行
わ
れ
て
お
り
、
し
か
も
、

握
取
行
為
の
方
式
に
つ
い
て
は
、
の
包
四
回
目
の
『
法
学
提
要
』
に
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
|
|
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握
取
行
為
は
、
・
:
:
:
:
一
種
の
架
空
の
売
買
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

ロ
ー
マ
市
民
に
固
有
の
権
利
の
一
部
で
も
あ
る
。
そ
れ
は
、
以

下
の
よ
う
に
し
て
行
わ
れ
る
。
五
人
よ
り
少
な
く
な
い
成
熟
し
た
ロ

l
マ
市
民
が
証
人
と
し
て
呼
ぴ
集
め
ら
れ
、

ほ
か
に
、
鍋
の
秤

41一社E

を
も
ち
、
秤
持
ち
と
呼
ば
れ
る
同
一
の
資
格
を
も
っ
者
が
い
る
。
握
取
行
為
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
客
体
を
掴
み
な
が
ら
、

つ

ぎ
の
よ
う
な
言
葉
を
唱
え
る
。
す
な
わ
ち
、
「
私
は
、
こ
の
者
が
、

ロ
ー
マ
市
民
法
に
よ
っ
て
私
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
宣
言
す
る
。

そ
し
て
、
こ
の
者
は
こ
の
銅
と
銅
秤
に
よ
っ
て
、
私
に
買
わ
れ
よ
L

。
そ
れ
か
ら
、
彼
は
鍋
片
で
秤
を
打
ち
、
こ
の
銅
片
を
彼
が
握

取
行
為
に
よ
っ
て
[
そ
の
者
か
ら
客
体
を
]
受
け
取
ろ
う
と
す
る
者
に
、
代
金
と
し
て
与
え
る
せ

こ
の
握
取
行
為
に
用
い
ら
れ
て
い
る
文
言
(
右
引
用
文
中
「
」
内
の
式
語
)

の
前
半
は
法
廷
承
認
の
式
語
(
前
述
2
川
)
と
、
ま
た
、

後
半
は
銅
と
秤
に
よ
る
取
引
(
田
昌
。

E
B
℃
巾
司
思
臼

2
5
2
g
)
ま
た
は
|
|
相
手
方
に
一
定
の
給
付
を
義
務
づ
け
る
|
|
拘
束
行
為

(
ロ
自
己
目
)
に
お
け
る
文
言
と
共
通
の
も
の
で
あ
る
古
か
か
る
方
式
上
の
折
衷
性
か
ら
、
握
取
行
為
が
法
廷
承
認
お
よ
び
銅
と
秤
に
よ
る

取
引
な
い
し
拘
束
行
為
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
、
と
言
う
こ
と
は
性
急
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
方
式
上
の
特
色
が
握

取
行
為
の
生
成
経
緯
を
反
映
し
て
い
る
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
。

そ
の
際
に
注
意
す
べ
き
は
、
こ
の
式
語
に
は
一
見
奇
異
な
点
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
と
言
う
の
は
、
譲
受
人
が
「
私
の
も
の
で
あ
る
こ

と
を
宣
言
す
る
」
と
述
べ
た
後
に
、
本
来
は
そ
の
取
得
原
因
で
あ
る
は
ず
の
売
買
に
つ
い
て
「
私
に
買
わ
れ
よ
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
説
明
が
可
能
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ま
ず
、
現
実
の
占
有
移
転
が
な
い
に
も
か
か
わ

ら
ず
物
お
よ
び
所
有
権
が
移
転
す
る
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
の
適
切
な
観
念
が
存
在
し
な
か
っ
た
当
時
の
ロ

l
マ
に
お
い
て
は
宝
物
の

移
転
と
同
じ
効
果
を
生
じ
さ
せ
る
唯
一
の
方
法
は
、
取
得
者
が
「
私
の
も
の
で
あ
る
」
と
言
っ
た
こ
と
に
対
し
て
、
所
有
者
た
る
譲
渡
人
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お
よ
び
証
人
が
な
ん
ら
こ
れ
を
否
定
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
す
で
に
み
た
法
廷
承
認
に
典
型
的
に
当
て
は
ま
る
が
、
法
廷

ro] 

承
認
の
式
語
と
共
通
の
も
の
を
用
い
て
い
る
点
で
握
取
行
為
に
も
当
て
は
ま
る
そ
し
て
、
初
期
ロ

l
マ
の
比
較
的
小
規
模
の
共
同
体
に

240 

お
い
て
は
、
例
え
ば
、

A
が
、
そ
れ
ま
で
は

B
に
属
す
る
と
知
ら
れ
て
い
た
物
に
つ
い
て
自
分
の
物
で
あ
る
と
主
張
し
、
し
か
も
、
そ
こ

に
居
合
わ
せ
て
い
る

B
が
A
の
主
張
を
争
わ
な
い
と
き
に
は
、

A
が
今
や
そ
の
物
の
所
有
者
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
が
明
白
で
あ
り
、
そ

の
場
合
に
は
も
は
や

A
の
主
張
の
根
拠
|
|
元
来
A
の
も
の
だ
っ
た
の
か
、

A
が
B
か
ら
買
っ
た
の
か
あ
る
い
は
贈
与
を
受
け
た
の
か
、

等
々
|
|
は
重
要
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
せ
こ
れ
は
ま
さ
に
、
法
廷
承
認
が
も
っ
た
物
の
帰
属
確
認
機
能
が
、
証
人
の
面
前

で
の
よ
り
簡
易
な
手
続
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
に
至
っ
た
握
取
行
為
に
も
承
継
さ
れ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

つ
い
で
、
目
的
物
と
交
換
さ
れ
る
べ
き
銅
片
と
秤
持
ち
が
導
入
さ
れ
た
後
に
は
、
握
取
行
為
に
お
い
て
も
、
こ
の
銅
片
の
移
転
と
引
き

換
え
に
目
的
物
の
移
転
が
行
わ
れ
て
い
る
、
と
い
う
観
念
が
現
実
味
を
帯
ぴ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
そ
の
移
転
原
因
に
関
す
る
譲
受
人
の
第

二
の
言
明
で
あ
る
「
私
に
買
わ
れ
よ
」
が
、
最
初
の
言
明
の
後
に
付
加
さ
れ
、
こ
う
し
て
一
見
奇
妙
な
握
取
行
為
の
方
式
が
形
づ
く
ら
れ

た
と
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う

τ

こ
の
よ
う
に
握
取
行
為
の
基
本
構
造
は
、
①
法
廷
承
認
の
中
心
的
機
能
で
あ
っ
た
目
的
物
の
帰
属
確
認
、
お
よ
び
②
鋼
片
に
象
徴
さ
れ

る
代
替
物
と
の
「
引
き
換
え
」
と
い
う
観
念
に
媒
介
さ
れ
た
目
的
物
の
移
転
と
い
う
こ
つ
の
要
素
か
ら
成
り
立
っ
て
い
た
と
み
る
こ
と
が

で
き
る
喧

以
下
で
は
、
ま
ず
、
握
取
行
為
に
特
有
の
性
格
で
あ
る
、
他
の
物
と
の
引
き
換
え
H
移
転
と
い
う
観
念
に
つ
い
て
考
察
し
(
以
下
川
、

付
)
、
つ
い
で
、
物
の
帰
属
確
認
機
能
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
に
す
る

-hu 

(
以
下

ω)。
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ま
ず
、
物
の
譲
渡
な
い
し
移
転
と
し
て
の
性
格
を
一
段
と
強
め
た
握
取
行
為
の
形
成
に
対
し
て
は
、
銅
と
秤
に
よ
る
取
引
と
い
う



制
度
が
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。
実
際
、
鋳
と
秤
に
よ
る
取
引
の
い
く
つ
か
の
形
態
の
う
ち
、
握
取
行
為
は
そ
の
も
っ

と
も
重
要
な
も
の
で
あ
る
、
と
位
置
づ
け
る
見
解
も
あ
る
目
立
何
れ
に
せ
よ
、
銅
と
秤
に
よ
る
取
引
は
、
そ
れ
ま
で
法
の
平
面
に
は
登
場
し

て
こ
な
か
っ
た
現
実
の
取
引
、
と
く
に
、
物
の
譲
渡
、
債
務
の
設
定
、
債
務
の
弁
済
な
ど
が
、
は
じ
め
て
法
的
世
界
に
そ
の
姿
の
一
端
を

現
し
た
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

す
な
わ
ち
、
ロ

l
マ
に
お
い
て
も
、
イ
タ
リ
ア
人
相
互
聞
の
財
貨
交
換
は
、
そ
の
発
展
段
階
の
初
期
に
は
、
品
物
と
品
物
の
交
換
に
よ
っ

て
行
わ
れ
た
。
そ
の
際
に
は
、
牧
人
や
農
民
の
財
産
を
つ
ね
に
一
定
の
基
準
で
評
価
し
う
る
手
段
で
あ
っ
た
家
畜

6
2
5・
宮
内

E
巴

が
一
般
的
価
値
基
準
と
さ
れ
た
。
し
か
し
、
す
で
に
紀
元
前
一

O
世
紀
初
頭
に
は
、
金
属
、
と
く
に
鋼
(
削
克
明
)
が
価
値
基
準
お
よ
び
支

払
手
段
と
し
て
現
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
最
初
は
形
が
整
え
ら
れ
て
い
な
い
銅

2
2
『
邑
巾
)
ま
た
は
棒
状
の
銅
が
、
必
要
に
応
じ

て
小
銅
片
(
門
書
雪
印
n
z
g
)
に
砕
い
て
用
い
ら
れ
、
後
に
は
、
そ
こ
に
交
換
手
段
と
し
て
適
格
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
印
が
付
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
場
合
に
は
、
そ
の
価
値
は
秤
に
よ
っ
て
量
ら
れ
た
。
ち
な
み
に
、
鋳
造
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
貨
幣
と
い
う
も
の
が
現
れ
た
の
は
紀

元
前
回
世
紀
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
刻
印
さ
れ
た
と
お
り
の
重
量
を
も
っ
青
銅
貨
(
見
回
宵
宮
市
)

で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
銅
と
秤
に
よ
る
取
引
は
、
貨
幣
が
発
達
す
る
以
前
に
、
銅
片
が
通
常
の
支
払
手
段
で
あ
っ
た
時
代
の
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が

取
引
行
為
の
重
要
な
一
部
で
あ
る
支
払
行
為
の
方
式
と
し
て
法
的
に
確
認
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
官

も
っ
と
も
、

ロ
ー
マ
に
お
い
て
も
実
際
の
取
引
で
は
、
多
く
の
物
が
無
方
式
で
ま
た
は
特
定
の
方
式
に
拘
束
さ
れ
る
こ
と
な
く
個
々
の

ケ
ー
ス
に
適
し
た
方
式
で
譲
渡
さ
れ
、
取
得
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
う
ち
、
土
地
、
奴
隷
、

一
定
の
家
畜
な
ど
、

比
較
的
価
値
の
高
い
客
体
を
目
的
と
す
る
取
引
、
お
よ
び
消
費
貸
借
債
務
の
設
定
な
ら
び
に
弁
済
な
ど
の
重
要
な
取
引
は
、
そ
れ
ら
が
確

実
に
履
行
さ
れ
た
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に
、
支
払
行
為
が
儀
式
的
か
つ
公
開
の
方
式
に
則
っ
て
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
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ま
ず
最
初
に
法
的
規
制
の
対
象
と
し
て
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
が
銅
と
秤
に
よ
る
取
引
で
あ
っ
た
。
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そ
れ
ら
の
う
ち
、
譲
渡
に
よ
る
物
の
移
転
過
程
に
お
け
る
代
価
支
払
の
側
面
を
象
徴
的
に
方
式
化
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
代
価
支
払
と

「
引
き
換
え
」
に
行
わ
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
目
的
物
の
移
転
を
間
接
的
に
観
念
す
る
と
い
う
構
造
を
も
つ
に
至
っ
た
の
が
握
取
行
為
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
は
、
元
来
は
現
実
売
買
の
方
式
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
て
い
る
官

と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
、
か
か
る
握
取
行
為
の
構
造
的
基
盤
は
崩
れ
て
ゆ
く
。
と
り
わ
け
、
鋳
造
貨
幣
が
導
入
さ
れ
、
し
か
も
貨
幣
の
重

量
で
は
な
く
、
そ
こ
に
刻
印
さ
れ
た
数
額
的
な
価
値
が
取
引
の
標
準
と
さ
れ
る
に
従
っ
て
、
銅
を
秤
で
量
っ
て
引
き
渡
す
と
い
う
銅
と
秤

に
よ
る
取
引
の
も
つ
現
実
的
意
味
は
次
第
に
薄
れ
て
い
っ
た
屯
ま
た
、
す
で
に
第
一
次
ボ
エ
ニ
戦
役

(N2
∞
・
。
・
)
前
に
導
入
さ
れ
て

い
た
と
み
ら
れ
る
銀
貨
の
使
用
も
こ
れ
に
拍
車
を
か
け
た
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
代
金
支
払
が
目
的
物
の
引
渡
と
は
別
途
に
行
わ
れ
る
よ

う
に
も
な
っ
て
き
た
唱
で
は
、
こ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
で
、
握
取
行
為
は
譲
渡
行
為
と
し
て
の
意
義
を
た
だ
ち
に
喪
失
し
た
の
で
あ
ろ

う
か
。し

か
し
な
が
ら
、
実
際
に
は
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
握
取
行
為
は
、
元
来
そ
の
核
心
部
分
の
一
つ
で
あ
っ
た
鋼
と
秤
に
よ

る
取
引
が
形
骸
化
し
た
後
に
も
、
独
立
の
譲
渡
行
為
の
方
式
と
し
て
存
続
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
握
取
行
為
は
、
現
金
売
買
以
外
の

目
的
の
た
め
に
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
古
典
期
に
お
い
て
は
、
売
買
、
贈
与
、
遺
贈
、
嫁
資
設
定
、
信
託
と
し
て
の
合
意
、
担
保
と

し
て
の
合
意
、
問
答
契
約
ま
た
は
負
担
付
遺
贈
に
基
づ
く
債
務
の
履
行
、
加
害
者
引
渡
(
ロ
。
阿
倍
巾

a
a
E
O
)
な
ど
を
原
因
と
し
て
も
行
わ

れ
た
唱
こ
れ
ら
は
何
れ
も
、
銅
と
秤
に
よ
る
取
引
の
形
式
を
と
っ
た
た
ん
な
る
象
徴
的
な
代
金
支
払
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
「
一

ヌ
ン
ム
ス
貨
幣
に
よ
る
握
取
行
為
」

(
E
R
G釦
E
E
B
g
o
z
g
)
で
あ
る
。
そ
し
て
、
か
か
る
握
取
行
為
の
方
式
、
と
り
わ
け
銅
を
秤

41一千土田

量
し
て
引
き
渡
す
と
い
う
行
為
の
抽
象
化
に
よ
り
、
握
取
行
為
に
は
所
有
物
取
得
と
し
て
の
効
果
の
み
が
残
存
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
握
取



[口]

行
為
は
す
で
に
述
べ
た
よ
う
な
諸
原
因
か
ら
は
独
立
し
た
い
わ
ゆ
る
「
無
図
的
な
法
的
行
為
L

に
な
っ
た
、
と
言
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
握
取
行
為
と
い
う
方
式
の
抽
象
化
と
握
取
行
為
の
効
力
の
無
因
性
と
を
た
だ
ち
に
あ
る
い
は
言
葉
の
上
で
の
み
結
び
付
け
る
こ

41一社E

と
は
、
必
ず
し
も
正
確
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

お
そ
ら
く
、
撮
取
行
為
の
方
式
の
抽
象
化
は
、
直
接
的
に
は
、
現
金
売
買
以
外
の
新
し
い
取
引
形
態
を
規
制
す
る
と
い
う
新
た
に
生
じ

て
き
た
経
済
的
要
求
に
対
し
て
、
従
来
か
ら
握
取
行
為
に
関
し
て
用
い
ら
れ
て
き
た
伝
統
的
法
概
念
を
合
理
的
に
解
釈
し
、
そ
の
概
念
を

拡
張
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
対
処
し
よ
う
と
し
て
き
た
ロ

l
マ
法
律
学
の
保
守
的
性
格
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
さ
ら
に
問
題
な
の
は
、
実
質
的
意
味
を
す
で
に
失
っ
て
い
た
銅
と
秤
に
よ
る
行
為
が
、
な
お
し
ば
ら
く
は
実
際
に
行
わ
れ
て

い
た
理
由
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
銅
と
秤
に
よ
る
行
為
も
含
め
た
儀
式
的
形
式
に
対
し
て
ロ

l
マ
人
が
も
っ
て
い
た
特
有
の
観
念

に
注
目
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
抽
象
的
な
所
有
権
の
移
転
と
い
う
観
念
を
も
た
な
か
っ
た
ロ

l
マ
人
に
と
っ
て
は
、
物
の
譲

渡
と
は
、
譲
渡
の
現
実
の
過
程
そ
の
も
の
を
ま
さ
に
履
行
し
て
い
る
こ
と
を
、
当
事
者
な
ら
び
に
第
三
者
が
確
認
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
譲
渡
が
頻
繁
に
行
わ
れ
る
な
ど
し
て
、
現
実
に
こ
う
し
た
確
認
行
為
を
す
る
こ
と
が
困
雛
ま
た
は
煩
雑
と
な
る

一
方
、
譲
渡
の
方
法
が
普
遍
的
に
行
わ
れ
う
る
一
般
的
な
方
式
と
し
て
確
立
さ
れ
る
必
要
性
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
結
果
、

物
の
譲
渡
過
程
を
反
映
し
た
象
歓
物
を
用
い
た
行
為
が
、
ま
さ
に
物
の
譲
渡
そ
の
も
の
と
し
て
観
念
さ
れ
た
、
と
考
え
ら
れ
る
官
そ
れ
が

銅
と
秤
に
よ
る
取
引
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
現
実
売
買
以
外
の
諸
取
引
に
握
取
行
為
が
拡
張
さ
れ
た
後
に
も
、
象
徴
的
取
引
行
為
が

す
な
わ
ち
譲
渡
で
あ
る
、
と
い
う
観
念
が
存
続
し
た
か
ぎ
り
に
お
い
て
、
握
取
行
為
の
無
因
性
を
肯
定
す
る
余
地
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
し

か
し
、
こ
の
意
味
に
お
け
る
無
因
性
は
、
公
示
力
の
強
さ
を
基
盤
と
し
た
法
廷
承
認
に
お
け
る
無
因
性
と
は
異
な
り
、
物
の
譲
渡
と
い
う

こ
と
に
対
す
る
人
々
の
一
般
的
な
観
念
な
い
し
意
識
そ
の
も
の
に
由
来
し
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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ロ
ー
マ
入
は
、
こ
の
よ
う
な
象
敏
的
か
つ
儀
式
的
な
方
式
の
履
行
が
経
済
的
に
煩
わ
し
い
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

[
却
]

場
合
で
す
ら
、
こ
の
方
式
自
体
を
た
だ
ち
に
廃
止
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
方
式
の
履
行
を
「
仮
装
す
る
」
と
い
う
手
段
を
採
っ
た
。
す

ち
な
み
に
、
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な
わ
ち
、
握
取
行
為
が
実
際
に
は
行
わ
れ
て
い
な
く
と
も
、
そ
れ
が
履
行
さ
れ
た
旨
を
書
面
に
記
載
す
る
と
い
う
代
替
手
段
が
採
ら
れ
る

に
至
っ
た
の
で
あ
る
唱
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
象
債
的
行
為
H
実
体
そ
の
も
の
と
い
う
観
念
が
、
ロ
ー
マ
人
の
聞
で
い
か
に
根
強
か
っ
た
か

を
(c) 窺
It， 

知
る

と
が
で
き
ょ
っ

つ
ぎ
に
、
か
か
る
握
取
行
為
に
よ
っ
て
譲
渡
さ
れ
え
た
客
体
に
関
し
て
は
、
の
巳

5
が
つ
ぎ
の
よ
う
に
解
説
し
て
い
る
。
す
な
わ

奴
隷
も
自
由
人
も
と
も
に
、
ま
た
握
取
行
為
の
対
象
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
動
物
の
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
に
し
て
握
取
行
為
の
対

象
に
さ
れ
る
。
こ
の
範
鴫
の
中
に
数
え
ら
れ
る
の
は
、
牛
、
馬
、
ら
ぱ
お
よ
び
ろ
ば
で
あ
る
。
さ
ら
に
ま
た
、
イ
タ
リ
ア
の
土
地
の

よ
う
に
、
そ
れ
自
体
が
握
取
行
為
の
対
象
に
な
り
う
る
都
市
お
よ
び
農
村
の
土
地
も
、
こ
の
よ
う
な
方
法
で
握
取
行
為
を
さ
れ
る
の

が
通
例
で
あ
る
。

土
地
の
握
取
行
為
が
そ
の
他
の
握
取
行
為
と
異
な
っ
て
い
る
の
は
、
握
取
行
為
が
可
能
な
奴
隷
な
ら
び
に
自
由
人
と
い
っ
た
人
間
、

ま
た
同
じ
く
動
物
は
、
そ
れ
ら
が
現
に
そ
こ
に
な
け
れ
ば
握
取
行
為
が
さ
れ
え
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
お
い
て
の
み
で
あ
る
。
例
え

ぱ
ち
ょ
う
ど
、
握
取
行
為
に
よ
っ
て
取
得
す
る
者
は
、
握
取
行
為
に
よ
っ
て
彼
に
与
え
ら
れ
る
物
そ
れ
自
体
を
掴
む
こ
と

が
ゆ
え
に
、
握
取
行
為

SEn-3to)
と
呼
ば
れ
る
の
で
あ
る
。
反
対
に
、
[
土
地
の
場
合
に
は
]
現
に
そ
こ
に
な
い
土
地
が
握

41一社回

(
脚
色
匂

z
v
g
a
R巾
)
が
必
要
で
あ
る
、
と
い
う
よ
う
に
し
て
で
あ
る
。
し
か
も
、
物
が
手
に
よ
っ
て
(
B
E
C
)
掴
ま
れ
る

(gZZ『
)



取
行
為
を
さ
れ
る
の
が
習
わ
し
で
あ
る
を

こ
こ
に
も
示
唆
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
握
取
行
為
は
、
元
来
は
動
産
の
譲
渡
の
た
め
に
案
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
、
土
地

の
私
的
所
有
お
よ
び
譲
渡
可
能
性
に
先
行
し
た
と
も
考
え
ら
れ
て
い
る
喧

ま
た
、
握
取
行
為
の
客
体
に
つ
い
て
、
。
包

E
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
も
解
説
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
物
は
握
取
行
為
が
さ
れ
る

(司

g
g
B
n
G
F
M
Zロ
同
)

か
、
あ
る
い
は
き
れ
な
い

([2ω]
ロ
2
B
M
g
n
e
F
[日
ロ
ロ
件
]
)
か
で

あ
る
0

・
:
:
:
:
[
前
者
は
、
イ
タ
リ
ア
の
土
地
に
お
け
る
不
動
産
権
ま
た
は
そ
の
よ
う
な
土
地
に
お
け
る
建
物
、
奴
隷
な
ら
び
に
牛
、

馬
、
ら
ば
、

ろ
ば
の
よ
う
に
通
常
は
駄
獣
と
し
て
飼
い
慣
ら
さ
れ
た
動
物
、
お
よ
び
農
村
の
役
権
で
あ
る
。]
都
市
の
役
権
は
、
握

取
行
為
さ
れ
な
い
。
元
老
院
属
州
土
地
税
を
負
担
す
る
土
地
お
よ
び
元
首
属
州
土
地
税
を
負
担
す
る
土
地
は
、
握
取
行
為
さ
れ
な
い

(
ロ
市
内
自
自
己
立

2
5
)
。

し
か
し
、
通
常
飼
い
慣
ら
さ
れ
る
動
物
は
、
そ
れ
ら
が
生
ま
れ
る
や
い
な
や
握
取
行
為
さ
れ
う
る
と
わ
れ
わ
れ
が
言
う
と
き
に
は
、

[
わ
れ
わ
れ
の
学
派
の
権
威
者
た
ち
は
そ
う
で
あ
る
と
考
え
る
の
だ
が
]
、
他
方
に
お
い
て
、
も
う
一
つ
の
学
派
の

Z
R
S
-
司

5
・

n
g
Z
臼
お
よ
び
そ
の
他
の
権
威
者
た
ち
は
、
そ
れ
ら
が
飼
い
慣
ら
さ
れ
て
い
た
の
で
な
け
れ
ば
握
取
行
為
さ
れ
え
な
い
、
と
考
え
て

い
る
。
そ
し
て
、
も
し
そ
れ
ら
が
あ
ま
り
に
野
生
的
で
あ
る
た
め
に
飼
い
慣
ら
す
こ
と
が
で
き
な
い
な
ら
ば
、
そ
れ
ら
が
通
常
は
飼

い
慣
ら
さ
れ
る
年
齢
に
到
達
す
る
時
に
握
取
行
為
さ
れ
う
る
よ
う
に
な
る
と
み
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
、
と
彼
ら
は
考
え
て
い
る
。
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さ
ら
に
ま
た
、
多
か
れ
少
な
か
れ
、
無
体
物
は
握
取
行
為
さ
れ
な
い

(
ロ
包
囲
自
己
立
話
回
同
)
が
、
農
村
の
役
権
は
例
外
で
あ
る
。

246 

と
言
う
の
は
、
そ
れ
ら
が
無
体
物
に
数
え
入
れ
ら
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
ら
は
握
取
行
為
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
知
ら
れ
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。

握
取
行
為
さ
れ
る
物
[
手
中
物
]
(
円

g
国
自
己
主
と
握
取
行
為
さ
れ
な
い
物
[
非
手
中
物
]
(
『

g
田
市
円
回
目
円
支
)
と
の
聞
に
は
、

さ
ら
に
大
き
な
相
違
が
あ
る
。

と
言
う
の
は
、
非
手
中
物
は
、
そ
れ
ら
が
有
体
物
で
あ
り
、
か
っ
、
そ
の
た
め
に
引
渡
(
可
包
EO)
を
受
け
入
れ
る
な
ら
ば
、

引
渡
そ
れ
自
体
に
よ
っ
て
法
律
上
完
全
に
(
立
2
0
百
円
巾
)
他
人
の
も
の
と
な
る
(
匝

-
z
z
g
E
)
か
ら
で
あ
る
官

こ
こ
で
は
、
物
が
握
取
行
為
さ
れ
る
こ
と

(『

g
B
E
n
-立
巾
印
帥
巾
)
ま
た
は
さ
れ
な
い
こ
と
(
『

g
国
市
内
自
自
己
立

g
認
)
か
ら
、

し言

わ

が
区
別
さ
れ
て
い
る
。
手
中
物
は
、
。
包

5
の
例
示
に
も
あ
る
よ
う

に
、
私
的
所
有
に
服
す
る
土
地
、
地
役
権
、
奴
隷
、
一
定
の
家
畜
な
ど
、
農
業
経
営
上
の
主
要
な
生
産
財
で
あ
っ
た
と
解
さ
れ
て
い
る
が
わ
き

ゆ
る
手
中
物
(
『

g
B
E
n
-立
)
と
非
手
中
物
(
吋
冊
回
口
市

n
g
g
n宣
)

同
時
に
そ
れ
は
、
戸
口
調
査
に
よ
る
財
産
評
価
表
に
記
載
さ
れ
る
べ
き
物
(
『
2
2
5
5
2ロ
認
足
。
)
で
も
あ
っ
た
、
と
す
る
見
解
も
あ

る
を
し
か
し
、
手
中
物
と
非
手
中
物
と
の
区
別
に
お
い
て
は
、
先
の
引
用
の
最
後
の
部
分
に
も
示
唆
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
そ
れ
が
た
ん

な
る
引
渡
(
可
包
EC)
に
よ
っ
て
、
法
律
上
完
全
に
(
匂

終
的
に
は
重
視
さ
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
握
取
行
為
に
お
い
て
は
、
譲
渡
人
の
所
有
物
は
握
取
行
為
そ
れ
自
体
に
よ
っ
て
移
転
さ
れ
る
と
観
念
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

41-ー社E

所
有
物
の
引
渡
は
必
要
で
は
な
か
っ
た
。
も
っ
と
も
、
動
産
た
る
手
中
物
の
譲
渡
の
場
合
に
は
、
握
取
行
為
と
同
時
に
ま
た
は
そ
れ
に
続



い
て
た
だ
ち
に
引
渡
が
行
わ
れ
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
こ
の
こ
と
は
さ
ほ
ど
意
味
を
も
た
な
い
。
こ
れ
に
反
し
て
、
握
取
行
為
が
行
わ
れ
た

所
と
は
別
の
場
所
に
あ
る
イ
タ
リ
ア
の
土
地
を
譲
渡
す
る
場
合
な
ど
に
は
、
握
取
行
為
に
固
有
の
移
転
観
念
が
と
く
に
意
味
を
も
っ
た
と

[
訂
]

考
え
ら
れ
る
。

(d) 

以
上
、
制
お
よ
び
例
で
は
、
握
取
行
為
の
方
式
に
み
ら
れ
る
基
本
的
要
素
の
う
ち
、
物
の
移
転
的
機
能
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
そ

こ
で
、

つ
ぎ
に
、
も
う
一
つ
の
基
本
的
要
素
で
あ
る
物
の
帰
属
確
認
機
能
に
つ
い
て
も
み
て
お
こ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
握
取
行
為
は
、
そ
れ

が
譲
渡
方
式
と
し
て
は
物
の
移
転
と
い
う
観
念
を
か
な
り
濃
厚
に
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
一
方
で
、
そ
れ
は
た
ん
に
物
の
移
転
の
た
め
に
だ

け
用
い
ら
れ
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
、
握
取
行
為
は
、
手
中
物
の
移
転
の
み
な
ら
ず
、
農
村
の
役
権
の
設
定
に
も
用

い
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、
握
取
行
為
の
も
つ
物
の
帰
属
確
認
機
能
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
、
法
廷
承
認
よ
り
も
簡
易
な
手
続
で
行
わ

れ
た
。
し
か
し
な
お
、
国
家
的
な
見
地
か
ら
そ
の
帰
属
確
認
が
法
廷
承
認
に
よ
っ
て
の
み
行
わ
れ
え
た
客
体
が
ま
だ
存
在
し
て
い
た
こ
と

に
も
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
電

さ
ら
に
注
目
す
べ
き
こ
と
に
、
の
ど

5
の
『
法
学
提
軍
E
に
お
け
る
握
取
行
為
の
最
初
の
解
説
は
物
の
譲
渡
に
つ
い
て
で
は
な
く
、
女

性
(
同
市

E
E
)
を
自
分
の
妻
と
し
、
夫
権
(
自
包

5)
に
服
さ
せ
る
方
法
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。
い
わ
く
、
|
|

今
度
は
、
わ
れ
わ
れ
の
夫
権
に
服
す
る
よ
う
な
人
々

(
宮
司
曲
。
回
mw
巾
G
E
白
巾
冨
自
白
ロ
ロ
ロ
O
伯
仲
「
釦

ω=ロ
同
)
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。

男
性
も
女
性
も
ち
ょ
う
ど

[
同
じ
よ
う
に
]
権
限
を
も
つ
の
が
習
わ
し
で
あ
る
が
、
た
だ
女
性
だ
け
が
夫
権
に
服
す
る
よ
う
に
な

る
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か
つ
て
は
、
三
つ
の
方
法
で
、
夫
権
に
服
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
習
慣
に
よ
っ
て

(
5
E
)
、
小
麦
菓
子
[
の
共
食
]
に
よ
っ

て

(
同
白
吋
吋

g)
、
そ
し
て
、
買
入
れ
婚
に
よ
っ
て

で
あ
る
。

(no巾
岡
田

HvtoHM巾
)

買
入
れ
婚
に
よ
っ
て
、
つ
ま
り
、
握
取
行
為
に
よ
っ
て
、
す
な
わ
ち
、
一
種
の
仮
装
売
買
(
』
包
括
E
R
S
S
E
-
E
)
に
よ
っ
て
[
女

性
た
ち
は
]
夫
権
に
服
す
る
よ
う
に
な
る
。
と
言
う
の
は
、
五
人
よ
り
少
な
く
な
い
成
人
の
ロ

1
マ
人
の
証
人
を
、
そ
し
て
ま
た
秤

口
四
]

の
で
あ
る
。

持
ち
を
あ
な
た
が
た
は
招
き
入
れ
、
夫
(
〈
可
)

が
そ
の
夫
権
に
服
す
る
妻
(
自
己
奇
)
を
買
う
(
冊
目
。
)

女
性
を
男
性
の
夫
権
に
服
さ
せ
る
と
い
う
当
時
の
婚
姻
観
念
に
よ
れ
ば
、
婚
姻
に
際
し
て
は
妻
が
夫
に
帰
属
す
る
こ
と
の
確
認
こ
そ
が

重
要
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
握
取
行
為
が
用
い
ら
れ
た
と
し
て
も
な
ん
ら
不
思
議
で
は
な
い
。
そ
し
て
、
握

取
行
為
は
こ
の
ほ
か
に
も
、
養
子
縁
組
(
脚
色
。

Eo)、
家
父
長
権
か
ら
の
奴
隷
ま
た
は
子
供
の
解
放

(ggnG色
。
)
な
ど
に
も
用
い
ら

れ
た
。
こ
れ
ら
の
場
合
に
お
い
て
は
何
れ
も
、
家
父
長
へ
の
養
子
、
奴
隷
、
子
供
な
ど
の
帰
属
の
有
無
の
確
認
が
主
要
な
関
心
事
と
な
っ

【
却
]

て
お
り
、
こ
の
点
で
握
取
行
為
の
機
能
が
発
揮
さ
れ
え
た
も
の
と
解
さ
れ
れ
る
。

さ
ら
に
、
握
取
行
為
は
遺
言
(
丹
市
田
S
B
E
E
S
)
の
方
式
と
し
て
も
用
い
ら
れ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
、
家
族
な
い
し
財
産

(PE--曲

同}巾

2
2
2ロ巾一

P
E
-
-
P
E
g件
冨
E
B
Oロ
呂
田
)

の
帰
属
変
更
と
し
て
遺
言
を
捉
え
れ
ば
、
そ
れ
が
握
取
行
為
に
適
し
た
も
の
で
あ
っ
た

こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
握
取
行
為
に
よ
る
遺
言
は
、
死
が
差
し
迫
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
遺
言
の
た
め
に
年
二
回
聞
か
れ
る

集
会
で
遺
言
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
者
の
た
め
に
認
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
際
に
は
、
証
人
の
面
前
で
の
手
続
が
と
く
に
重
視

さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
受
遺
者
は
家
族
お
よ
び
財
産
が
自
分
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、

そ
し
て
遺
言
者
は
遺
言
書
の
内
容
ど
お
り
に
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遺
贈
さ
れ
、
与
え
ら
れ
る
こ
と
を
、
証
人
の
面
前
で
「
公
然
と
述
べ
る
こ
と
」
(
℃
曲
目
白

g
g
E
E
2
)
が
強
調
さ
れ
て
い
る
屯
こ
こ
で
は
、

41一社皿

と
く
に
遺
言
の
た
め
の
握
取
行
為
が
も
つ
べ
き
公
示
性
が
強
調
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
握
取
行
為
の
帰
属
確
認
機
能
が
明
ら
か
に
さ
れ
て

い
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
に
み
て
き
た
よ
う
に
、
握
取
行
為
の
方
式
の
二
重
性
は
、
そ
の
機
能
の
二
重
性
を
そ
の
ま
ま
反
映
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
で
も
ど

ち
ら
か
と
言
え
ば
、
法
廷
承
認
の
主
た
る
機
能
で
あ
っ
た
帰
属
確
認
機
能
が
、
握
取
行
為
の
場
合
に
も
依
然
と
し
て
そ
の
基
礎
に
な
っ
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
機
能
を
も
っ
握
取
行
為
の
客
体
は
法
廷
承
認
以
上
に
広
が
り
を
見
せ
、
そ
の
中
か
ら

物
の
譲
渡
な
い
し
移
転
行
為
と
し
て
握
取
行
為
を
特
徴
づ
け
る
要
因
が
生
じ
て
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
握
取
行
為
に
よ
る
物
の
取
得
は
、
法
廷
承
認
と
は
異
な
り
、
家
父
長
権
に
服
す
る
奴
隷
な
ど
に
よ
っ
て
、
彼
ら
の
家
父
長
な
い

[担
]

し
主
人
の
た
め
に
行
わ
れ
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
握
取
行
為
に
よ
る
物
の
移
転
機
能
は
、
そ
の
主
体
の
範
囲

に
関
し
て
も
、
法
廷
承
認
よ
り
も
一
歩
前
進
し
た
と
言
え
よ
う
。

e
 

握
取
行
為
の
効
果
と
し
て
は
、
追
奪
担
保
責
任
の
発
生
、
取
得
者
に
対
す
る
盗
取
の
嫌
疑
を
排
除
す
る
こ
と
、
取
得
過
程
の
適
法
性
の

証
明
を
た
ん
な
る
握
取
行
為
の
証
明
に
よ
っ
て
容
易
に
し
う
る
こ
と
、
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
宮

さ
ら
に
、
握
取
行
為
の
効
果
に
つ
い
て
み
て
お
こ
う
。

こ
こ
で
は
ま
ず
、
握
取
行
為
の
効
果
が
「
所
有
権
の
移
転
」
で
は
な
か
っ
た
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ち
な
み
に
、
握
取

行
為
に
よ
っ
て
譲
渡
さ
れ
た
物
の
所
有
は
、
不
動
産
に
つ
い
て
は
二
年
間
、
そ
の
他
の
物
に
つ
い
て
は
一
年
間
の
経
過
に
よ
っ
て
確
定
さ

れ
た
(
後
述
4
例
参
照
)
。

ま
た
、
握
取
行
為
は
、
取
得
者
に
よ
る
た
ん
な
る
事
実
上
の
掴
取
行
為
と
譲
渡
人
な
ら
び
に
証
人
な
ど
の
関
係
者
が
こ
れ
に
な
ん
ら
異
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【
担
}

議
を
唱
え
な
い
こ
と
か
ら
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
自
体
と
し
て
は
譲
渡
人
に
何
ら
か
の
義
務
を
発
生
さ
せ
る
よ
う
な
行
為
で
す
ら
な
か
っ

250 

た
。
し
た
が
っ
て
、
例
え
ば
、
他
人
の
物
を
握
取
行
為
に
よ
っ
て
譲
渡
し
た
と
し
て
も
、
そ
の
こ
と
自
体
か
ら
は
、
譲
渡
人
に
は
な
ん
ら

[括
]

責
任
は
生
じ
な
か
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
他
人
の
物
を
、
あ
え
て
証
人
ま
で
召
集
し
て
公
開
の
場
で
握
取
行
為
に
よ
っ
て
譲
渡
し
、
さ
ら
に
取
得
者
か
ら
代
金

[
甜
]

を
も
受
領
す
る
と
い
う
行
為
は
、
窃
盗
に
も
比
す
べ
き
不
法
な
行
為
で
あ
る
、
と
観
念
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
、
不
法
行
為
的
ま
た
は
刑
罰

的
な
性
格
を
も
っ
責
任
と
し
て
、
そ
の
よ
う
な
場
合
に
取
得
者
が
他
人
か
ら
所
有
物
返
還
請
求
訴
訟
を
提
起
さ
れ
て
そ
の
物
を
失
っ
た
場

【
訂
]

合
に
は
、
譲
渡
人
は
、
取
得
者
に
対
し
て
、
受
領
し
た
代
金
の
二
倍
額
を
賠
償
す
る
こ
と
を
命
じ
ら
れ
た
。

し
た
が
っ
て
ま
た
、
譲
渡
人
が
未
成
年
者
か
ら
取
得
し
た
物
を
握
取
行
為
に
よ
っ
て
転
譲
渡
し
、
転
得
者
が
こ
の
未
成
年
者
か
ら
追
奪

さ
れ
た
よ
う
な
場
合
に
は
、
所
有
者
か
ら
取
得
し
た
譲
渡
人
に
は
不
法
行
為
的
ま
た
は
刑
罰
的
な
非
難
が
加
え
ら
れ
な
い
ゆ
え
に
、
転
得

者
が
譲
渡
人
に
対
し
て
請
求
で
き
る
賠
償
額
は
二
倍
額
で
は
な
く
て
、
転
得
者
が
追
奪
さ
れ
た
の
と
同
じ
だ
け
の
「
正
当
な
も
の
」

(
F
E
S
2帥
)
に
と
ど
め
ら
れ
た
屯

さ
ら
に
、
譲
渡
人
お
よ
び
そ
の
相
続
人
は
、
取
得
者
へ
の
賠
償
に
先
立
ち
、
目
的
物
の
所
有
者
で
あ
る
と
主
張
す
る
第
三
者
と
の
間
で
、

取
得
者
に
代
わ
っ
て
、
自
己
の
計
算
に
お
け
る
訴
訟
代
理
人
(
匂
『
0
2
3同
2
5
2目
的
E
B
)

と
し
て
、
ま
た
は
取
得
者
自
身
に
よ
る
訴

訟
で
争
点
決
定
が
さ
れ
た
後
に
は
い
わ
ゆ
る
補
助
参
加
入
と
し
て
、
第
三
者
か
ら
目
的
物
を
防
衛
す
る
た
め
に
訴
訟
を
遂
行
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
、
と
解
さ
れ
て
い
る
。

も
っ
と
も
、
握
取
行
為
の
効
果
と
し
て
の
追
奪
担
保
責
任
に
つ
い
て
直
接
的
に
述
べ
た
テ
ク
ス
ト
は
、
原
典
に
は
な
い
こ
と
に
留
意
し

41一社E

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
以
上
に
引
用
し
た
テ
ク
ス
ト
は
、
何
れ
も
売
買
契
約
ま
た
は
担
保
の
問
答
契
約
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し



な
が
ら
、
こ
れ
ら
売
買
契
約
ま
た
は
問
答
契
約
に
お
け
る
担
保
責
任
は
、
元
来
は
現
実
売
買
と
し
て
の
握
取
行
為
に
結
び
つ
け
ら
れ
た
効

果
で
あ
り
、
そ
れ
が
そ
の
後
に
、
握
取
行
為
に
よ
ら
な
い
売
却
に
も
拡
張
さ
れ
る
一
方
湿
外
国
人
が
当
事
者
で
あ
っ
た
場
合
ま
た
は
非
手

41一社E

中
物
の
譲
渡
の
場
合
に
は
、
問
答
契
約
に
よ
り
、
買
主
が
売
買
目
的
物
を
所
持
す
る
こ
と
が
自
由
で
あ
る
こ
と

(え

G
z
g
s
z
z
z

H-nR巾
)
、
お
よ
び
目
的
物
が
追
奪
さ
れ
た
と
き
に
は
売
買
代
金
の
二
倍
額
を
売
主
が
支
払
う
こ
と

主
に
対
し
て
約
束
す
る
の
が
通
常
で
あ
っ
た
、
と
解
さ
れ
て
い
る
唱

(
住
吉
g
t
o
E立
釦
巾
)
を
売
主
が
買

他
方
、
仮
装
売
買
と
し
て
の
一
ヌ
ン
ム
ス
貨
幣
に
よ
る
握
取
行
為
に
お
い
て
は
、
そ
れ
が
売
買
目
的
で
行
わ
れ
た
場
合
を
除
い
て
、
こ

う
し
た
担
保
責
任
は
生
じ
な
か
っ
た
と
解
さ
れ
て
い
る
哩

な
お
、
以
上
の
よ
う
な
担
保
責
任
を
、
握
取
行
為
の
所
有
権
移
転
効
果
に
付
随
し
て
発
生
し
た
債
権
的
効
果
と
し
て
把
握
す
る
見
解
も

あ
る
唱
し
か
し
、
握
取
行
為
に
お
い
て
は
、
そ
の
方
式
の
内
容
か
ら
み
て
も
、
目
的
物
自
体
の
即
物
的
な
移
転
が
も
っ
ぱ
ら
注
目
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
握
取
行
為
が
、
占
有
を
妨
害
さ
れ
な
い
こ
と
、
追
奪
を
受
け
な
い
こ
と
、
さ
ら
に
は
完
全
な
所
有
権
を
与
え
ら

れ
る
こ
と
、
と
い
っ
た
抽
象
的
な
利
益
を
取
得
者
に
与
え
る
行
為
で
あ
っ
た
と
は
解
し
が
た
い
。
し
た
が
っ
て
、
担
保
責
任
が
所
有
権
移

転
効
果
か
ら
派
生
し
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、
握
取
行
為
の
効
果
が
以
上
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
代
価
支
払
と
の
引
き
換
え
と
し
て
観
念
さ
れ
た
物
の

移
転
と
い
う
効
果
も
、
い
ま
だ
宴
会
穴
上
の
も
の
に
と
ど
ま
り
、
せ
い
ぜ
い
、
他
人
の
物
を
渡
し
て
お
き
な
が
ら
代
価
を
受
け
取
っ
た
こ
と

の
不
法
性
に
対
す
る
制
裁
と
し
て
追
奪
担
保
責
任
を
生
じ
さ
せ
た
に
す
ぎ
ず
宝
握
取
行
為
に
よ
る
所
有
物
の
移
転
効
果
は
、
そ
れ
自
体
と

し
て
は
き
わ
め
て
弱
い
も
の
で
あ
っ
た
、
と
結
論
づ
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

そ
こ
で
、
こ
の
こ
と
か
ら
の
当
然
の
帰
結
と
し
て
、

ロ
ー
マ
法
で
は
、
握
取
行
為
の
も
つ
所
有
物
移
転
効
果
の
不
完
全
さ
を
補
完
す
る
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た
め
の
制
度
が
必
要
と
さ
れ
た
。
こ
れ
が

5
5
2円
8
2
S
M
の
制
度
で
あ
る
咋
]

252 

こ
の
制
度
に
つ
い
て
の

5
g
は
、
「
土
地
の

5
5
2
2
0江
仲
間
回
は
二
年
間
、
そ
の
他
の
物
の

5
5
2
a
o『
宕
∞
は
一
年
間
で
あ
れ
」

[
岨
]

(
5
5
2
n
g
ユg
日間

g
e
σ
F
S
E
E
S
-
n
m
g「
白
『
ロ
邑
『
巾

E
目
白
ロ
ロ
ロ
日
巾
伯
仲
O
)

と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
己
的

5
2
n
g
ユg
日
は
、
古
典
期
の

【
訂
]

の
原
型
で
あ
り
、
す
で
に

『十
二
表
法
』
に
規
定
が
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

使
用
取
得

(
5
5脚立
O
)

5
5
2
2
2
5
ω
は
、
そ
の
制
度
内
容
の
理
解
の
し
か
た
と
も
関
連
し
て
、
様
々
に
翻
訳
さ
れ
て
い
る
が
宮
そ
の
効
果
と
し
て
は
、

一
般
に
、
物
の
占
有
者
は
、
先
の
引
用
に
示
さ
れ
た
区
別
に
従
い
一
年
ま
た
は
二
年
の
経
過
後
に
は
、
そ
の
物
を
返
還
請
求
す
る
あ
ら
ゆ

る
者
に
対
し
て
保
護
さ
れ
た
、
と
解
さ
れ
て
い
る
町
]

そ
の
際
に
は
、
取
得
者
が
第
三
者
か
ら
所
有
物
返
還
請
求
訴
訟
を
提
起
さ
れ
た
こ
と
が
前
提
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
場
合
に
ロ

l
マ

法
で
は
、
取
得
者
の
物
支
配
の
保
護
は
、
ま
ず
第
一
次
的
に
は
、
取
得
者
の
前
主
(
譲
渡
人
)
に
よ
る
担
保
責
任
の
履
行
に
依
存
し
た
こ

と
か
ら
、
こ
こ
で
の

E
n
g号
知
的
は
や
は
り
譲
渡
人
の
追
奪
担
保
責
任
を
意
味
す
る
も
の
と
解
釈
し
う
る
。
そ
し
て
、

一
年
間
ま
た
は

年
間
の
経
過
後
に
は
取
得
者
の
物
支
配
が
完
全
に
安
定
し
た
保
護
を
受
け
る
こ
と
と
、
そ
の
場
合
に
は
譲
渡
人
の
担
保
責
任
が
も
は
や
意

[曲】

味
を
も
た
な
い
こ
と
と
の
因
果
関
係
を
何
れ
に
解
す
る
に
せ
よ
、
こ
の
所
定
の
期
間
は
、
譲
渡
人
の
担
保
責
任
の
存
続
期
間
と
み
る
こ
と

が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
で
は
、

5
5
2
2
2
E
M
を
、
「
譲
渡
人
の
担
保
責
任

(Eng『
吾
帥
)

[日
]

読
む
こ
と
に
す
る
。

の
有
効
[
期
間
]

(55)
」
と

つ
ぎ
に
、

5
5
2
2
0『
HSM
が
実
際
に
問
題
と
な
っ
た
所
有
物
返
還
請
求
訴
訟

(
E
i
E
R色
。
)
で
は
、
も
っ
ぱ
ら
手
中
物
(
司
冊
目

【
臼
]

の
追
及
お
よ
び
返
還
が
争
わ
れ
た
こ
と
か
ら
、

5
5
2
2
0号
B
の
制
度
の
対
象
も
手
中
物
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ

41一千士皿

田
宮
内
回
目
出
)

し
て
、
こ
の
こ
と
は
、

5
5
2
2
2
E日
の
制
度
が
機
能
的
に
は
握
取
行
為
に
よ
る
手
中
物
の
移
転
効
果
を
補
完
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ



と
を
示
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、

一
年
ま
た
は
二
年
の
経
過
後
に
第
三
者
か
ら
返
還
請
求
を
受
け
た
取
得
者
は
、

5
5
2
2
2
E帥
に
よ
る
保
護
を
受
け
る
た

41一社E

め
に
は
、
こ
の
期
間
占
有
し
た
こ
と
だ
け
で
な
く
、
売
買
契
約
な
ど
の
取
得
原
因

(ngg)
を
も
立
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か

ロ
日
]

否
か
に
つ
い
て
は
、
肯
定
説
と
否
定
説
が
あ
る
。

担
保な
責お
任戸
は豆
永窃
遠 g
で~
あミ
る ST
L 帥

与自
主度
d は
お、

t"外
霊園

E合
室対
脅し
E て
ーは
宮適
雪周
忌- さ
毘れ
。冨な
事]か
A つ

二た
ノと
ク
マさ

下さ
のア

集ミ
竺す
コな

て 2
は、
、「

=外
二国

るみ

2そ
崇て
あ同

る
。
つ
ま
り
、
①
取
得
者
が
外
国
人
で
あ
る
場
合
に
は

5
5
2
2
R
E日
に
よ
る
保
護
は
与
え
ら
れ
な
い
、
と
い
う
意
味
か
、
②
取
得

者
に
対
し
て
外
国
人
が
所
有
物
返
還
請
求
訴
訟
を
提
起
し
て
き
た
場
合
に
は
、
譲
渡
人
の
追
奪
担
保
責
任
に
は
時
間
的
制
限
が
な
い
、
と

い
う
こ
と
か
、
あ
る
い
は
、
③
譲
渡
人
が
外
国
人
で
あ
る
場
合
に
は
担
保
責
任
に
は
時
間
的
制
限
が
な
い
、
と
い
う
意
味
の
何
れ
か
で
あ

る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

S
E
E
n
g号
訟
の
意
味
が
前
述
の
よ
う
に
譲
渡
人
の
担
保
責
任
の
期
間
制
限
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
③
の
解

【
時
]

釈
が
最
も
自
然
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、

5
5
2
n
gユ
広
∞
が
譲
渡
人
の
担
保
責
任
の
存
続
期
間
制
限
で
あ
っ
た
と
み
る
な
ら
ば
、
も
し
譲
渡
人
が
他
人
か
ら
盗
取
ま
た

は
強
奪
し
た
物
を
握
取
行
為
に
よ
っ
て
譲
渡
し
、
ま
た
は
他
人
の
物
で
あ
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
譲
渡
し
た
場
合
に
は
、
譲
渡
人
の
た
め

に
担
保
責
任
の
存
続
期
間
を
制
限
す
る
必
要
は
ま
っ
た
く
な
い
。
ち
な
み
に
、
の
巴

5
は
、
使
用
取
得

(
Z
2
2玄
O
)

に
つ
い
て
、
「
『
十

-
Z
E曲
而

仲

間

M
F
白
区
忠
世
)

は
暴
力
に
よ
っ
て
占
有
さ
れ
た
物
(
『

g
i
吉

田

由

冊

目

g巾
)

が
使
用
取
得
さ
れ
る
こ
と
を
禁
じ
、
『
ユ
リ
ア
法
お
よ
び
プ
ラ
ウ
テ
ィ
ウ
ス
法
』

(
Z
H

【踊
]

が
使
用
取
得
さ
れ
る
こ
と
を
禁
じ
て
い
る
」
と
す
る
。

二
表
法
』
は
盗
取
さ
れ
た
物
(
『

g
p
E
S巾
)

同
様
に
、
他
人
の
物
で
あ
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
、
こ
れ
を
「
詐
取
す
る
意
図
」

S
F
2
5
P
E
E
-
)
で
売
却
す
る
こ
と
は
盗
取
(
旨
ユ
ロ
ロ
戸
)

253 



で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
物
も
ま
た
使
用
取
得
さ
れ
え
な
い
と
さ
れ
て
い
る
哩
他
方
、
こ
れ
ら
の
場
合
と
は
異
な
り
、
例
え
ば
、
非
相
続
人

254 

が
他
人
か
ら
借
り
て
い
た
物
ま
た
は
寄
託
を
受
け
て
い
た
物
を
、
「
そ
れ
が
相
続
財
産
で
あ
る
と
信
じ
て
」
売
却
し
た
り
贈
与
し
た
り
し

た
相
続
人
は
、
窃
盗
を
犯
し
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
「
な
ぜ
な
ら
、
詐
取
す
る
意
図
が
な
け
れ
ば
窃
盗
は
犯
さ
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
」
。

こ
れ
ら
使
用
取
得
に
関
す
る
の
巴

5
の
記
述
は
、
使
用
取
得
の
原
型
と
み
ら
れ
る

5
5
2
n
g
ユS
加
に
関
し
て
も
基
本
的
に
は
妥
当

す
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、

5
5
2
2
2
5帥
が
あ
く
ま
で
も
譲
渡
人
の
担
保
責
任
の
制
限
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
使
用

取
得

(
5
5脚
立
。
)
と
同
様
に

5
5
2
2
R
E帥
も
盗
品
に
対
し
て
は
全
面
的
に
適
用
が
排
除
さ
れ
た
、
と
い
う
点
ま
で
類
推
し
う
る
か

は
疑
問
で
あ
る
。
む
し
ろ
、

5
5
2
2
2
x
g
の
適
用
除
外
は
、
使
用
取
得

(
5
5
昌
三

の
適
用
除
外
よ
り
も
狭
く
、
あ
く
ま
で
譲
渡

人
自
身
が
そ
の
目
的
物
を
盗
取
あ
る
い
は
強
奪
し
た
場
合
、
ま
た
は
譲
渡
人
自
身
が
他
人
の
物
を
詐
取
す
る
意
図
を
も
っ
て
売
却
し
た
場

合
に
限
定
さ
れ
た
と
み
る
余
地
が
あ
り
、
む
し
ろ
そ
の
方
が
自
然
で
あ
ろ
う
明

す
な
わ
ち
、
当
該
目
的
物
が
譲
渡
人
に
取
得
さ
れ
る
以
前
の
段
階
で
盗
取
も
し
く
は
強
奪
さ
れ
、
ま
た
は
譲
渡
人
以
前
に
他
人
か
ら
の

賃
借
物
も
し
く
は
受
寄
物
を
譲
渡
し
て
し
ま
っ
た
者
が
い
た
場
合
に
は
、
譲
渡
人
か
ら
こ
の
よ
う
な
他
人
物
を
取
得
し
た
者
は
、

5
5

F日
]

2
2
0号
自
に
よ
っ
て
結
果
的
に
は
非
所
有
者
か
ら
取
得
し
え
た
、
と
考
え
ら
れ
る
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
に
解
釈
し
て
こ
そ
、
他
人
の

物
が
取
得
者
の
手
を
離
れ
、
被
盗
取
者
に
対
し
て
で
は
な
く
、
真
の
所
有
者
に
回
帰

(
2
2
2
E
包円四
O
E
E
B
)
し
た
場
合
に
と
く
に
、

取
得
者
に
よ
る
取
得
を
否
定
し
、
「
[
他
人
の
物
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
か
つ
て
ど
こ
か
で
]
忍
び
込
ん
だ
で
あ
ろ
う
物
の
担
保
責
任【曲]

は
永
久
で
あ
れ
」
と
規
定
し
て
い
た
と
一
言
わ
れ
る
『
ア
テ
ィ
ニ
ア
法
』

(
Z
M
E
S
S
-
N
の
・
回
・
。
・
)
の
意
味
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

こ
う
し
て
み
る
と
、

5
5
2
2
0『
吾
∞
が
握
取
行
為
|
追
奪
担
保
方
式
に
お
け
る
物
の
移
転
効
果
の
不
完
全
さ
を
補
完
す
る
制
度
と
し

41一社E

て
生
み
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
、
あ
ら
た
め
て
理
解
さ
れ
よ
う
。



こ
の
よ
、
つ
な

S
E
E
n件。ュ
S
凶
は
、
そ
の
後
、
古
典
期
に
な
る
と
、

い
わ
ゆ
る
使
用
取
得

(
Z
2
2
3
0
)
と
し
て
要
件
お
よ
び
効
果

41一社E

が
さ
ら
に
整
理
さ
れ
た
。
し
か
し
、
使
用
取
得
は
、
物
の
譲
渡
方
法
が
よ
り
弾
力
的
に
拡
張
さ
れ
、
と
く
に
握
取
行
為
と
は
別
の
譲
渡
方

法
で
あ
る
引
渡
(
可
包
在
。
)

が
ロ

l
マ
法
上
の
譲
渡
方
法
と
し
て
一
般
化
し
て
き
た
こ
と
と
深
く
関
連
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
使
用
取

得
に
つ
い
て
は
、
引
渡
に
よ
る
譲
渡
と
の
関
係
に
留
意
し
な
が
ら
、
あ
ら
た
め
て
検
封
し
よ
う
(
後
述
4
)
。

最
後
に
、
握
取
行
為
の
効
果
が
ど
の
程
度
、
当
事
者
の
意
思
ま
た
は
合
意
に
依
存
さ
せ
ら
れ
え
た
か
に
つ
い
て
み
て
お
こ
う
。

握
取
行
為
は
、
厳
格
法
上
の
行
為

2
2
5
Z同笠岡
E
明
)
と
し
て
、
物
の
譲
渡
を
象
徴
的
に
表
現
す
る
一
定
の
方
式
に
則
っ
て
行
わ
れ

た
儀
式
で
あ
り
、
そ
の
有
効
性
は
も
っ
ぱ
ら
そ
の
方
式
性
か
ら
引
き
出
さ
れ
た
と
み
ら
れ
て
い
る
喧
そ
れ
ゆ
え
に
、
握
取
行
為
の
効
果
を

の
付
加
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
唱

当
事
者
の
意
思
に
よ
っ
て
修
正
す
る
こ
と
に
な
る
条
件

(
g
E
E。)
や
期
限

(
E
Z
)

し
か
し
な
が
ら
、
あ
る
一
定
の
付
臨
的
合
意
を
握
取
行
為
に
付
加
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
信
託
の
原

因
(
虫
色
色
虫
色
口
氏
詰

S
E
Z
)
、
贈
与
の
原
固
定

OBEg-臼

gzM釦
)
と
い
っ
た
法
的
原
因
の
表
示
、
用
益
権
の
留
保

(
a
E
5
5
5ぇ
2
2ロ)

【
時
]

な
ど
で
あ
る
。

ま
た
、
握
取
行
為
の
所
定
の
方
式
が
取
得
者
に
よ
っ
て
述
べ
ら
れ
る
前
に
、
譲
渡
人
が
証
人
の
面
前
で
、
握
取
行
為
の
目
的
物
に
つ
き
、

と
く
に
そ
の
性
質
、
欠
陥
、
優
先
権
な
い
し
役
権
の
存
在
、
付
属
物
な
ど
に
つ
い
て
言
明

(E居
者
色
。
)
を
行
い
、
そ
れ
を
書
式
に
作

成
し
た
約
款
(
戸
市
岡
市
帥
)
を
付
す
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
握
取
行
為
に
お
い
て
言
明
さ
れ
た
約
款
宮
崎
市
帥
自

gnez

一
副
]

engm)
に
は
法
的
効
果
が
与
え
ら
れ
、
こ
れ
を
前
提
に
し
て
握
取
行
為
を
行
な
っ
た
取
得
者
は
、
こ
の
約
款
に
拘
束
さ
れ
る
も
の
と
考

え
ら
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
手
続
が
取
ら
れ
た
か
ぎ
り
で
、
握
取
行
為
の
効
果
に
も
当
事
者
の
意
思
な
い
し
合
意
が
具
体
的

に
反
映
さ
れ
た
唱
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さ
ら
に
、
握
取
行
為
に
際
し
て
、
握
取
行
為
と
は
別
個
独
立
に
当
事
者
を
義
務
づ
け
る
付
随
的
合
意
も
認
め
ら
れ
た
。
こ
れ
に
は
、
権

利
ま
た
は
物
の
破
戒
に
対
す
る
担
保
責
任
を
設
定
す
る
た
め
の
問
答
契
約
、
信
託
の
合
意
(
宮
内
吉
田
口
E
n
gと
な
ど
が
あ
っ
た
白
色

同
握
取
行
為
は
、
古
典
期
の
法
に
お
い
て
は
ま
だ
通
例
の
も
の
で
あ
っ
た
が
宝
書
面
に
よ
る
証
拠
が
た
え
ず
増
加
す
る
に
従
い
、
握

取
行
為
が
実
際
に
は
行
わ
れ
て
い
な
く
と
も
行
わ
れ
た
旨
を
記
載
し
た
書
面
が
し
ば
し
ば
作
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
唱
さ
ら
に
、
た
ん

〔
個
]

な
る
引
渡
(
可
包

EO)
に
よ
る
手
中
物
の
譲
渡
に
も
法
務
官
法
上
の
保
護
が
認
め
ら
れ
る
に
至
っ
た
。
そ
の
結
果
、
握
取
行
為
は
、
古

典
期
後
、
す
で
に
四
世
紀
に
は
消
滅
し
た
と
み
ら
れ
て
い
る
唱
そ
し
て
、
最
終
的
に
は
、
手
中
物
と
非
手
中
物
の
区
別
と
と
も
に
握
取
行

為
を
削
除
し
た
宮
邑

E
8
5
法
典
に
至
っ
て
、
名
実
と
も
に
姿
を
消
し
て
し
ま
っ
た
宅

[1] 
前
述
1
注
5
参
照
。
ま
た
、
『
十
二
表
告
に
は
、
寸
拘
束
行
為
と
譲
渡
行
為

(
E
R
e
E
O
)
と
を
な
す
き
い
に
、
言
葉
で
言
明
し
た
る
と
き
そ

れ
は
法
た
る
べ
し
」
(
宮
回
目
F
-

∞-
H

一
『
史
料
選
I
』一

一一
一
頁
[
佐
藤
篤
士
訳
]
)
と
の
テ
ク
ス
ト
も
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
後
述
注

u

の
引
用
文

(
C
R
H
-
H
N
N
)

参
照
。

[2] 
Q
-
C
R

回
-
N
m
・後
述
4
例
注
l
参
照
。

[3] 
C
R
H
A
h
-
H
.
H
H由・

[4] 

出。z∞何回、
F
H
冨〉吋何回向
tv-
〉己『
H
印刷目、回・周知的・

5
m-司
ロ

ω
・船
田
E
・
四
六
一
頁
。

[5] 
前
述
一

2
注目山
l
m
お
よ
び
該
当
本
文
参
照
。

[6] 
法
廷
承
認
お
よ
び
握
取
行
為
に
お
け
る
譲
受
人
の
こ
の
言
明
「
:
:
:
私
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
宣
言
す
る
」
は
、
神
聖
賭
金
に
よ
る
対
物
法
律
訴

訟
(
宮
崎
時
的
帥
n
z
o
師国円『曲目
g
Z
5
2目
)
に
お
け
る
当
事
者
の
主
張
と
同
じ
で
あ
る
。
た
だ
、
法
律
訴
訟
に
お
い
て
は
、
両
当
事
者
が
寸
私
の
も
の

で
あ
る
」
と
主
張
し
た
点
に
お
い
て
の
み
、
法
廷
承
認
お
よ
び
握
取
行
為
と
異
な
っ
て
い
た
に
す
ぎ
な
い
。
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{7] 
J

『
問
。
窓
〉
∞
-
U
1
勾』い・唱
-

H

印串・

4

司
問
。
窓
〉
∞
-
M
J
E
J
M
M-
H

S

S
島国
a
g
a
-
ω
h
p
・

そ
の
ほ
か
、
握
取
行
為
の
方
式
に
関
す
る
様
々
な
説
明
の
し
か
た
に
つ
い
て
は
、
船
田

E
・
四
六
O
頁
注
1
参
照
。

銅
と
秤
に
よ
る
取
引
は
、
そ
の
ほ
か
に
、
消
費
貸
借
債
務
の
設
定
(
狭
義
の
拘
束
行
為
[
田
市
富
田
]
)
お
よ
び
債
務
か
ら
の
解
放
(
鋼
と
秤
に
よ
る

41ーヰ土皿

[8] 

{9] 

[
叩
]

[U] 弁
済

[8-ロ巴
O

唱。吋帥巾帥

2

5

3
目
]
)
の
た
め
に
用
い
ら
れ
た
(
国
0
2
印刷
F
F
H
去
〉
dawMNl
玄
〉
F
吋
H
的別
F
回
・
均
知
的
-
g

m
・
5
H
)
。

国
O
Z
M山田、
F
H
Z
〉
吋
何
回
ヤ
玄
〉
FJ「
uH
切開
5

・
』
州
知
的
・
申9
4
司国
O
V向〉∞
-
M
1』
戸
匂
-
H
m
N

ち
な
み
に
、
の
包
匡
帥
は
、
掻
取
行
為
に
お
け
る
銅
と
秤
の
使

用
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
さ
ら
に
、
銅
と
秤
が
利
用
さ
れ
る
理
由
は
、
久
し
く
銅
の
み
が
貨
幣
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
か
ら
で

あ
る
。
[
そ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
]
ア
1
ス
(
曲
目
)
、
二
倍
の
ア
l
ス
、
二
分
の
一
ア
l
ス
お
よ
び
四
分
の
一
ア
l
ス
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
金
貨

ま
た
は
銀
貨
は
用
い
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
[
こ
れ
ら
の
こ
と
は
]
わ
れ
わ
れ
が
十
二
表
法
か
ら
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
お
り
で
あ
る
。
こ
れ
ら

の
貨
幣
の
効
力
と
権
能
(
〈
z

a

宮
E

S
帥
)
は
そ
れ
ら
の
数
に
で
は
な
く
て
重
量
に
あ
っ
た
。
:
:
:
」

(
C
S
H
-
HNN)
。

[ロ]
図。
Z
印刷
F
F
H
玄
〉
吋
何
回
'
冨
〉
戸
吋
H
∞切
FMF
』吋知的
・
H
o
o-

[
日
]
{HH] 

Q
-
J
E
O
V画〉∞
-
M
3』N
F
唱
・
H
m
N
・
船
田
E
・
四
五
人
頁
。

も
っ
と
も
、
鋳
造
貨
幣
が
導
入
さ
れ
る
よ
り
一
世
紀
以
上
も
前
に
、
す
で
に
紀
元
前
五
世
紀
中
葉
に
は
、
銅
の
計
量
と
引
渡
は
象
徴
的
な
い
し
仮

装
的
な
も
の
に
な
っ
て
い
た
と
の
見
方
も
あ
り

(
Z
R
国
O
F
〉
∞
-
見
』
Y

唱
・
8)
、
さ
ら
に
こ
の
時
期
を
紀
元
前
三
世
紀
中
葉
と
み
る
も
の
も
あ
る
(
船

回

E
・
四
五
九
頁
)
。

[
日
]

し
か
し
、
実
際
の
代
金
額
は
、
前
述
し
た
譲
受
人
の
一
言
明
の
第
二
の
部
分
に
お
い
て
述
べ
ら
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
現
実
の
売
買
代
金
額
が
方
式

[
凶
]
の
中
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
て
い
る
写
国
O
Z〉的・

M1B均Ah-
-
v
H
m
N
白ロ仏国
O
件
。
ロ
・
田
内
〉
印
刷
H
F
b』州、均

H
-
m
A
F
H
品・『回
・
5
)
。

同〉的何回
F
H
V旬、勾

H
-
∞
・
台
?
な
お
、
の
包
お
も
す
で
に
、
握
取
行
為
を
「
仮
装
の
売
買
」
(
百
白
伺
g
R
5
5
E
在
。
)
と
表
現
し
て
い
た

(
C
2・

同

-HHω
-
H
H
申)。

257 



[
げ
]

出
O
Z印刷
F
F
H冨〉吋何回耐
l

玄
〉
FJ円
HH
印刷

5
・
E
~
-
m
-
H
2・
船
田
E
・
四
六

O
頁
。
握
取
行
為
の
無
因
性
の
根
拠
と
し
て
は
、
①
握
取
行
為
が
方
式

行
為
で
あ
っ
た
こ
と
、
お
よ
び
②
握
取
行
為
が
そ
の
実
現
の
た
め
に
締
結
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
、
目
的
規
定
な
い
し
原
因

(
g
E曲
)
が
、
握
取
行
為
の

258 

方
式
に
は
明
示
的
に
挙
げ
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
握
取
行
為
の
有
効
性
が
こ
れ
ら
の
目
的
関
係
に
従
属
さ
せ
ら
れ
た
か
ど
う
か
疑
わ
し
い
こ
と
、

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
(
〈
包
-
M
U
E
H同
C
Z
E
W
F
H
巧明
Zの
何
回
戸
河
河
-
m
-
HN品
目
F
H

司
ロ
品
一
同〉的関岡山
-HV河
、
均
戸
的
・
ロ
ω)
。
と
り
わ
け
、

ン
ム
ス
貨
幣
に
よ
る
握
取
行
為
の
場
合
に
お
い
て
、
「
買
わ
れ
よ
」
(
自
立
5
2
g
)
と
い
う
式
語
の
ほ
か
に
、
例
え
ば
、
「
贈
与
の
原
因
で
」

EGEES-臼
2
5白
)
、
「
信
託
の
原
因
で
」

(
E
a
E
Z
2
s
n
E白
血
)
な
ど
と
い
っ
た
よ
う
な
、
当
事
者
間
の
合
意
の
基
礎
に
あ
る
目
的
規
定
な
い ヌ

し
原
因

(gE白
白
)
を
握
取
行
為
の
方
式
中
に
取
り
入
れ
る
こ
と
は
、
非
常
に
困
難
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
て
い
る
(
関
〉
印
刷
戸
巴
宅
均
戸
凶
・
会一

品。『帥
・
阿川匂・的
-
H
8・司ロ
-
a
一
C
E
n
F
d
S回

F
C
E
6
4〈
・出陣
E
S
F
Z
田
山
富
島

1
g
M
g
コn
g
E
Z
H
n宣
言
問
・
関
与

-
w
E也
容
同
貧
困
g
g
n
v
g同0
・
z

hvEH号
室
、
き
な
号
な
ミ
5

2芝
草
弘
司
、
至
宝
【
H
3
3
"
S
H
E
-言
語
草
色
・
p
g
H
R
F
S
E
S
S
H
a
h
[
H由印
m-
〈
色
白
岡

F
S
N
〈
を
何
回

。
目
『
問
]
的
・
戸
山
田
氏
・・
的
H

由
也
氏
・)。

こ
れ
に
反
し
て
、
握
取
行
為
の
法
的
原
因
が
方
式
中
に
表
示
さ
れ
た
こ
と
を
肯
定
し
、
握
取
行
為
の
無
因
性
を
否
定
す
る
の
は
、
』
口
お
乏
の

g
『同

[
路
]
当
O
F司
-
P
5島
崎
訟
を

z
a
s
S
[
H
S
a
m
-
H
S
同
円
で
あ
る
。

ウ
ェ

l
パ
l
/世
良
訳
『
法
社
会
学
』
三
五
人
真
、
一
一
一
六

一
頁
参
照
。

[
印
]

[
却
]

ウ
ェ

l
パ
l
/世
良
訳
『
法
社
会
学
』
三
五
四
頁
参
照
。

ウ
ェ

l
パ
l
/世
良
訳
『
法
社
会
学
』
三
五
四
頁
参
照
。

[
幻
]

船
田

E
・
四
六
人
頁
。
ち
な
み
に
、
ロ
ー
マ
に
お
い
て
は
、
す
で
に
共
和
政
末
期
に
は
、
証
書
作
成
は
取
引
実
務
に
お
い
て
通
例
の
も
の
と
な
り
、

と
り
わ
け
口
頭
の
方
式
行
為
で
あ
る
問
答
契
約
な
ら
び
に
握
取
行
為
、
お
よ
び
消
費
貸
借
な
ら
び
に
そ
の
返
済
に
関
し
て
は
、
証
書
作
成
が
規
則
的

に
行
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
行
為
の
証
書
化
は
、
古
典
期
末
ま
で
は
行
為
の
効
力
を
形
成
す
る
要
素
と
は
み
ら
れ

41-→土皿

て
お
ら
ず
、
た
ん
な
る
証
拠
手
段
で
あ
っ
た
。



他
方
、
証
人
に
よ
る
証
言
(
仲

g
g
g
)
に
対
し
て
は
、
す
で
に
共
和
政
末
期
に
は
、
証
言
に
よ
ら
な
い
証
拠
方
法
の
方
が
選
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
お
り
、
こ
の
こ
と
が
銅
と
秤
に
よ
る
取
引
に
も
影
響
を
与
え
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
そ
の
場
合
に
は
、
行
為
者
本
人
ま
た
は
第
三
者
に
よ
る

41-社皿

自
筆
証
書

(
n
E
g間同・
8
E目
)
が
重
要
な
も
の
と
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
法
的
行
為
の
過
程
が
実
際
に
行
わ
れ
た
こ
と
が
-証
明
さ
れ
た
も
の
と
み

ら
れ
た
。

な
お
、
三
世
紀
の
初
め
に
な
る
と
、
法
的
行
為
は
、
そ
れ
ま
で
の
私
的
な
証
書
に
よ
っ
て
の
み
な
ら
ず
、
官
庁
に
よ
る
記
録
の
下
で

(
8
E
R
S
)

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に
帝
政
後
期
に
な
る
と
、
特
定
の
官
庁
に
私
的
行
為
の
記
録
を
委
託
す
る
勅
法
が
発
せ
ら
れ
た
。
そ
の
中
に
は
、
こ

う
し
た
方
式
を
践
む
こ
と
(
宮
伯
仲
間
g
t
o
)
が
法
的
行
為
の
効
力
要
件
に
ま
で
高
め
ら
れ
た
も
の
も
あ
っ
た
。
例
え
ば
贈
与
で
あ
る
。
し
か
し
、
通
常

の
証
明
方
法
は
、
営
業
的
な
公
証
人

(
S
Z
E
D
)
が
証
人
の
助
力
を
得
て
作
成
す
る
私
的
な
証
書
で
あ
り
、
そ
の
場
合
に
は
、
証
書
作
成
は
行
為
の

効
力
要
件
と
は
な
っ
て
い
な
か
っ
た
と
み
ら
れ
て
い
る
。

帝
政
時
代
の
証
書
と
し
て
現
在
知
ら
れ
て
い
る
も
の
は
、
碑
銘
の
ほ
か
は
、
大
抵
は
蝋
板
に
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
内
容
的
に
は
、
握
取
行
為
、

売
買
、
賃
貸
借
、
組
合
、
消
費
貸
借
、
問
答
契
約
、
文
書
契
約
、
遺
言
な
ら
び
に
数
多
く
の
受
領
証
で
あ
る
(
〈
同
-
国
0
2
印刷戸
H
冨
〉
出
山
中
宮
〉
F
J『

H
印
刷
F
回
・
均
均
・

m
-
H
O由
民
・)。

[n] 

。a-
H
・
HNO'HN]「

[
お
]
J

司国

O
Z〉
ω・
M-拘
円
、
.
唱
・
回目

ω

[M] 
。
白
札
・
同
・

H
A
F
白
'
H
由・

{
お
]

】

-
ω
N
(園
)
H
・
、吋
問
。
玄
〉
∞
-
M
1白
河
』
[
苫

-
H
N也
氏

-L
O間
的

H

E」
Z
富
山
円
、

H
d〈
開

Z
の
何
回
戸

国
内
〉

ω何
回
戸
同
知
的
・
由
同
一
色
巾
『
帥
-
-
h
v句
、
勾

H
・
副
仰
也
(
同
)

』柑』
N
r

的・

HN品
目
存
可
国
・

HEN
-

[
お
]

Q
・
口
の
問
問

0
・
可
。
可
宮
内

3
芯
lg
.
-
O河
∞

H
関

C
Z
目白】
[
H
d
g
z
O
H
M
-
河
町
・
的

HN出
.

2
.
ω

[
幻
]
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[
お
]

例
え
ば
、
都
市
の
役
権
の
設
定
で
あ
る

(
C
B件
固

-
N
由)。
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[
却
]

。
白
帆・

H

HO
∞']己
ω.

[ω] 
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
ロ

l
マ
で
は
物
権
法
的
な
支
配
権
と
家
族
法
的
な
支
配
権
と
が
元
来
は
一
体
と
な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
後
次
第
に

所
有
権
と
家
父
長
権
と
が
区
別
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
家
族
法
上
の
支
配
権
(
家
父
長
権
)
の
創
設
ま
た
は
放
棄
も
依
然
と
し

て
握
取
行
為
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
、
と
説
明
さ
れ
る
の
が
通
常
で
あ
り
、
こ
こ
で
の
掻
取
行
為
の
い
わ
ば
借
り
も
の
性
が
強
調
さ
れ
て
い
る

(国

O
Z
印刷
F
F
H
H
Z〉吋何回
NSZ
〉
FJ同
H
印
刷
円
、
回
・
』
昆
∞
・
5
N
)
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
握
取
行
為
を
譲
渡
行
為
の
側
面
で
の
み

捉
え
る
見
方
自
体
に
や
や
偏
り
が
あ
り
、
む
し
ろ
握
取
行
為
は
、
物
の
帰
属
確
認
機
能
を
基
礎
に
し
つ
つ
、
物
の
譲
渡
行
為
と
し
て
の
色
彩
を
も
次

第
に
強
め
て
い
っ
た
、
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

[
む
]

。
白
帆
同

H
O
]
7
H
C
m

[
担
]

こ
れ
は
、
握
取
行
為
の
方
式
を
若
干
修
正
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
「
私
は
、
こ
の
物
が
市
民
法
に
基
づ
い
て
、
私
の
主
人

(仏

O
B
Uロ
印
)

で
あ
る

FEn-5
↓E
5
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
宣
言
す
る
。
そ
れ
は
こ
の
銅
と
こ
れ
ら
の
秤
に
よ
っ
て
、
彼
に
買
わ
れ
よ
」

(
C
R

国

-
H
m寸
)
。

[
お
]

開内〉印刷
m

h
匂
∞
.
H
O
由同
・

烈
〉
印
刷
河
・
』
凶
切
-
m-
H
N
∞-

[
災
]

[
お
]

Q
-
E
"。
』
札
恒
幸
町

S
H
S
F
N.
H
N
H
.

36 
'-' 

Q
-
』

ush帆切
S
F
S
E
F
N
・
ロ
-
H
t
N
一
〈
伺
一
同
〉
印
刷
HF
』川知的
-
H
Z
R
-
『
命
日

-
H
N
O
民
・

[
幻
]

Q
-
E
S
R
詫
三
重
R
R
E
-
N
・
ロ

ω
一
c
q
M
g
g
b-
N
H
-
N-
N
H
H
U
〈包
・
関〉∞何回
F

n
司
-
m
H
N
由
民
一
吋
出
O
冨
〉
∞
-
オ
RF-
署
-
N
∞A
P
R
そ
れ
ゆ
え
、

こ
の
二
倍
額
の
意
味
は
罰
金
と
解
さ
れ
る
。
ち
な
み
に
、
窃
盗
訴
訟
に
お
け
る
二
倍
額
(
非
現
行
窃
盗
訴
権
)
、
三
倍
額
(
家
宅
捜
索
で
盗
ロ
聞
が
発
見

さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
所
持
者
に
対
し
て
被
盗
取
者
が
提
起
す
る
盗
品
発
見
訴
権
お
よ
び
盗
品
を
持
ち
込
ん
だ
者
に
対
し
て
所
持
者
が
償
還
請
求

41一社E



す
る
た
め
の
盗
品
持
込
訴
権
)
お
よ
び
四
倍
額
(
現
行
窃
盗
訴
権
お
よ
び
盗
品
捜
索
拒
否
訴
権
)

の
罰
金
に
つ
い
て
は
、
の
宮
田

-
H
g
s
g
N
一

41一社皿

問。
z
m開
F
F
H
玄〉吋何一回
1

宮
〉
Fd「
H
印刷
F回
・
均
L
m
m-
NNm
同・・

ωm∞
民
参
照
。

[
お
]

Q
-
Z
E師
国
=
帥

b
N
H
-
N
ω
由

[
鈎
]

Q
-
c-怠曲目
g

b
・
N
F
N
N
H・
N
一の申
z
g
b・
N
F
N
-
E
一
司
脚
立
巳
8
5
b・
N
F
N・
S
・
N一
〈
g
E
-
2
5
b・
合
-
F

Z
由
一
口
の
何
回

5
・
マ
。

。
ε
a
E
Z
E--
言
』
h
s
s
h
F
N
P
Z
O回
C
∞
-
き
言

S
E
串
・
叶
・
な
お
、
そ
の
際
に
は
、
握
取
行
為
が
一
定
の
公
開
性
を
備
え
た
こ
と
か
ら
認

め
ら
れ
た
窃
盗
の
嫌
疑
の
回
避
や
取
得
原
因
の
適
法
性
の
承
認
は
、
第
三
者
と
の
所
有
権
訴
訟
に
際
し
て
取
得
者
側
に
有
利
に
作
用
し
た
も
の
と
解

さ
れ
る
。

[
M
W
]
 

E
O
Z印刷
F
F
H冨
〉
吋
Mwml玄
〉
Hid「
H
印
刷
戸
田
.
勾
』
円
印
・
ω]戸
]
戸
田
洋
司
回
・
ω

[
必
]

5
Z
0・、

S
著
書
き
白
書
蓮
宗
主
国

-
N
'
N・
由
一
N・
ω・四一

N
品
串
一
N
H
O
m
一
2
5
8
5
b-
NH
-
N・
5
・
H・
さ
ら
に
後
に
は
、
こ
れ
ら
の

問
答
契
約
が
行
わ
れ
て
い
な
く
と
も
、
担
保
責
任
を
実
現
す
る
た
め
に
、
買
入
れ
に
基
づ
い
て
訴
え
る
こ
と
(
田
岡
市

s
a冊
目
聞
き
)
(
講
学
上
い
わ
ゆ

る
買
主
訴
権
[
白
色
。
。
E
V巴
]
)
が
認
め
ら
れ
た

(
C
宣
告
g
b
-
N
H・
H・
2
・
8
一広・

b
-
NH-NE
当

官

-一

宮
呂
田
V
0
2
5
h
v・
a
-
H
-
印
唱
『
-u

g
玄

8
5
，zo『白
H
F
Z
H
V・

s・
-
ロ
・
∞
)
。
し
か
し
、
す
で
に
古
典
期
盛
期
の
法
学
者
た
ち
は
、
追
奪
の
場
合
に
も
、
二
倍
額
で
は
な
く
て
、
た
ん

に
買
主
の
被
っ
た
損
害
分
の
賠
償
を
買
入
れ
に
基
づ
く
訴
権
(
白
色
。
冊
H
S
Z
D
)
と
し
て
認
め
て
い
た

(
E
E
E副
知

NH・
N・
∞
一
-ミ
o
-
g
g
b

N
F
N・
8
一
E
E
-
g
b-
N
F
N・
一さ)。

[
M
M
]
 

間内〉的何回戸』凶匂・∞
-
H
N
a
・
こ
れ
に
反
し
て
、
お
よ
そ
一
ヌ
ン
ム
ス
貨
幣
に
よ
る
握
取
行
為
は
担
保
責
任
を
生
じ
さ
せ
ず
、
そ
の
結
果
、
売
買
に
際
し

て
は
倍
額
担
保
の
問
答
契
約
(
邑
宮
E
E
E三
思
)
が
と
く
に
行
わ
れ
た
と
す
る
見
解
も
あ
る
(
〉
寄
包
∞
O
F
Z
E
F
O
R
野
君
『
F
S目
ZFnz'

z
z
n
E
R
g
-ロ
g
自
自
主
曲
目
町
角
的
FnFFF回
一
忠
寄
与
三
百
守
同
町

-E司
認
さ
遣
さ
・
。時
Z
2
5一
周
毛
色
言
F
S
均
三
E
2
5
3
P
立
ま
な

喜弘

c
a
2
s
a-
E
-
同
{
H
g巳
∞
・

ω叶
品
目
存
司
回
・
8
・
企
)
。
そ
の
根
拠
は
、
売
買
契
約
証
書
に
握
取
行
為
と
倍
額
担
保
の
問
答
契
約
と
が
併
存

し
て
い
た
こ
と
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。
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[
必
]

船
田

E
・
四
六
六
貰
注
4
参
照
。

262 

[

川

崎

]

ま
た
、
議
疲
担
保
責
任
命
恒
三
E的
知

S
H
-
A
F
ミ
-
F
F
g
b
g
H・
叫
∞
仰
の
包
g
b
H∞・∞・

5
・同
V
O
自
吉
田

-
g
N
H
5・
H・
品
品
一

c
e
-
g
g
P
5・
H・
5
司
『
二
号
・
)
、
土
地
の
面
積
(
目
oaE凹国間『
F)
に
対
す
る
担
保
責
任

(
E
S
師事叫
S
H
E
-
N・
ミ
・
品
)
な
ど
は
、
売
買
契
約

が
実
際
に
握
取
行
為
の
基
礎
に
な
っ
て
い
た
場
合
に
の
み
根
拠
づ
け
ら
れ
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
売
買
契
約
の
効
果
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
べ
き
で

あ
ろ
う
。

45 

一
九
七
二
年
)
四
人
頁
以
下
が
あ
る
。

5
5
2
gユ
g
に
関
す
る
詳
細
な
研
究
と
し
て
、
吉
野
悟
『
ロ

1
マ
所
有
権
法
史
静
(
有
斐
問
、

[
必
]

日
の
目
0
・
S
烹向。・品
-Nω一
F
言
。
S
3
E・
5
・
品
問
一
〈
包
同
〉
∞
何
回
p

b』
NE--
∞・
民間・

[U] 
haHMHM1自
-Y
白・

ω一
三
-
C
3・固
・
AFN-mh時・
NGAP・

①
こ
の
二
語
を
同
格
に
捉
え
、
接
続
詞
が
省
略
さ
れ
て
い
る
と
み
る
解
釈
に
よ
れ
ば
、
「
占
有
[
の
継
続
]

お
よ
び
譲
渡
人
の
担
保
責
任
[
に
立
脚

[
必
]

」
と
し
て
(
同
〉
∞
開
岡
山
・
ロ
司
、
勾

F
m
z
m
)
、
②

5
5
を

2
2
0『
E
臼
に
係
る
属
格
(
伺
m
E
t
g帥
)
と
す
る
見
方
に
よ
れ
ば
、

使
用
の
た
め
の
担
保
責
任
[
の
存
続
期
間
]
」
と
し
て
(
冨
〉
吋
何
回
ヤ
玄
〉
口
・
的
z
a
g
Nロ吋

F
O
V伺巾印円
FFnF丹市品市吋

5
5
8
F
0・旬
N
Z
3・]

吋∞

[HgH]
∞
-
Nmω
同
門
)
、
③
帥
ロ
n
g
Z訟
を
担
保
責
任
と
し
て
で
は
な
く
、
所
有
権
に
非
常
に
近
い
法
的
地
位
と
み
る
立
場
に
よ
れ
ば
、
「
物
の
占

有
を
す
る
法
的
地
位
」
、

F
E
n
s
z
g
の
方
を
属
格
と
捉
え
て
]
寸
占
有
権
の
有
効
性
」
、
[
医
師
g
を
奪
格
(
帥
吉
住

E
凹
)
と
を
捉
え
て
]
寸
物
の
占
有

す
る
法
的
地
位
]

「
[
物
の
]

[ω] に
よ
る
支
配
権
」
と
し
て
解
釈
さ
れ
て
い
る
(
』
。
拐
一

H
M
8
2
5
w
F
H者
思
告
別
河
・
均
知
的
-H忠
一
『
史
料
選
I
』
三
O
貰
以
下
[
佐
藤
篤
士
]
)
。

的。
FFZ何回
F
P
R・
0

(
ロ
お
)
・
∞
-S
O
円
こ
れ
に
反
し
て
、

5
5
2
2
2
E∞
の
効
果
は
、
所
定
期
間
の
経
過
後
に
は
、
第
三
者
に
対
す
る

取
得
者
の
防
衛
手
段
が
、
法
廷
へ
の
前
主
の
召
喚
お
よ
び
こ
の
者
に
よ
る
訴
訟
遂
行
か
ら
、
証
人
の
召
喚
お
よ
び
そ
の
証
言
に
よ
る
合
法
的
な
取
得

原
因
の
証
明
へ
と
移
行
し
た
と
し
、
し
か
も
後
者
の
証
明
は
、
五
人
以
上
の
証
人
を
伴
っ
て
行
わ
れ
る
握
取
行
為
で
は
比
較
的
容
易
で
あ
っ
た
、
と

の
解
釈
も
あ
る

(
S富
畏
∞

ω
芯
同
)
。
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[
叩
]

つ
ま
り
、
譲
渡
人
の
た
め
に
そ
の
担
保
責
任
を
時
間
的
に
制
限
し
た
こ
と
が
、
取
得
者
の
法
的
保
護
を
必
要
と
す
る
こ
と
に
通
じ
た
の
か



(問。
Z
印刷
F
F
H
冨
〉
ベ
何
回
N
'
g
〉
F
d
T
H
∞臣、∞
-
E
F
m
-
H
叶AF
一
宮
〉
吋
何
回
Ne
冨
〉
F
J
円・
9

P

O

P

Ap
a
-
m
N
N
印
)
、
あ
る
い
は
逆
に
、
所
定
期
間
の
経

過
後
は
取
得
者
が
第
三
者
の
追
及
か
ら
保
護
さ
れ
た
結
果
、
譲
渡
人
の
担
保
責
任
が
も
は
や
不
必
要
に
な
っ
た
と
み
る
か
(
印
ひ
F
F
Z
何回
F

P

P

。[回・

AFN]
・
∞
-
気
。
・
目
J
F
N
U
)
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、

一
方
で
は
、
譲
渡
人
の
追
奪
担
保
責
任
の
履
行
が
、
|
|
い
わ
ゆ
る
「
悪
魔
の
証
明
」
(
司

g
z
g
e
2
0
Z
S
)
的
な
状
況
が

ロ
ー
マ
法
の
下
で
現
実
に
存
在
し
た
か
ど
う
か
は
ひ
と
ま
ず
措
く
と
し
て
も
|
|
非
常
に
負
担
の
重
い
も
の
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
こ
と
か
ら
す

れ
ば
、
そ
の
責
任
期
間
を
制
限
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
要
請
が
働
い
た
こ
と
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。
他
方
、
譲
渡
人
が
裁
判
所
に
現
れ
な
か
っ
た

場
合
の
危
険
ゃ
、
そ
の
証
明
が
失
敗
し
た
場
合
の
危
険
|
|
こ
れ
は
時
聞
が
経
つ
に
つ
れ
て
一
層
増
大
す
る
ー
ー
な
ど
か
ら
す
る
と
、
そ
れ
自
体
不

安
定
な
追
奪
担
保
制
度
に
依
存
す
る
期
間
を
制
限
す
る
こ
と
は
、
第
二
次
的
に
、
取
得
者
の
た
め
に
も
必
要
で
あ
っ
た
と
解
さ
れ
る
。
か
く
し
て
、

両
者
の
要
請
は
併
存
可
能
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

[
日
]

〈
岡
戸
田
。
Z
印刷
F
F
H
認〉吋何回耐，
g
〉
h
d
「H
∞切戸切.勾』~.∞・

H
叶
ω・

Q-
き
の
∞
E

J
「・
さ
周
。
言
書
宮
君
。
h
h
f号
、
守
自
主
。
芸
h
急
室
崎

[
H
S
N
]
3
8

片岡・

取
得
原
因
の
立
証
を
も
要
し
た
と
み
る
の
は
、
∞
。
F
F
Z
何
回
戸
白
・
品
-
0
・[
P
A
F
N
]
・的
・
ωご
で
あ
り
、
そ
の
立
証
を
免
れ
て
い
た
と
み
る
の
は
、

[
臼
]

[
臼
]

[
臼
]
同
〉
的
何
回
p
b
均
』
U

』4
F

的・

zmで
あ
る
。

C
N
N同
U

F
・
ω
-
N
n同・

2
の
関
知

0
・
k
s
b
h冶

a

g

H

H

N

S

し
た
が
っ
て
、
使
用
取
得

2
2
g立
O
)

の
資
格
を
ロ

l
マ
人
に
固
有
の
権
利
と
す
る
の
S
-
同
・
8
の
記
述
は
、
こ
の
テ
ク
ス
ト
と
は
直
接
に
は

[
日
]

関
係
が
な
い
と
解
さ
れ
る

(
4
包
・
国
0
2
∞盟、
F
H
日
露
〉
吋
何
回
目
l

玄
〉
F
J
?
目的開円、回
・
均』同・∞
-
H
叶品問
・)。

[
白
山
]

ca・
同
・
8
一
a
-
z
z
g
g
b-企
・
ω・
8
・
『
暴
力
に
関
す
る
プ
ラ
ウ
テ
ィ
ウ
ス
法
』

(Z
H
2
2
E
含
三
)
は
紀
元
前
七
八
年
i
六
三
年
に
、

『
公
的
お
よ
ぴ
私
的
な
暴
力
に
関
す
る
ユ
リ
ア
法
』

(ZHE--S
品
。
=
宮
E
S
O仲
間
】
『
芝
陣
冨
)
は
紀
元
前
一
七
年
に
制
定
さ
れ
た
。

[
貯
]

cs-回
目
{

)

u

n

向
。
・
叶-
N寸

N
一
台
叶

N
品・吋
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[
回
]

な
ぜ
な
ら
、
第
三
者
が
そ
の
物
は
盗
品
で
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
を
主
張
し
立
証
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
譲
渡
人
の
担
保
責
任
の
存
続
期
間
制
限
が

264 

破
ら
れ
る
な
ら
ば
(
図
。
Z
印刷
F
F
H
冨
〉
JBmt宮
色
、
吋
H
印
刷
円
、
∞
-
河
知
的
・
口
問
)
、
将
来
そ
の
よ
う
な
第
三
者
が
現
わ
れ
る
可
能
性
が
存
在
す
る
か
ぎ
り
、

譲
渡
人
の
担
保
責
任
は
実
際
上
は
永
久
的
な
も
の
と
な
り
、
存
続
期
間
の
制
限
を
付
し
た
意
味
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
る

か
ら
で
あ
る
。

[
印
]

も
っ
と
も
、
こ
の
こ
と
が
ロ

l
マ
人
の
問
で
す
で
に
「
非
権
利
者
か
ら
の
取
得
」
と
意
識
さ
れ
て
い
た
か
ど
う
か
は
別
問
題
で
あ
る
。
む
し
ろ
、

当
時
吋
の
譲
渡
観
念
そ
の
も
の
が
、
今
日
の
よ
う
に
絶
対
的
な
所
有
権
の
存
在
を
前
提
と
し
た
「
所
有
権
の
移
転
」
で
は
な
く
、
握
取
行
為
な
ど
の
方

式
に
象
徴
さ
れ
、

二
疋
期
間
の
譲
渡
人
の
追
奪
担
保
責
任
に
支
え
ら
れ
た
か
た
ち
で
の
事
実
性
の
強
い
「
物
の
移
転
」
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、

譲
渡
人
自
身
に
盗
取
そ
の
他
の
法
的
非
難
が
帰
せ
ら
れ
な
い
以
上
、
こ
の
者
か
ら
の
取
得
は
、
た
と
え
他
人
の
物
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
ま
さ
に
完

全
な
取
得
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

か
く
し
て
、
ロ

l
マ
法
で
は
、
「
自
己
の
も
つ
以
上
の
権
利
を
他
人
に
与
え
る
こ
と
」
(
立
匡
帥
宮
己
的
告
白
B

G
認

Z
F
R
2
脚色白
-Z目
可
包
帥
同
市
三
市
)

が
で
き
た
、
と
考
え
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
、
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
る
こ
れ
と
反
対
の
テ
ク
ス
ト

(
C
宣
8
5
h
v・
g-
ロ-
E)
が
、
元
来
は
非
所
有

[
印
]
者
か
ら
の
取
得
を
禁
止
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
き
、
前
述
2
注
時
参
照
。

Q
-P
E
E
-
E言
、
室
内
定
-

H

寸寸一

E=-5NM
品「

ω・
串
・
φ

な
ぜ
な
ら
、
も
し
す
で
に
『
十
二
表
法
』
が
お
よ
そ
盗
品
お
よ
び
こ
れ
と
問
視

さ
れ
る
他
人
の
物
に
つ
い
て

5
5
2
n
g
z
g
の
適
用
を
排
除
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
わ
ざ
わ
ざ
『
ア
テ
ィ
ニ
ア
告
に
よ
っ
て
、
所
有
者
へ
の
回

帰
の
場
合
だ
け

5
5
2
2
2
5
の
例
外
を
設
け
る
意
味
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
『
ア
テ
ィ
ニ
ア
さ
の
法
文
に
お
け

る
「
忍
び
込
ん
だ
で
あ
ろ
う
物
の
」
(
宮
邑

S
F
Zヌ
E
目
。
号
・

2
5
『
er--)
と
い
う
表
現
も
、
盗
品
一
般
に
つ
い
て
で
は
な
く
、
譲
渡
人
が
知
ら

な
い
そ
れ
以
前
の
段
階
で
他
人
の
物
が
取
引
過
程
に
入
り
込
ん
だ
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
よ
う
に
解
さ
れ
る
。

[
日
]

41ー→土E

吋国
O
V向〉∞
-

M

1

勾ト・司・

Hmω
・

[
位
]

同VM
W

同比三回ロロ帥

b
-
m{)
・
同一可
・
一ミ一一寸出
O
玄〉∞-同ヨ』刊
h

-

H
M

司
NAFω

同町



[
臼
]

同》曲ロ
-5・
3
a匂
ま
ま
匝

EHSsap
問
。
一
の
宮
固

N
也・

8
・

「
拘
束
行
為
お
よ
び
握
取
行
為
を
行
う
際
に
言
葉
で
言
明
し
た
と
き
、
そ
れ
は
法
た
る
べ
し
」
(
ト
震
回

MS・-
m
-
H)
。
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[
悦
]

[
釘
]

〈同
--
M内〉印刷
M
p
b』
司
、
河
戸
的
・
品一戸hp
同・

[
白
山
]

E
急
恒
喜
な
揖
な
t
-
N
・
H
N
N-
N
・
H
W
C
晶
体
同
・
2
・

[
肝
]

な
お
、
三
五
五
年
の
吋
Z
E
O
M
E凹
二
世
の
法
律
は
い
ま
だ
湿
取
行
為
に
言
及
し
て
い
る
官
官

taM1zasss
∞・

H
N
・
3
。

[
槌
]

寸
問
。
冨
〉
∞

-M1勾』
j

句
・

H
m
m
-

後
述
4
的
参
照
。

[
印
]

[
初
]

斗
閉
山

O
V両〉∞

-M1LRJ
回y
H
回
目
・
さ
ら
に
、
握
取
行
為
は
す
で
に
二
世
紀
中
葉
以
降
は
か
ろ
う
じ
て
証
明
さ
れ
た
に
す
ぎ
ず
、
現
実
に
は
も
は
や
行
わ

れ
て
い
な
か
っ
た
、
と
推
定
す
る
見
解
も
あ
る
(
〈
同
?
同
〉
白
戸
匂
句
、
河
H-

∞
・
色
町
・
司
回
-

H

申)。

同
居
住
包

g
g
は
、
掻
取
行
為
お
よ
び
法
廷
承
認
に
代
え
て
、
た
い
て
い
は
引
渡

(qEEO)
の
語
を
差
し
入
れ
た
(
同
〉
的
何
回
F
O
L局
、
』
ご
・
∞
・
企串

{口]!"" 
) 。

4 

引
渡

(Za室内
M
)

の
体
系

(a) 

こ
れ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
ロ
ー
マ
に
お
け
る
所
有
物
譲
渡
法
は
、
必
ず
し
も
物
の
譲
渡
に
固
有
の
方
法
で
は
な
か
っ
た
法
廷

承
認
か
ら
、
譲
渡
行
為
と
し
て
の
性
格
を
次
第
に
強
め
た
握
取
行
為
へ
と
進
展
し
た
、
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
れ
に
伴
い
、
こ

れ
ら
の
譲
渡
法
に
よ
っ
て
規
制
さ
れ
た
客
体
も
、
都
市
に
お
け
る
土
地
、
相
続
財
産
全
体
な
ど
、
社
会
的
に
き
わ
め
て
重
要
な
財
産
か
ら
、

奴
隷
な
ら
び
に
牛
、
馬
、
そ
の
他
の
家
畜
、
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
農
村
の
土
地
な
ど
、

ロ
ー
マ
社
会
の
構
成
単
位
で
あ
る
小
家
族
の
生
産

活
動
に
と
っ
て
不
可
欠
な
財
産
へ
と
次
第
に
拡
大
さ
れ
て
い
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
握
取
行
為
が
定
着
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
法
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廷
承
認
は
譲
渡
の
た
め
に
は
あ
ま
り
行
わ
れ
な
く
な
っ
た
と
さ
れ
て
お
り

τこ
う
し
て
ロ

l
マ
の
譲
渡
法
は
、
握
取
行
為
に
よ
る
、
握
取

266 

行
為
さ
れ
る
物
(
円

g
B自
己
宣
)

H
い
わ
ゆ
る
手
中
物
に
つ
い
て
の
法
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
譲
渡
方
法
に
よ
っ
て
規
制
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
動
産
や
属
州
の
土
地
、
す
な
わ
ち
い
わ
ゆ
る
非
手
中
物
(
吋

g

ロ
2
B
E
n
e
-
)
に
つ
い
て
は
、
譲
渡
法
は
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
ま
ず
第
一
に
注
意
す
べ
き
は
、
こ
れ
ら
の
客
体
に
つ
い
て
は
、
問
答
契
約
、
売
買
、
贈
与
、
遺
贈
な
ど
、
所
有
物
を
他
人
に
与

え
る
た
め
の
様
々
な
手
段
に
関
す
る
規
範
が
個
々
的
に
形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
紀
元
前
二
世
紀
頃
に
な
る
と
、
こ
れ
ら
所
有
物
を
他
人
に
与
え
る
た
め
の
諸
契
約
の
み
で
は
、
物
の
譲
渡
な
い
し
移

転
に
は
不
十
分
で
あ
る
と
意
識
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
例
え
ば
、
紀
元
前
一
世
紀
の
文
法
学
者
〈

R
g
は、

つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
他
人
の
物
が
私
の
物
に
な
る
に
は
、
何
か
が
介
在
す
る
必
要
が
あ
り
、
し
か
も
所
有
者
を
変
更
す
る
た
め
の
問
答
契
約
も
金
銭
の
支
払

も
全
体
か
ら
み
る
と
十
分
な
も
の
で
は
な
い
」
包
こ
う
し
て
〈
貸
さ
は
、
羊
の
売
買
に
関
し
て
、
「
た
と
え
そ
の
こ
と
[
問
答
契
約
]
が

行
わ
れ
た
と
し
て
も
、
計
算
が
さ
れ
た
の
で
な
け
れ
ば
、
羊
の
群
の
所
有
者
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
」
と
し
て
お
り
宝
こ
こ
で
「
計
算
す
る
」

(包

E
自

mg)
と
は
、
羊
の
数
を
数
え
て
引
き
渡
す
こ
と
で
あ
っ
た
と
解
さ
れ
て
い
る
屯
こ
う
し
て
、
非
手
中
物
を
は
じ
め
と
す
る
物

の
譲
渡
方
法
と
し
て
は
、
「
引
き
渡
す
こ
と
」
(
同
E
也
市
立
)
が
、
紀
元
前
二
世
紀
に
は
定
着
し
て
い
た
と
み
ら
れ
て
い
る
せ

と
こ
ろ
で
、
の
包

5
は
、
非
手
中
物
の
移
転
に
関
し
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

と
言
う
の
は
、
非
手
中
物
は
、
そ
れ
が
有
体
物
で
あ
り
、
か
っ
、
そ
の
た
め
に
引
渡
を
受
け
入
れ
る
な
ら
ば
、
引
渡
そ
れ
自
体
に

41-ー牡E

手
中
物
と
非
手
中
物
と
の
聞
に
は
、
さ
ら
に
大
き
な
相
違
が
あ
る
。



よ
っ
て
法
律
上
完
全
に
他
人
の
も
の
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
も
し
私
が
売
買
に
基
づ
い
て
で
あ
ろ
う
と
、
贈
与
に
基
づ
い
て
で
あ
ろ
う
と
ま
た
は
そ
の
他
の
原
因
に
よ
っ
て
で

あ
ろ
う
と
、
あ
な
た
に
衣
類
ま
た
は
金
あ
る
い
は
銀
を
引
き
渡
す
な
ら
ば
、
私
が
そ
の
所
有
者
で
あ
る
と
き
に
は
、
そ
の
物
は
た
だ

[6] 

ち
に
あ
な
た
の
も
の
に
な
る
。

こ
こ
で
解
説
さ
れ
た
引
渡
(
可
脚
色
在
。
)

に
関
し
て
は
、
以
下
の
三
点
が
問
題
に
な
る
。
第
一
に
、
。
包

5
が
「
私
が
そ
の
所
有
者
で
あ

る
と
き
に
は
」
、
「
引
渡
そ
れ
自
体
に
よ
っ
て
法
律
上
完
全
に
他
人
の
も
の
と
な
る
」
と
し
て
い
る
引
渡
の
方
法
と
そ
の
効
果
で
あ
る
。
こ

こ
で
は
、
引
渡
に
よ
る
所
有
物
の
移
転
効
果
が
、
法
廷
承
認
や
握
取
行
為
と
の
比
較
に
お
い
て
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
二
に
、

。包

5
に
よ
れ
ば
、
引
渡
に
よ
る
所
有
物
の
移
転
は
、
売
買
、
贈
与
、
そ
の
他
の
「
原
因
に
よ
っ
て
」
(
叩

H
2
5白
)
行
わ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
「
原
因
」
の
意
味
、
お
よ
び
そ
れ
が
欠
け
た
場
合
の
引
渡
の
効
果
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

そ
し
て
、
第
三
に
、
の
包

5
に
よ
っ
て
は
と
く
に
解
説
さ
れ
て
い
な
い
が
、
引
渡
に
よ
る
所
有
物
移
転
の
要
件
と
し
て
の
代
金
支
払
の
必

要
性
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
、
以
下
順
次
検
討
し
、
所
有
物
譲
渡
に
関
す
る
ロ

l
マ
法
の
到
達
点
を
明
ら
か
に
し
て
み
よ
う
。

[l] 

「
一
般
に
は
、
実
際
多
か
れ
少
な
か
れ
つ
ね
に
、
わ
れ
わ
れ
は
握
取
行
為
を
行
う
。
と
言
う
の
は
、
よ
り
大
き
な
困
難
を
伴
っ
て
法
務
官
ま
た
は

[2] 属
州
の
長
官
の
面
前
で
、
わ
れ
わ
れ
自
身
が
友
人
の
面
前
で
行
い
う
る
こ
と
を
す
る
利
益
も
必
要
性
も
な
い
か
ら
で
あ
る
」

(
C
F
回
-
N
m
)

。

〈〉
EN0・
P
E芸
崎
町
帆
町
内

F

N

・
同・
同
町
一
円
同
盟
o
m
E-。
言
号
的

re-
司
・
H
S
(佐
藤
ほ
か
訳
・
二
二
O
頁)・

〈〉何回向。・

b
h
a
華
同
時
礼
町
内

F

N

・N
-
a

一
円四
-
E
o
m
E
-
P言
足
立
F
札
予
唱
-
区

N

(

佐
藤
ほ
か
訳
・

一二

九
頁
)
・

{3] 
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[4] 
Q
-E
。∞
E
・
0
言。

are-
司
・
区
N

(

佐
藤
ほ
か
訳
・
二
二
O
頁
)

合
に
は
」
吉
田
吉
伸
司
邑
え
)
、
有
責
判
決
が
下
さ
れ
る
こ
と
(
含
回
田
町
市
)
を
述
べ
て
い
る
。

E
o
m
E・
0
苦
S
M
F
§

唱
・
広
ω
(佐
藤
ほ
か
訳
・
一
一
一
一
一
頁
)
ち
な
み
に
、
原
典
に
は
、
引
渡
(
可
包
窓
口
)
が
『
十
二
表
法
』
の
制
定
当
時
に
す

で
に
認
め
ら
れ
て
い
た
取
得
形
態
で
あ
っ
た
旨
の
記
述
も
あ
る
が

(
H
s
a
N
-
F
企
)
、
こ
の
原
典
の
信
漏
順
位
に
は
疑
問
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
ま

た
、
引
渡
が
古
く
か
ら
存
在
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
使
用
取
得
の
発
達
に
よ
っ
て
-
証
明
さ
れ
る
、
と
の
見
方
も
あ
る
が

(n
門
叶
図
。
冨
〉
的
・
M
3』
町

h
e

司
・
ロ
由
)
、
引
渡
の
そ
の
後
の
発
展
経
緯
は
不
明
で
あ
り
、
引
渡
に
関
し
て
今
日
知
ら
れ
て
い
る
法
的
な
叙
述
は
、
古
典
期
以
後
の
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
〈

R
g
は
こ
れ
に
続
け
て
、
売
主
が
羊
を
寸
引
き
渡
さ
な
い
場
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[5] 

[6] 
cs-F
固
.

H

∞'
N
0
.

(b) 

引
渡
は
、
最
も
単
純
な
譲
渡
方
法
で
あ
る
と
と
も
に
、
「
物
の
移
転
」
が
最
も
即
物
的
な
形
で
観
念
さ
れ
う
る
譲
渡
方
法
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
法
廷
承
認
や
握
取
行
為
に
お
い
て
は
希
薄
で
あ
っ
た
移
転
思
想

(
C
Z
ユ
Z何
言
問
的
関

asz)
が
、
古
典
期
以
後
、
ロ
ー
マ

法
に
次
第
に
浸
透
し
て
い
っ
た
と
さ
れ
杭
こ
と
の
背
景
に
は
、
引
渡
が
法
的
な
譲
渡
方
法
と
し
て
認
知
さ
れ
、
普
及
し
て
い
っ
た
経
緯
が

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

引
渡
の
具
体
的
な
方
法
と
し
て
は
、
譲
受
人
が
現
実
に
目
的
物
を
支
配
す
る
状
態
に
置
か
れ
れ
ば
よ
く
、
物
を
直
接
に
交
付
す
る
こ
と

の
ほ
か
に
、
例
え
ば
、
①
野
外
の
牛
な
ど
は
焼
印
を
押
す
こ
と
に
よ
っ
て
ョ
土
地
な
ど
は
そ
れ
に
近
接
し
た
適
切
な
場
所
か
ら
取
得
者
に

範
囲
を
示
す
こ
と
に
よ
り
ョ
あ
る
い
は
貯
蔵
庫
の
品
物
は
そ
の
貯
蔵
庫
の
前
で
鍵
を
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て

τ②
ま
た
賃
借
中
の
物
な
ど

は
「
た
ん
な
る
意
思
」

S
E
E
S
-
s
g帥
)
を
示
す
こ
と
に
よ
つ
な
引
き
渡
す
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
。
③
さ
ら
に
、
売
主
が
引
き
続
き

保
管
、
賃
借
、
用
益
な
ど
を
す
る
場
合
に
は
、

い
わ
ゆ
る
占
有
改
定

(ng皇
Z
Z
B
℃

0
2
2
8ユ
ロ
包
)
|
|
こ
の
名
称
自
体
は
中
世
以
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ウ
6】

降
の
も
の
で
あ
る
ー
ー
が
認
め
ら
れ
て
い
た
と
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、

ロ
ー
マ
時
代
に
は
、
古
典
期
後
に
お
い
て
も
、
引
渡
が
こ
れ
以
上
に
簡
易
化
な
い
し
抽
象
化
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
象
徴
的

41一社皿

引
渡
や
証
書
に
よ
る
引
渡
、
さ
ら
に
は
合
意
の
み
に
よ
る
物
の
移
転
な
ど
は
ま
だ
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ

る
咋
]問

題
と
な
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
引
渡
の
効
果
で
あ
る
。
す
で
に
み
た
よ
う
に
の
包

5
は
、
有
体
物
は
「
引
渡
そ
れ
自
体
に
よ
っ
て
、

完
全
な
権
利
に
お
い
て
他
人
の
も
の
と
な
る
」
と
す
る
が
、
そ
の
前
提
と
し
て
、
「
私
が
そ
の
所
有
者
で
あ
る
と
き
に
は
」
と
い
う
限
定

を
付
し
て
い
る
。
こ
れ
に
関
し
て
は
、
『
学
説
葉
書

に
つ
ぎ
の
よ
う
な
テ
ク
ス
ト
が
見
幽
さ
れ
る
。
①
「
物
の
引
渡
は
、
そ
れ
を
引
き

渡
す
者
が
も
っ
て
い
た
だ
け
の
も
の
し
か
、
そ
の
物
を
受
け
取
る
者
に
移
転
し
て
は
な
ら
な
い
ま
た
は
移
転
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し

た
が
っ
て
、
土
地
に
所
有
を
も
っ
て
い
た
者
は
引
渡
に
よ
っ
て
そ
れ
を
移
転
す
る
が
、
彼
が
所
有
を
も
っ
て
い
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
そ
の

土
地
を
受
領
す
る
者
に
移
転
す
る
こ
と
は
け
っ
し
て
な
い
」
(
可
白
書
5
a
Z
E
e
-
E
M
可
自
白
砂
『
z
a
5
2
4
a
宮
同
市
民
邑

2
自

S
E

同

n
n
G
F
S
E
M
W同
国
市
民
田
匂
ロ
a
m
E
S
S
E
可脚色
FH・
包
仲
間
芹
ロ
『

agF師
向
宮
田

g
g
B
宮
内
ロ
ロ
円
Z

V白
σ
ε
?
広
件
『
mw
島市ロ向日
O

件『自白同市同・
F
包
ロ
O
ロ

Z
Z
F
F
邑

2
自

S
E
R
a
-
v広
忠
『
巳
ご
『
曲

grz)FS]②
「
何
ぴ
と
も
自
己
の
も
つ
以
上
の
権
利
を
他
人
に
移
転
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」

(ロ冊目
0
1
5
E『
広
色
色
呂
田
守
吉
弘
2
2
宮
丹
市
白
戸
告
白

g
G
B
E
Z
2骨)
F
9
]

③
「
私
は
、
権
利
が
そ
の
者
か
ら
私
に
移
転
す
る
と
こ

ろ
の
者
よ
り
も
、
よ
い
状
態
に
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
」

(
Z
S
号
Z
o
自
在
2
Z
S
E
E
S
-
ω
g認
-
a
g曲目

2
2
2
旨

2
タ
曲
。

z
o
g印

[
叩
]

E
B
m
可
自
白
伊
丹
)

C

こ
れ
ら
の
テ
ク
ス
ト
は
何
れ
も
、
前
述
の
の
包

5
の
叙
述
と
と
も
に
、
非
権
利
者
か
ら
の
取
得
を
否
定
す
る
趣
旨
で
あ
る
。
そ
し
て
、

こ
れ
ら
の
テ
ク
ス
ト
に
基
づ
き
、

ロ
ー
マ
法
は
非
権
利
者
か
ら
の
取
得
を
承
認
し
な
か
っ
た
、
と
い
う
の
が
従
来
の
伝
統
的
な
理
解
で
あ
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る
即
日
]
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
テ
ク
ス
ト
を
当
時
の
ロ

l
マ
法
そ
の
も
の
と
理
解
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
私
は
、
他
人
の

【
臼
]

所
有
物
を
譲
渡
で
き
な
い
と
い
う
今
日
の
観
念
か
ら
す
れ
ば
当
然
の
法
原
則
を
、
こ
と
さ
ら
に
繰
り
返
し
て
強
調
し
て
い
る
法
文
の
存
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在
に
む
し
ろ
奇
異
な
感
じ
を
覚
え
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
②
は
、
少
な
く
と
も
元
来
は
、
法
定
の
相
続
人
が
債
務
を
負
っ
て
い
る
と
き
に

は
、
そ
の
相
続
財
産
を
法
廷
承
認
に
よ
っ
て
第
三
者
に
承
継
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
こ
と
は
前
述
し

た
と
お
り
で
あ
る
官
ま
た
、
こ
れ
ら
の
テ
ク
ス
ト
自
体
が
イ
ン
テ
ル
ポ
ラ
テ
ィ
オ
を
施
さ
れ
た
可
能
性
に
つ
い
て
は
ひ
と
ま
ず
度
外
視
す

る
と
し
て
も
、
こ
れ
ら
の
法
文
を
た
だ
ち
に
当
時
の
い
わ
ば
生
き
た
ロ

l
マ
法
と
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
古
典

期
後
期
か
ら
古
典
期
後
に
か
け
て
、
同
旨
の
法
命
題
を
再
三
に
わ
た
っ
て
強
調
す
る
法
文
の
存
在
は
、
民
衆
法
の
レ
ベ
ル
で
は
む
し
ろ
、

非
権
利
者
の
処
分
に
よ
っ
て
も
所
有
物
を
取
得
し
う
る
、
と
の
観
念
が
三
世
紀
に
な
っ
て
も
依
然
と
し
て
生
き
て
お
り
、
だ
か
ら
こ
そ
、

こ
れ
と
対
決
す
る
た
め
に
、
法
曹
法
の
レ
ベ
ル
で
は
正
反
対
の
原
則
が
強
調
さ
れ
た
、
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
民
衆
法
に
お
い
て
は
、
自
己
の
所
有
物
を
侵
害
し
た
者
に
対
し
て
所
有
者
は
、
不
法
な
侵
害
行
為
そ
れ
自
体
を
根
拠
に
し
て
そ
の
物

の
返
還
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
に
と
ど
ま
り
、
不
法
な
行
為
に
よ
ら
ず
に
取
得
し
た
者
に
対
し
て
は
、
そ
の
物
を
追
及
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
、
と
の
古
い
観
念
が
根
強
く
残
っ
て
い
た
も
の
と
み
ら
れ
る
唱
し
た
が
っ
て
、
ロ
ー
マ
法
に
お
い
て
は
古
典
期
後
に
な
っ
て
も

非
権
利
者
か
ら
の
善
意
取
得
者
に
よ
る
即
時
取
得
が
法
制
度
と
し
て
承
認
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
事
実
は
宮
前
述
の
諸
テ
ク
ス
ト
の

法
規
則
が
現
実
に
も
徹
底
さ
れ
て
い
た
結
果
と
し
て
で
は
な
く
、
む
し
ろ
逆
に
、
実
際
に
は
少
な
か
ら
ず
非
権
利
者
か
ら
の
善
意
取
得
が

認
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
取
引
が
一
層
活
発
に
な
っ
た
古
典
期
後
に
お
い
て
も
、
と
く
に
善
意
取
得
の
制
度
を
設
け
る
こ
と
へ
の
要

以
上
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
引
渡
(
守
主
EO)
に
よ
る
物
の
移
転
効
果
は
、

ロ
ー
マ
民
衆
法
の
レ
ベ
ル
で
は
、
実
際
上
か
な
り
強

41ーヰ土E

請
が
そ
れ
ほ
ど
高
ま
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
、
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
。



い
も
の
で
あ
っ
た
、
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

で
は
、
引
渡
に
よ
る
物
の
移
転
効
果
に
関
す
る
か
よ
う
な
民
衆
法
と
法
曹
法
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
は
実
際
に
ど
の
よ
う
に
し
て
調
整
さ
れ
て

い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
古
典
期
以
後
の
ロ

l
マ
法
に
お
い
て
、

い
わ
ゆ
る
非
権
利
者
か
ら
の
取
得
を
法
規
則
の
う
え

で
も
承
認
し
、
引
渡
に
よ
る
物
の
移
転
効
果
を
法
的
に
補
強
し
て
い
た
時
効
取
得
の
諸
制
度
が
も
っ
て
い
た
意
義
を
検
討
す
る
必
要
が
あ

る。[1] 
国

O
Z印
刷

F
F
H
V曲〉吋同
wml冨
〉
FJ「
H
∞
何
戸
田
・
同
河
-
m
H印
印

[2] 
。同
-
c
e
g
g
-曲
。
・
戸
∞
-
a-
H-
N・む
・
5
・
H・

[3] 
同V
S
H
g
b・
企
-
N
-
H
-
NH一
玄
O

島市国江口
g

b
念・

ω

3
・後
に
い
わ
ゆ
る
「
長
手
の
引
渡
」
(
可
包
E
o
g
a曲
B
Sロ
)
で
あ
り
、
た
ん
に
目
的
物

[4] の
場
所
を
教
え
る
だ
け
で
は
不
十
分
で
、
実
際
に
目
的
物
を
指
し
示
す
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た

(
Z
再
出
。
戸
〉
的
・
勾
P
司
ロ
∞
)
。

2
立国
-
8
5
b-
H∞
】
三
一
の
巳
g

b
企

H
'
p
p
h君
"
N
-
H・
8
・
こ
こ
で
も
、
倉
庫
の
前
で
の
引
渡
が
必
要
と
さ
れ
た
。
そ
の
点
で
、
こ
の

方
法
は
、
現
実
的
に
可
能
な
物
理
的
引
渡
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
象
徴
的
引
渡
と
は
観
念
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

(
Z
円
問
。
「
pm
-
見
炉
唱
・
己
申
)
。

[5] 
。
包
ロ
帥
』
〉
・
注
目
・
由
・
回
一
口
町
営
a
N
H・
念
-
品
目
一

C
宣
告
回
目

hv・
∞
-
N・由
-
r
p
z
g
b-
NH・
N-
aN
官
一
宮
百
官
三
回
目

b
・
企
・
ω・
ωN
旬『
・一

E
E
E
M
U
企・

ω・
8
・
H
後
に
い
わ
ゆ
る
「
短
手
の
引
渡
」
(
件
『
包
H
t
o
F
2
2
ヨ
曲
目
乙
で
あ
る
。

{6] 
p
-
E帥
b
・
企
-
N・
5
冒
し
C
笠
E
E
M
U
-
∞
-
H・
3
一
因。回。コ
5
2
3
g
e包
ロ
曲
。
∞
包
〔
包
]
N∞・
え
ぎ
】
Z
E
v
-
-
。
。
河
口
。
2
・
H
E-

te白
書

H
Z
M
J
S師
、
唱
。
、
手
冬
需
守

e
z
k念。

[
H
S山
Y

〉
Z
E
Zロ
]
苦
-
Hω

同同
--
H∞N
民
-
宮
内
日
ロ
o
Z
M
g
-
勾
・も
っ
と
も
、
譲
渡
人
が
用

益
権
な
ど
の
権
原
に
基
づ
い
て
目
的
物
を
留
保
す
る
旨
を
記
載
し
た
書
面
の
交
付
が
必
要
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
て
い
る
(
回
口
の
呂
、
〉
Z
0
・
M
1
R
J

司

-
NN叶
)
。
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か
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
(
〈
包
・
同
〉
印
刷
H
F
b局
、
河
同
・
∞
-
N
芯
旦
門
司
ロ
・
ミ
)
。

15 
'-' 

F
同
〈
d「
・
咽
司
均
て
』
v
・
司
唱
-
H
叶

ω
民
-
一
回
O
Z印刷
F
F
H
玄
〉
吋
何
回
同
1
冨
〉
F
d「
H
ω
何回
ι
回
・
勾
知
的
-

H
問
問
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古
典
期
お
よ
び
古
典
期
後
に
お
け
る
ロ

l
マ
法
の
原
典
に
は
、
占
有
を
一
定
期
間
継
続
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
所
有
者
た
る
地
位
を
取
得

時
効
取
得
の
諸
制
度

す
る
方
法
と
し
て
、
①
使
用
取
得

(
5
5
登
O
)

、
②
長
期
占
有
の
抗
弁

(-oロ
包

g
g
o
号
官
同
冊
目
円
ユ
茎
0
)

、
③
訴
権
消
滅
時
効
、
お
よ

び
④
最
長
期
占
有
の
抗
弁
(
胃

snュE
o
E国
間
仲
間
的

E
F
E
Eロ
ユ
師
)

の
諸
制
度
が
見
出
さ
れ
る
。

(

α

)

使
用
取
得
は
、
す
で
に
の
包
5
の
『
法
学
提

F
に
市
民
法
上
の
譲
渡
方
法
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
お
り
(
前
述
1
参
照
)
、

そ
の
期
聞
は
、
動
産
(
『
g
g
o
e
-
-
Z
)
は
一
年
、
土
地
お
よ
び
家
屋
(
同
吉
弘

5
2
完
全
日
)
は
二
年
と
さ
れ
て
い
る

τ

し
か
し
、
そ
の
他
の
要
件
お
よ
び
効
果
は
、
古
典
期
後
期
お
よ
び
古
典
期
後
の
原
典
か
ら
知
ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
に
よ
れ

ば
、
使
用
取
得
は
「
占
有
(
宮
臼
田
2
8
)
が
な
け
れ
ば
与
え
ら
れ
え
な
い
」

τそ
し
て
、
そ
の
占
有
は
暴
力
的
に
(
三
)
、
恩
恵
的
貸
与
に

(匂

2
2
ユO
)

、
ま
た
は
隠
秘
的
に
(
己
曲
目
)
取
得
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
せ
す
な
わ
ち
、
そ
の
占
有
は
、
自
己
の

で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
立
そ
の
た
め
に
は
、
使
用
取
得
の
適
法
原
因

(
E
m
S
2
5同

よ
っ
て

も
の
と
し
て
の
占
有
(
宮
回
路
8
5
句

5
2
0
)

5
5脚立
oEM)
が
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
関
し
て
、
原
典
に
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
叙
述
が
あ
る
。

自
己
の
も
の
と
し
て
の
占
有

F
B認
2
5
匂

8
2
0
)
と
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
所
有
物
(
色
O
B
g
E自
)

で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
手
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
と
わ
れ
わ
れ
が
考
え
る
場
合
、
お
よ
び
そ
れ
に
基
づ
い
て
取
得
さ
れ
る
よ
う
な

273 



原
因

(nEZ)
に
基
づ
い
て
、
そ
し
て
さ
ら
に
自
己
の
も
の
と
し
て

6
2
2
0
)
わ
れ
わ
れ
が
占
有
す
る
場
合
で
あ
る
。
例
え
ば
、

274 

売
買
の
原
因
に
基
づ
い
て
(
巾
H
S
5釦
m
g
z
g巳
帥
)
、
私
は
買
主
と
し
て
(
胃

o
g宮
O

門
市
)
か
つ
自
己
の
も
の
と
し
て
(
胃
0
2
0
)

占
有
す
る
。
さ
ら
に
、
贈
与
ま
た
は
遺
贈
が
行
わ
れ
た
場
合
に
は
、
私
は
受
贈
者
と
し
て

(
官
。
色
D
E
S
)
ま
た
は
受
遺
者
と
し
て

(匂『
O

Z

官同
O
)

占
有
す
る
こ
と
に
加
え
て
、
自
己
の
も
の
と
し
て

(匂
2
2
0
)
占
有
す
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
も
し
物
が
適
法
原
因
に
基
づ
い
て
(
巾
岡
市

E
Z
E
M
g
)
、
例
え
ば
売
買
の
原
因
に
基
づ
い
て
私
に
引
き
渡
さ
れ
、

そ
し
て
私
が
使
用
取
得
す
る
な
ら
ば
、
な
る
ほ
ど
私
は
使
用
取
得
以
前
に
私
の
も
の
と
し
て

(胃

O
B
g
)
占
有
し
始
め
る
。
し
か

し
、
使
用
取
得
の
後
に
は
、
私
は
売
買
の
原
因
に
基
づ
い
て
占
有
す
る
こ
と
を
止
め
る
の
で
は
な
い
か
が
疑
問
と
さ
れ
る
。
家
柏
戸
『
-

n-gg
は
、
[
売
買
の
原
因
に
基
づ
い
て
占
有
す
る
こ
と
を
]
止
め
る
も
の
で
は
な
い
、
と
判
断
し
た
と
一
言
わ
れ
て
い
る
せ

こ
こ
で
は
、
売
買
、
贈
与
、
遺
贈
な
ど
の
適
法
原
因
に
基
づ
く
占
有
と
自
己
の
も
の
と
し
て
の
占
有
と
が
観
念
上
は
区
別
さ
れ
な
が
ら

も
、
両
者
は
一
体
的
な
も
の
と
し
て
、
再
び
自
己
の
も
の
と
し
て
の
占
有
と
い
う
広
義
の
概
念
に
包
摂
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
自
己
の

も
の
と
し
て
の
占
有
と
い
う
概
念
が
、
無
主
物
先
占
、
附
合
な
ど
の
場
倍
も
含
め
、
お
よ
そ
所
有
物
取
得
に
通
じ
う
る
占
有
の
態
様
な
い

し
類
(
同
自
ロ
凹
)
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
だ
け
で
な
く
、
承
継
取
得
に
関
し
て
は
、
売
買
、
贈
与
、
遺
贈
と
い
っ
た
個
々
の
適
法
原
因
を

列
挙
し
て
も
完
全
に
は
網
羅
さ
れ
え
な
い
そ
の
他
の
適
法
原
因
を
表
す
た
め
の
補
充
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
も
あ
る
と
い
う
、
二
重
の
機
能
を

も
っ
て
い
た
こ
と
に
よ
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
使
用
取
得
の
要
件
と
し
て
は
、
個
々
の
適
法
原
因
の
存
在
と
い
う
こ
と
が
、
自
己
の

も
の
と
し
て
の
占
有
と
い
う
要
件
を
も
実
際
上
は
包
摂
し
つ
つ
、
非
常
に
重
要
な
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ち
な
み
に
、
物
の
引
渡
を
受
け
た
者
が
、
個
々
の
適
法
原
因
が
存
在
し
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
が
存
在
す
る
と
信
じ
た
場
合
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|
|
い
わ
ゆ
る
誤
想
権
原

(
F
E
E
-
E
)
に
基
づ
く
占
有
の
場
合
ー
ー
に
も
使
用
取
得
が
可
能
か
ど
う
か
が
、
古
典
期
に
お
い
て
争
わ

れ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
①
売
買
、
贈
与
、
嫁
資
設
定
、
遺
贈
な
ど
が
現
実
に
行
わ
れ
て
い
な
い
場
合
に
は
使
用
取
得
は
起
こ
ら
ず
、

41一社E

そ
れ
ら
が
存
在
す
る
と
信
じ
(
巾
包
己
5
0
)
、
物
の
占
有
を
善
意
で

用
取
得
し
え
な
い
と
す
る
見
解
が
あ
る
せ

(
g
s
E
m
)
取
得
し
た
者
で
あ
っ
て
も
、
自
己
の
も
の
と
し
て
使

し
か
し
、
②
原
則
的
に
は
①
を
支
持
し
つ
つ
も
、
例
外
的
に
、
売
買
な
ど
が
存
在
す
る
と
信
じ
て
取
得
し
た
者
の
誤
解
(
巾
『
『
O
円
)
が

正
当
な
原
因

(
E
m
S
2
5白
)
を
も
っ
場
合
、
例
え
ば
、
あ
る
物
を
購
入
す
る
こ
と
を
命
じ
ら
れ
た
奴
隷
(
凹
2
2凹
)
ま
た
は
代
理
人

(胃
0
2
2
8司
)
が
、
実
際
に
は
そ
の
物
を
買
っ
た
の
で
は
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
買
っ
た
と
説
明
し
て
主
人
に
引
き
渡
し
た
よ
う
な

場
合
に
は
、
使
用
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
見
解
も
あ
る
唱

ま
た
、
③
売
買
と
そ
の
他
の
契
約
を
区
別
し
て
考
え
る
見
解
も
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
買
主
と
し
て
占
有
す
る
者
と
は
実
際
に
買
っ
た
者

で
あ
る

(
U
2
2
6
S
2
3凹
M
E
a
-
G
5
2
2
2
2
R
)
こ
と
か
ら
、
買
っ
た
と
信
じ
て
物
の
引
渡
を
受
け
て
も
、
実
際
に
売
買
が
な

け
れ
ば
使
用
取
得
し
え
な
い
。
し
か
し
、
自
分
が
債
務
を
負
っ
て
い
る
と
信
じ
て
物
を
引
き
渡
し
た
り
、
問
答
契
約
に
基
づ
い
て
引
き
渡

す
場
合
に
は
、
受
領
者
は
使
用
取
得
し
う
る
、
と
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
に
区
別
す
る
理
由
に
つ
い
て
は
、
売
買
で
は
、
も
し
善
意

の
売
主
を
保
護
す
る
と
し
て
も
、
売
買
契
約
の
存
在
に
関
す
る
善
意
は
契
約
締
結
の
時
点
に
お
い
て
問
題
と
な
る
の
に
対
し
て
、
そ
の
他

の
契
約
に
お
い
て
は
引
渡
の
時
点
に
お
け
る
善
意
が
問
題
に
な
る
か
ら
で
あ
る
、
と
説
明
さ
れ
て
い
る
屯

つ
ぎ
に
、
こ
の
よ
う
な
違
法
原
因
の
存
在
に
関
す
る
善
意
|
|
い
わ
ば
取
得
行
為
自
体
の
適
法
性
に
関
す
る
善
意
ー
ー
と
は
別
の
問
題

と
し
て
、
使
用
取
得
の
た
め
に
は
、
取
得
と
い
う
結
果
が
生
じ
る
こ
と
の
適
法
性
に
関
す
る
取
得
者
の
善
意

(
g
E
E
S
)
が
必
要
で

あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
唱
す
な
わ
ち
、
「
引
渡
を
し
た
者
が
所
有
者
で
あ
る
と
信
じ
た
」
こ
と
、
ま
た
は
目
的
物
が
売
主
自
身
の
も
の
で
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あ
る
と
信
じ
た
こ
と
で
あ
る
官
ま
た
、
後
に
は
、
相
手
方
を
売
主
の
代
理
人
(
胃
0
2
2
S『
)
ま
た
は
後
見
人

(
E
S円
)

た
な
ど
、
売
却
権
限

(EM
〈巾ロ号

EF)
を
も
っ
と
信
じ
て
買
っ
た
者
も
「
善
意
の
買
主
」
で
あ
る
と
さ
れ
た
叩
]

で
あ
る
と
信
じ

276 

も
っ
と
も
、
こ
の
よ
う
な
意
味
に
お
け
る
善
意
が
い
つ
か
ら
い
つ
ま
で
必
要
と
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
は
、

ロ
ー
マ
法
上
の
原
則
は
必
ず

し
も
簡
明
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
売
買
の
場
合
に
は
、
購
買
(
巾
自
主
0
)

の
時
点
を
基
礎
に
し
て
判
断
す
る
の
か
、
あ
る
い
は
引
渡
(
可
包
EO)

の
時
点
を
基
礎
に
し
て
判
断
す
る
の
か
が
争
わ
れ
て
お
り
、

C
6
5
2加
は
、
引
渡
を
基
礎
に
す
る
こ
と
に
固
執
す
る

ωち
E
5
お
よ
び

。
器
包

5
の
見
解
が
基
準
に
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
官

ま
た
、
取
得
者
が
目
的
物
の
引
渡
を
受
け
た
時
点
で
は
善
意
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
、
使
用
取
得
期
間
経
過
前
に
、
こ
の
物
が
他
人
に

属
す
る
こ
と
を
知
っ
た
場
合
が
、
「
問
題
と
さ
れ
て
い
る
」
(
宮
2
2
Z吋
)
。
そ
し
て
、
旬
。
呂
田
V
O
巳

5
に
よ
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
者
は
「
善

意
の
占
有
者
で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
」
と
さ
れ
る
一
方
で
、
こ
の
よ
う
な
者
も
「
長
期
間
」

(-S宮
昌
宏
呂
田
話
回
)

の
経
過
に
よ
っ
て

目
的
物
を
法
的
に
取
得
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
こ
の
場
合
に
は
、
「
あ
る
者
が
善
意
で
占
有
す
る
か
悪
意
で
占
有
す
る
か
は
、
事
実
[
上

の
問
題
]
に
属
す
る
」
に
す
ぎ
な
い
、
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
官
こ
れ
が
使
用
取
得
を
認
め
た
も
の
な
の
か
、
あ
る
い
は
後
に
み
る
「
長
期

占
有
の
抗
弁
」

(-S包
怠
自
旬
。
ユ
日
匂

E
g
n『
苛
位
。
)
を
認
め
た
も
の
な
の
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
何
れ
に
せ
よ
、
「
不
意
に
襲
う
悪
意
は

害
し
な
い
」
(
白
色
白
宮
市
回
日
臣
官
『
〈

g
E
H凹
ロ
ロ
ロ
ロ
o
n
a
)

と
の
命
題
は
、
占
有
の
全
期
間
に
亙
る
善
意
を
要
求
し
た
中
世
教
会
法
の
命
題

に
対
す
る
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
と
し
て
、
中
世
の
市
民
法
学
者
に
よ
っ
て
創
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
屯
た
だ

し
、
贈
与
さ
れ
た
も
の
と
し
て

ロ
珂
]

と
解
さ
れ
て
い
る
。

(
官
。
仏
O
E
H
O
)

占
有
す
る
場
合
に
は
、
使
用
取
得
期
間
中
の
事
後
的
な
悪
意
も
使
用
取
得
を
妨
げ
た
、

な
お
、
以
上
に
み
て
き
た
適
法
原
因

P
E
g
s
5白)
お
よ
び
善
意

(
σ
0
5
2
2)
の
要
件
は
、
紀
元
前
二
世
紀
に
な
っ
て
形
成
さ

41ーヰ土E



れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
以
前
に
は
、
引
き
渡
さ
れ
た
物
に
対
す
る
事
実
的
な
力
の
み
が
重
要
で
あ
っ
た
、
と
さ
れ
て
い
る
。

41一社皿

使
用
取
得
期
間
に
つ
い
て
は
前
述
し
た
が
、
こ
の
期
聞
は
、
占
有
者
に
対
し
て
所
有
物
返
還
請
求
訴
訟
が
提
起
さ
れ
、
争
点
決
定
(
宮
町

円
。
民

ggao)
が
行
わ
れ
で
も
中
断
さ
れ
な
か
っ
た
と
み
ら
れ
て
い
る
を

使
用
取
得
の
客
体
に
つ
い
て
は
、
握
取
行
為
さ
れ
う
る
物
(
手
中
物
)
も
、
さ
れ
え
な
い
物
(
非
手
中
物
)
も
使
用
取
得
可
能
で
あ
る

と
す
る
テ
ク
ス
ト
が
あ
る
こ
と
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
喧
こ
こ
で
は
、
握
取
行
為
の
客
体
と
の
対
比
に
あ
え
て
言
及
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
も
窺
わ
れ
る
よ
う
に
、

5
5
2
2
2
E
M
が
元
来
は
握
取
行
為
の
補
完
制
度
と
し
て
手
中
物
を
対
象
と
し
た
の
に
対
し
て
、
握
取
行
為

の
客
体
と
は
な
り
え
な
か
っ
た
非
手
中
物
の
引
渡
に
つ
い
て
も
物
の
移
転
効
果
の
補
完
機
能
を
営
む
こ
と
に
使
用
取
得
本
来
の
存
在
意
義

が
あ
っ
た
こ
と
が
、
こ
の
テ
ク
ス
ト
に
よ
っ
て
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
テ
ク
ス
ト
は
、
握
取
行
為
が
現
実
的
な
機
能
を
停
止

し
、
物
の
譲
渡
方
法
と
し
て
は
引
渡
が
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
始
め
た
古
典
期
後
の
状
態
を
前
提
に
し
た
再
整
理
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ

、「ノ。
使
用
取
得
が
不
可
能
な
物
と
し
て
、
通
常
は
盗
品
ま
た
は
暴
力
に
よ
っ
て
占
有
さ
れ
た
物
(
『

g
i
吉田臼
ggm)
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
昭
]

し
か
し
な
が
ら
、
す
で
に

5
5
2
2
2
E
M
に
関
し
て
述
べ
た
よ
う
に
、
取
得
者
自
身
ま
た
は
そ
の
譲
渡
人
が
盗
取
ま
た
は
強
奪
を
し

た
場
合
以
外
に
、
盗
品
で
あ
る
こ
と
を
も
っ
て
た
だ
ち
に
使
用
取
得
が
否
定
さ
れ
た
か
ど
う
か
は
、
少
な
く
と
も
原
典
か
ら
は
明
ら
か
で

は
な
い
。
の
包

5
の
『
法
学
提
要
』
で
も
、
他
人
の
物
を
盗
取
ま
た
は
強
奪
し
た
譲
渡
人
か
ら
取
得
し
た
者
は
、
た
と
え
善
意
で
(
σ
o
g

=田】

虫
色
町
)
買
っ
た
と
し
て
も
使
用
取
得
す
る
権
利
を
も
た
な
い
、
と
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
他
方
、
盗
取
の
概
念
が
い
わ
ゆ
る
横
領
の

[
剖
]

場
合
に
ま
で
拡
張
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
は
注
意
を
要
す
る
。
な
お
、
妻
が
男
系
親
の
後
見
人
の
同
意
な
し
に
譲
渡
し
た
手
中
物
は
、
使
用

[
苗
]

取
得
さ
れ
え
な
か
っ
た
。
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ま
た
、
役
権
は
使
用
取
得
さ
れ
え
な
か
っ
た
が
、
役
権
か
ら
の
解
放
な
い
し
自
由
(
企
-
ロ
』
仔
σ宮巾
q吋S
臼帥巾吋
2〈
芹
EEE冨i

ロ

昂

]

【

訂

】

実
現
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
「
わ
れ
わ
れ
の
国
庫
に
属
す
る
物
」
(
『
2
2帥門戸ロ
O

日
豆
)
は
使
用
取
得
さ
れ
え
な
か
っ
た
σ

278 

使
用
取
得
の
効
果
は
、
「
法
律
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
期
間
の
占
有
の
継
続
に
よ
る
所
有
物
の
付
加

S
E
E
-
o
E
E国
広
)

【
揖
]

で
あ
る
」
。

こ
れ
は
、

5
5
2
n
gユ
S
M
の
効
果
が
直
接
的
に
は
譲
渡
人
の
担
保
責
任
の
存
続
期
間
制
限
に
と
ど
ま
っ
た
の
に
対
し
て
、
使
用
取
得

の
効
果
は
一
歩
進
ん
で
、
引
き
渡
さ
れ
た
目
的
物
が
取
得
者
の
所
有
物
と
さ
れ
る
に
至
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
使
用
取
得
が
、
絶
対
的
権
利
と
し
て
の
所
有
権
の
制
度
を
前
提
に
し
て
、
非
権
利
者
か
ら
の
取
得
と
し
て
意
織
さ
れ

【
掴
]

て
い
た
か
ど
う
か
は
、
た
だ
ち
に
は
首
肯
さ
れ
え
な
い
。
と
言
う
の
は
、
使
用
取
得
は
、
原
始
的
取
得
の
方
法
と
し
て
で
は
な
く
、
握
取

[
却
]

の
範
鴫
に
お
い
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

行
為
お
よ
び
法
廷
承
認
と
並
ん
で
、
譲
渡
(
巳
5
g
t
o
)

も
っ
と
も
、
使
用
取
得
は
占
有
の
獲
得
、
す
な
わ
ち
引
渡
に
付
随
す
る
効
果
で
あ
り
、
引
渡
に
よ
る
物
の
移
転
効
果
を
補
強
す
る
機
能

を
も
っ
て
い
た
。
そ
の
結
果
、
本
来
な
ら
ば
物
の
引
渡
後
に
第
三
者
か
ら
所
有
物
返
還
請
求
訴
訟
を
提
起
さ
れ
た
と
き
に
問
題
に
な
っ
た

使
用
取
得
の
要
件
が
、
あ
ら
か
じ
め
引
渡
の
要
件
と
し
て
意
識
さ
れ
、
制
度
化
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
と

く
に
、
こ
の
意
味
で
は
、
引
渡
に
よ
る
譲
渡
の
要
件
と
し
て
最
も
多
く
の
論
争
を
引
き
起
こ
し
て
き
た
、
引
渡
の
適
法
原
因
(
仲
5
g

2
5白骨『白色
E
o包
帥
)
と
、
前
述
し
た
使
用
取
得
の
適
法
原
因
(
』

5
S
2
5釦

g
z
g立
。
昆
回
)
と
の
関
係
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
問
題
に

つ
い
て
は
、

ωで
詳
し
く
考
察
す
る
。

(F) 
つ
ぎ
に
、
使
用
取
得
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
場
合
、
と
く
に
、
引
渡
を
受
け
た
者
が
外
国
人
で
あ
っ
た
り
、
客
体
が
属
州
の
土

が
認
め
ら
れ
た
屯
そ
の
要
件
は
、
占
有
の
正
当
な
開
始

地
で
あ
っ
た
場
合
に
は
、
長
期
占
有
の
抗
弁
(
℃
E
2
2
6
E
H
Oロ
岡
田
丹
市
包
宮
ユ
帥
)

{沼】

E
F巴
Z
昌

司

o
n
g巴
oロ
広
)
、
お
よ
び
一

O
年

(吉田

Z
B

(
現
在
者
間

[ヨ丹市『匂『白巾凹冊目丹市白])

ま
た
は
二

O
年

(
隔
地
者
間

[
百
件
巾
『

41ーそtm



島
田
市
ロ
円

g])

ロ担
】

の
占
有
継
続
で
あ
る
。
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ま
た
、
長
期
占
有
の
抗
弁
の
効
果
に
つ
い
て
は
、
所
有
者
か
ら
の
返
還
請
求
の
訴
え
を
排
除
す
る
に
と
ど
ま
っ
た
の
か
、
さ
ら
に
進
ん

で
、
占
有
者
に
実
体
法
的
な
権
限
を
も
与
え
た
の
か
は
明
ら
か
で
な
い
唱

し
か
し
、
こ
の
制
度
は
、
帝
国
の
全
自
由
人
に
市
民
権
が
付
与
さ
れ
(
一
一
一

一
一
年
)
、
ま
た
、
イ
タ
リ
ア
の
土
地
と
属
州
の
土
地
と
の

区
別
が
排
除
さ
れ
る
に
伴
い
、
存
在
意
義
を
弱
め
た
と
考
え
ら
れ
る
。

(
Y
)
さ
ら
に
、

p
g
g己
5
5
帝
は
、
取
得
者
の
善
意
・
悪
意
や
適
法
原
因
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
四
O
年
聞
の
占
有
継
続
に
よ
っ

[
語
]

て
、
目
的
物
(
金
銭
を
除
く
)
に
対
す
る
所
有
者
の
追
及
を
臨
止
す
る
制
度
を
設
け
た
0
4
3
M
g
a
o包
5
二
世
は
、
こ
の
よ
う
な
い
わ
ば

訴
権
消
滅
時
効
の
制
度
に
つ
い
て
、
三

O
年
の
要
件
を
設
け
た
を

(S)
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、

E
M
t
E
B
5
帝
は
従
来
の
諸
制
度
を
再
整
理
す
る
に
至
っ
た
。
ま
ず
、
使
用
取
得

(
5
5脚立
O
)

は、

三
年
間
の
占
有
継
続
に
よ
る
動
産
の
取
得
と
し
て
、
長
期
占
有
の
抗
弁
は
一

0
年
間
(
同
一
州
に
居
住
す
る
者
の
間
)
ま
た
は
二

0
年
間

【訂
]

(異
な
る
州
に
居
住
す
る
者
の
間
)
の
占
有
継
続
に
よ
る
不
動
産
の
取
得
と
し
て
認
め
ら
れ
た
。
つ
ぎ
に
、
訴
権
消
滅
時
効
は
、
占
有
者

の
善
意
は
要
求
す
る
も
の
の
、
適
法
原
因
は
必
要
と
せ
ず
に
、
三

O
年
ま
た
は
四

O
年
の
経
過
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
る
最
長
期
占
有
の
抗

弁

(-S包
包
豆
丹
市
昌
吉
己
目
官
忠
良
三
唱
ぎ
)
と
し
て
整
理
さ
れ
た
町
田
]

以
上
の
概
観
か
ら
は
、
使
用
取
得
期
間
の
長
期
化
が
認
め
ら
れ
る
一
方
で
、
比
較
的
長
期
間
の
占
有
継
続
の
場
合
に
は
善
意
な
い
し
適

法
原
因
の
要
件
が
外
さ
れ
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
の
意
味
に
つ
い
て
は
た
だ
ち
に
詳
か
に
し
え
な
い
が
、
勅
法
の
背
景
に
は
、

現
実
に
は
少
な
か
ら
ず
行
わ
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
非
所
有
者
か
ら
の
取
得
を
国
家
的
に
抑
制
す
る
企
図
が
あ
っ
た
一
方
で
、
そ
れ
を
貫

徹
す
る
と
あ
ま
り
に
長
期
間
の
経
過
後
に
は
訴
訟
上
煩
雑
な
事
態
が
生
じ
う
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
避
け
よ
う
と
す
る
意
図
が
あ
っ
た
も
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は
な
い
。
結
局
、
弁
済

(
m
o
Z
E
)
や
問
答
契
約
(
臼

ε己
主
O
)

は
、
そ
れ
自
体
が
さ
ら
に
様
々
な
原
因
に
基
づ
い
て
同
一
し
当
事
者
間
で
行
わ
れ
る

可
能
性
が
あ
る
の
で
、
個
々
の
特
定
の
原
因
が
存
在
し
て
い
な
く
と
も
、
弁
済
や
問
答
契
約
が
一
般
的
に
存
在
す
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
れ
ば
足
り
る

一
方
、
引
渡
の
時
点
ま
で
そ
の
よ
う
に
信
じ
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
意
識
さ
れ
た
の
に
対
し
て
、
売
買
で
は
、
同
一
の
目
的
物
に
つ
い
て
、

あ
る
一
つ
の
原
因
が
実
際
に
は
存
在
し
な
く
と
も
別
の
原
因
に
基
づ
い
て
売
買
が
行
わ
れ
る
、
と
い
う
可
能
性
が
比
較
的
少
な
い
こ
と
か
ら
、
す
で

に
契
約
締
結
の
時
点
に
お
い
て
、
売
買
の
原
因
の
現
実
的
な
存
在
が
必
要
で
あ
る
、
と
意
識
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
な
お
、
誤
想
の
問
答
契
約
に

{ロ]
基
づ
く
使
用
取
得
を
認
め
る
テ
ク
ス
ト
と
し
て
は
、
ほ
か
に
、

E
E
M
。巴

g
b-企
忌

ω
が
あ
る
。

こ
の
面
存
は
、
す
で
に
古
典
期
前
に
形
成
さ
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
て
い
る
(
え

-
E
3
3
5な
S
E
H
)
。

こ
れ
に
反
し
て
、
ロ

l
マ
法
に
お
け
る

t
s
E
8
2
と
は
、
今
日
に
い
わ
ゆ
る
「
善
意
」
(
官
言
。

E
Z
)
で
は
な
く
、

8
2
2
8
H
a
p

(
「
言
わ
れ
た
こ
と
が
行
わ
れ
る
」
)
と
の
定
義

(
Q
g
m
0
・
た
き
S
F
H
叶
Nω

一
母
喜
志
』

E
舟
叶
)
に
も
表
れ
て
い
る
よ

う
に
、
有
効
に
成
立
さ
せ
ら
れ
た
給
付
約
束
が
的
確
に
厳
守
さ
れ
、
履
行
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
し
、
正
同

S
E
a
s
は
そ
の
反
対
の
こ
と
を
意
味
し
た
、

と
の
解
釈
も
あ
る
(
〈
岡
戸
的
。
F
F
Z
E
F
P
R
F
O
-
-
m
・
ω
お
)
。
こ
の
見
解
に
よ
れ
ば
、

z
z
E
Z
は
、
買
主
に
関
し
て
は
代
金
の
支
払
を
意
味
し
た

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
解
釈
は
、
所
有
権
概
念
が
未
発
達
の
段
階
に
お
け
る
ロ

l
マ
法
の
所
有
物
議
渡
は
、
譲
渡
人
に
所
有
権
の
移
転
を
義
務

』
ロ
0
色

【

r
n
F骨
ロ
司
.. 

づ
け
る
も
の
で
は
な
く
、
譲
渡
人
に
取
得
者
の
た
め
の
担
保
を
保
証
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
た
、
と
の
認
識
に
基
づ
い
て
い
る
。
そ

し
て
、
こ
の
解
釈
に
よ
れ
ば
、
使
用
取
得
の
要
件
で
あ
る
適
法
原
因
と
は
、
占
有
者
の
た
め
に
譲
渡
人
に
担
保
責
任
を
生
じ
さ
せ
た
要
件
事
実
1
1
j

具
体
的
に
は
売
買
、
問
答
契
約
な
ど
|
!
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
は
元
来
は
握
取
行
為
に
限
ら
れ
た
が
、
後
に
は
売
買
契

約
を
も
含
む
よ
う
に
な
り
、
そ
も
そ
も
売
主
の
担
保
義
務
自
体
が

g
s
E
g
に
基
づ
い
て
成
立
し
た
、
と
解
さ
れ
て
い
る
〈
的
。
F
F
Z何
回
戸

a
F
R
F
0
・∞
-ω
吋一山)。

し
か
し
な
が
ら
、
私
は
こ
の
見
解
に
は
与
し
え
な
い
。
こ
の
見
解
は
、
握
取
行
為
に
関
し
て
は
た
し
か
に
当
て
は
ま
る
ー
ー
し
た
が
っ
て
、
前
述

し
た

S
E
E
n
g『
Eω
に
関
す
る
説
明
と
し
て
は
正
し
い
ー
ー
が
、
引
渡
に
よ
る
譲
渡
は
握
取
行
為
に
よ
る
譲
渡
と
は
か
な
り
事
情
を
異
に
し
て

41一社E281 



い
る
。
と
り
わ
け
、
引
渡
に
よ
る
譲
渡
は
、
握
取
行
為
の
よ
う
な
儀
式
に
よ
ら
な
い
無
方
式
行
為
で
あ
る
一
方
、
引
渡
の
過
程
ぞ
れ
自
体
に
よ
っ
て

表
象
さ
れ
る
即
物
的
観
念
に
媒
介
さ
れ
て
、
物
の
移
転
と
い
う
色
彩
が
一
一
層
強
め
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
、
厳
渡
の
有
効
性
が
譲
渡
行

為
の
抽
象
的
か
っ
象
徴
的
な
方
式
に
依
存
す
る
こ
と
は
も
は
や
な
く
な
っ
た
一
方
、
引
渡
の
有
効
性
は
譲
渡
人
が
所
有
者
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
に
依

存
す
る
、
と
い
う
こ
と
が
端
的
に
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
む
し
ろ
当
然
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、

5
5
曲直
ngユ
釘
帥
と
は
異
な
り
、
使

用
取
得
に
お
い
て
は
、
譲
渡
人
が
所
有
者
で
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
の
取
得
者
の
普
意
が
、
新
た
な
要
件
と
し
て
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
と
し
て
も
、

不
思
議
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
宮
前
g
n
g
g
と

Z
E
E一g
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
、
-・
。
-
S
回

O
〈同

wz・
-
Z
帥
g
n
2
8
5
5同・

吉田
e・
g.KM
n室
、
ご
ミ

e
s
Z
S
F
E
S
ニ
m
-
害
・

8
2同
・
怠
N

参
照
。

[
日
]

ca・
同

-
AFω
一

回

M
曲

E
Z帥
b
-
H
∞-
H
-
N叶・

[H] 
窓口島市帥巴ロロ目

b
-
m
o.
H
m
.
H
C
U
.

[
日
]

C
-
宣
告

g
u・
2
・
ω
-
H
O
司『
・
さ
ら
に
、
弁
済
お
よ
び
問
答
契
約
に
関
し
て
、
引
渡
の
時
点
を
基
準
に
す
る
と
解
さ
れ
る
も
の
と
し
て
、

E
E
E

H
M

企
・

ω-su-企・
品-
N

司『
・参
照
。

[
民
]

EE-zhv・
企
-
F
A
F∞
・
H

・

[
げ
]

Q
E
O
S
Y耐
震
ヨ
同
円
。
芯
望
R
F
N
0
・
H
0
・
N目

N
m
・

5
〈
号
-
慰
霊
二
三
ミ
号
、
弘、弘、皇、
T
S
h
g
h
h
守
皇
室
-
H
N
{
H
S
S
3・
H

R
-

[
児
]

[
印
]

d
〈

H
Z
EWF
-
e
・
2
丹
(ロ
品
)
・
司
-
N
N
H
・

す
な
わ
ち
、
争
点
決
定
後
に
使
用
取
得
期
聞
が
満
了
し
て
目
的
物
を
取
得
し
た
占
有
者
は
、
自
分
に
悪
意
(
色
色
直
帥
)
が
な
か
っ
た
こ
と
が
確
定
さ

[
初
]

れ
る
ま
で
の
問
、
目
的
物
を
損
な
わ
な
い
こ
と
を
保
証
す
る
た
め
に
、
原
告
に
対
し
て
白
的
物
を
引
き
渡
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、
こ
の
場

合
の
占
有
の
中
断
は
使
用
取
得
を
妨
げ
な
か
っ
た
お
包
ロ
帥

b

m
-
F

H
∞-
NO)
。

[
幻
]

E
y
a
s
き
F
S
F
5・∞
-

282 41一社E



[m] 
国
0
2
印刷
F
F
H
V
向〉吋
Hwml忍
〉
F
d「
H

印刷
F
回
.
均』
N
r
m
H叶品

[
お
]

ca・
固
-S
・ま
た
、

E
5
5
P
丘
一
一
ご
『
も
『
十
二
表
さ
お
よ
び
『
ア
テ
ィ
ニ
ア
法
』
に
言
及
す
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、

譲
渡
人
が
、
他
人
の
奴
隷
で
あ
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら

(日
a
g
M
帥
巾
『
=
自
由
辛
口

EB)
、
そ
の
所
有
者
の
意
思

(g
-
g
g帥
E
E
E
)
に
よ
ら
ず
に

売
却
す
る
こ
と
は
窃
盗

(同
国
ユ
回
目
)
で
あ
る
と
み
ら
れ
、
こ
れ
に
つ
い
て
取
得
者
が
善
意
で
あ
っ
た
と
し
て
も
使
用
取
得
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た

[M] 
(
E
o
n
-
o
Z
8
5
2
富
良
百
宮
田
医
師
。
吋

N品
叶
)
。

。由
一件
同
-
mou
〈
開
-
∞
O
F
F
Z
切
m
-
P

0
・
。
・・
∞
ω寸
戸

[
お
]

ca-回
-AF叶・

[
お
]

同v
曲三回目
hv.
事

H・
ω・
AF.
N由・

{
幻
]

hs乞
FU

N
-

出・
也
・

[
お
}

z
a
g
g
E
M
b.
AFH.
ω.
ω・

[
却
]

な
お
、
。
呂
Z
は
使
用
取
得
の
効
果
に
つ
い
て
、
「
所
有
者
か
ら
わ
れ
わ
れ
に
引
き
渡
さ
れ
た
の
で
は
な
い
物
[
つ
ま
り
、
非
所
有
者
か
ら
引
き
渡

さ
れ
た
物
]
の
使
用
取
得
が
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
可
能
で
あ
る
」
と
し
て
い
る

(
C
R
回
・
8)
。

[
ぬ
]

Q
・
2
=
-
z
u・
8
・
Hm-
N∞
一
〈

g
z
E
g
b・
2
】
田
町
一
回

O
Z∞切
F
F
H
冨
〉
吋
何
回
NI冨
〉
F
吋
H

印刷

5
・
河
知
的
・
ミ
N
E門
司
ロ
・
ロ
・前
述
1
参

照

[
幻
]

外
国
人
に
つ
い
て
、
玄
o
r己
g
g
b
会
-ω
・
ω一
宮白『円

FSEM
b
AE
・
ω
申
・属
州
の
土
地
に
つ

い
て、

U
F
S
-
E
g
g
a
玄白
HE
-
g
g
n
叶・

ωω
・
?
の
叶
・
8
・
m
e
s
a
q宮田口

-oロ包

2-gzF)
参
照
。

[ロ]
E
"。
去
昌
三
事
な

E
-
m-
N・
品
こ
れ
は
使
用
取
得
の
適
法
原
因

(
g
g
n
g
Z
5
5豊
富
広
)
に
対
応
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
の

2
・

全

8
5
帝
以
後
は
こ
れ
に
加
え
て
善
意
も
必
要
と
さ
れ
た
お
印
・
3
・
H
[
N
a
〉
・
0
・7
u
E
-
E
8
5
の
品

Na-
H0・
r
。・
叶
-
NN-
N
u
mH
叶
・

ω
ω
N・
由
-HO)。

41一社E283 



[
お
]

的
虫
、
巾
円

E
M
a
〉
目

g包
ロ
ロ
目
。
・
叶
・

ωω-H

284 

[
担
]

ち
な
み
に
、
占
有
期
間
中
に
訴
え
が
提
起
さ
れ
た
場
合
に
は
、
|
|
使
用
取
得
の
場
合
と
は
異
な
り
|
|
時
効
の
進
行
は
中
断
さ
れ
た
お
2
R
E

a
E
5
5
5
n
叶
・

ω
ω
-
r
E
o
n
-
E
8
5
2
喜
H
5
5
5
n
8・
寸
)
。

[
お
]

[
お
]

。。乱立コ話。
a
g
g
E
-
AF-
-
H
N
(ω怠
〉

0
・)
・

。

&
2
M
1
E。t
a
g
g
H
AP-

ェEH(
串
N
品
〉
-
。
・)・

[
幻
]

。

-
N
ω
H・
H(問
ωH
〉
・
り
・)

[
お
]

。
寸
・

ω由
・
∞
・
由(日

N∞
・

mN由
〉

U
・)
・
〈
岡
戸
開
〉
印
刷
閉
F

U
均』
U
河

口

・
的

-N∞叶

冒

G引
渡
に
よ
る
譲
渡
の
第
二
の
問
題
点
(
前
述
例
末
尾
参
照
)
は
、
引
渡
の
適
法
原
因
の
要
否
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
「
け
っ
し
て
、

そ
れ
自
体
が
所
有
物
を
移
転

(可
自
民
20)
す
る
の
で
は
な
く
、
売
買
ま
た
は
そ
の
他
の
適
法
原
因

引
渡
の
適
法
原
因

P
E
g
s
E留
守
包
庄
o
E
M
)

た
ん
な
る
引
渡

(
E
E
可
包
笠
O
)

(
-
E
g
g
s加
)
が
こ
れ
に
先
行
し
、
そ
れ
に
続
い
て
引
渡
が
行
わ
れ
た
で
あ
ろ
う
場
合
に
の
み
、
所
有
物
は
移
転
す
る

可
百
回
同
時
三
)
」
と
さ
れ
て
い
る

t
こ
こ
で
は
、
引
渡
と
い
う
譲
渡
方
法
に
よ
っ
て
所
有
物
が
「
移
転
す
る
」
(
可
富
良
市
『
O
)

こ
と
が
明
示
的

の
存
在
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る

τ

(
門
戸

O
Eロ
吉
田

に
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
要
件
と
し
て
、
適
法
原
因

(
F
5
g
g
g陪
)

通
例
、
適
法
原
因
と
し
て
は
、
売
買
、
贈
与
、
消
費
貸
借
、
嫁
資
設
定
、
債
務
の
弁
済
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
そ
の
範
囲
は
な
ん
ら

閉
じ
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
法
務
官
お
よ
び
裁
判
宮
は
、
個
々
の
事
例
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
典
型
的
な
取
得
原
因
を
越
え
て
、
例
え

41一社E

ぱ
、
企
図
さ
れ
た
効
果
を
引
き
起
こ
す
た
め
に
物
を
与
え
る
、
目
的
の
た
め
の
付
与

(E
E
o
o
σ
Z
B
)
、
和
解
(
宮
n
g
g
)
に
基
づ
く



給
付
な
ど
を
も
適
法
原
因
と
し
て
承
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
、
と
み
ら
れ
て
い
る
古

こ
れ
ら
適
法
原
因
が
引
渡
に
よ
る
譲
渡
の
要
件
と
さ
れ
た
理
由
お
よ
び
そ
の
法
的
性
質
に
つ
い
て
は
、
と
く
に
こ
れ
ら
の
原
因
が
事
後

41一社E

的
に
欠
け
た
場
合
の
移
転
の
効
果
ゃ
、
原
因
が
存
在
し
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
あ
る
と
誤
信
し
て
引
き
渡
さ
れ
た
場
合
の
移
転
の
効
果
な

ど
を
め
ぐ
り
、
激
し
い
論
争
が
展
開
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
に
関
し
て
は
、
以
下
の
よ
う
な
諸
見
解
が
あ
る
。

(

α

)

ま
ず
、
引
渡
の
原
因
と
は
、
所
有
物
を
譲
渡
し
、
譲
り
受
け
る
と
い
う
両
当
事
者
の
意
図
な
い
し
意
思
を
立
証
す
る
た
め
の
外

部
的
事
ふ
夫
で
あ
り
、
第
二
次
的
な
重
要
性
を
も
つ
に
す
ぎ
な
か
っ
た
、
と
す
る
見
解
が
あ
る
古
そ
の
根
拠
は
、
引
渡
に
関
す
る
テ
ク
ス
ト

の
中
に
、

P
E
の
『
法
学
通
言
(
『

g
n
o
E
E
E巾
)
に
お
け
る
叙
述
と
し
て
、
「
引
渡
に
よ
っ
て
わ
れ
わ
れ
の
も
の
に
な
る
物
(
『

g)

は
、
万
民
法
の
下
で
わ
れ
わ
れ
に
よ
っ
て
取
得
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
と
言
う
の
は
、
自
己
の
物
を
他
人
に
移
転
す
る
意
図
を
も
っ
所
有
者

が
有
効
で
あ
る
こ
と
ほ
ど
自
然
的
衡
平
に
適
っ
た
こ
と
は
な
い
か
ら
で
あ
る
」
と
の
引
用
が
あ
り
、
こ

こ
で
は
引
渡
の
原
因

(ngg)
に
代
え
て
、
当
事
与
也
、
と
く
に
所
有
者
の
意
思
が
強
調
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る

τ

の
意
思
(
〈

o-sg凹色
O
B
E
)

こ
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
売
買
契
約
が
締
結
さ
れ
た
と
両
当
事
者
が
考
え
て
引
渡
を
し
た
な
ら
ば
、
実
際
に
は
売
買
契
約
の
締
結
を
妨
げ

る
事
情
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
譲
渡
人
の
所
有
物
は
譲
受
人
に
移
転
し
た
、
と
解
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
譲
渡
人
が
売
買
の
つ
も
り
で

物
を
引
き
渡
し
、
譲
受
人
が
そ
れ
を
贈
与
と
考
え
て
受
領
し
た
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
譲
渡
人
が
後
に
こ
の
誤
解
に
気
付
い
た
と
し

て
も
、
物
は
す
で
に
移
転
し
て
譲
受
人
の
所
有
物
と
な
っ
て
お
り
、
譲
渡
人
は
、
非
債
弁
済
に
基
づ
く
不
当
利
得
返
還
請
求
訴
権

(
g
E
5
5

百
門
戸
市
芸
F

)

に
よ
っ
て
賠
償
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
た
に
と
ど
ま
る
、
と
言
う
の
で
あ
る
。
そ
の
根
拠
と
し
て
、

つ
ぎ
の

Z
-
Eロ
5
の
テ

ク
ス
ト
が
引
用
さ
れ
る
。
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わ
れ
わ
れ
が
引
き
渡
さ
れ
た
客
体
に
関
し
て
た
し
か
に
合
意
は
す
る
が
、
し
か
し
原
因
に
つ
い
て
一
致
し
て
い
な
い
場
合
に
、
引

286 

渡
が
有
効
で
は
な
い
と
い
う
理
由
を
私
は
見
出
さ
な
い
。
例
え
ば
、
私
自
身
は
、
遺
言
に
基
づ
い
て
あ
な
た
に
土
地
を
引
き
渡
す
義

務
を
負
っ
て
い
る
と
考
え
、
そ
し
て
、
あ
な
た
は
、
問
答
契
約
に
基
づ
い
て
そ
れ
が
与
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
場
合
で
あ

る
。
と
言
う
の
は
、
私
が
あ
な
た
に
贈
与
と
し
て
貸
幣
を
引
き
渡
し
、
そ
し
て
、
あ
な
が
た
そ
れ
を
貸
金
と
し
て
受
領
す
る
場
合
で

去、‘ぇ、

わ
れ
わ
れ
が
与
え
る
こ
と
お
よ
び
受
領
す
る
こ
と
の
原
因
に
関
し
て
一
致
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
所
有
物

(
喝
さ
胃
互
釦
凹
)
を
あ
な
た
に
移
転
す
る
こ
と
の
障
害
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
喧

こ
の
テ
ク
ス
ト
は
、
引
渡
に
よ
る
所
有
物
の
移
転
の
た
め
に
は
両
当
事
与
告
が
抽
象
的
な
所
有
物
移
転
の
意
図
を
も
っ
て
い
れ
ば
十
分
で

あ
り
、
後
に
不
当
利
得
に
基
づ
く
返
還
請
求
訴
権
が
発
生
し
う
る
こ
と
は
別
と
し
て
、
と
も
か
く
も
所
有
物
自
体
は
移
転
し
た
こ
と
を
示

し
て
い
る
、
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
せ
か
く
し
て
、
引
渡
の
原
因
に
つ
い
て
、
譲
受
人
が
譲
渡
人
と
は
異
な
っ
た
理
解
を
し
て
い
た
|
|
い

わ
ゆ
る
誤
想
原
因
(
宮

E
5
2
5陪
)
ー
ー
と
い
う
場
合
で
も
問
題
は
な
か
っ
た
、
と
さ
れ
て
い
る

τ

ち
な
み
に
、
こ
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
使
用
取
得
の
原
因
は
、
引
渡
の
原
因
と
は
異
な
り
、
現
実
に
存
在
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

い
わ
ゆ
る
誤
想
原
因
で
は
不
十
分
で
あ
っ
た
、
と
さ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
使
用
取
得
は
目
的
物
が
売
主
の
所
有
物
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て

の
取
得
者
の
善
意

(
g
E
E
m帥
)
に
対
し
て
与
え
ら
れ
た
効
果
で
あ
り
、
善
意
と
い
う
取
得
者
側
の
事
情
の
み
に
よ
っ
て
所
有
物
の
取

得
を
生
じ
さ
せ
た
の
で
、
せ
め
て
取
得
の
原
因
そ
れ
自
体
は
現
実
に
存
在
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
、
と
言
う

の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
例
え
ば
、
遺
言
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
と
信
じ
て
占
有
し
た
物
を
使
用
取
得
す
る
た

41ーヰ土E

め
に
は
、
実
際
に
遺
贈
が
行
わ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
反
し
て
、
引
渡
に
よ
る
所
有
物
の
移
転
は
、
そ
の
よ
う
な
取



得
者
の
善
意
に
基
づ
く
効
果
で
は
な
い
こ
と
に
加
え
、
引
渡
の
原
因
は
、
あ
る
物
を
引
き
渡
し
受
領
す
る
と
い
う
両
当
事
与
告
の
意
図
を
立

41一社皿

証
す
る
手
段
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
前
述
の
よ
う
に
誤
想
原
因
で
も
十
分
で
あ
っ
た
、
と
言
う
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
引
渡
の
原
因
は

使
用
取
得
の
原
因
よ
り
も
立
証
が
容
易
で
あ
っ
た
、
と
み
ら
れ
て
い
る

τ

(P)
以
上
の
見
解
に
対
し
て
は
、
引
渡
の
原
因
は
や
は
り
有
効
な
原
因
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
た
ん
に
両
当
事
者
が
有
効
な
原
因
が

存
在
す
る
と
考
え
た
だ
け
で
は
十
分
で
は
な
か
っ
た
、
と
い
う
異
論
が
あ
る
。
こ
の
立
場
に
よ
れ
ば
、
ま
ず
、
先
の
見
解
(

α

)

が
依
拠

し
た
テ
ク
ス
ト
の
理
解
に
対
し
て
、
そ
れ
と
は
異
な
っ
た
解
釈
が
さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
、

E
E
S
5
b
-
t
H・
8
(前
述
注

6
該
当
引
用
文
参
照
)
に
関
し
て
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
土
地
が
譲
渡
人
に
よ
っ
て
遺
贈

と
し
て
引
き
渡
さ
れ
た
が
、
譲
受
人
は
問
答
契
約
の
履
行
と
し
て
受
領
し
た
、
と
い
う
第
一
ケ
l
ス
に
つ
い
て
は
、
先
の
見
解
(

α

)

は、

遺
贈
お
よ
び
問
答
契
約
の
双
方
ま
た
は
一
方
が
不
在
ま
た
は
無
効
の
場
合
で
も
、
所
有
物
を
移
転
す
る
と
い
う
両
当
事
者
の
意
図
は
共
通

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
引
渡
は
有
効
で
あ
る
、
と
み
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
解
釈
よ
り
は
、
譲
渡
人
が
問
答
契
約
に
よ
っ
て
そ

の
土
地
を
譲
受
人
に
与
え
る
約
束
を
し
、
さ
ら
に
こ
れ
を
遺
言
の
内
容
に
も
加
え
て
い
た
、
と
い
う
解
釈
の
方
が
現
実
的
で
あ
る
、
と
さ

れ
る
官
こ
の
場
合
に
は
、
問
答
契
約
と
遺
贈
と
い
う
双
方
の
原
因
が
存
在
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、

E
E
E
M
は
原
因
が
現
実
に
存
在
す
る

状
況
を
前
提
に
し
て
引
渡
に
よ
る
所
有
物
移
転
を
肯
定
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
は
引
渡
に
よ
る
所
有
物
移
転
の
無

因
性
を
認
め
た
も
の
で
は
な
い
官

つ
ぎ
に
、
譲
渡
人
が
贈
与
の
つ
も
り
で
金
銭
を
引
き
渡
し
た
が
、
譲
受
人
が
消
費
貸
借
の
つ
も
り
で
受
領
し
た
と
い
う
第
二
ケ
l
ス
が

問
題
に
な
る
。
こ
れ
に
関
し
て
は
、
先
の

Z
Z
S
5
の
法
文
に
対
す
る
ア
ン
チ
ノ
ミ
ー
と
し
て
、
後
々
、

一
九
世
紀
の
パ
ン
デ
ク
テ
ン
法

学
に
至
る
ま
で
長
い
解
釈
論
争
を
巻
き
起
こ
す
こ
と
に
な
っ
た
己
宣
告

5
の
テ
ク
ス
ト
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ー
ー

287 



私
が
あ
な
た
に
贈
与
と
し
て
貨
幣
を
与
え
た
が
、
あ
な
た
が
そ
れ
を
消
費
貸
借
と
し
て
受
領
す
る
場
合
、

E
F
S
5
は
贈
与
は
な

288 

い
と
書
い
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
消
費
貸
借
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
私
は
、
消
費
貸
借
で
は
な
く
、
む
し
ろ
金
銭
は
受
領
者
の
も

の
に
は
な
ら
な
い

(ロロロ

m
o
)

と
考
え
る
。
な
ぜ
な
ら
、
[
受
領
者
は
]

そ
れ
と
は
異
な
っ
た
期
待
(
口
立
包
O
)

に
よ
っ
て
受
領
し

た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
も
し
[
受
領
者
が
]

そ
れ
を
消
費
す
る
場
合
に
は
、

コ
ン
デ
ィ
ク
チ
オ

(円。ロ

en巴
O
)

に
よ
っ
て

[
返
還
を
]
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
は
悪
意
の
抗
弁
(
冊
目
岳
音
色
。

ε
に
よ
り
、
金
銭
は
授
与
者
の
意

思
に
従
っ
て
消
費
さ
れ
た
、
と
い
う
よ
う
に
対
抗
す
る
こ
と
が
で
き
る
哩

C
S
F
B
5
に
よ
る
こ
の
記
述
か
ら
間
接
的
に
窺
わ
れ
る
よ
う
に
、

E
-
8
5
は
第
二
ケ
l
ス
に
つ
い
て
消
費
貸
借
が
成
立
す
る
と
判

断
し
た
よ
う
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

-
z
z
g
E
は
、
金
銭
が
交
付
さ
れ
、
借
主
が
消
費
貸
借
と
し
て
受
領
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
消
費
貸
借
を

原
因
と
し
て
引
き
渡
さ
れ
た
の
で
は
な
い
場
合
で
も
消
費
貸
借
が
成
立
し
、
借
主
は
金
銭
の
所
有
者
に
な
る
と
い
う
こ
と
を
肯
定
し
た
こ

と
に
な
る
唱
で
は
、
こ
の
こ
と
は
、
所
有
物
を
移
転
し
、
受
領
す
る
と
い
う
両
当
事
者
の
抽
象
的
な
意
図
が
一
致
し
て
い
れ
ば
、
た
と
え

そ
の
原
因
に
つ
い
て
不
一
致
が
あ
っ
て
も
、
引
渡
に
よ
っ
て
所
有
物
が
移
転
を
す
る
こ
と
を

HE--S5
が
一
般
的
に
認
め
た
こ
と
を
意
味

す
る
で
あ
ろ
う
か
。

こ
こ
で

z
z
g
g
の
見
解
に
反
対
す
る
巴
吉
田
ロ

5
の
見
解
を
み
て
み
る
と
、
先
に
引
用
し
た
テ
ク
ス
ト
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、

C-な
8
5
は

Z
Z
S
5
の
第
二
ケ
l
ス
に
つ
い
て
、
消
費
貸
借
の
成
立
を
否
定
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、

E
Z
8
5
に
よ
れ
ば
、
消

費
貸
借
の
成
立
の
た
め
に
は
目
的
物
の
交
付
と
交
付
原
因
に
つ
い
て
の
両
当
事
者
の
意
図
の
合
致
が
必
要
で
あ
る
と
み
ら
れ
て
い
た
こ
と

に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
唱
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で
は
、
こ
の
ケ

1
ス
に
お
い
て

C
宣
告
5
は
、
所
有
物
の
移
転
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
と
言
う
の
も
、

41一社E

c
e
-
B
E
m
は
、
消
費
貸
借
は
存
在
し
な
い
と
し
な
が
ら
、
譲
渡
人
に
所
有
物
返
還
請
求
訴
権
を
与
え
る
の
で
は
な
く
、
不
当
利
得
返
還

講
求
訴
権
を
指
示
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
先
の
見
解
(

a

)

が
解
釈
す
る
よ
う
に
、

C
-
立
E
5
が
所
有
物
移
転
を
認
め
た
こ
と
を

示
す
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
(

a

)

の
見
解
に
反
対
す
る
立
場
に
よ
れ
ば
、

c宣
言
5
は
所
有
物
移
転
を
認
め
た
の

で
は
な
く
、
「
も
し
[
受
領
者
が
]
そ
れ
[
金
銭
]
を
消
費
す
る
場
合
に
は
」
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
窺
わ
れ
る
よ
う
に
、
所
有
物
返

還
請
求
訴
権
に
よ
っ
て
返
還
さ
れ
る
べ
き
目
的
物
(
金
銭
)
が
消
費
さ
れ
た
結
果
、
こ
の
訴
権
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、

そ
の
代
替
手
段
と
し
て
、
受
領
者
に
不
当
利
得
返
還
義
務
を
課
し
た
も
の
と
も
解
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
う
で
あ
る
か
ら
こ
そ

g空
白
5
は
、
受
領
者
が
返
還
義
務
を
免
れ
る
根
拠
と
し
て
、
所
有
物
の
移
転
で
は
な
く
て
、
悪
意
の
抗
弁
に
よ
る
返
還
義
務
の
免
除

を
主
張
し
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
官

(
Y
)

こ
こ
で
私
見
を
整
理
し
て
お
こ
う
。
ま
ず
、

z
z
g
E
と

C
宣
告
5
の
見
解
の
相
違
を
み
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
消
費
貸
借
の

成
立
と
い
う
限
定
さ
れ
た
場
面
に
お
い
て
、
し
か
も
消
費
貸
借
を
成
立
さ
せ
う
る
原
因
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
か
と
い
う
点
に
関
し
て
で

あ
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
両
者
の
見
解
は
た
し
か
に
異
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
引
渡
に
よ
っ
て
所
有
物
が
移
転
す
る
た
め
に
は
何

ら
か
の
「
適
法
原
因
」
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
自
体
に
つ
い
て
は
、
両
者
の
見
解
は
一
致
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
「
適
法
原
因
」
と
し
て
は
、
有
効
な
債
務
を
成
立
さ
せ
る
よ
う
な
贈
与
や
消
費
貸
借
は
存
在
し
な
く
と
も
、
贈
与
行
為
、

消
費
貸
借
と
し
て
の
受
領
行
為
な
ど
が
あ
り
、
し
か
も
引
渡
(
同
zaEO)
の
原
因

(ngg)
と
し
て
は
そ
れ
で
も
「
適
法
」
(
百
帥
吉
明
)

と
解
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
所
有
物
移
転
が
認
め
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
は
け
っ
し
て
、
た
ん
な
る
抽
象
的
な
所
有
物

移
転
の
意
思
に
よ
る
物
の
移
転
を
認
め
た
も
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
適
法
な
原
因
行
為
を
必
要
と
し
て
い
る
点
で
、
依
然
と
し
て
い
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わ
ば
有
国
主
義
の
枠
内
に
あ
っ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
し
て
、
か
か
る
適
法
原
因
の
解
釈
は
、

ロ
ー
マ
的
所
有
概
念
と
も
一
致

2ω 

し
た
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
有
効
な
契
約
に
基
づ
く
権
利
移
転
の
唯
一
で
完
全
な
連
鎖
の
世
界
を
構
築
し
て
い
な
か
っ
た
ロ

l
マ
法
で
は
、

物
支
配
の
現
実
的
移
転
が
存
在
し
、
か
っ
、
物
の
移
転
を
引
き
起
こ
し
た
当
事
者
の
行
為
に
、
か
か
る
移
転
を
否
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

サ
ン
ク
シ
ョ
ン
を
加
え
る
に
値
す
る
よ
う
な
非
難
す
べ
き
欠
陥
が
な
け
れ
ば
、
物
の
移
転
が
認
め
ら
れ
、
こ
う
し
て
獲
得
さ
れ
た
新
た
な

物
支
配
は
、
ま
さ
に
ロ

l
マ
法
的
所
有
以
外
の
何
物
で
も
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

つ
ぎ
に
、
先
の
見
解
(

α

)

が
立
脚
す
る
古
典
期
の
法
律
家
た
ち
の
叙
述
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
み
る
と
、
所
有
者
の
意
思
な
い
し
意

図
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
た
テ
ク
ス
ト
が
、
必
ず
し
も
引
渡
の
原
因
を
指
し
て
い
る
の
で
は
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
例
え
ば
、

。包

5
の
『
法
学
通
論
』
で
述
べ
ら
れ
た
「
所
有
者
の
意
思
」

(g-sg白
色

O
E
E
)
に
よ
る
移
転
(
円
門
知
合
・
H
-

匂・

ω)
と
は
、
①
「
所

有
者
の
意
思
」
に
従
っ
て
行
為
す
る
者
l

|
例
え
ば
、
所
有
者
の
支
配
に
服
す
る
子
、
奴
隷
な
ど
ー
ー
に
よ
る
引
渡
で
も
十
分
で
あ
る
こ

と
、
お
よ
び
②
譲
受
人
に
賃
貸
中
の
物
の
引
渡
は
、
所
有
者
の
「
た
ん
な
る
意
思
」
(
ロ
ロ

e
g
-
E
S帥
)
に
よ
っ
て
可
能
で
あ
る
こ
と
(
前

述
川
注
5
お
よ
び
該
当
本
文
参
照
)
を
意
味
し
て
お
り
、
引
渡
の
原
因
と
は
別
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
官

こ
う
し
て
み
る
と
、
引
渡
の
原
因
を
、
所
有
物
を
移
転
し
受
領
す
る
と
い
う
両
当
事
者
の
意
図
を
証
拠
づ
け
る
手
段
と
し
て
理
解
す
る

と
い
っ
た
観
念
は
、
古
典
期
の
法
律
家
の
見
解
に
は
直
接
的
に
は
見
出
さ
れ
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
の
み
な
ら
ず
、
古
典
期
後
、
と
く
に

-
5
E
E
E
M
の
時
代
に
お
い
て
も
、
所
有
物
移
転
に
関
す
る
「
所
有
者
の
意
思
」
に
言
及
さ
れ
た
テ
ク
ス
ト

(
H
3
a
N
・
H
・
8
R
)
lま

今
述
べ
た
の
包

5
の
『
法
学
通
弘
F
の
叙
述
(
え
・

N
V
・
企
-

H

・匂・

ω)
に
全
面
的
に
従
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
古
典
期
後
に
お

い
て
も
、
引
渡
の
原
因
の
核
心
を
所
有
物
の
移
転
な
い
し
受
領
に
関
す
る
両
当
事
者
の
抽
象
的
な
意
図
と
み
る
よ
う
な
理
解
は
、
ま
だ
存

在
し
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
屯
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私
見
と
し
て
も
、

ロ
ー
マ
法
に
お
け
る
引
渡
に
よ
る
所
有
物
の
移
転
は
、
当
事
者
双
方
が
現
実
に
も
っ
て
い
た
主
観
的
な
意
図
に
対
し

41一社四

て
与
え
ら
れ
た
効
果
と
言
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
一
定
の
適
法
原
因
に
基
づ
く
引
渡
と
い
う
客
観
的
な
行
為
な
い
し
は
事
金
穴
そ
の
も
の
で
あ

り
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
を
生
じ
さ
せ
た
原
因
と
な
る
事
実
で
あ
っ
て
、
当
事
者
の
現
実
の
意
図
な
い
し
意
思

は
法
の
平
面
に
は
ま
だ
明
確
に
現
れ
て
い
な
か
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、

(p)
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
引
渡
の
原
因
は
使
用
取
得
の
原
因
(
前
述
例
(

α

)

参
照
)
と
関
連
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。
そ
の
根
拠
は
、
引
渡
の
原
因
に
関
す
る
原
典
の
テ
ク
ス
ト
が
非
常
に
少
な
い
の
に
比
べ
、
使
用
取
得
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
た
箇
所

が
際
立
っ
て
多
い
こ
と
、
引
渡
の
原
因
を
扱
っ
て
い
る
テ
ク
ス
ト
(
と
く
に
、
先
に
引
用
し
た
ロ

t
-
H・
8
お
よ
び

b
・
5
H・
5
胃
・
)

に
し
て
も
、
あ
ま
り
一
般
的
で
も
現
実
的
で
も
な
い
ケ
l
ス
を
扱
っ
て
お
り
、
よ
り
典
型
的
な
売
買
な
ど
に
つ
い
て
は
論
じ
ら
れ
て
い
な

い
こ
と
、
引
渡
の
有
効
な
原
因
が
存
在
し
な
い
場
合
に
譲
渡
人
の
所
有
物
が
譲
受
人
に
移
転
す
る
か
ど
う
か
に
関
す
る
最
も
重
要
な
問
題
、

す
な
わ
ち
、
譲
受
人
か
ら
取
得
し
た
第
三
者
と
譲
渡
人
と
の
優
劣
関
係
な
ら
び
に
第
三
者
の
保
護
手
段
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
た
箇
所
が
原

典
に
は
な
い
こ
と
、
な
ど
で
あ
る
唱
か
く
し
て
、
こ
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
引
渡
の
原
因
と
使
用
取
得
の
原
因
と
は
同
一
で
あ
っ
た
、
と
の

結
論
が
導
か
れ
て
い
る
喝
]

こ
の
見
解
は
、
引
渡
の
原
因
に
関
す
る
テ
ク
ス
ト
に
比
べ
て
使
用
取
得
の
原
因
に
関
す
る
テ
ク
ス
ト
が
ず
っ
と
多
い
の
は
、
前
者
が
あ

ま
り
問
題
に
な
ら
な
か
っ
た
の
に
対
し
て
後
者
が
し
ば
し
ば
問
題
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
そ
の
理
由
は
、
後
者
が
譲
受
人
の
所
有
権
の

証
明
手
段
と
し
て
重
要
性
を
も
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
、
と
の
認
識
に
立
脚
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
目
的
物
に
対
す
る
譲
受
人
の
所
有

権
が
争
わ
れ
た
場
合
、
ま
た
譲
受
人
が
そ
の
目
的
物
を
第
三
者
か
ら
回
復
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
、
譲
受
人
が
そ
の
所
有
権
を
立
証
す
る

た
め
に
は
、
そ
の
目
的
物
が
前
主
か
ら
適
法
原
因
に
基
づ
く
引
渡
に
よ
っ
て
移
転
し
、
し
か
も
そ
の
前
主
が
所
有
者
で
あ
っ
た
こ
と
を
最

291 



初
の
原
始
取
得
者
(
あ
る
い
は
使
用
取
得
者
)
に
ま
で
遡
っ
て
証
明
す
る
か
、
ま
た
は
使
用
取
得
と
い
う
独
立
の
原
因
に
よ
っ
て
取
得
し

292 

世
の
法
学
者
に
よ
っ
て
「
悪
魔
の
証
明
」
(
胃

o
Z
E
e与
o-お
釦
)

た
こ
と
を
立
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
前
者
の
証
明
に
お
け
る
前
主
の
所
有
権
の
立
証
は
、
|
|
中

と
呼
ば
れ
た
ほ
ど
|
|
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
宮
所
有
権
の
立
証

に
際
し
て
は
、
使
用
取
得
と
そ
の
原
因
が
実
務
上
ず
っ
と
重
要
に
な
っ
た
と
み
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
も
、
使
用
取
得
の
期
間
は
、
古
典
期
に
お
い
て
は
、
動
産
で
は
一
年
、
不
動
産
で
は
二
年
で
あ
り
、
ま
た
使
用
取
得
期
間
経
過
前

で
も
、
使
用
取
得
の
そ
の
他
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
占
有
者
は
、
プ
ブ
リ
キ
ウ
ス
の
訴
権

Zagre--nzg)
に
よ
っ
て
物
の
回

[
担
]

復
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
な
ど
も
、
使
用
取
得
の
実
際
上
の
機
能
を
高
め
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
て
使
用
取
得
は
、
非

所
有
者
か
ら
の
取
得
の
場
合
の
み
な
ら
ず
、
所
有
者
か
ら
取
得
し
た
が
所
有
権
の
証
明
が
必
要
な
と
き
に
、
実
際
上
の
便
宜
的
手
段
と
し

て
用
い
ら
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。

ま
た
、

ロ
ー
マ
法
に
お
い
て
は
、
裁
判
官
は
所
有
権
に
基
づ
く
返
還
請
求
に
際
し
て
、
原
告
が
そ
の
所
有
物
で
あ
る
と
主
張
す
る
物
が

た
と
え
盗
品
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
被
告
よ
り
も
原
告
が
優
先
す
る
権
限
を
も
つ
な
ら
ば
、
真
の
所
有
者
を
は
じ
め
原
告
よ
り
も
優
先
す

る
権
限
を
も
っ
者
か
ら
の
追
及
可
能
性
を
残
し
た
ま
ま
、
原
告
が
ひ
と
ま
ず
所
有
者
で
あ
る
と
確
認
す
る
こ
と
で
事
足
り
た
で
あ
ろ
う
、

【
副
]

と
み
ら
れ
て
い
る
α

そ
の
か
ぎ
り
で
、
ロ
ー
マ
法
は
依
然
と
し
て
、
原
告
と
被
告
の
う
ち
ど
ち
ら
が
よ
り
よ
い
権
限
を
も
つ
か
を
相
対
的

に
判
断
し
た
法
律
訴
訟
手
続
吉
岡
昨
日
虫
色
O
)

に
お
け
る
の
と
基
本
的
に
は
同
じ
状
況
下
に
あ
っ
た
と
解
さ
れ
て
い
る
唱
そ
し
て
、
そ
の

よ
う
な
相
対
的
所
有
秩
序
の
下
で
は
、
絶
対
的
所
有
権
を
基
礎
付
け
う
る
唯
一
の
手
段
と
し
て
、
使
用
取
得
が
き
わ
め
て
重
要
な
機
能
を

私
見
と
し
て
は
、
引
渡
の
原
因
と
使
用
取
得
の
原
因
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
結
論
的
に
は

(β
・
)

[
盟
]

の
見
解
に
与
し
た
い
。
し
か
し
な

41-'社E

担
っ
て
い
た
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。



が
ら
、
使
用
取
得
の
存
在
意
義
を
相
対
的
所
有
秩
序
の
補
完
機
能
に
お
い
て
、
ま
た
は
困
難
な
所
有
権
証
明
の
回
避
手
段
と
し
て
理
解
す

る
点
に
つ
い
て
は
、

(F)
の
見
解
に
も
賛
成
で
き
な
い
。
そ
の
理
由
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
一
に
、

ロ
ー
マ
法
の
所
有
秩
序
を
相
対
的
所
有
秩
序
と
し
て
特
徴
付
け
る
こ
と
自
体
、
絶
対
的
所
有
権
と
い
う
近
代
的
な
権
利
観
念

の
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
し
た
ロ

l
マ
法
理
解
に
基
づ
い
て
お
り
、

ロ
ー
マ
法
で
は
適
法
原
因
に
基
づ
く
引
渡
に
よ
っ
て
生
じ
た
占
有
状
態
が

一
定
期
間
継
続
す
る
こ
と
自
体
、

ロ
ー
マ
法
的
な
所
有
を
正
当
化
す
る
完
結
し
た
事
主
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
第
二
に
、

ロ
ー
マ
法
に
お
け
る
使
用
取
得
は
、
非
権
利
者
か
ら
の
取
得
の
制
度
で
も
、
原
始
取
得
者
に
ま
で
遡
る
前
主

た
ち
の
所
有
権
の
有
無
を
問
わ
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
所
有
権
証
明
を
免
除
す
る
制
度
で
も
な
か
っ
た
、
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ

れ
は
、
第
一
次
的
に
は
、
適
法
原
因
に
基
づ
く
引
渡
に
よ
っ
て
原
則
と
し
て
生
じ
て
い
る
所
有
物
移
転
に
対
し
て
、
窃
盗
、
強
盗
、
横
領

な
ど
を
行
な
っ
た
譲
渡
人
自
身
に
よ
る
そ
う
し
た
盗
品
な
ど
の
譲
渡
行
為
の
悪
性
に
対
す
る
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、
か
よ
う
な
場
合
に

は
た
と
え
引
渡
が
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
所
有
物
移
転
を
認
め
な
い
と
い
う
例
外
を
つ
く
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
第
三
に
、
以
上
の
よ
う
な
ロ

l
マ
法
的
所
有
秩
序
な
い
し
所
有
観
念
の
下
に
お
い
て
は
、
使
用
取
得
の
機
能
は
、
し
い
て
一
言

え
ば
適
法
原
因
に
基
づ
く
引
渡
に
よ
る
所
有
物
移
転
効
果
の
補
完
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
う
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
引
渡
の
適
法
原
因

と
使
用
取
得
の
適
法
原
因
が
一
致
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
む
し
ろ
当
然
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
引
渡
の
原
因
は
、
こ
れ
を
明
示
的
に
要
求
す
る
テ
ク
ス
ト
が
あ
る
も
の
の
、
使
用
取
得
の
原
因
と
の
機
能
的
な
関
係
に

よ
り
、
そ
れ
自
体
と
し
て
は
あ
ま
り
問
題
に
な
ら
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
で
あ
ろ
う
か
、
引
渡
の
原
因
を
一
定
の
仕
方

で
抽
象
的
に
定
義
づ
け
た
テ
ク
ス
ト
は
存
在
し
な
い
。
そ
こ
で
、
こ
れ
を
あ
え
て
整
理
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
個
々
の
契
約
や
処
分
行
為
ご

と
に
個
別
的
に
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
①
贈
与
、
嫁
資
設
定
な
ど
の
現
実
行
為
に
お
い
て
は
、
引
渡
の
原
因

41ーヰ土E293 



は
事
実
上
の
交
付
の
時
点
に
お
け
る
譲
渡
の
法
的
目
的
に
関
す
る
合
意
、
つ
ま
り
贈
与
原
因
な
い
し
嫁
資
の
原
因
の
中
に
存
在
し
た
、
と

さ
れ
る
宅
②
売
買
に
お
い
て
は
、
有
効
な
売
買
契
約
そ
れ
自
体
の
中
に
存
在
し
た

294 

(え
・
3
z
-
5
b・
2
・
h
p

・
N

匂『
・
一・
0
・
色
・
ω
-

h
p

∞)。

③
消
費
貸
借
に
つ
い
て
は
、
引
渡
の
原
因
は
貸
主
に
よ
る
物
の
交
付
と
借
主
に
よ
る
貸
借
の
意
図
で
あ
る
、
と
す
る
見
解
が
あ
っ
た

(
H
E
-
-
8
5
b
企
-H-ω
白
)
。
④
ま
た
、
問
答
契
約
お
よ
び
遺
贈
に
基
づ
く
債
務
の
履
行
に
際
し
て
は
、
引
渡
の
原
因
は
、
債
務
を
根
拠

づ
け
る
問
答
契
約
ま
た
は
遺
贈
の
中
に
で
は
な
く
、
給
付
に
よ
っ
て
債
務
か
ら
解
放
さ
れ
る
と
い
う
給
付
の
性
格
に
関
す
る
合
意
、

=掴
]

り
弁
済
原
因
の
中
に
存
在
し
た
、
と
さ
れ
て
い
る
。

つま
A
F

ロ
ー
マ
法
に
お
け
る
引
渡
の
原
因
は
、
必
ず
し
も
今
日
の
債
権
契
約
の
よ
う
な
原
因
行
為
で
あ
る
と
は
限
ら
な
か
っ
た

と
み
ら
れ
て
い
る
を
そ
の
際
、
引
渡
の
原
因
の
意
味
に
関
し
て
は
、

②
と
④
と
の
間
に
と
く
に
大
き
な
相
違
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
②
に

こ
の
よ
、
つ
に
、

こお
れい
にて
反は

主例
、え

④問

主璽
い...L.
f と

ほ主
例 z
ぇ g
I! (l) 
、旨
て3

た g
ん 2

誤 iE
富子
高喜
答同

著書
暴衰
ヲカ3

舎Z
Zを
42 
4 た
E 今き
さ日
れい
ヲの
'.泊予

35 
2季
る

前

者
に
と
っ
て
は
原
因
の
全
体
が
本
質
的
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
後
者
に
と
っ
て
は
引
渡
と
直
接
に
結
び
つ
け
ら
れ
た
履
行
の
合
意
が
本

質
的
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
前
者
は
有
国
的
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
後
者
は
無
図
的
で
あ
っ
た
、
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
唱

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
相
違
の
根
拠
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
行
為
の
歴
史
的
沿
革
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
古
典
期
の
法
の
売
買

契
約
は
、
義
務
づ
け
行
為
と
履
行
行
為
と
を
区
別
し
な
い
一
体
的
な
現
金
行
為
と
し
て
の
古
い
売
買
形
態
の
名
残
り
か
ら
ま
だ
完
全
に
は

解
放
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
屯
こ
れ
に
反
し
て
、
給
付
物
の
取
得
原
因
と
し
て
の
弁
済

(
g
z
t
o
)
は
、
方
式
に
則
っ
た
荘
厳
な
義
務
づ
け

行
為
に
よ
る
債
務
者
の
拘
束
状
態
を
解
消
す
る
た
め
の
、
特
別
の
解
放
な
い
し
購
い
の
行
為
(
印
O
E
C
O
)

に
由
来
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
弁

41一社E

済
は
、
そ
れ
に
先
行
す
る
義
務
づ
け
行
為
に
対
し
て
か
な
り
の
独
立
性
を
与
え
ら
れ
た
行
為
で
あ
り
、
そ
れ
自
体
が
物
の
取
得
原
因
と
み



[
出
]

な
さ
れ
た
、
と
言
う
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
②
と
④
の
相
違
は
使
用
取
得
に
関
し
て
ま
っ
た
く
同
様
に
生
じ
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
喧

そ
し
て
、
使
用
取
得
の
原
因
を
基
礎
に
し
て
引
渡
の
原
因
を
理
解
す
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
相
違
の
根
拠
に
つ
い
て
も
、
ま
ず
は
使
用
取
得

に
関
す
る
論
争
状
況
が
考
慮
に
入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
唱

以
上
の
考
察
を
ま
と
め
る
と
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、

ロ
ー
マ
法
で
は
、
物
の
引
渡
お
よ
び
受
領
に
関
す
る
両
当
事
者
の
意

図
の
合
致
が
あ
れ
ば
有
効
な
原
因
が
存
在
し
な
く
と
も
物
が
移
転
す
る
と
い
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
無
因
性
を
認
め
た
テ
ク
ス
ト
は
存
在
せ
ず
、

つ
ね
に
何
ら
か
の
原
因
が
意
識
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
理
由
は
、
物
の
引
渡
お
よ
び
受
領
に
よ
る
譲
渡
に
際
し
て
は
、
物
自
体
の
即
物
的
な

移
転
が
核
心
的
な
意
味
を
も
っ
た
結
果
、
所
有
物
移
転
と
し
て
の
物
の
移
動
と
そ
う
で
は
な
い
物
移
動
と
を
区
別
す
る
た
め
に
は
、
譲
渡

行
為
自
体
が
適
法
か
つ
有
効
か
、
と
い
う
こ
と
が
自
然
と
注
目
さ
れ
る
に
至
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
は
、
引
渡

【担】

に
よ
る
所
有
物
の
移
転
は
有
図
的
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
よ
か
ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
他
方
、
引
渡
の
原
因
は
、
使
用
取
得
と
の
関
係
で
実
務
上
は
あ
ま
り
問
題
に
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
点
に
も
留
意
し

[
釘
]

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
結
果
、
引
渡
の
有
効
な
原
因
が
欠
け
て
い
る
場
合
に
、
物
の
移
転
の
効
果
が
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
た
か
と
い

う
点
は
、
以
上
に
検
討
し
た
テ
ク
ス
ト
に
お
い
て
は
依
然
と
し
て
暖
昧
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
点
を
よ
り
明
確
に
す
る
た
め
に
は
、
引

渡
の
有
効
な
原
因
が
欠
け
た
場
合
の
効
果
を
個
別
具
体
的
に
確
認
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
時
]

[1] 
同
》
匡
同

-gb-
企
-

H

・
2
・
官
な
お
、
こ
の
テ
ク
ス
ト
に
お
い
て
、
適
法
原
因
が
寸
先
行
し
:
:
:
た
で
あ
ろ
う
」

8
5
2
8
8ユ
円
)
と
い
う
部
分
は
、

元
来
は
、
適
法
原
因
が
「
生
じ
て
い
た
で
あ
ろ
う
」

(唱
8
2
8
R存
)

で
あ
り
、
そ
れ
が
後
に
誤
っ
て
伝
え
ら
れ
た
と
の
指
摘
も
あ
る

(rs
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[2] 冨
5
5
F・
富
2
Z
B
n
F
R
F
E
Oニ
ロ
品
。
『

C
Zユ
正
常
ロ
国
間
宏
司
ロ
宥

5
5・
お
[
勾

3
・]
包
[
目
白

8]
的・

Nω
ご

・)。

こ
の
テ
ク
ス
ト
の
ほ
か
に
、
引
渡
に
際
し
て
適
法
原
因
な
い
し
原
因
を
要
求
す
る
も
の
と
し
て
、

C
S
同

-
N
O
(
前
述
例
参
照
)
一

E
M
g
g
b

企
-
H・
8
(後
述
)
一
日
立

g
s
b・
-NeH・
H∞司『・

(後
述
)
-
P
H
N
印
・
5
宣
言
帆
両
立
H
3
F
5・
叶
な
ど
が
あ
る
。

[3] 
前
掲
の
テ
ク
ス
ト
の
ほ
か
、
宮
崎
作

N-
H-
企
一
c
n
k
国・

2
一
の
包

g
b
A広
一
戸
叩
・
ω
な
ど
が
あ
る
(
〈
伺
戸
・
国
内
〉

mHWMpb知
、
河
戸
的
・
企
由
同
・
一

国

O
Z
印刷
F
F
H
V向〉
J

「何回
N
S

冨
〉
F吋
H
∞開
F凶・』
S
-
m
H印∞)
。

[4] 
斗岡山門)認〉
m-
同-均
F
H
Y
5
0一
回
C
の
宮
、
〉
Z
0
・同
-h4He-YNN∞・
こ
れ
は
、
と
く
に
イ
ギ
リ
ス
の
ロ

l
マ
法
学
者
の
伝
統
的
な
見
解
で
あ
る
。

。包

g
b・
企
-
H-
u・
ω
(な
お
、
宮
崎
持

N-H・
8
も
同
旨
)
・
こ
こ
で
は
、
同
一
の
著
者
(
の
包
伝
)
が
、
引
渡
に
よ
る
物
の
移
転
の
要
件
と
し
て
、

『
法
学
提
ぎ
で
は
原
因
を
要
求
し
て
い
な
が
ら
、

(E-
目
N
O
H
前
述
例
注
6
該
当
本
文
参
照
)
、
『
法
学
通
嘗
で
は
所
有
者
の
意
思
を
問
題
に

し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
て
、
。
曲
M
E
帥
は
原
因
H
所
有
者
の
意
思
、
と
解
釈
し
た
、
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。
図
。
Z
印刷
F
F
H
Z〉
吋
切
河
'
玄
〉
Fd「
H

∞
盟
、
回
・
河
勾
・
∞

-H
g
同・も
、
こ
の
『
法
学
通
論
』
の
テ
ク
ス
ト
が
古
典
期
の
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
す
で
に
二
世
紀
に
お
い
て
、
引
渡
に
よ
る
議
渡

[5] の
た
め
に
は
原
因
の
代
わ
り
に
譲
渡
意
思
が
要
件
と
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
、
こ
の
要
件
は
古
典
期
後
に
も
承
継
さ
れ

(
h
s
a
N-
H・
8
)
、
つ
い
に
、

売
買
代
金
支
払
前
で
も
当
事
者
の
意
思
の
み
に
よ
っ
て
所
有
物
が
移
転
す
る
と
い
う
構
成

(
U
5
z
E
E師
。
串
・

8
・
u

Z
定
〉
・

0
・]
)
を
導
い
た

も
の
と
み
て
い
る
。

こ
れ
に
反
し
て
、
古
典
期
に
つ
い
て
は
『
法
学
提
要
』
の
方
を
重
視
し
て
、
引
渡
に
よ
る
物
の
移
転
に
は
原
因
が
必
要
で
あ
っ
た
が
、
同
医
師
巴
・

国
-
g
g
の
時
代
に
お
い
て
は
営
免

N-
-
S
(寸
引
渡
に
よ
っ
て
も
ま
た
、
自
然
法
に
従
い
、
物
が
わ
れ
わ
れ
に
取
得
さ
れ
る
。
と
言
う
の
は
、
自

分
の
物
を
他
人
に
移
転
し
よ
う
と
い
う
所
有
者
の
意
思

[g-ES目
e
E
E
]
が
有
効
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
る
ほ
ど
自
然
的
衡
平
に
合
致
す
る
こ
と

は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
:
:
:
」
)
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
も
は
や
原
因
は
要
求
さ
れ
ず
、
所
有
者
の
抽
象
的
な
譲
渡
意
思
で
足
り
た
、
と
い
う
折
衷
的
な

理
解
を
す
る
も
の
も
多
い

(氏
・
0
・
き
の
∞

EJ「
・
ぎ
ニ
ロ
日
g
のき目白

2
2
2
gミ
同
O
司
吋

EEC-回
河
口
密
曲
目

E
唱
こ
sshミ円リ
s
g言
3

同

3
s
t
h
g
g
E
E
E
S
S
-
H
ω
町
内
)
。
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[6] 
Z
2
8
5
N
M
企

H・
8
な
お
、
あ
る
者
が
貸
与
の
つ
も
り
で
与
え
た
物
が
、
贈
与
の
つ
も
り
で
受
領
さ
れ
た
場
合
に
は
、
貸
与
で
あ
れ
ば
所
有

物
の
移
転
は
意
図
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
物
は
移
転
せ
ず
、
所
有
物
に
基
づ
く
返
還
請
求
訴
権
(
『
包
ぐ
広
島

g
z
o)
が
認
め
ら
れ
た
、
と
解
さ
れ
て
い

{7] る
(
叶
問
。
窓
〉
∞
・
同
ヨ
』
同
HJ
司

-
H
8
・ロ
D
S
A
F
S
。

か
か
る

E
F
S
E
の
意
見
は
、
古
典
期
の
法
学
者
の
中
で
も
最
も
進
歩
的
で
あ
り
、
物
権
的
合
意
の
承
認
に
接
近
し
て
い
る
、
と
ま
で
-評
価
す
る

[8] 見
解
も
あ
る
(
因
。

z∞何回、
F
H冨
〉
吋
何
回
ヤ
窓
〉
戸
吋

H
印刷目、切
・
勾
LR

∞
-HE)
。
ち
な
み
に
、

z
z
g
g
は
、
他
人
物
売
買
に
関
し
て
は
、
買
主
か
ら
の
追

奪
前
で
あ
っ
て
も
売
主
の
担
保
責
任
を
恕
め
た
と
さ
れ
て
い
る
(
氏
・
〉
骨
片

2
5
h
v・
g
-
H・
8
・
H)
。

こ
の
ほ
か
、
原
因
と
な
る
取
引
が
無
効
ま
た
は
不
存
在
の
場
合
、
さ
ら
に
は
、
そ
れ
が
違
法
な
目
的
の
た
め
に
行
わ
れ
た
場
合
で
す
ら
、
所
有
物

を
移
転
す
る
意
図
(
宮
窓
国
民

O)
が
あ
り
、
移
転
行
為
自
体
が
禁
止
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
(
円
同
・
5
三
g
g
b
立

戸

ω・
5
)、
所
有
物
移
転
が
認
め

ら
れ
た
、
と
の
見
解
も
あ
る
(
切
C
の
雷
、〉
Z
0
・同
1

』4he
唱
-NN∞
-
g
g
p
n同-
b
H
N-
m
唱
虫
色
白
)
。

[9] 
、H48冨
〉
∞
-
同-mp-u・
H
g
g円四国
O
Z
S
一
回
O
Z
印刷

F
F
H冨
〉
吋
何
回
ヤ
髭
〉
F
4
H的関問、回・何月
γ
m-
H
S-

遺一
一百
か
ら
生
じ
る
債
務
と
問
答
契
約
と
の
結
合
に
関
し
て
は
、

E
z
-
g
匂
・
企・

ω・
Hm-
ω参
照
。
ち
な
み
に
、
問
答
契
約
が
さ
れ
て
い
れ
ば
、
た

〔

ω]と
え
遺
贈
が
無
効
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
受
領
者
は
使
用
取
得
し
え
た
(
え

-
F『目白岡市巴
8
5
P
企
・
ω・
怠
一
E
巳
g
b
-
企
・
ω・
お
)
。
な
お
、

前
述
例
注
日
参
照
。

[
日
]

moVFロ
悶
〈
〉

zm
，3
z
g
g品
。
。
。
容

3
0
.
玄
の
の
。
包
畠
〉
《
リ
相
内

.
Z
M
E
n富
田
白
神
『
包
笠

S
B
.
E・
盟
問
国
内
的

(
邑
・)
・
~
〈
偽
号
、
寄
託
高
町
田

3
2・
EM-

HOωa'HOAF-

[ロ]
c
e
-
g
g
b
H
N・
F
H∞
旬
『
・
さ
ら
に
、

H
H
H
N
m
宮
8
5
参
照
。
な
お
、
か
か
る

E
F
8
5
お
よ
び

g
立
B
5
の
法
文
の
解
釈
を
め
ぐ
る
一

九
世
紀
パ
ン
デ
ク
テ
ン
法
学
に
お
け
る
論
争
状
況
に
つ
い
て
は
、
海
老
原
明
夫
「
一
九
世
紀
ド
イ
ツ
普
通
法
学
の
物
権
移
転
理
論
」
『
法
学
協
会
雑
誌
』

[
日
]
一
O
六
巻
一
号
(
一
九
八
九
年
)
二
人
頁
以
下
参
照
。

も
っ
と
も
、
後
に
、
司
・。
・
5
国
的
曲
三
官
『
は
、
こ
れ
と
は
異
な
り
、

E
-
8
5
も
消
費
貸
借
を
否
定
し
た
と
解
釈
し
た
こ
と
に
つ
き
、
海
老
原
・
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前
掲
論
文
三
七
頁
以
下
参
照
。

298 

[H] 
す
な
わ
ち
、
金
銭
の
受
領
者
は
、
こ
れ
を
引
き
渡
す
者
の
考
え
と
「
異
な
っ
た
判
断
を
も
っ
て
受
領
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
を
受
領
す
る
当

事
者
の
財
産
に
は
な
ら
な
い
」
、
と
す
る
の
で
あ
る
。

[
お
]

悪
意
の
抗
弁
を
正
当
化
し
う
る
根
拠
と
し
て
は
、
①
贈
与
と
し
て
金
銭
を
引
き
渡
し
た
者
が
そ
の
意
図
を
撤
回
し
て
不
当
利
得
返
還
請
求
を
す
る

こ
と
の
不
公
平
さ
、
②
贈
与
と
し
て
金
銭
を
引
き
渡
し
た
者
の
意
図
を
受
領
者
が
知
っ
た
う
え
で
浪
費
し
た
場
合
の
受
領
者
の
期
待
な
ど
が
考
え
ら

[
民
]
れ
る
(
円
同
・
同
〈
〉
Z
∞占。
Z
開

ω
H
F
h〉のの
O
B
A
〉
の
同
-

D

も・
円
余
[
回
-

H
H
]

・
2M・
5m'ga)
。

。包

g
h
v・
企
-
H
-

∞-
A

F

ふ
・ま
た
、
目
白
g
-
8
5
b・
念
・
叫

-g
で
は
、
「
所
有
物
(
品
。
国
王
国
国
)
を
移
転
す
る
で
あ
ろ
う
す
べ
て
の
場
合
に
お
い
て
、

契
約
の
両
当
事
者
に
よ
る
欲
求
(
民
間
R
Z帥
何
回
ロ
可

2
5
宮
『
件
。
)
が
合
致
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
一
百
う
の
は
、
売
買
、
贈
与
、
賃
約
ま
た
は
そ

の
他
の
種
類
の
契
約
に
お
い
て
は
、
両
当
事
者
の
意
欲

(
B
5
5
匡

E
E宮
内
)
が
一
致
す
る
の
で
な
け
れ
ば
、
始
め
ら
れ
た
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
っ

て
も
効
果
を
も
た
ら
し
え
な
い
で
あ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
叙
述
も
、
引
渡
の
原
因
に
代
え
て
両
当
事
者
の
抽

象
的
な
欲
求
ま
た
は
意
欲
が
所
有
物
を
移
転
す
る
、
と
い
う
意
味
で
あ
る
と
は
た
だ
ち
に
解
釈
さ
れ
え
な
い
。
む
し
ろ
、
両
当
事
者
の
意
欲
の
一
致

に
基
づ
く
有
効
な
売
買
、
贈
与
な
ど
の
契
約
が
、
引
渡
の
時
点
に
お
い
て
も
な
お
存
続
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
が
主
張
の
核
心

[ロ]
で
あ
ろ
、
ヮ
(
え
・
切
〈
〉
Z
ω
l】O
Z開
ω
H
玄
〉
の
の
。
河
玄
〉
の
国
内
・
む
も
・

3
円
[
国
・
ロ
]
・

2M・
H
O
∞
1
8由)。

同
〈
〉

zm
，3
Z別的
H
冨
〉
(
M【

UOEEC-円
・
。
、
.
三
件
[
ロ
-
H
H
]
-
M
V

・
】
S
-ま
た
、
ヨ
ロ
同
岡
市
も
、
適
法
原
因
の
要
件
は
、
こ
れ
ら
の
テ
ク
ス
ト
(
ロ
企
-

-由・

ω
一」『芯崎丹
N

・-
A

H

(

)

)

の
存
在
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
古
典
期
後
に
お
い
て
も
な
お
維
持
さ
れ
て
い
た
と
み
て
い
る
(
戸

C
5・
p
p
O
[
(
。)・

[
お
] 国

-
H
3
・∞

-g)
。

し
た
が
っ
て
、
引
渡
に
お
い
て
は
引
渡
の
原
因
以
前
に
そ
の
意
図
が
原
初
的
な
観
念
で
あ
り
、
物
理
的
な
移
転
お
よ
び
受
領
を
伴
っ
た
両
当
事
者

の
意
図
こ
そ
が
物
理
的
な
移
転
の
効
果
を
決
定
し
た
と
す
る
理
解
(
回
C
の同
F
〉
2
0
・同ヨ』戸田
M-
N
N
∞
)
に
は
与
し
え
な
い
。
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当
-
g・
。
。
問
。
。
z・↓

z-g唱。ュ
8
2
0ご
F
O
F
E
S
S
E
g
oご
『
白
色
笠
0・宮
一
回
目
何
回
内
的
(
&・)
・
ミ
室
、
旬
、
白
-Y急電崎・

3
・
H
N
∞
民
・



[
却
]

し
た
が
っ
て
、
引
渡
の
原
因
の
内
容
に
関
し
て
は
、
古
典
期
の
取
得
時
効
法
か
ら
の
帰
納
的
推
論
が
許
さ
れ
る
、
と
さ
れ
る

C
ひ河∞
H
町
内

C
Z
E
W
F

H
d司開
Z
の
何
回
戸
包
何
回
-
HN寸同
・・司回
-
U
)

。
な
お
、
こ
の
問
題
を
め
ぐ
る
論
争
状
況
に
つ
い
て
は
、
国
-
m
-
国
O
明
、ロ
Z田
内

-
E
M
Z
M
巴
Z
-
5
5
5白
'

唱
E
Z
2
E
S
S
E
g
H『白色。
E
p
g
a師
与
及
、

e
E司
慰
問
客
寄
与
昌
弘
、
5
r
N由
[H由
由
同
]
喜
一
Nω
。
民
・
参
照
。

[
幻
]

。
円
。
。
河
口
。

z-
も
・
3
仲
(
国
-
H

由
)
・
苫
・
5
0
ロ-

[n] 
。
円
周
ova-同
司
開
明
Z
∞
吋
河
〉
・
〉円巴
O
国
司
EVEn-巾
ロ
ロ
巾
帽
骨
唱
吋
巾
一口
〈
市
島
市
-
白
旬
H・DHM『芯怠
-
HM同-z
n
G包含回冊目円

q
曲目】
同・舟帥』
EmwE
E巾
帥
『
O
白血同岡田帥丹市的品目同

目。『
g

静崎市・仲間
一
ミ

h-sha
送
金
E
F
F
[戸白ロ回曲目ロタ

H由
毘
]
司
・
2
・

[
お
]

Q
C
S
E回
g

b
・
∞
-
N・
-
H
一
司閉山岡山
Z
∞
寸
河
〉
・
島
市
・
色
丹
(
回
-NN)
・唱
・
2
・
な
お
、
プ
ブ
リ
キ
ウ
ス
の
訴
権
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
後
述
川
注

6
お

よ
び
該
当
本
文
拳
照
。

[

川

崎

]

ロ
・
の
O
問
。
。
2
・
も
-
n
R
(目・

-
3
・
u
-
Hωω
・

[
お
]

。同
・
4mmv&.

[
お
]

な
お
、
引
渡
に
よ
る
所
有
物
移
転
に
は
有
効
な
原
因
が
要
求
さ
れ
た
の
に
対
し
て
、
使
用
取
得
の
た
め
に
は
い
わ
ゆ
る
誤
想
権
原
で
十
分
で
あ
っ

た
と
い
う
解
釈
も
あ
り
、
こ
の
見
解
は
、
使
用
取
得
に
つ
い
て
は
適
法
原
因
の
ほ
か
に
適
法
原
因
の
存
在
に
つ
い
て
の
善
意
が
、
紀
元
前
二
世
紀
頃

か
ら
別
個
の
要
件
と
し
て
区
別
さ
れ
て
き
た
と
主
張
し
て
い
る
(
穴
〉
印
刷
m
-
b均
、
均
戸
的

AF
N
H
E門
司
ロ
-
N0・
∞
-AF
N
N
C
。
し
か
し
、
か
よ
う
な
見

解
は
、
原
典
の
テ
ク
ス
ト
か
ら
は
十
分
に
は
確
認
さ
れ
え
な
い
(
前
述
付
注
9
1
日
参
照
)
。

[
幻
]

国
O
Z印刷
F
F
H
V向
〉
吋
何
m
t冨
〉
FJ『
H
印
刷
口
戸
』
州
知
的
・

Hm∞・

3
m
m
H只
C
Z同開
F
H
d白
Z
の
何
一
回
・
河
島
知
的
-
H
N叶
巨
円

E
・
g
-
H
N
一円同
・
3
ロ
-
g
b
∞
-
N-
品
一
回
母
国
O
開。巳
8

5

b-
企

ω・
怠
・

[
お
]

[
却
]

〈
岡
戸
田

O
Z印刷
F
F
H
冨
〉
吋
Mwm
'g
〉
戸
吋
H
印刷
FW-
勾
勾
・
印

H
S-叫・

E
F
E
E帥
U-
企
-
H
・
8
(前
掲
注

6
該
当
引
用
文
)
の
第
一
ケ
l
ス
に
お
け
る
判
断
も
ま
た
、
前
述
(

α

)

の
見
解
に
よ
れ
ば
、
問
答
契
約
に
よ

[
却
]

る
も
の
と
し
て
の
取
得
の
「
抽
象
的
」
性
質
に
基
づ
く
と
さ
れ
る
(
』
ひ
回
訪
日
開
C
Z百
円F
H
d
g
z
c何回
・
勾同
・
的
・
HN∞
・
司回
一-
ロ
)
。
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[
幻
]

BEHRCZEWFHHd声明『の関岡山
・
同司
・
的
-
HN∞・し
か
し
、
④
に
お
け
る
履
行
の
合
意
自
体
を
引
渡
の
適
法
原
因
と
解
す
れ
ば
、
弁
済
と
し
て
の
引

3∞ 

[
招
]
渡
も
有
図
的
で
あ
っ
た
と
解
し
う
る
(
円
同
・
問
〈
〉
Z的
1
8
z思
H
Z〉めの

O
B向〉の関・阜市
-
a丹[回
-
H
H
]
-
H
Y
H
2
1
5
N
d
z
p
g
g
H
ω
)
。

〈岡戸別『回帥仲

E
E
F
-
C芸
E
H晶
ミ
礼
町
師
、
言
5
5
ま
E
Z
E
日{吋
・
〉ロ白
・・
5
日
]
的
・
怠
O
一
回

)
E
H回
日
言
明

F
H宅開

zgm-
完
的
-

HN∞-
NN品
問
・

[
お
]

-
O
河∞

H国内
dZ目白
F
H
g開
Zの何
一回.何回戸的
.
HN∞・

[
鈍
]

司
m
g
-
g
b・
合
-
AF-
N
-
v
『-U
0
・
企
・
ω
・
品目w-

前
述
例
注
9
1
U
お
よ
び
該
当
本
文
参
照
。

[
お
]

[
お
]

同〈〉
Zm1-oz明
白
H
営
〉
の
め
。
m冨〉の回戸島市・
3
汗(ロ
-HH)
・
M
M
M
Y
S
R

{
幻
]

Q
-の
omuoz-

局、-
R件
(

ロ

-
H由)・唱
・
5
m-

後
述
三
、
と
く
に
2
参
照
。

[
お
]

代
金
支
払
の
必
要
性

e
 

引
渡
に
よ
る
譲
渡
に
関
す
る
第
一
一
一
の
問
題
点
(
前
述
例
末
尾
参
照
)

は
、
売
買
を
原
因
と
す
る
引
渡
に
お
い
て
は
物
の
移
転
の
た
め
に

代
金
の
支
払
が
必
要
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
で
あ
る
。

E
E
5
5
の
『
法
学
提
要
』
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
に
関
し
て
は
す
で
に
『
十
二
表
法
』

に
規
定
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
|
|

も
し
例
え
ば
贈
与
あ
る
い
は
嫁
資
の
原
因
に
基
づ
い
て
、
ま
た
は
そ
の
他
の
原
因
に
基
づ
い
て
ど
の
よ
う
な
方
法
に
よ
っ
て
も
引
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渡
が
さ
れ
る
な
ら
ば
、
移
転
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
は
疑
い
が
な
い
。
し
か
し
、
売
却
さ
れ
そ
し
て
引
き
渡
さ
れ
た
と
い
う
原
因
に
基

づ
い
て
は
、
買
主
が
売
主
に
対
し
て
代
金
を
支
払
い
、
ま
た
は
そ
の
他
の
方
法
で
、
例
え
ば
保
証
人
や
担
保
物
が
与
え
ら
れ
る
こ
と

に
よ
っ
て
満
足
さ
せ
た
で
あ
ろ
う
場
合
に
の
み
買
主
に
取
得
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
た
し
か
に
十
二
表
法
に
よ
っ
て
定
め

ら
れ
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
万
民
法
に
よ
っ
て
、

つ
ま
り
自
然
法
に
よ
っ
て
つ
ぎ
の
こ
と
が
論
証
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
正

当
に
言
わ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
〈
し
か
し
売
却
し
た
者
が
買
主
の
信
用
(
虫
色
叩
帥
)
に
従
っ
た
で
あ
ろ
う
場
合
に
は
、
物
は
た
だ

ち
に
買
主
の
も
の
に
な
る
と
い
う
こ
と
が
言
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
つ

売
買
に
基
づ
く
引
渡
の
場
合
に
、
代
金
支
払
ま
た
は
保
証
人
あ
る
い
は
担
保
物
の
付
与
が
な
け
れ
ば
物
の
移
転
が
行
わ
れ
な
い
、
と
い

う
こ
と
が
『
十
二
表
法
』
に
規
定
さ
れ
て
い
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
こ
の

H
g
E
5
5
の
『
法
学
提
積
F

の
記
述
に
も
か
か
わ
ら

ず
異
論
が
あ
る
が
ョ
少
な
く
と
も
、
代
金
支
払
と
保
証
人
ま
た
は
担
保
物
の
付
与
と
を
同
等
に
み
る
思
想
は
、
貨
幣
制
度
が
ま
だ
十
分
に

は
発
達
し
て
い
な
か
っ
た
『
十
二
表
法
』
当
時
の
自
然
経
済
を
前
提
と
す
る
法
に
合
致
し
た
と
み
ら
れ
て
い
る

τ

古
典
期
の
法
学
説
と
し
て
は
、
所
有
物
の
移
転
と
代
金
支
払
と
の
関
連
性
を
肯
定
す
る
も
の
も
た
し
か
に
あ
る
が
宝
こ
の
関
連
性
を
む

し
ろ
明
確
に
否
定
す
る
も
の
も
あ
る

τそ
し
て
、
一
般
的
に
は
、
所
有
物
の
移
転
は
引
渡
そ
れ
自
体
に
よ
っ
て
生
じ
る
、
と
み
ら
れ
て
い

る
喧
そ
し
て
、
代
金
支
払
は
売
主
の
追
奪
担
保
責
任
を
発
生
さ
せ
る
も
の
に
す
ぎ
な
い
せ
し
た
が
っ
て
、
古
典
期
の
法
は
、
引
渡
に
よ
る

所
有
物
移
転
の
明
白
な
要
件
と
し
て
代
金
支
払
を
要
求
し
て
は
い
な
か
っ
た
と
解
さ
れ
る

τ

ち
な
み
に
、
売
主
が
代
金
支
払
前
に
目
的
物
を
引
き
渡
し
た
と
し
て
も
保
護
を
受
け
る
方
法
と
し
て
は
、
条
件
付
賃
貸
の
制
度
が
あ
っ

た
。
す
な
わ
ち
、
売
主
は
買
主
が
代
金
を
支
払
う
ま
で
目
的
物
を
貸
与
す
る
こ
と
と
し
、
「
も
し
代
金
が
支
払
わ
れ
な
け
れ
ば
物
は
買
わ
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売れ
主な
はか
賃つ
貸た
にも
基の
づと
くす
訴る
権」

ーと
去し

まセ
巾

同そ
z し
sて
0 ・

I~ !i 
4 品f

q孟

裏f
相五
当』ナ
額れ
の I;!，..、
却 、 「

E 物
童書 は
事買
{しむ
ぇ γ
たちE
。す"1)'
、つ

託会
は，
機」
晶と

筒 5
52 
含 Z
M な
の P

Zそ
302 

権
留
保
に
該
当
す
る
と
も
解
さ
れ
る
が
、
こ
の
場
合
、
引
渡
に
よ
っ
て
す
で
に
所
有
物
の
移
転
が
生
じ
て
い
る
の
か
、
代
金
支
払
時
に
は

じ
め
て
所
有
物
移
転
が
生
じ
る
の
か
は
明
ら
か
マ
は
な
い
。
賃
貸
自
体
が
条
件
付
き
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
前
者
の
よ
う
に
も
解
さ
れ
、

そ
まう
ただ
、と

古す
典れ
期ぱ
後

おの
い制
て度
もは
代
思金
旦支
互払
巴な
E し

一一 の
足聖
聖易
'円移
物転
移を
転補
の
れ助

おす
2議
益嘗
支 t
fムつ
の
必て
要い
性売
を と
熱 z

定る
否 E
字包

R Z 
工よ
'hえ

と
こ
ろ
が
、
五
世
紀
に
な
る
と
、
所
有
物
の
取
得
が
代
金
支
払
に
依
存
す
る
こ
と
を
述
べ
る
テ
ク
ス
ト
が
に
わ
か
に
増
え
て
く
る
唱
そ

し
て
、
古
典
期
後
は
一
般
に
、
①
売
買
は
代
金
支
払
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
拘
束
力
を
も
ち
、
②
代
金
支
払
が
買
主
を
所
有
者
と
し
、
売
買

目
的
物
の
引
渡
を
請
求
す
る
権
利
を
買
主
に
与
え
、
③
果
実
に
対
す
る
権
利
を
買
主
に
与
え
た
、
と
み
ら
れ
て
い
る
唱
す
で
に
引
用
し
た

同

E
H
F
E
S
E
の
『
法
学
提
要
』
の
テ
ク
ス
ト
は
こ
の
流
れ
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
貨
幣
経
済
お
よ
び
信
用
経
済

の
後
退
を
背
景
に
し
て
お
り
宝
自
然
経
済
へ
の
部
分
的
な
復
帰
に
よ
り
、
代
金
支
払
と
引
渡
と
の
関
連
性
が
再
び
強
く
意
識
さ
れ
、
古
い

時
代
の
現
金
売
買
に
お
い
て
妥
当
し
て
い
た
原
理
が
円

E
E
S
E日
法
に
お
い
て
蘇
っ
た
も
の
と
解
さ
れ
て
い
る
唱

し
た
が
っ
て
、
所
有
物
移
転
の
た
め
に
代
金
支
払
を
要
求
す
る
古
典
期
後
の
テ
ク
ス
ト
も
、
代
金
支
払
の
み
に
よ
る
所
有
物
移
転
を
認

め
た
も
の
で
は
な
く
、
引
渡
に
加
え
て
代
金
の
支
払
を
も
必
要
と
し
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。

も
っ
と
も
、
目
白
色

E
S
5
の
『
法
学
提
要
』
は
、
代
金
支
払
ま
た
は
担
保
物
あ
る
い
は
保
証
人
の
供
与
に
よ
る
移
転
の
み
な
ら
ず
、

用
に
よ
る
所
有
物
移
転
も
ま
た
、
す
で
に
目
的
物
の
引
渡
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
前
提
に
し
て
い
る
と
解
さ
れ
る
が
、
な
お
そ
れ
は
、

41一社E

売
主
の
買
主
に
対
す
る
信
用
に
よ
る
所
有
物
移
転
を
自
然
法
な
い
し
万
民
法
上
の
も
の
と
し
て
承
認
し
、
強
調
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
信



厳
密
に
言
え
ば
、
た
ん
な
る
引
渡
の
み
に
よ
る
所
有
物
移
転
と
は
異
な
る
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
こ
で
は
、
売
主
が
買
主
に
与
え
た
信
用
と
い

41一社E

う
も
の
が
、
売
主
に
満
足
を
与
え
る
代
金
支
払
に
匹
敵
す
る
と
い
う
意
味
を
も
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
か
ぎ
り
に

お
い
て
は
、
代
金
支
払
に
代
わ
る
所
有
物
移
転
の
要
件
と
し
て
、

-
5
t
E
8
5
法
は
売
主
の
意
思
的
要
素
を
も
考
慮
に
入
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
官

[1] 
H
a
a
N
-
F
企
-な
お
、
『
十
二
表
法
』
に
は
、
「
物
が
売
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
は
、
た
と
え
そ
の
物
が
引
き
渡
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
代
金
が
支
払

わ
れ
、
ま
た
は
保
証
あ
る
い
は
担
保
が
与
え
ら
れ
、
こ
う
し
て
売
主
が
満
足
す
る
ま
で
は
、
そ
の
物
は
け
っ
し
て
買
主
に
よ
っ
て
取
得
さ
れ
な
い
」

(む
H

M同

E
P・
a
・
ω)
と
の
法
文
も
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。

[2] 
例
え
ば
、
売
買
に
よ
る
所
有
物
移
転
の
た
め
の
代
金
支
払
と
い
う
要
件
は
、
ギ
リ
シ
ャ
の
影
響
を
受
け
た
ピ
ザ
ン
チ
ン
人
が
は
じ
め
て
導
入
し
た

も
の
で
あ
る
と
し
(
司
『
固
定

E
H
Zの
∞
宙
呈
-
bミ
』
門
室
、
室
町
、
T
S弘
S
P
E
E
U
H
m
]
的・斗
0
・
8
同
)
、
『
法
学
提
要
』
で
言
及
さ
れ
た
『
十
二
表
法
』

の
法
文
は
追
畠
奪
帯
担
保
訴
権
の
要
件
に
関
す
る
も
の
で
あ
つ
た
と
す
る
見
解
や
(
寄
司
ユ
斤
R
N
可冨回

支
払
は
、
権
利
の
液
疲
担
保
責
任
の
発
生
要
件
と
し
て
お
よ
び
所
有
物
移
転
に
関
す
る
証
書
以
外
の
証
拠
手
段
と
し
て
、
古
典
期
後
の
卑
俗
法
に
由

来
す
る
も
の
で
あ
り
、
『
法
学
提
き
に
引
用
さ
れ
た
よ
う
な
内
容
の
規
定
は
『
十
二
表
法
』
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
と
す
る
見
解
(
∞

2
2
0
5河
-

b
h
H
R
F

豆、h
v
E
2
[
H
S叶
]
∞

-
m
g・
8m)
な
ど
が
あ
る
。

[3] 
国

O
Z
印刷
F
F
H
宮
〉
ペ
何
回
州

t
g〉
F
J
同H
印刷戸∞
-
勾』戸∞
・
]戸田
N

「
売
却
さ
れ
た
も
の
は
、
代
金
が
わ
れ
わ
れ
に
支
払
わ
れ
、
あ
る
い
は
代
金
の
た
め
に
保
証
が
行
わ
れ
、
ま
た
は
何
ら
の
保
証
も
な
く
わ
れ
わ
れ

[4] 

[5] が
買
主
を
信
用
し
た
で
あ
ろ
う
場
合
に
の
み
受
領
者
の
も
の
に
な
る
」
(
宮
田
宮
包
g
b
-
H
∞・

-
S
)
。

「
物
が
買
主
の
も
の
に
な
る
で
あ
ろ
う
た
め
に
は
、
代
金
が
支
払
わ
れ
た
と
か
、
あ
る
い
は
代
金
の
た
め
に
保
証
人
が
与
え
ら
れ
た
と
か
は
ま
っ
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た
く
重
要
で
は
な
い
。
し
か
し
、
保
証
人
に
関
し
て
わ
れ
わ
れ
が
述
べ
た
こ
と
は
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で
あ
れ
合
理
的
に
あ
た
か
も
代
金
が
支
払
わ

れ
た
か
の
よ
う
に
、
例
え
ば
保
証
人
ま
た
は
担
保
物
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
代
金
に
関
し
て
売
主
に
満
足
が
与
え
ら
れ
る
場
合
に
、
よ
り
十

分
に
受
け
容
れ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
」
(
の
白
F
E
b-
-∞
-
H-
mω)
。
こ
こ
で
は
、
代
金
支
払
と
保
証
人
ま
た
は
担
保
物
の
付
与
と
の
等
置
は
認
め
ら
れ

304 

て
い
る
。

[6] 
例
え
ば
、
「
引
渡
そ
れ
自
体
に
よ
っ
て
法
律
上
完
全
に
他
人
の
も
の
と
な
る
」
、
「
:
:
:
引
き
渡
す
な
ら
ば
、
:
:
:
そ
の
物
は
た
だ
ち
に
あ
な
た
の
も

の
に
な
る
」

(
C
S

回
忌

1
8
一前
述
例
注
6
該
当
引
用
文
参
照
)
、
「
ま
ず
第

一
に
、
売
主
は
物
自
体
を
与
え
、
つ
ま
り
、
引
き
渡
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
物
は
、
も
し
売
主
が
そ
の
所
有
者
(
号
呂
田
口
乙
で
あ
っ
た
な
ら
ば
貫
主
を
所
有
者
と
す
る
。
し
か
し
、
売
主
が
そ
の
所
有

者
で
は
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
代
金
が
支
払
わ
れ
ま
た
は
そ
の
た
め
に
担
保
が
与
え
ら
れ
た
場
合
に
、
追
奪
を
原
因
と
し
て
の
み

(E吉
田
市
丘
町
・

巴
D

巳
日
ロ
ロ
国
岡
田
回
命
)
売
主
に
責
任
を
負
わ
せ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
貫
主
は
売
主
に
代
金
額
を
与
え
る
こ
と
を
強
い
ら
れ
る
」

(
C
宣
告
5
b-
5
・
H・

戸

N)
。
も
っ
と
も
、
。
包
g
h
M
台

-
S
N
で
は
、
あ
る
者
の
奴
隷
が
第
三
者
の
用
益
権
に
服
し
て
い
る
と
き
に
、
こ
の
奴
線
が
さ
ら
に
別
の
奴

隷
を
購
入
し
て
引
渡
を
受
け
た
と
し
て
も
、
「
代
金
が
支
払
わ
れ
る
前
に
は
、
誰
が
所
有
(
唱
『
O
司『芯
g
帥
)
を
取
得
す
る
で
あ
ろ
う
か
は
不
確
定
で
あ
る
」

と
し
、
代
金
が
用
益
権
者
の
財
産
(
司
R
E
F
-
z
B
)

か
ら
支
払
わ
れ
た
か
、
か
の
奴
隷
の
所
有
者
の
財
産
か
ら
支
払
わ
れ
た
か
に
よ
っ
て
誰
の
も
の
で

あ
る
か
が
決
ま
る
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
必
ず
し
も
所
有
物
の
移
転

一
般
に
代
金
支
払
を
必
要
と
し
た
も
の
で
は
な
い
。
な
お
、
と
巾
岡
田

宮
内
同
市
『
。
・
品
目
串

ω

(後
掲
注
9
)
参
照
。
ま
た
、
プ
ブ
リ
キ
ウ
ス
の
訴
権
(
後
述
的
注
6
該
当
本
文
参
照
)
を
行
使
す
る
た
め
に
は
、
売
買
代
金

の
支
払
は
必
要
で
は
な
か
っ
た
お
営
g
N
M
由

'
N-
∞)。

[7] 
C
-立
g
g
P
5・
同
-
Z
-
N
(前
注
参
照
)
一
円四
・
』
uER
白
書
宣
言
F
N-
H
N
H・

[8] 
国

O
Z印
刷

F
F
H
g〉
吋
何
回

Nt冨
〉

FJ司
H
∞HW戸
田
戸
』
間
拘
的
・

HmN
同

[9] 

41一社E

M
V

旧三
g

b
・
s
-
N
-
N
0・
N
L
2
0
-
3
5
b
-
H由
a
N-
N
r
E
z
-
g
b
H也

N
N
N
胃
・な
お
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
代
金
支
払
前
に
引
き
渡
さ
れ
た

B
的
物
は
容
仮
的
に

(司
『
巾
円
白
ユ
ロ
)
に
買
主
の
手
中
に
あ
る

(司
g
g
g
H聞き『

2
2認
)
も
の
と
し
て
、
売
主
は
代
金
全
額
が
支
払
わ
れ
る
ま
で
こ



の
物
を
把
握
す
る
こ
と

(
n
g
g
a巳
)
が
で
き
た

(C
笠
宮
g

b

B
・
以
-NO)
。
も
っ
と
も
、
売
主
が
容
仮
的
権
原
に
よ
ら
ず
に
、
た
ん
に
引
き
渡

し
た
場
合
で
も
、
一
定
期
間
内
に
代
金
の
支
払
が
な
け
れ
ば
目
的
物
が
回
復
さ
れ
る
旨
の
約
款
が
あ
れ
ば
、
所
有
物
返
還
請
求
訴
権
(
『
包
〈
百

e
g巴
O
)

41一社E

は
行
使
で
き
な
く
と
も
、
売
却
に
基
づ
く
訴
権

(
R
E
a
g
E定
。
)
に
よ
っ
て
訴
求
し
え
た
(
〉
戸
市
岡
白
色
向
。
岸
記
・
ω)
。

{
叩
]

。・

ω.ωN.HwmHAP-ω
∞.∞
1

也・巾門
h

・

[
日
]

ミ
ミ
ロ

E
5
5ま
宮
玄
国
[
含
〉
・

0
・]・

ωN
胃・

6
・
ω・

〈
同
-
・
同
〉
印
刷
河
-
U』
句
、
河
固

-
m
N叶∞・

Emg-
認
定
。
葺
・
)
也
申
[
広
島
∞
・

HN∞
民
・

〈同

-
3回向的
H
国
内

C
Z阿
国

W
F
H
d〈何回
4

の
何
回
戸
均
知
的
-
H
N由同・

Q
・
3
呂
田
ち

E
g
b
-
H∞
-
F
H由
(
前
掲
注
4
)

も
ち
ろ
ん
、
こ
こ
で
の
意
思
的
要
素
H
信
用
は
つ
ね
に
物
の
引
渡
と
結
び
つ
い
て
お
り
、
所
有

物
議
渡
の
意
思
な
い
し
合
意
が
全
面
的
に
引
渡
に
代
わ
る
、
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
は
進
ん
で
い
な
い
(
〈
区
間
〉
印
刷
m
-
b包
当
国
・
∞
・
8
8
0

な
お
、
宮
伯
仲
E
8
5
の
法
命
題

(
M
3
a
N
-
F
台
)
は
ギ
リ
シ
ャ
法
思
想
の
影
響
を
も
受
け
て
い
る
、
と
の
指
摘
が
あ
る
一
方
で

(
b
E
H

[
辺
]
[
日
]
[U] 

[
お
]

M
g
z間関
F
H
巧
何
Z
C何回同・同司
-
m
-
H
ω
O
E円
〉
回
目

Nω)
、
こ
れ
を
否
定
す
る
見
方
も
あ
る
(
問
。
z
g
F
F
H
g〉
吋
何
回
ヤ
冨
〉
戸
吋
H
印刷

5
・
均
拘
∞
-

Haω)
。

ち
な
み
に
、
ギ
リ
シ
ャ
法
に
つ
い
て
は
、
「
ギ
リ
シ
ャ
法
は
現
金
売
買
の
原
理
を
放
棄
し
な
か
っ
た
。
ギ
リ
シ
ャ
人
に
と
っ
て
は
、
売
買
は
金
銭
と

品
物
と
の
交
換
と
同
一
視
さ
れ
て
い
る
。
彼
ら
は
、
代
金
の
支
払
な
し
に
は
売
買
を
思
い
描
く
こ
と
が
で
き
な
い
。
|
|
所
有
権
は
代
金
支
払
に
よ
っ

て
取
得
さ
れ
る
」
と
の
テ
ー
ゼ
が
知
ら
れ
て
い
る
(
司
ユ
宮
司
呂
Z
の
∞
田
口
広
・

M
-
E
C忍
S
h骨宜、。、

HWBhh[H曲
目
。
]
宅
・
8
民
-
N
O串
)
。
つ
ま
り
、
ギ

リ
シ
ャ
法
で
は
、
目
的
物
が
買
主
に
引
き
渡
さ
れ
た
と
し
て
も
、
売
買
代
金
の
支
払
が
あ
る
ま
で
は
、
目
的
物
は
売
主
の
所
有
に
と
ど
ま
っ
た
一
方
、

代
金
の
支
払
が
あ
れ
ば
引
渡
が
な
く
と
も
、
目
的
物
は
買
主
の
所
有
物
に
な
っ
た
、
と
解
さ
れ
て
い
る

C
o
v
gロ
g
E
W
M
N
Z〉
Z
Z
-
N
E旨
開

拓

g
-

Z
医
師
巾
『
唱
巾
号

v
a自
室

OFF--RE巳

E
n
F
伺コ
R
E
2
V冊
目
問
。
n
F
F
E
了
忍
帥
言
、
豆
、
、
折
、
ミ
a
』門
S
雪
同
繁
華

u
d
p
g
S
H
a
h
[
H
S
m
]
的
由
】
∞
)
。
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こ
う
し
て
ギ
リ
シ
ャ
の
売
買
法
で
は
、
引
渡
に
は
固
有
の
役
割
が
与
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
が
(
広

-E
o
m
o
-
-
0
5
3
F
e
司
-H品目

d
i
p
g
g

H
叶
-

H

∞
[
佐
藤
ほ
か
訳
・
二
一
七
頁
以
下
]
)
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
大
別
し
て
こ
と
お
り
の
説
明
が
さ
れ
て
い
る
。
第
一
に
、
ギ
リ
シ
ャ
法
に
お

け
る
代
金
支
払
の
必
要
性
を
交
換
思
想

3
2
n
g
a
s
-
a
)
な
い
し
代
替
原
則
(
∞

R
g伺
阻
ま
ロ
お

B
E
g
g
)
ま
た
は
有
償
性
の
原
理
(
司
ユ
ロ
N
G

品。『何回仲間叩
E
W
E
r
§
)
に
よ
っ
て
説
明
す
る
見
解
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
売
買
に
よ
る
物
取
得
の
核
心
を
当
事
者
聞
の
客
観
的
な
利
益
バ
ラ
ン
ス
の
維

持
に
求
め
る
も
の
で
あ
る
(
司
ユ
ロ
ヨ

2
2
5呈
-
E
Pミ
芝
、
E
S
P
-
K
E
H
a
m
-
2同・・
包

R
・
h-
旨
UF-
とミ
E
Fぬ
勾
卒

者
尽
き
さ
弘
司
宣
言
1
5
K
』U
3
3
2
4
[
5
8
]
的
・
ち
同
町

-L0・
3HK主
義

eaき
さ
魚
崎
町
さ
を
な

N
O
E
m
N
]
司

HO∞)。

第
二
に
、
こ
れ
に
反
し
て
、
代
金
支
払
に
よ
る
物
の
取
得
を
売
主
の
意
思
の
効
果
で
あ
る
と
す
る
見
方
が
あ
る
。
そ
の
中
に
は
、
売
買
契
約
が
代

金
の
獲
得
を
目
的
と
す
る
売
主
の
目
的
的
処
分

(
N
4
2
n
T亀
岡
田
吉
田
向
)
で
あ
り
、
こ
の
目
的
が
達
成
さ
れ
る
ま
で
は
、
た
と
え
目
的
物
が
買
主
に
引

き
渡
さ
れ
て
も
そ
の
所
有
物
と
は
な
ら
な
か
っ
た
と
み
る
も
の
(
同
日
当

OFヨ
J
0
5
c
g
E
E岡
市
内
富
岡
ユ

2
z
n
v
g
〈
巾
ユ

g四
回
志
向

F
F
巴「

[
勾
喜
・
]
三
宮
町
吋
]
印
・
自
ω
同町・ム

Z
Z
N
E
E
-
』円札

3
5喜
弘
切
暗
号
室
主
同

F
5
5
勾
R
F
H
宮
、
言
、
U
S
E
S
S
V
5JE
さ
せ
-

g
ヌ

[
S
m
a
m
-
3
R
)、
売
主
に
よ
る
売
買
代
金
の
受
領
行
為
を
、
売
主
が
所
有
物
を
放
棄
し
こ
れ
を
買
主
の
も
の
と
す
る
意
思
決
定
で
あ
る
と

み
る
も
の
宙
開

m
Z〉
Z
Z
-
n
F
R
O--
m・
2
泊
目

-mNN
む
な
ど
が
あ
る
。

本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
を
詳
細
に
検
討
す
る
余
裕
は
な
い
が
、
ひ
と
ま
ず
第
一
の
見
解
に
与
し
て
お
き
た
い
。
そ
の
理
由
は
、
①
ギ
リ
シ
ャ
の
売
買

法
に
お
い
て
は
、
売
主
が
物
を
移
転
す
る
行
為
よ
り
も
、
買
主
が
代
金
を
支
払
う
こ
と
に
よ
っ
て
物
を
取
得
す
る
行
為
が
中
心
と
み
ら
れ
(
〈
包
・

回開

E
E
Z
2・
P
P
0・
的
合
∞
)
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
譲
渡
人
の
意
思
に
よ
る
所
有
物
の
移
転
、
つ
ま
り
「
所
有
権
の
譲
渡
」

(UFg可
a
E岡
島

g

g
岡
市
田
宮
田
臼
)
と
い
う
概
念
は
ギ
リ
シ
ャ
法
で
は
用
い
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
(
関
】

S
Z
N
F何回
Z
-
P
P
0・
m
-
a
一
戸
の
何
回
N
'

Z号
-
守。
ι
ご
ご
R
E
札

S
E
E
S
E
E
Sま

[5mm]
司
E
N
g
L・
何
回
何
回
〉
包
叶

-
E
E
S
S
守
主
ぎ
な

[58]
∞

50)
、
②
ギ
リ

シ
ャ
法
で
は
、
信
用
売
買
(
臼
包
巾

g
q包
芹
)
は
目
的
物
の
取
得
の
た
め
に
は
不
十
分
で
あ
り
(
耳
目
Z
の∞
E
W
H
V
戸
も
・
円札円[司、

z
c
S骨
宮
言
。
¥
川
町
白
』
偽
]

宅
-NmN-
N品
目
)
、
少
な
く
と
も
、
仮
装
的
な
代
金
受
領
証
を
売
買
証
書
に
挿
入
す
る
こ
と
お
よ
び
公
証
さ
れ
た
擬
制
的
な
消
費
貸
借
債
務
の
証
書
を
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交
付
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
(
者
O
F

ヨJ
R

P

0

・∞
・
8
E
H
Z
H
N
U
E
W岡
山
富
〉
Z
Z
-
P

P

0
・
∞-
s
m
E
こ
よ
一-
NN)
、

以
上
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
ロ
ー
マ
法
、
と
く
に

Z
M
E
E
g
g
法
に
対
す
る
ギ
リ
シ
ャ
法
の
直
接
的
な
影
響
は
、
さ
ほ
ど
重
視
さ
れ
る
べ
き

41一社皿

な
ど
で
あ
る
。

で
は
な
か
ろ
う
。

)
 
''A 
(
 
引
渡
の
適
用
範
囲
の
拡
大

古
典
期
に
お
い
て
は
、
引
渡
は
非
手
中
物
の
譲
渡
方
式
で
あ
っ
た
が

τ手
中
物
が
引
き
渡
さ
れ
た
場
合
に
も
、
取
得
者
は
、
法
務
官
法

上
の
保
護
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
例
え
ば
、
売
主
が
自
分
の
所
有
物
で
は
な
い
土
地
(
手
中
物
)
を
売
却
し
、
握
取
行
為
ま
た
は
法

廷
承
認
の
方
式
を
践
ま
ず
に
買
主
に
引
き
渡
し
た
と
す
る
。
そ
の
後
、
売
主
は
相
続
そ
の
他
の
方
法
で
こ
の
土
地
の
所
有
者
と
な
っ
た
の

で
買
主
に
所
有
物
返
還
請
求
訴
訟
(
『

2
i
z
w色
。
)
を
提
起
し
た
場
合
、
法
務
官
は
貫
主
に
対
し
て
「
売
却
さ
れ
て
引
き
渡
さ
れ
た
物

の
抗
弁
」
(
冊
目

8
E
『
丘
三

E
E市
兵
可
包

E
巾
)
を
付
与
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
保
護
し
た
せ
こ
の
抗
弁
は
、
買
主
か
ら
の
転
得
者

(gzo『

お
2
E
5
)
を
も
含
め
た
承
継
人
(
帥

5
2
2
0『
)
に
も
認
め
ら
れ
た
古
他
方
、
こ
の
抗
弁
は
、
売
主
の
権
利
を
「
包
括
的
に

L
E
E
-〈巾『帥
E

B
)

承
継
し
た
者
に
対
し
て
で
あ
ろ
う
が
、
「
ま
さ
に
こ
の
[
特
定
の
]
物
に
お
い
て
」
(
百

g
g
Z
B
)
承
継
し
た
者
に
対
し
て
で
あ
ろ
う

が
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
た
、
と
さ
れ
て
い
る

τ

さ
ら
に
ま
た
、
売
主
が
他
人
の
土
地
を
売
却
し
、
代
金
の
支
払
も
受
け
、
こ
の
土
地
は
買
主
に
引
き
渡
さ
れ
て
い
た
と
す
る
(
・匂
包

E
M

宮
市
号
)
。
そ
の
後
、
売
主
は
所
有
者
か
ら
こ
の
土
地
を
相
続
し
た
の
で
、
こ
れ
を
第
三
者
に
売
却
し
て
引
き
渡
し
た
と
す
る
( . . . . . . 

件『包広市『
F
H
)

。
こ
の
場
合
|
|
た
だ
し
、
現
在
の
物
の
占
有
は
第
一
買
主
に
あ
る
こ
と
が
前
提
に
な
っ
て
い
る
|
|
に
つ
い
て
、
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E
-
8
5
は
「
第
一
の
あ
な
た

[
H
買
主
]
を
保
護
す
る
こ
と
が
衡
平
で
あ
る
」

2
2
5
5
8認
胃

5
2自
丹
市

Z
R
F
)
と
述
べ
て
い
る
貯
]

308 

[
H
売
主
]
自
身
が
こ
の
土
地
を
占
有
す
る

場
合
に
は
」
、
買
主
は
「
プ
ブ
リ
キ
ウ
ス
の
訴
権
に
よ
っ
て
」

(
2
σ
-
E
S脚
)
こ
の
土
地
の
返
還
を
訴
求
す
る
こ
と
が
で
き
た

τ

こ
れ
に
反
し
て
、
買
主
が
土
地
の
占
有
を
失
っ
た
場
合
に
つ
い
て
は
、
「
も
し
寸
笠

5

こ
の
よ
う
に
、
握
取
行
為
ま
た
は
法
廷
承
認
に
よ
ら
ず
に
引
き
渡
さ
れ
手
中
物
は
、
「
あ
な
た
た
ち

[
H
取
得
者
]

の
財
産
中
に
も
た

(百

σoロ仲間

E
田
市
民
笠
宮
『
)
と
さ
れ
、
こ
の
よ
う
な
取
得
者
は
そ
の
物
を
「
財
産
中
に
も
つ
」

(
E
Zロ
Z
E
V
R
m
)
と
言

ら
さ
れ
る
」
T
7
]
 

わ
れ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
取
得
者
の
地
位
は
、
市
民
法
上
の
所
有

(
E
B
E
Z自

2
2
2
ρ
巳
号
宮
田
)

で
あ
る
と
ま
で
言
わ
れ
た

τ

で
は
な
い
が
、
や
は
り

向
田

O
E包
回
目
の
も
う
一
つ
の
形
態
(
色
O
B
E
Z
B
E
Z
E帥
)

そ
し
て
、
取
引
閣
の
拡
大
に
伴
っ
て
外
国
人
を
も
含
め
た
商
取
引
が
活
発
化
し
、
ま
た
、
譲
渡
に
際
し
て
の
煩
雑
な
儀
式
が
衰
退
す
る

に
連
れ
て
、
引
渡
は
譲
渡
の
通
常
の
形
態
と
な
っ
た
古
そ
し
て
、

-
g
H
E
S
5
法
で
は
、
承
継
取
得
の
唯
一
の
形
態
と
な
っ
た
町
]

し
か
し
、

ロ
ー
マ
法
に
お
け
る
所
有
物
譲
渡
法
の
発
展
は
、
引
渡
に
よ
る
譲
渡
の
段
階
に
と
ど
ま
り
、

証
書
の
交
付
な
ど
に
よ
る
象
徴

ら的
な引
い渡
唱す
ら
認
め
ら
れ
ず

い
わ
ん
や
所
有
物
譲
渡
の
合
意
の
み
に
よ
る
移
転
は
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な

[1] 
〈
包
・
』
。
刻
印
H
関

C
Z
R
開
F
H
d『開
Z
の
切
戸
勾
同
-
m
H
N叶
一
回
O
Z
印刷
F
F
H
v
h〉
J

『開問
l

玄
〉
F吋
HmHWFH凶・勾』
N
r
m
H
S

[2] 
C
-
宣
言
g

b
・
N
F
ω
-
H・

[3] 
出向田口開。
E
8
5
u-
N
H
-
u
・
ω
司
『
・
し
か
も
こ
の
場
合
に
は
、
ま
だ
転
得
者
に
目
的
物
が
引
き
渡
さ
れ
て
い
な
く
と
も
、
転
得
者
に
は
抗
弁
が
認

め
ら
れ
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
転
得
者
が
追
奪
さ
れ
な
い
こ
と
は
買
主
に
と
っ
て
も
利
益
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
、
と
さ
れ
て
い
る
。

[4] 
田
市
司
自
D
向
。
国

E
ロ
回
目

b
N
H
・
ω
・
ω
-
H
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[5] 
g
z
v
o
E
g
b
-
N
H・
ω・
N-
な
お
、

c-三曲目
g

b
-
怠
・
品-
h
p

・
お
も
同
旨
。
し
た
が
っ
て
、
売
主
が
第
一
一
貫
主
に
対
し
て
土
地
の
返
還
を
訴
求
し

て
き
た
場
合
に
は
、
第
一
貫
主
に
は
「
売
却
さ
れ
て
引
き
渡
さ
れ
た
物
の
抗
弁
」
ま
た
は
「
事
実
に
お
い
て
同
等
と
認
め
ら
れ
る
抗
弁
あ
る
い
は
悪

[6] 質
な
詐
欺
の
抗
弁
」
(
巾

H
n
e
E
百

png自
円
。
回
目
】
釦
「
白
押
担
〈
巾

-
e
z
B帥
巴
)
が
認
め
ら
れ
た
。
後
者
は
、
と
く
に
売
買
以
外
の
原
因
に
よ
る
取
得
の

ー

「

場
合
に
認
め
ら
れ
た
と
さ
れ
る
(
国
O
Z
印刷
F
F
l
g
〉
ペ
ヨ

γ玄
〉
F
J
『
!
白
F
回
・
拘
司
・
∞

20)
。
も
っ
と
も
、
す
で
に
第
一
貫
主
に
引
き
渡
さ
れ
て
い

る
土
地
を
売
主
が
第
三
者
に
引
き
渡
す
こ
と
が
ど
の
よ
う
に
し
て
可
能
な
の
か
、
こ
こ
で
想
定
さ
れ
て
い
る
事
例
は
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
。

HFR
こ
の
プ
ブ
リ
キ
ス
ウ
の
訴
権
に
対
し
て
売
主
が
、
買
主
に
売
却
し
た
土
地
は
「
自
分
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
」
と
抗
弁
し
た
場
合
に
は
、
貫

主
は
、
売
主
は
第
三
者
に
対
し
て
「
自
己
の
財
産
中
に
は
な
か
っ
全
そ
の
土
地
を
再
度
売
却
し
た
と
み
な
さ
れ
て
い
た
」
と
再
抗
弁
す
る
こ
と
が
で

き
た

(
c
e
-
8
5
b-AR-AF・串・
ω
N
)
。
も
っ
と
も
、
以
上
の
テ
ク
ス
ト
に
よ
る
と
、
第
二
買
主
に
目
的
物
が
引
き
渡
さ
れ
て
し
ま
っ
た
場
合
に
関
し

て
は
直
接
的
に
は
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。
プ
ブ
リ
キ
ウ
ス
の
訴
権
も
、
「
売
却
さ
れ
て
引
き
渡
さ
れ
た
物
の
抗
弁
」
の
よ
う
に
、
売
主
の
み
な
ら
ず
そ

の
承
継
人
に
も
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
み
て
よ
い
の
か
、
あ
る
い
は
こ
の
点
に
つ
い
て
の
沈
黙
は
、
売
主
に
よ
っ
て
す
で
に
第
二
買
主
に
引
き

波
さ
れ
て
し
ま
っ
た
物
は
も
は
や
返
還
請
求
さ
れ
え
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
か
、
不
明
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、

C
3
2・
8
は
、
プ
ブ
リ
キ
ウ
ス
の
訴
権
に
お
い
て
は
、
適
法
原
因
に
基
づ
い
て
(
巾
H
E臼
g
g
g曲
)
物
の
引
渡
を
受
け
た
者
が

使
用
取
得
す
る
以
前
に
占
有
を
失
っ
た
場
合
、
こ
の
占
有
の
回
復
を
訴
求
す
る
た
め
に
、
彼
が
そ
の
物
を
使
用
取
得
し
た
か
の
よ
う
に
、
つ
ま
り
、

「
あ
た
か
も
市
民
法
上
の
所
有
者
に
な
っ
た
か
の
よ
う
に
」
擬
制
さ
れ
る
、
と
解
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
今
日
の
学
説
は
、
こ
の
訴
権
は
あ
ら
ゆ
る

第
三
者
に
対
L
て
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
、
た
だ
し
、
市
民
法
上
の
所
有
者
だ
け
は
、
「
真
の
所
有
者
の
抗
弁
」

(
a
g
E
C
E皇内四
O
B
E
E
)
を
提

出
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
み
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
市
民
法
上
の
所
有
者
が
請
求
者
に
対
す
る
譲
渡
人
ま
た
は
そ
の
承
継
人
で
あ
っ
た
場
合
に
は
、

こ
の
者
が
提
出
し
た
真
の
所
有
者
の
抗
弁
は
、
「
売
却
さ
れ
て
引
き
渡
さ
れ
た
物
の
再
抗
弁
」
(
『
岳
宮
同
巴

0
3
3邑
宮
市
旦
可
包
E
。
)
」
ま
た
は
「
悪

意
の
再
抗
弁
」
(
『

e-FSEe-F)
に
よ
っ
て
対
抗
さ
れ
た
、
と
し
て
い
る
(
出
O
Z
印
刷
戸
H
玄
〉
時
田
町
一l
玄
〉
F
J『
HH
印刷問、回

-
E
F
m
s
o
)
。

た
し
か
に
、
原
典
に
は
、
真
の
所
有
者
の
抗
弁
は
プ
ブ
リ
キ
ウ
ス
の
訴
権
を
阻
止
す
る
た
め
に
提
出
さ
れ
た
、
と
す
る
テ
ク
ス
ト
が
あ
る
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(
宮
司
宣
言
g

b

m
E
N--a)
。
し
か
し
、
こ
の
テ
ク
ス
ト
は
、
真
の
所
有
者
以
外
の
者
は
プ
ブ
リ
キ
ウ
ス
の
訴
権
を
阻
止
し
え
な
か
っ
た
と
す
る

も
の
で
は
な
く
、
真
の
所
有
者
が
売
主
な
ど
の
譲
渡
人
で
は
な
い
場
合
に
は
、
真
の
所
有
者
の
抗
弁
を
提
出
で
き
る
こ
と
を
示
し
た
に
す
ぎ
ず
、
例

え
ば
、
売
主
か
ら
適
法
原
因
に
基
づ
い
て
目
的
物
の
引
渡
を
受
け
た
第
二
買
主
が
プ
ブ
リ
キ
ウ
ス
の
訴
権
に
対
し
て
抗
弁
を
提
出
し
う
る
余
地
を
排

除
し
て
は
い
な
い
、
と
も
み
う
る
(
円
円

Z
R曲
t
g
b・∞
-
N-

ロ)。

[7] 
。。“一・回

A
F
C

，AFH
.
 

[8] 
。白
A
h

・
H

・
印串・

[9] 
J

『
因
。
迄
〉
∞
-M3』司
HI--v-H叶由一同〉印刷回N-U勾』
M勾
回
・
嗣

N品N
(
同)】

一(
『〈)同一

B
m
m
H
M
8
5
w
F
H
d弓
開
Z
の
何
回
戸
均
河
-
m
-
H
N
a
R
な
お
、
鎌
田
・

前
掲
論
文
『
民
商
法
雑
誌
』
六
六
巻
三
号
(
一
九
七
二
年
)
四
六
O
頁
以
下
参
照
。

J

司
問
。
冨
〉
∞
.
同
ヨ
勾
H

J

H
ぷ
u
・H
叶
由
民
・

[
叩
]
[U] 
〈
崎
戸
・
国
内
〉
的
何
回
p
b
旬
、
勾
固
・
∞
-
N
∞
ω
・
例
え
ば
、

g
o
h
Z
Z
8
5
の
法
律

(
N
S

〉
・
0
・)
は
、
「
物
の
所
有
(
品
O
B
E
E
E
g
-
)
は
、
た
ん
な
る
合

意
(
回
目
色
匡
田
宮
内

E
B
)
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
引
渡
(
可
包
玄
O
)

な
ら
び
に
使
用
取
得
(
酉
帥
5
8
3
)
に
よ
っ
て
移
転
さ
れ
る
」
(
の
N

・
ω
-
N
O
)

と
し
て
い
た
。

ロ
ー
マ
法
の
所
有
物
移
転
に
お
け
る
当
事
者
の
「
意
思
」
の
効
果

概
観

こ
れ
ま
で
老
桑
し
て
き
た
よ
う
に
、

ロ
ー
マ
の
譲
渡
法
が
到
達
し
た
引
渡
の
制
度
に
お
い
て
は
、
物
の
即
物
的
な
移
転
が
所
有
物
の
移

転
と
し
て
認
め
ら
れ
た
た
め
に
、
必
然
的
に
譲
渡
行
為
自
体
の
適
法
性
な
い
し
有
効
性
に
強
い
関
心
が
払
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
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結
果
、
盗
取
者
自
身
に
よ
る
譲
渡
行
為
ゃ
、
売
買
そ
の
他
の
適
法
原
因
を
欠
い
た
譲
渡
行
為
に
よ
る
所
有
物
移
転
が
否
定
さ
れ
た
。
そ
の

際
、
適
法
原
因
と
は
、
そ
れ
自
体
が
独
立
し
た
譲
渡
の
要
件
で
あ
り
、
所
有
物
を
移
転
し
、
受
領
し
よ
う
と
す
る
両
当
事
者
の
意
図
の
証

41一社E

明
手
段
な
ど
で
は
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
両
当
事
者
が
適
法
原
因
が
存
在
し
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
存
在
す
る
と
誤
信
し
て
い
た
り
、

別
々
の
原
因
を
考
え
て
い
た
場
合
に
は
、
た
と
え
所
有
物
を
移
転
し
、
受
領
す
る
と
い
う
抽
象
的
な
意
図
が
一
致
し
て
い
た
と
し
て
も
、

所
有
物
の
移
転
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
点
で
は
、
ロ
ー
マ
法
の
引
渡
主
義
に
お
い
て
は
、
所
有
物
の
移
転
が
当
事
者
の
意
思
に
依

存
す
る
度
合
い
は
そ
れ
ほ
ど
強
く
は
な
か
っ
た
と
言
っ
て
も
よ
か
ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
す
で
に
ロ

l
マ
法
に
お
い
て
も
、
所
有
物
の
移
転
を
当
事
者
の
意
思
に
関
わ
ら
せ
る
い
く
つ
か
の
制
度
が
存
在
し
て

い
た
。
あ
る
い
は
ま
た
、
い
っ
た
ん
成
立
し
た
適
法
原
因
の
効
力
が
、
当
事
者
の
精
神
的
要
素
の
欠
陥
な
ど
を
理
由
と
し
て
、
当
事
者
の

一
方
の
行
為
に
よ
っ
て
否
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
こ
の
場
合
に
も
か
か
る
精
神
的
要
因
が
所
有
物
移
転
の
効
果
に
及
ぼ
す
影
響
が
問
題

に
な
る
。
本
章
で
は
、
こ
れ
ら
の
側
面
か
ら
の
検
討
を
加
え
る
こ
と
に
よ
り
、
ロ
ー
マ
法
の
引
渡
主
義
に
お
け
る
譲
渡
当
事
者
の
意
思
の

効
果
を
さ
ら
に
深
く
検
討
し
て
み
よ
う
。

2 

条
件
、
期
限
お
よ
び
付
随
的
合
意
の
効
果

制
当
事
者
の
意
思
に
よ
り
、
法
的
行
為
の
効
果
を
将
来
発
生
し
う
る
一
定
の
事
実
に
依
存
さ
せ
る
制
度
と
し
て
、
す
で
に
ロ

I
マ
法

で
は
、
条
件

(gEEO)、
期
限
(
庄
内
田
)
な
ど
が
認
め
ら
れ
て
い
た
せ
こ
の
う
ち
、
条
件
の
付
加
は
、
問
答
契
約

ZGEE-o)
お
よ

び
遺
贈

(-a白
吉
田
)
に
際
し
て
早
く
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
包
と
く
に
、
片
務
契
約
と
し
て
の
性
質
を
も
っ
て
い
た
問
題
契
約
は
、
条
件

の
付
加
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
機
能
的
に
は
、
双
務
か
つ
諾
成
契
約
で
あ
っ
た
売
買
契
約
と
同
様
の
経
済
的
目
的
を
果
た
し
て
い
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た
と
み
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
「
も
し
、
私
が
あ
な
た
に
一

0
0
0
セ
ス
テ
ル
ス
を
支
払
う
な
ら
ば
、
あ
な
た
は
奴
隷
の
ヨ
弓
誌
を
私

{3] 

に
与
え
る
こ
と
を
約
束
す
る
か
?
」
と
い
う
よ
う
な
場
合
で
あ
る
。

312 

も
っ
と
も
、
若
干
の
行
為
に
関
し
て
は
、
条
件
の
付
加
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
「
家
父
長
権
か
ら
の
解
放
(
巾
BEn-匂
色
O)
、

弁
済
受
領
問
答
契
約
(
白
円
2
E
E
-
o
)
、
相
続
の
承
認

(
F
R
E
5
5
包
EO)
、
奴
隷
の
選
択
(
日
常
三

oEo)
、
後
見
人
の
付
与
(
含
吾

-
時
間

E
S
F
)

は
、
時
間
ま
た
は
条
件
を
付
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
全
体
と
し
て
無
効
と
さ
れ
る SEEn-HMg)
厳
格
法
上
の
行
為

2
2
5

(
百
件
。
言
自
〈
E
E
Z『
)
」
古
こ
れ
ら
の

z
gユ
凹
)
な
ど
の
よ
う
に
、
期
限
定
5
)
ま
た
は
条
件

(
g
E
E
O
)
を
受
け
容
れ
な
い

諸
行
為
は
、

い
ず
れ
も
元
来
が
方
式
行
為

(3『自由
E
Z
)
ま
た
は
国
家
の
行
為

(ωg同一昨日長門)

と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
せ

(
後
見
人
の
付
与
の
場
合
)

で
あ
っ
た
こ

条
件
が
不
能
、
不
法
ま
た
は
反
倫
理
的
で
あ
る
場
合
に
は
宝
誠
意
訴
訟

(σog巾
E
2
2
E
n
g
)
に
服
す
る
行
為
は
無
効
と
さ
れ
た

と
解
さ
れ
て
い
る
せ
し
か
し
ま
た
、
厳
格
法
上
の
訴
訟

(FEE阻
害

-azユ
日
)
に
服
し
、
し
か
も
形
式
に
拘
束
さ
れ
、
無
図
的
行
為

で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
問
答
契
約
(
笠
宮
g
g
)
に
お
い
て
も
、
不
能
の
条
件

(EHVSMME--帥
g
E
E
o
)
が
付
さ
れ
た
と
き
は
ま
っ
た

守
]

く
効
力
が
な
く
(
巳
z
s
z
o
)
ま
た
は
無
価
値
で
あ
る

SE--E的
目
。
白
g
z
g凹
巾
)
と
さ
れ
た
ま
た
、
反
倫
理
的
な
問
答
契
約

(
Z
G
Z

包
宮

g
g
)
は
無
価
値
で
あ
る

(
E
-
2
5
B
O
B
g江
市
臼
印
巾
)
が
宝
問
答
契
約
に
付
加
さ
れ
た
条
件
が
反
倫
理
的
な
行
為
に
向
け
ら
れ
て

い
た
場
合
に
は
、
訴
権
の
否
認
(
母
ロ
品
阻
ま
脚
色
。
ョ
帥
)
ま
た
は
詐
欺
の
抗
弁
(
巾
見
岳
音
色
。

ε
が
法
務
官
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
た
句
]

こ
れ
に
反
し
て
、
遺
言
(
丹
市
日

g
ヨ
g
Z自
)
、
と
り
わ
け
遺
贈
官
官
gg)
お
よ
び
相
続
人
の
指
定
音
色

Eszzau)
の
場
合
に

は
見
解
が
分
か
れ
、
サ
ピ
ヌ
ス
学
派
に
よ
れ
ば
、
例
え
ば
不
能
の
条
件
が
付
さ
れ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
よ
う
な
条
件
は
存
在
し
な

い
も
の
と
み
な
さ
れ
F
Jあ
た
か
も
無
条
件
(
日
宮
市

B
E
E
S巾
)
で
行
わ
れ
た
か
の
よ
う
に
拘
束
力
を
も
っ
、
と
解
さ
れ
た
町
]
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こ
の
よ
う
な
条
件
が
付
さ
れ
た
場
合
、
条
件
が
成
就
す
る
ま
で
の
浮
動
期
間
に
お
い
て
は
(
宮

E
S
Z
S
E
E
S冊
)
、
行
為
の
効
果

は
発
生
せ
ず
宝
所
有
物
譲
渡
の
場
合
に
は
、
譲
渡
人
が
依
然
と
し
て
所
有
者
に
と
ど
ま
る
も
の
と
み
ら
れ
た
唱
し
か
し
ま
た
、
条
件
付
行

為
の
条
件
成
就
前
の
効
力
は
「
盤
…
」
で
は
な
く
、
条
件
の
成
就
に
よ
っ
て
権
利
を
受
け
る
者
の
利
躍
は
、
条
件
の
成
就
以
前
に
お
い
て
も

41一社E

保
護
さ
れ
た
と
解
さ
れ
。て
い
る
。
と
く
に
本
稿
と
の
関
連
で
は
、

る
所
有
物
の
譲
渡
は
、
効
力
を
も
た
な
か
っ
た
官

い
わ
ゆ
る
中
間
処
分
、
例
え
ば
、
す
で
に
条
件
付
き
で
遺
贈
さ
れ
て
い

し
か
し
、
一
層
重
要
な
問
題
は
、
条
件
を
付
さ
れ
た
行
為
の
効
力
が
、
条
件
成
就
の
場
合
に
行
為
時
ま
で
遡
及
し
た
か
ど
う
か
で
あ
る
。

玄
存
在
帥
の
『
ロ

1
マ
私
法
』
以
来
、
通
説
は
遡
及
効
を
一
般
的
に
否
定
し
て
い
る
唱
ま
た
、
原
典
に
も
、
遡
及
効
の
否
定
に
有
利
な
テ

ク
ス
ト
が
見
出
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
条
件
付
売
買
契
約
に
お
い
て
は
、
①
危
険
の
移
転
は
条
件
が
成
就
し
た
時
で
あ
り
、
②
ま
た
、
条

件
成
就
が
未
決
定
の
聞
に
目
的
物
が
買
主
に
引
き
渡
さ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
に
よ
っ
て
買
主
の
使
用
取
得
期
聞
が
進
行
す
る
こ
と
は
な

い
。
③
さ
ら
に
、
条
件
の
成
就
が
未
決
定
の
聞
に
収
取
さ
れ
た
果
実
は
売
主
に
帰
属
す
る
、
と
さ
れ
て
い
組
唱

[
却
]

こ
れ
に
反
し
て
、
遡
及
効
を
肯
定
す
る
見
解
が
あ
り
、
原
典
に
も
、
遡
及
効
を
肯
定
す
る
趣
旨
の
テ
ク
ス
ト
が
見
出
さ
れ
る
。
例
え
ば
、

①
A
が
B
か
ら
条
件
付
問
答
契
約
に
よ
っ
て
金
銭
を
借
り
受
け
、
自
己
の
所
有
物
を
担
保
に
提
供
し
、

つ
い
で
、

C
か
ら
も
金
銭
の
消
費

貸
借
を
受
け
て
同
一
の
所
有
物
を
担
保
に
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
後
に

A
B
聞
の
契
約
に
付
さ
れ
た
条
件
が
成
就
し
た
と
す
る
。

A
が
支
払

不
能
と
な
っ
た
場
合
に
、
こ
の
担
保
物
に
対
し
て
優
先
す
る
権
限
を
も
つ
の
は
、

B
か
C
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
の
ど

5
は
、
「
条
件
が
い
っ

た
ん
満
た
さ
れ
た
場
合
に
は
、
そ
の
帰
結
は
、
問
答
契
約
が
行
わ
れ
た
時
点
に
お
い
て
な
ん
ら
条
件
が
付
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
場
合
と
同

様
の
効
果
を
も
つ
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
が
よ
り
優
れ
た
見
解
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
唱
も
っ
と
も
、
の
巳

5
も、

A
B
聞
の
貸
借
が
、
間

答
契
約
に
よ
っ
て
は
行
わ
れ
ず
、

A
が
た
ん
に
、
「
も
し
金
銭
を
借
り
受
け
た
場
合
に
は
、
こ
の
財
産
を
担
保
に
提
供
す
る
」
と

B
に
約
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束
し
て
お
い
て
、

C
か
ら
借
り
受
け
た
後
に

B
か
ら
も
借
り
受
け
た
場
合
に
は
、
最
初
に
A
が
金
銭
を
借
り
受
け
、
目
的
物
を
担
保
に
供

314 

し
た
と
こ
ろ
の

C
が
優
先
す
る
、
と
判
断
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、

A
B
聞
に
お
い
て
は
、
「

[
A
C聞
の
消
費
貸
借
]
よ
り
も
先
に
合

る意
。冨が

さ
れ
て
しミ

る

も
か
か
わ
ら
ず

彼

B 

か
ら
先
に
金
銭
を
受
領
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
」
、
と
さ
れ
て
い

ま
た
、
②
「
も
し
、
条
件
の
成
就
が
未
決
定
の
聞
に
買
主
か
あ
る
い
は
売
主
が
死
亡
し
た
で
あ
ろ
う
場
合
に
は
、
条
件
が
成
就
し
た
で

あ
ろ
う
な
ら
ば
、
ち
ょ
う
ど
過
去
に
お
け
る
購
買
に
よ
っ
て
契
約
さ
れ
た
か
の
よ
う
に
、
彼
ら
の
相
続
人
も
ま
た
拘
束
さ
れ
る
、
と
い
う

こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
」
喧

さ
ら
に
、
③
「
購
買
も
売
却
も
売
却
さ
れ
る
目
的
物
[
『
叩
凶
]
な
し
に
は
認
め
ら
れ
え
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
将
来
の
果
実
や
[
家

畜
の
]
子
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
ら
が
産
出
ま
た
は
出
産
さ
れ
た
時
に
た
だ
ち
に
[
そ
れ
ら
に
つ
い
て
の
]
取
引
[
ロ
晶
O
H
E
B
]
が
行
わ
れ
、

売
却
が
行
わ
れ
た
も
の
と
み
な
す
、
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
正
当
に
購
入
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
売
主
が
そ
れ
ら
を
産
出
ま
た
は
出

産
さ
れ
な
い
よ
う
に
企
て
た
で
あ
ろ
う
場
合
に
は
、
彼
は
購
入
に
基
づ
い
て
訴
え
ら
れ
る
こ
と

T
H
2
6
Z
脚
色
が
あ
り
う
る
」
唱
ま
た
、

④
「
も
し
、
家
子
が
条
件
付
き
で
問
答
契
約
を
し
、
解
放
さ
れ
、
そ
の
後
に
条
件
が
成
就
し
た
で
あ
ろ
う
場
合
に
は
、
訴
権
は
家
父
に
帰

属
す
る
。
と
一
言
う
の
は
、
問
答
契
約
に
お
い
て
は
、
わ
れ
わ
れ
が
契
約
を
す
る
時
点
に
注
目
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
」
官
]

し
か
し
な
が
ら
、
卑
見
に
よ
れ
ば
、
原
典
に
お
け
る
こ
れ
ら
遡
及
効
の
肯
定
的
態
度
は
、
条
件
付
行
為
一
般
に
関
す
る
遡
及
効
の
肯
定

で
は
な
く
、
個
々
の
事
例
ご
と
に
、
何
ら
か
の
実
際
的
根
拠
に
基
づ
く
限
定
性
を
も
っ
て
い
る
と
解
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
前
記
①
の
テ
ク

ス
ト
の
場
合
に
は
、
ロ

l
マ
法
に
お
け
る
問
答
契
約
の
特
殊
な
地
位
が
決
定
的
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
と
言
う
の
は
、
遡
及
効
の
承

41ーヰ土E

認
は
、
法
的
行
為
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
効
果
を
も
た
ら
す
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
の
当
事
者
の
意
思
が
よ
り
強
力
に
承
認
さ
れ
る
こ



と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
①
の
テ
ク
ス
ト
に
お
い
て
は
、
問
答
契
約
に
隈
ら
ず
、
た
ん
な
る
合
意
に

よ
る
場
合
に
も
遡
及
効
が
認
め
ら
れ
た
は
ず
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
前
記
②
の
テ
ク
ス
ト
の
よ
う
に
、
同
一
の
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テ
ク
ス
ト

(
E
E
E
b
-
-∞・
由・
∞
胃
・
)

の
中
に
、
遡
及
効
に
対
す
る
肯
定
的
部
分
の
み
な
ら
ず
、
否
定
的
部
分
(
注
四
お
よ
び
該
当
本

文
参
画
一
)
も
併
存
し
て
い
る
こ
と
は
、

ロ
ー
マ
法
で
は
、
遡
及
効
の
肯
否
に
関
す
る
統
一
的
見
解
が
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
窺
わ

せ
る
。
そ
し
て
、
前
記
テ
ク
ス
ト
②
は
、
遡
及
効
の
有
無
の
問
題
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
、
条
件
付
契
約
自
体
の
拘
束
力
の
問
題
で
あ

ろ
う
。
ま
た
、
同
③
の
後
段
の
効
果
は
、
条
件
付
行
為
の
遡
及
効
に
基
づ
く
と
い
う
よ
り
も
、
売
主
に
よ
る
条
件
成
就
の
妨
害
に
対
す
る

【
甜
]

サ
ン
ク
シ
ョ
ン
と
も
み
う
る
。
さ
ら
に
、
同
④
で
は
、
ま
さ
に
問
答
契
約
な
ら
で
は
の
特
殊
性
に
言
及
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
ゆ
え
に
、
結
論
的
に
は
、

ロ
ー
マ
法
に
お
け
る
条
件
付
行
為
の
遡
及
効
は
、
当
事
者
の
意
思
が
広
く
法
的
に
保
護
さ
れ
た
こ
と
の

以
上
は
、
今
日
に
い
わ
ゆ
る
停
止
条
件
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、

【
訂
]

れ
て
い
た
か
に
つ
い
て
は
、
近
年
に
お
い
て
も
論
争
が
続
い
て
い
る
。

一
般
的
な
帰
結
と
し
て
で
は
な
く
、
個
々
の
具
体
的
事
例
に
お
け
る
合
目
的
的
な
考
慮
に
基
づ
い
て
認
め
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

-
D
 

い
わ
ゆ
る
解
除
条
件
が
ロ

1
マ
法
上
認
め
ら

そ
こ
で
、
関
連
す
る
テ
ク
ス
ト
を
確
認
し
て
み
よ
う
。
ま
ず
、
売
買
契
約
に
関
し
て
は
以
下
の
も
の
が
あ
る
。
①
「
も
し
、
解
除
約
款

む
し
ろ
、
条
件
付
き
で
解
除
さ
れ
る

(
g
g
g
z
g『
5
5
3
)
土
地
が
売
却
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
場
合
に
は
、
購
買
は
、
条
件
付
き
で
契
約
さ
れ
る
と
み
ら
れ
る
よ
り
も

目
白
]

Z
z
v
g
E
E
C
5
2
8
E
)
と
み
ら
れ
る
」
②
「
土
地
が
期
限
付
き
で

[
高
価
申
込
の
留
保
付

付
き
で

き
で
]
(
百
円
四
百
凶
)
売
り
に
出
き
れ
る
た
び
ご
と
に
、
そ
の
購
買
が
純
粋
な
も
の
で
は
あ
る
が
条
件
付
き
で
解
除
さ
れ
る
の
か
、
そ
れ
と

も
反
対
に
、
む
し
ろ
条
件
付
き
の
購
買
な
の
か
が
問
題
と
な
る
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
私
に
と
っ
て
は
、
何
が
行
わ
れ
た
の
か
、

と
い
う
こ
と
が
実
際
に
よ
り
重
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
も
し
、
例
え
ば
、
よ
り
よ
い
条
件
が
告
知
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
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て
廃
棄
さ
れ
る
、
と
い
う
よ
う
に
し
て
こ
れ
が
行
わ
れ
た
な
ら
ば
、
条
件
に
従
っ
て
解
除
さ
れ
る
購
買
は
純
粋
な
購
買
で
あ
ろ
う
。
し
か

316 

し
、
も
し
こ
れ
に
反
し
て
、
よ
り
よ
い
条
件
が
申
し
出
ら
れ
な
け
れ
ば
購
買
が
完
成
さ
れ
る
、
と
い
う
よ
う
に
し
て
こ
れ
が
行
わ
れ
た
な

百
四
]

ら
ば
、
条
件
付
き
の
購
買
で
あ
ろ
う
」
σ

③
「
も
し
、
物
が
、
気
に
入
ら
な
か
っ
た
場
合
に
は
購
買
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
よ
う
に

し
て
売
ら
れ
て
い
た
な
ら
ば
、
条
件
付
き
で
売
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
て
、
条
件
付
き
で
購
買
が
解
除
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
知

[
却
]

ら
れ
て
い
る
」
。

今
日
の
学
説
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
売
買
の
場
合
を
は
じ
め
と
し
て
、
誠
意
に
よ
っ
て

Q
H
E
m
g口
同
)
訴
求
可
能
な
債
権
債
務
に

関
し
て
は
、
す
で
に
早
く
か
ら
解
除
条
件
の
付
加
が
認
め
ら
れ
て
い
た
と
解
さ
れ
て
い
る
唱
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
テ
ク
ス
ト
は
、

あ
く
ま
で
債
権
的
な
い
し
対
人
的
関
係
に
お
け
る
売
買
契
約
の
効
力
を
問
題
に
し
て
い
る
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

さ
ら
に
進
ん
で
、
こ
れ
ら
解
除
留
保
付
売
買
な
ど
が
所
有
物
譲
渡
の
効
果
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
か
、
と
く
に
、
代
金
不
払
、

高
価
申
込
な
ど
の
留
保
条
項
が
現
実
化
し
、
売
買
契
約
の
効
果
が
消
滅
さ
せ
ら
れ
た
場
合
に
、
同
時
に
、
所
有
物
譲
渡
の
効
果
ま
で
も
否

定
さ
れ
、
所
有
物
が
売
主
に
復
帰
し
た
の
か
ど
う
か
は
、
前
述
の
テ
ク
ス
ト
か
ら
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
後
述

ω

で
あ
ら
た
め
て
検
討
す
る
。

つ
ぎ
に
、
問
答
契
約
、
遺
贈
な
ど
の
厳
格
法
上
の
債
権
債
務
に
は
、
解
除
条
件
の
合
意
を
付
加
す
る
こ
と
も
許
き
れ
な
か
っ
た
、
と
す

[
担
]

る
点
で
、
今
日
の
学
説
は
一
致
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
σ

も
っ
と
も
、
法
務
官
は
、
こ
れ
ら
の
行
為
に
付
さ
れ
た
約
款
な
ど
を
、
停
止
条

件
的
に
条
件
付
け
ら
れ
た
無
方
式
の
解
消
合
意
、
す
な
わ
ち
、
合
意
約
款
(
宮
内

g
n
o号
g
g
)
と
し
て
取
り
扱
い
、
そ
れ
に
基
づ
い
て

合
意
の
抗
弁
(
四
一同n
a
t
0
3
2
F
)
ま
た
は
悪
意
の
抗
弁
(
巾
忠
告
t
o
a
o
z
)
を
認
め
た
と
も
み
ら
れ
て
い
る
唱
ま
た
、
役
権
に
つ
い
て
も
、

【
訓
]

解
除
条
件
お
よ
び
終
期
が
抗
弁
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
た
と
み
ら
れ
て
い
る
。
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し
か
し
な
が
ら
、
所
有
権
、
自
由
[
奴
隷
の
解
放
]
、
家
父
権
な
ど
、
そ
の
内
容
が
時
間
的
な
制
限
に
馴
染
ま
な
い
諸
権
利
の
創
設
ま

た
は
譲
渡
に
際
し
て
は
、
解
除
条
件
の
付
加
は
ま
っ
た
く
許
さ
れ
ず
、
特
別
の
保
護
も
み
ら
れ
な
か
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
唱
こ
れ
ら
の
場

【
描
]

合
に
お
い
て
は
、
解
除
条
件
ま
た
は
期
限
の
付
加
は
行
為
全
体
を
無
効
に
し
た
、
と
解
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
ら
の
テ
ク[訂

]

ス
ト
の
解
釈
と
し
て
は
、
条
件
の
部
分
だ
け
が
削
除
さ
れ
、
残
り
の
部
分
は
完
全
な
行
為
と
し
て
効
力
を
も
っ
た
と
み
る
余
地
も
あ
ろ
う
。

ま
た
、
所
有
権
に
つ
い
て
は
、
売
買
に
際
し
て
の
解
除
ま
た
は
取
戻
し
の
合
意
の
物
権
的
な
効
果
を
肯
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
例
外
を
指

[
甜
]

摘
す
る
見
解
も
あ
る
。

こ
の
よ
、
つ
に
、

ロ
ー
マ
法
に
お
い
て
は
、
当
事
ゑ
告
の
意
思
に
よ
っ
て
法
的
地
位
の
存
立
自
体
に
制
限
を
設
け
る
こ
と
は
ま
だ
一
般
的
に

は
認
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
し
た
が
っ
て
、
所
有
物
の
移
転
が
当
事
者
の
意
思
を
基
準
に
し
て
自
由
に
行
わ
れ
る
と
い
う
段
階
に
は
ま
だ
達

し
て
い
な
か
っ
た
と
言
っ
て
よ
か
ろ
う
。
そ
し
て
、
解
除
約
款
な
ど
の
承
認
は
、
個
人
の
意
思
を
基
準
に
し
た
契
約
解
釈
の
帰
結
と
し
て

で
は
な
く
、
取
引
に
お
け
る
実
際
上
の
必
要
性
を
考
慮
し
た
う
え
で
特
定
の
類
型
に
限
っ
て
認
め
ら
れ
た
、
契
約
の
特
殊
類
型
と
し
て
理

解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
合
意
さ
れ
た
約
束
の
抗
弁
ま
た
は
悪
意
の
抗
弁
に
よ
る
保
護
も
、
あ
く
ま
で
抗
弁
と
し
て
の
、
し
か
も

い
わ
ゆ
る
停
止
条
件
的
に
構
成
さ
れ
た
限
定
的
な
保
護
で
あ
っ
た
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。

(c) 

ロ
ー
マ
法
に
お
い
て
は
、
使
用
貸
借
、
賃
貸
借
な
ど
、
制
度
の
本
質
か
ら
し
て
必
然
的
に
存
続
期
聞
が
あ
る
も
の
を
除
い
て
は
、

い
っ
た
ん
創
設
さ
れ
た
法
律
関
係
は
永
続
的
な
も
の
で
あ
る
と
観
念
さ
れ
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
「
あ
る
時
点
ま
で
の
期
限
」
(
念
2
邑
官
冊
目
)

{掴
]

(
い
わ
ゆ
る
終
期
)
を
付
さ
れ
た
法
律
関
係
を
作
り
出
す
こ
と
は
、
法
的
に
不
可
能
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
ロ
ー
マ
法
で
は

原
則
と
し
て
、
「
あ
る
時
点
か
ら
の
期
限
」
を
付
し
た
法
律
関
係
の
創
設
の
み
が
問
題
に
な
っ
た
唱

期
限
(
念
巾
帥
)

の
付
加
に
関
し
て
は
、
本
質
的
に
は
条
件
と
同
様
の
こ
と
が
当
て
は
ま
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
喧
す
な
わ
ち
、
厳
格
法
上
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の
行
為

g
a
g
-
a
t
E
)
に
対
す
る
期
限
(
い
わ
ゆ
る
始
期
)

の
付
加
は
行
為
の
無
効
化
を
も
た
ら
し
た

(
た
だ
し
、
問
答
契
約
を
除

318 

く
)
。
も
っ
と
も
、
厳
格
法
上
の
行
為
に
対
し
て
い
わ
ゆ
る
終
期
が
付
加
さ
れ
た
場
合
に
は
、
む
し
ろ
法
務
官
に
よ
る
保
護
が
認
め
ら
れ

た
と
さ
れ
て
い
る
喧
ま
た
、
厳
格
法
上
の
行
為
の
う
ち
で
も
相
続
人
の
指
定
は
、
た
と
え
期
限
が
付
加
さ
れ
た
と
し
て
も
そ
の
付
加
が
削

除
さ
れ
ド
被
指
定
者
は
た
だ
ち
に
相
続
財
産
を
取
得
し
た
と
解
さ
れ
て
い
る
喧

こ
の
ほ
か
の
行
為
に
つ
い
て
は
、
期
限
の
付
加
が
認
め
ら
れ
た
と
解
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
効
果
と
し
て
は
、
①
義
務

づ
け
行
為
に
期
限
が
付
加
さ
れ
た
場
合
に
は
、
(
停
止
)
条
件
の
場
合
と
は
異
な
り
、
債
務
は
た
だ
ち
に
成
立
し
、
そ
の
履
行
期
だ
け
が

{制】

延
期
さ
れ
た
に
す
ぎ
な
い
と
さ
れ
る
。
②
他
方
、
そ
う
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
所
有
物
譲
渡
な
ど
の
処
分
行
為
に
期
限
が
付
加
さ
れ
た
場

宮
崎
]

合
に
は
、
停
止
条
件
の
場
合
と
同
様
に
、
所
有
物
な
ど
の
取
得
自
体
が
延
期
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
こ
の
点
に
つ
い

て
の
論
証
は
不
十
分
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
原
典
に
は
、
条
件
の
場
合
と
は
異
な
り
、
期
限
の
付
加
に
よ
る
所
有
物
移
転
時
期
の
延
期
を

[
輔
]

明
示
的
か
っ
一
般
的
に
肯
定
す
る
テ
ク
ス
ト
は
見
出
さ
れ
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
ロ
ー
マ
法
に
お
い
て
所
有
物
譲
渡
に
対
す
る
期
限
の
付

加
が
一
般
的
に
認
め
ら
れ
て
い
た
か
ど
う
か
は
、
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
。

最
後
に
、
契
約
に
付
さ
れ
た
付
随
的
合
意
に
つ
い
て
、
売
買
契
約
を
中
心
に
し
て
検
討
し
て
み
よ
う
。
こ
れ
に
は
、
す
で
に
制
で

触
れ
た
よ
う
に
、
①
売
買
代
金
不
払
い
の
場
合
に
は
売
買
を
解
除
す
る
旨
の
約
款

(
Z
H
n
O
B
B
Z
M
O
『
広
)
、
②
あ
る
期
限
ま
で
は
最
高
価

(d) 
申
込
者
に
与
え
る
こ
と
の
留
保
(
百
丘
自
主
全
丘
O)
、
お
よ
び
③
売
買
目
的
物
に
不
満
の
場
合
に
は
解
除
す
る
旨
の
合
意
(
宮
内
宮
田

金
目
立

Fng丘
町
広
)
が
あ
る
。

こ
れ
ら
は
、
売
主
の
た
め
に
(
①
、
②
)
、
ま
た
は
買
主
の
た
め
に

(③
)
、
取
引
に
お
け
る
現
実
的
要
請
に
基
づ
い
て
認
め
ら
れ
た
効

果
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
唱
問
題
は
、
こ
れ
ら
の
付
随
的
合
意
の
効
果
と
し
て
、
買
主
か
ら
売
主
へ
の
所
有
物
の
復
帰
ま
で
も
が
生
じ
た
の
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か
、
と
り
わ
け
、
目
的
物
が
第
三
者
の
手
中
に
移
転
し
て
い
た
場
合
に
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

[
岨
]

こ
れ
ら
の
付
施
的
合
意
に
関
し
て
、
解
除
条
件
の
存
在
を
認
め
る
見
解
の
中
に
は
、
所
有
物
の
移
転
が
生
じ
た
う
え
で
、
そ
の
復
帰
が

認
め
ら
れ
た
と
解
釈
す
る
も
の
が
あ
る
を
ち
な
み
に
、
こ
の
よ
う
な
考
え
方
に
よ
れ
ば
、
所
有
物
譲
渡
自
体
に
も
解
除
条
件
を
付
し
え
た

四
国
]

こ
と
を
実
質
的
に
は
認
め
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
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こ
れ
に
反
し
て
、
こ
れ
ら
売
買
に
付
さ
れ
た
付
随
的
合
意
は
、
所
有
物
の
復
帰
ま
で
は
生
じ
さ
せ
な
か
っ
た
と
み
る
見
解
も
根
強
く
存

在
し
て
い
る
屯

原
典
に
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
明
示
的
に
述
べ
た
テ
ク
ス
ト
は
見
当
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。
が
、
例
え
ば
、
同
じ
く
売
買
に
際
し
て
の

付
臨
的
合
意
で
あ
る
先
買
権
(
宮
臼
胃

2
5
5
0帥
)

の
留
保
に
つ
い
て
は
、
買
主
が
こ
の
合
意
に
違
反
し
て
、
売
主
以
外
の
第
三
者
に
目

的
物
を
転
売
し
た
場
合
に
は
、
売
主
に
は
売
却
の
訴
権
(
脚
色

0
2
E
E
)
が
与
え
ら
れ
、
買
主
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
が
認
め
ら
れ

る
に
と
ど
ま
っ
た
、
と
解
さ
れ
て
い
る
唱
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
か
ら
の
類
推
が
許
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
売
買
に
付
さ
れ
た
付
随
的
合
意
の

効
果
が
所
有
物
の
復
帰
に
も
及
ん
だ
か
ど
う
か
は
、
否
定
的
に
解
さ
れ
で
あ
ろ
う
。

【
臼
]

ロ
l
マ
法
で
は
、
以
上
の
ほ
か
に
、
売
買
に
際
し
て
の
付
随
的
合
意
と
し
て
、
す
で
に
、
買
戻
約
款
(
宮
内
吉
田
号
『
号

ossao)w

【
同
】

奴
隷
売
買
に
際
し
て
の
一
定
の
条
項
な
ど
が
認
め
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
付
随
的
合
意
の
承
認
は
、
個
々
の
事
例
に

お
け
る
合
目
的
的
な
要
請
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
売
買
当
事
与
告
の
意
思
を
基
準
に
し
て
あ
ら
ゆ
る
法
的
効
果
の
形
成
を
認
め
る
と
い
っ
た

一
般
的
な
態
度
か
ら
の
帰
結
で
は
な
か
っ
た
と
解
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
売
買
等
に
伴
う
付
随
的
合
意
の
類
型
や
効
力
は
、
今
日
の
場

合
と
比
べ
て
か
な
り
限
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問

以
上
の
よ
う
に
、

ロ
ー
マ
法
に
お
い
て
は
、
所
有
物
譲
渡
そ
れ
自
体
に
関
す
る
合
意
が
効
力
を
も
っ
範
囲
は
、
近
代
の
法
制
に
比
べ
る
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と
一
般
的
に
制
限
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
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[1] 
国
o
z
m開
F
F
H
V向
〉
吋
何
回
耐
'
冨
〉
Fd「
H
印
刷
戸
∞
-
均
知
∞
・
由
H

一
↓
国
O
冨
〉
印
・
同
ヨ
均
he
司
-Nωω
一
同
〉
印
刷
m
-
b河
、
河
戸
∞

-
N
g
町
内

例
え
ば
、
条
件
付
自
由
人
(
位
陣
g
z
Z『
)
の
遺
言
に
よ
る
解
放
に
関
し
て
、
「
奴
隷
が
、
『
も
し
彼
が
私
の
相
続
人
に
一

0
0
0
セ
ス
テ
ル
ス
を
支

払
う
な
ら
ば
』
と
い
う
条
件
に
従
う
こ
と
に
よ
っ
て
解
放
さ
れ
る
こ
と
が
命
じ
ら
れ
て
い
る
な
ら
ば
、
た
と
え
彼
が
相
続
人
に
よ
っ
て
譲
渡
さ
れ
て

[2] し
ま
っ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
彼
は
そ
わ
買
主
に
こ
の
金
銭
を
弁
償
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
の
自
由
を
獲
得
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
れ
は
、

十
二
表
法
に
よ
っ
て
命
じ
ら
れ
て
い
る
」

(
S
E注
意
g
F
N・
弁
長
・

5
E
H同
C
Z
関戸
H
巧
望
の
何
回
・
完
-
m-
F

3
・
ω
一
回
。
Z
印刷
F
H

冨
〉
J

『開岡山
1

富
〉
F
吋
H
印刷
F
回
・
均
拘
∞
・
申
且
自
信
司
ロ

ω)
。

[3] 
、
吋
図
。
冨
〉
∞

-M-均H
J

司・

8hp・
こ
の
よ
う
に
、
片
務
的
か
つ
方
式
的
契
約
で
あ
っ
た
問
答
契
約
へ
の
条
件
の
付
加
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
は
、
双
務
的

か
つ
諾
成
的
契
約
と
し
て
の
売
買
契
約
一の
承
認
と
密
接
に
関
連
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ち
な
み
に
、
こ
の
よ
う
な
条
件
は
、
今
日
の
英
米
契

約
法
に
お
け
る
寸
約
因
」

(nog-号
g
Eロ
)
に
該
当
す
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。

-
M
M
H

玄
巳
g
g
b・日
0
・
ミ
・
3
一〈同-・

3
-
N
m
H同
C
Z聞円切

F
H
d『何
Z
C
開
閉
・
』
州
知
的
・
定
自
信
司
戸
品
一
回
0
2
∞何回
lFH冨
〉
吋
開
問
'
冨
〉
Fd「
H
印刷
F回
・
』
員

[4] ∞-
U

H

B
存

司

P
A
P-

も
っ
と
も
、
こ
れ
ら
の
諸
行
為
が
、
暗
黙
の
う
ち
に

5
2丹
市
)
期
限
ま
た
は
条
件
を
付
し
て
行
わ
れ
た
場
合
に
は
、
期
限
が
到
来
し
ま
た
は
条
件

が
成
就
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
有
効
に
作
用
す
る
こ
と
が
あ
り
え
た
(
司
弓
E
g
g
h
v・
g
・
-
叶
ミ
)
。

[5] 
な
お
、
こ
こ
で
挙
げ
ら
れ
て
い
る
家
父
長
権
か
ら
の
解
放
(
巾
自
g
n
e色
白
)
は
、
握
取
行
為
(
邑
gnF官民
O
)

に
イ
ン
テ
ル
ポ
ラ
テ
ィ
オ
を
施
し

た
も
の
で
あ
り
、
元
来
は
、
援
取
行
為
も
含
め
、
秤
を
用
い
た
行
為

pes-呉
g)
一
般
に
つ
い
て
、
し
た
が
っ
て
ま
た
買
入
れ
婚

POSED)

に
も
条
件
付
加
の
制
限
が
妥
当
し
た
と
解
さ
れ
て
い
る
(
〈
包
-
R
〉的何回一
・
ロ
司
、
勾
同
・
∞
-Nm印)。
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[6]
・例
え
ば
、
害
島
市
在
国
g
b
N∞・叶
-N叶司『-一』
usa-:皇
室
乾
電
・

ω・
舎
-
N
(
い
ず
れ
も
相
続
人
の
指
定
に
関
す
る
)
。

41ーヰ土皿

{7] 

8
2的開
F
F
H
Z〉
白
河
1

冨
〉
ロ
H
的関

5
・
完
的
・
忠
一
円
同
・
冨
曲
『
n
t
g
g
h
v・
怠
・
叫・

ω
H
(「
不
能
の
条
件
に
結
び
つ
け
ら
れ
た
問
答
契
約
が
無
価

値
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
さ
ら
に
、
購
買
や
賃
貸
借
の
よ
う
な
そ
の
他
の
諸
契
約
も
ま
た
、
挿
入
さ
れ
た
不
能
の
条
件
に
よ
っ
て
、
同
じ
よ
う
に
無

価
値
で
あ
る
。
と
言
う
の
は
、
二
人
ま
た
は
そ
れ
以
上
の
者
に
よ
る
合
意
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
こ
と
に
お
い
て
は
、
す
べ
て
の
者
の
意
思
が
注
意
さ
れ
、

そ
の
よ
う
な
者
た
ち
の
こ
う
し
た
行
為
に
お
い
て
は
、
不
可
能
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
て
付
加
さ
れ
た
条
件
の
ゆ
え
に
、
行
わ
れ
る
こ
と
は
無
で

あ
る
と
み
な
さ
れ
る
、
と
い
う
考
慮
が
疑
い
を
容
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
」
)
。
こ
こ
で
は
、
行
為
の
無
効
の
根
拠
が
、
当
事
者
の
意
思
に
求
め
ら
れ
て

い
る
点
が
注
呂
さ
れ
る
。

[8] 
hsaω
・
5
・
z
h
g
R
a
g
g
b
怠
・
叶・
ω
H
(前
注
参
照
)
。

[9] 

E
B吉田
F
g
b・
8
・
H

・
8
・

[
叩
]

同》O
国
吉
田
-
g
b・
品目
-
F
N叶
胃
・
(
訴
権
の
否
認
)
・

3
E
g
h
M
品目
-
F
H包
・
司
『
(
詐
欺
の
抗
弁
)
。

[U] 

g
z
s
g
b・
8
・
H

・
ω・

[ロ]
こ
れ
に
反
し
て
、
プ
ロ
ク
リ
ア
ヌ
ス
学
派
は
、
遺
贈
は
問
答
契
約
の
場
合
と
同
様
に
無
効

(-ES-帥
)
で
あ
る
と
し
、
。

EHM
も
「
こ
の
よ
う
な

区
別
の
適
切
な
理
由
(
広
0
5白
Z
H
F
O
)

が
与
え
ら
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
不
可
能
で
あ
る
」
と
し
て
い
る

(
C
R
-
国
器
)
。
し
か
し
な
が
ら
、
生

存
者
間
に
お
い
て
行
わ
れ
る
契
約
の
場
合
|
|
そ
こ
で
は
、
反
倫
理
的
な
条
件
を
付
さ
れ
た
契
約
な
ど
を
申
し
込
ま
れ
た
相
手
方
は
、
た
だ
ち
に
自

己
の
意
思
を
表
明
し
う
る
|
|
え
そ
う
で
は
な
い
場
合

I
lそ
こ
で
は
、
反
倫
理
的
な
条
件
の
付
加
に
つ
い
て
、
受
遺
者
に
も
非
難
の
原
因
が
帰

せ
ら
れ
る
と
は
奮
い
緩
い

l
!と
で
区
別
す
る
こ
と
に
、
合
理
性
が
ま
っ
た
く
な
い
と
は
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
(
同
門
叶
問
。
冨
〉
∞
-
コ
~
ト
・
匂
-Nω
∞)。

ま
た
、
善
良
の
風
俗
(
宮
己
目

05)
に
反
す
る
契
約
を
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
さ
れ
て
い
た
が

(
E
5
5
5
H
5・
H
-

H

S

、
奴
隷
の
解

放
、
遺
一一盲
そ
の
他
の
行
為
に
際
し
て
、
善
良
の
風
俗
に
反
す
る
条
件
が
付
さ
れ
た
場
合
に
は
、
そ
の
よ
う
な
条
件
は
書
か
れ
な
か
っ
た
も
の
と
さ
れ
、

条
件
と
し
て
の
効
力
を
も
た
ず
、
条
件
が
な
い
場
合
と
同
様
の
効
果
が
認
め
ら
れ
た
(
玄
R
a
g
g
ロ
N∞
・
叶
-
∞

-
E
Eミ札師、
s
S
S
R
-ω

品『
・
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[
日
]

し
た
が
っ
て
、
例
え
ば
、
条
件
付
契
約
に
お
け
る
債
務
者
が
、
条
件
の
成
就
前
に
債
務
を
弁
済
し
た
場
合
に
は
、
非
債
弁
済
に
基
づ
く
給
付
物
の

取
戻
請
求

P
E
e
n
E
D
g
e
v
E
)
が
認
め
ら
れ
た

(
F
E
M白巳
g

b
尽
品
・
5
・
官
-
一
c
-
1
8
E
b
-
-
N
-
m
-
H∞
)
。
こ
れ
は
、
条
件
と
期
限
と
の

重
要
な
相
違
で
あ
る
(
後
述
例
お
よ
ぴ
注
“
参
照
)
。

[U] 
宮司
F
8
5
b・
N品
-
H
H
H
胃
・
(
夫
婦
問
の
死
因
贈
与
[
目
o
E帥
n
E目
白
色
。
ロ
色
。
]
に
関
し
て
、
「
[
条
件
が
成
就
す
る
ま
で
の
]

聞
に
目
的
物
(
『

g)

が
た
だ
ち
に
受
贈
者
の
も
の
に
な
る
の
で
は
な
く
、
死
亡
が
生
じ
た
時
に
よ
う
や
く
受
贈
者
の
も
の
に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
中
間
時
に

お
い
て
は
、
そ
の
所
有
物

S
O
B
-
E
E
)
は
贈
与
者
の
と
こ
ろ
に
残
っ
て
い
る
」
)
一
ぇ
・
宣
言
語
札
嘗
H
E
N-
N
一
C
宣
8
5
h
v・
g
-叶
・
5
・
な
お
、

期
限
の
場
合
と
の
相
違
に
つ
き
、
後
述
例
お
よ
び
注

ω該
当
本
文
参
照
。

ま
た
、
浮
動
期
間
中
に
譲
渡
人
が
死
亡
し
た
場
合
に
は
、
所
有
物
移
転
の
効
果
は
l
l少
な
く
と
も
古
典
期
の
法
の
下
で
は

l
l生
じ
な
か
っ
た

(国

C
の
国
内

F
〉

2
0・
同
ゴ
』
刊
』
J

唱

-Nω
。

耳
-
H
V
回
O
H
O
日
『
)
。

[
日
]

こ
れ
は
、
「
責
任
へ
と
移
行
さ
れ
る
こ
と
の
期
待
」
(
帥
宮
伯
母

F
E
B
E
)
と
観
念
さ
れ
、
例
え
ば
、
条
件
成
就
前
に
契
約
当
事
者
が
死
亡
し
て
も
、

条
件
成
就
後
に
そ
の
相
続
人
が
、
ま
た
は
そ
の
相
続
人
に
対
し
て
、
履
行
を
求
め
て
訴
え
る
こ
と
が
で
き
た
と
さ
れ
て
い
る

(
E
E
g
b
ぉ
・
由
・
∞

官
一
宮
丹

ω
・
5
・

e。
そ
し
て
、
条
件
成
就
前
に
お
け
る
当
事
者
聞
の
か
よ
う
な
法
律
関
係
は
、
責
務
の
な
い
債
権
債
務
関
係
(
隣
国

O
E寝
苦

4
2
p
o
E
同

島

市

立

g
B
)
で
あ
っ
た
と
理
解
さ
れ
て
い
る
(
氏

-JE。
冨
〉
印
・

2
~
F
唱
・
8
由)。

[
時
]

。
包
E

M

b
・
8
・
S
-
H
(「
も
し
、
条
件
付
き
で
遺
贈
さ
れ
た
奴
隷
を
相
続
人
が
穣
渡
し
た
な
ら
ば
、
そ
の
後
に
条
件
が
成
就
し
た
で
あ
ろ
う
場
合

で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
受
遺
者
か
ら
は
取
り
戻
さ
れ
え
ず
、
ま
た
、
遺
贈
は
消
滅
さ
せ
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
」
)
一
広・

2
三
匡
帥
知

]FH・
吋

'
ωAF

な
お
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
国
内

g
R
は
独
自
の
解
釈
を
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
例
え
ば
、
所
有
物
を
条
件
付
き
で
譲
渡
し
た
者
は
、
条
件
の

41一社E

成
就
前
は
ま
だ
所
有
者
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
物
を
別
の
者
に
有
効
に
譲
渡
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
条
件
が
成
就
し
た
時
点
で
、
後
者
の
譲
渡
が
あ



[
げ
]
ら
た
め
て
衰
滅
(
玄
回

E
Z同
唱
。
『
島
内
田
)
し
た
、
と
す
る
(
同
〉
印
刷
局
-
b句
、
』
ご
-
∞
・

8
5
0

E
E同
富
ゴ
恩
師
・

E
S
Sぎ
ま

sgFH
客

室
H

S

N
晃
容
骨
宣
言
ニ
言
。
∞

-
E
E巴
∞
-
足
時
間

-L
周目
・
同
忠
男
-
足
、

2
・的
-

41一社E

NmA山司回
・
AFa.

[
時
]

r
z
-
g
b・
5
・
a・
∞
唱
『
・
(
①
1
③
に
関
す
る
)
U
F
E
-
g
b・串
F
AF・
N
-
N
(②
に
関
す
る
)
・

ま
た
、
貫
主
自
身
の
物
の
条
件
付
購
買
|
|
売
主
か
ら
み
れ
ば
、

一
種
の
他
人
物
売
買
ー
ー
も
有
効
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
(
沼
健
主
-
g
b

[
日
]

ド∞
-

H

・
2
)
、
条
件
成
就
の
時
点
に
お
い
て
目
的
物
が
売
主
の
所
有
物
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
、
こ
の
よ
う
な
売
買
の
成
立
要
件
と
解
さ
れ
て
い
た
結

果
で
あ
る
と
も
み
う
る
(
広
-
J
E
O
Z〉∞

-M-勾he
唱
-
Nω
印)。

[
却
]

3
8
冨〉

gmま
〉
ロ
-
F
R
E
g
g
-
宮
崎
認
、
S
忌
立
H
H
6
3
2
5
区

[
H
g
∞-
z
g
E
]
∞-
N混
同
町
・

[
幻
]

。包回日

U
-
N
0・
AF・
HH・
H・

[n] 
』

3
R

[
お
]

司
HHZZMb-H∞
∞
∞

HU『・

[
担
]

同uo日唱。回
E
m
b・同∞
-

H
-

∞
-u

『・

[
お
]

同M白
E
-
g
b・
hpm-H・
叶∞唱吋
・

[
お
]

ち
な
み
に
、
条
件
成
就
の
妨
害
に
対
し
て
は
、
成
就
の
擬
制
が
認
め
ら
れ
た

(
E
E
E
M
b・
8
・
H
訟
-
g
z
g
g
b
g・
ロ

HmH)
。

ロ
ー
マ
法
に
お
け
る
解
除
条
件
の
存
在
を
否
定
す
る
最
近
の
見
解
と
し
て
は
、

d

〈ぬ『固め『司
Hhdz開・
0
5
〉
E
B各
区
国
間

g
v
s
a
g
Z
E
同
HWE同・

5

3
5
S乳
、
』
ぎ
-
h
B
H

図
面
白
鳥
、
ロ
ミ
由
]
∞
-
M
O
由
民
・
が
あ
る
。
な
お
、
後
掲
注
泊
四
後
半
部
分
参
照
。

[
幻
]

{
招
]

E
M
M
F
g
g
b・
H∞
・
ω-
H・

[
m
U
]
 

C
-
三
g
g
H
M
H∞・

N-
N-

[
鈎
]
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C
-
3曲ロロ
MW
勺・同∞
-

H

・
ω-



[
幻
]

〈
四
戸
国
内
〉
的
関
m-
匂均』
U

勾
戸
的
・
N回一可・出
O
Z
印刷円、
F
H
冨
〉
J『何回
Nl宮
〉
Fd「
H
印
刷
戸
田
・
周
知
的
・
由
N
町
一
2
w
J
呂田両日山・

b
e
均酔向』町司法同時急電
-zrhH』
な
弘
2

3
2
5
E毛
主
な

[53]
こ
れ
に
反
対
す
る
見
解
と
し
て
は
、
戸

C
5・
p
p
o
s
-
S
)
一

43
5
2
E
g↓・

2
-
2
5
2

2
司
8

2
・
め
N
(
勾
き
)
由
也

[
H
8
0
]
∞
-
N
Z
同町・
・
印

NNN
同
が
あ
る
。
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[
鉛
]

出。
z
∞何回、
F
H
玄
〉
吋
何
回
N'F向〉
F
吋
H
印刷
F
∞
-
均
知
的

UN
'
同ハ〉印刷河
-
b
』
州
、
勾
戸
∞
-
N印叶
一
円同E

同VO自唱。回
E
M
b・
ω。
・
明日・

同MM凶巳酉帥

b
-
怠
・
叶
怠
-
N
一
〈
同
一
玄
同
寸
ロ
w
目的・白

--
o・
s・
H叶)・印
・
可
申
・
司
ロ
-
mN
1
同
〉
印
刷
m
-
b』
町
、
河
戸
∞
-
N
S
B
F
H
司ロ・

8
・

3
知的
H
国内
C
Z
国内開
F
H
d
g
zの何
一m
-
R同・
的
-
∞品
・
司田
-
m-

[
犯
]

[
鈍
]

[
お
]

UFO
己
主
8
5
司『師向冒
g
g
〈
怠
g
s
-
N∞
ω
(所
有
権
に
つ
い
て
)
一
F
E
E
匂
・
8
・
串・

ωωlω
品
(
「
[
奴
縁
の
解
放
に
よ
る
]
自
由
は
、
あ
る
時
点

与
え
ら
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
/
そ
れ
ゆ
え
に
、

『的民

nvg
は
こ
れ
か
ら
一

O
年
経
つ
ま
で
自
由
で
あ
れ
』
と
い
う
よ
う
な

ま
で
[
に
限
っ
て
]

こ
と
が
[
遺
言
に
]
害
か
れ
て
い
た
な
ら
ば
、
時
間
の
付
加
は
余
分
な
も
の
で
あ
る
」
)
一
聞
広
三

g
u-H
吋
・
民
(
「
も
し
、
家
子
が
養
子
縁
組
に
よ
っ

て
あ
な
た
に
、
例
え
ば
、
三
年
後
に
こ
の
同
じ
者
を
養
子
縁
組
に
よ
っ
て
私
に
与
え
る
、
と
い
う
よ
う
な
約
定
の
下
に
与
え
ら
れ
て
い
た
な
ら
ば
、

何
ら
か
の
訴
権
が
存
在
す
る
か
ど
う
か
、
と
い
う
こ
と
が
問
題
で
あ
る
。
そ
し
て
、

F
帥一v
g
は
、
訴
権
は
存
在
し
な
い
と
考
え
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら

11 

一
時
的
な
家
子
を
も
っ
と
い
う
こ
と
は
、
わ
れ
わ
れ
の
習
慣
に
適
合
し
な
い
か
ら
で
あ
る
」
)
・

{
お
]

問。
Z
印刷
F
F
uv冨
〉
吋
何
回
Nt窓
〉
Fd「
Hω
切戸田
守
均』戸印
・
也N

前
掲
注
お
に
引
用
し
た
テ
ク
ス
ト
参
照
(
そ
こ
で
は
、
い
っ
た
ん
行
わ
れ
た
奴
隷
解
放
お
よ
び
養
子
縁
組
の
有
効
性
が
前
提
に
な
っ
て
い
る
と
も

[
幻
]
解
さ
れ
る
)
。

38 ....... 

国内〉∞何回
F

b』
司
、
河
戸
的

N
呂
田
国
同
司
回
巴
・
こ
れ
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
後
述

ω参
照
。

な
お
、

g立
g

s

b・
-ω
-
叶
-
Z
H
M司
・
は
、
債
権
者
A
が
、
債
務
者

B
か
ら
受
領
し
た
質
物
(
立
同
国
5
)
を
C
に
売
却
し
、
そ
の
際
A
C問
で
、

B
が
C
に
売
買
代
金
額
を
支
払
っ
た
な
ら
ば
、

B
は
C
か
ら
そ
の
物
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
る
、
と
の
約
定
が
付
さ
れ
て
い
た
場
合
を
扱
っ
て
い
る
。

41一社皿

そ
し
て
、

z
z
g
g
の
見
解
と
し
て
、
B
は
質
物
に
関
す
る
訴
権
(
脚
色
。
宮
崎
口
市
町
皇
内
釘
)
に
よ
り
、

A
に
対
し
て
、

A
の
C
に
対
す
る
売
買
に
基
づ



く
訴
権
(
恒
三
宮
市
岡
〈

geg)
の
行
使
を
命
じ
る
か
、
ま
た
は

B
が
直
接
に

C
に
対
し
て
そ
の
物
の
返
還
を
請
求
す
る
か
、
あ
る
い
は

B
が
事
実
訴

41一社E

権
(
白
n
t
o
g
同
曲

n
g
自
)
に
よ
っ
て
直
接
C
に
訴
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
さ
れ
て
い
る
。
関
白
お
『
は
、
こ
の
テ
ク
ス
ト
か
ら
解
除
条
件
付
所
有

物
譲
渡
の
存
在
を
推
論
し
よ
う
と
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
(
ミ

2
F
3・
mN)
。

し
か
し
、
こ
の
ケ
l
ス
で
は
、
質
物
の
議
渡
(
流
質
)
が
問
題
に
な
っ
て
お
り
、

A
C聞
で
有
効
に
行
わ
れ
た
所
有
物
譲
渡
が
、

B
か
ら
C
へ
の

金
銭
支
払
に
よ
っ
て
あ
ら
た
め
て
効
力
を
失
っ
た
事
例
と
み
う
る
か
は
疑
問
で
あ
る
。
ま
た
、
も
し
そ
の
よ
う
な
事
例
と
み
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、

B

に
は

C
に
対
す
る
所
有
物
返
還
請
求
訴
権
(
『
巴
〈
百
円

-w色
。
)
が
認
め
ら
れ
た
は
ず
で
あ
ろ
う
。

[
お
]

雪印円

ω・
Hm
・
ω
(「
も
し
、
『
生
き
て
い
る
聞
は
毎
年
金
一

O
を
与
え
る
こ
と
を
あ
な
た
は
約
束
す
る
か
?
』
と
い
う
よ
う
に
し
て
あ
な
た
が
問
答

契
約
を
結
ば
さ
れ
る
な
ら
ば
、
債
権
債
務
は
純
粋
に
行
わ
れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
、
永
続
さ
せ
ら
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
あ
る
時
点
ま
で
義
務
を
負

わ
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
不
可
能
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
相
続
人
が
[
そ
れ
を
]

訴
求
す
る
こ
と
に
対
し
て
は
、
合
意
の
抗
弁

に
よ
っ
て
防
が
れ
る
で
あ
ろ
う
」
)
。
な
お
、
注
お
該
当
本
文
参
照
。

[
却
]

吋
図
。
玄
〉
∞
-

M

1

』司ト・回
YNωω
・

[
H
U
]

出
0
2
印刷
F
F
H
迄
〉
吋
田
町
一
'
玄
〉
F吋
H
m開問、
一切
-
E戸
的
・
宏
一
同
〉
∞
巴

N
-
E
q均
H
-

∞
-
Nm∞
冒
H

H

2

・
2
こ
剛
述
例
参
照
。
も
っ
と
も
、
期
限
の
到
来

は
確
実
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
例
え
ば
、
あ
る
者
に
用
益
権
が
設
定
さ
れ
、
か
っ
、
そ
の
者
に
こ
の
土
地
が
期
限
付
き
で
遺
贈
さ
れ
た
場
合
に
は
、

こ
の
者
は
す
で
に
こ
の
時
点
か
ら
、
用
益
権
者
の
担
保
問
答
契
約
(
円
白
星
口
町
E
R
E恒
三
陸
)
に
基
づ
く
義
務
か
ら
解
放
さ
れ
た

(
C
宣
告
E

b
叶・由

申

-
N
)

。

[
必
]

E
E
E帥
b
・

s・
-
m
m・
串一

E
Z
Z帥
b
・
怠
・
叶
・
た
-

H

・
な
お
、
注
お
該
当
本
文
お
よ
び
注
ぬ
参
照
。

[
必
]

M
M

釦
立
巴
8

5

b-
N∞
-
m-
ω弁
出

O
Z
印刷
F
F
H
冨
〉
J
B
m
B冨
〉
F
J
へ
H
印刷問、回-均
h

司
・
印
也
H

・司
P
A
F

[
似
]

寸
図
。
冨
〉
∞
-

u

弓
F
S
N
8
1
N
ω
品一口町
・
C
R
国

-
HN品
一
宮
崎
丹

ω
・
H
m
-
w
E
E
E
M
U-
A
8
・
H-
怠
-
M

『・
し
た
が
っ
て
、
期
限
到
来
前
に
債
務
者
が
弁

済
す
る
こ
と
は
自
由
で
あ
り
(
の
巾

z
g
b
-
念・

ω・
3)
、
い
っ
た
ん
弁
済
を
し
た
債
務
者
は
、
期
限
到
来
前
と
い
え
ど
も
、
非
債
弁
済

F
O
E
-
2
5

325 



宮内田ぬ玄
C
)

を
理
由
に
し
て
金
銭
の
返
還
を
求
め
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た

9
2
Z臼
b
・
H
N-
a
・
5)。
な
お
、
条
件
の
場
合
に
関
し
、
前
掲
注
日

326 

お
よ
び
該
当
本
文
参
照
。

[
必
]

宮
田
吋
寸
思
∞
-
P
R
O
S
-
-
3
・
∞
回
申
0
・
司
回
∞
ω一
同
〉
白
河
-NV』
吋
耳
目
-
m-
N
g
E同
司
回
・
8
一円同
-
g
z
g
g
b・叶
・
由
・
∞
-
N
(
H前
掲
注
目
U
)

。

と
く
に
所
有
物
議
渡
の
引
渡
主
義
の
下
で
は
、
物
の
引
渡
の
時
点
と
は
別
に
所
有
物
移
転
の
期
限
を
設
定
す
る
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
意
味
を
な
さ
な

か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

[

日

明

]

〈
包
・
国
O
Z∞何回、
F
H冨
〉
国
語
l

忌
〉
Fd「
Hω
巴
匂
・
』
ご
叫
-
m-
定
-
司
ロ
-
N∞
・
な
お
、
条
件
の
場
合
に
関
し
、
前
掲
注
U
お
よ
び
該
当
本
文
参
照
。

こ
の
う
ち
、
と
く
に
①
は
、
普
通
法
以
後
の
所
有
権
留
保
の
合
意
(
宮
n
Z固
定
的
巾
ミ
邑

e
E忌
)
と
同
様
の
機
能
を
も
つ
も
の
と
し
て
、
と
り

わ
け
割
賦
支
払
に
際
し
て
用
い
ら
れ
た
と
み
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
②
は
不
動
産
取
引
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
。
す
な
わ
ち
、
多
く
の

競
合
す
る
買
主
の
集
合
す
る
場
所
に
持
参
し
て
競
り
売
り
し
、
譲
渡
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
不
動
産
に
つ
い
て
は
、
い
っ
た
ん
あ
る
買
主
に
売
却
し

[
U
]
 た

後
で
も
、

一
定
期
間
内
で
あ
れ
ば
、
売
主
は
よ
り
高
い
代
金
を
支
払
う
買
主
を
捜
す
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
に
よ
っ
て
一
定
の
競
争
状
況
を
確
保
す

[
川
崎
]

る
こ
と
が
で
き
た

(
4
包
・
図
。
Z
印刷
F
F
H
g〉
出
口
ヤ
宮
〉
「
ペ
H
印刷
F回
・
均
知
的
・

ωNO)
。

も
っ
と
も
、
停
止
条
件
の
付
加
も
可
能
で
あ
り
、
そ
の
場
合
に
は
条
件
成
就
前
に
は
所
有
物
は
移
転
し
て
い
な
い
の
で
、
そ
の
復
帰
は
問
題
に
な

ら
な
い
。
停
止
条
件
か
解
除
条
件
か
の
選
択
は
、
当
事
者
の
意
思
に
依
存
し
た
、
と
さ
れ
る

(〈包
・
図。
Z
印刷
F
F
H
宮
〉
ペ
何
回
十
冨
〉
F
4
H
印刷

5
・勾』
4

・

ω・
ωNH-
司
P
H叶
一
巳
立
g
g
H
H
H∞
・
N-
N
同】『
-H
前
掲
注
却
該
当
本
文
一

一
該
当
箇
所
は
、
「
私
に
と
っ
て
は
、
何
が
行
わ
れ
た
の
か
、
と
い
う
こ
と

が
実
際
に
よ
り
重
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
」

[
E
E
三
号
冨
『

Z
己
g

E
丹市『
g
帥

P
a
z
-島
民
宮
田
包
乙
で
あ
る
)
。

こ
れ
に
反
し
て
、
解
除
条
件
の
存
在
を
否
定
す
る
見
解
と
し
て
は
、
つ
ぎ
の
も
の
が
あ
る
。
目
、

c
g開
-
p
p
o
s
-
N叶)・的・
ω。
由
民
-
一
万

B
N

42E宗
男
-
宮
内
富
喜
助
電
信
切
さ
E
s
h
S缶
詰

h
露
呈
至
言
語
¥

3

3

5

5

P
き
円
安

[HSN]
印
・
ω同
氏
・
一
的
旬
。
・
?
と
ぎ
玄
志
向
宏

喜
志
喜
三
室
内
E
K
X
S
H
{
H
8
3
m
g
u
E〈
4
-
P包
著
書
偽

S
h
n
p
ミ
雪
国

41一社E

h
z
E主
ミ
恩
師
詰
若
宮
崎
胸
骨
』
主
主

(
S
E韮
怠
き
さ
)

ロ
8
ω
]
印
-
N
g
u
河
口
色
白
『
時
間
関
Z
F開
-
宮
市

2
n
F
E
n
-
5
Z白骨
E
『
島
市
三
回
念
巾
自
主
丘
町
一
い
O
F
g自
国
内
白
口
町
三
ユ
吋
担
問
P
E
一司令嗣
Z
F
3』
州
、
恒
三

P
R
F白
雪
、
同



[HS由
・
〈
冊
『
目
印
刷
問
。
『
回
目
回

E
z
g
r
n
v己
的
思
由
民
--m-
H∞∞
R-u
a〈
gngNO
〉
河
〉
2
2
0
'
m
g
N-
E
。
喜
守
E
S
K
E
S
K
3
.害
、
事
E
g

同
[HUmN・
2
2品『ロ
n
w
H
E
H
]
・
国

[H由
主
的
串
S

E

E
-
N
U
B
a
a
-
容
さ
ま
な
一g
x
p
a
s
a
2
3
5
5
E毛
主
主
5
3
]
的

回
一
山
氏
.

[
却
]

C
4
2
4
『
忠
明
F
-
N
R
e口
同

Z
n
F
8
5『
吉
田
向
島
市
吋

E
n
w
E
5
5号巾
E
g
a
g
S
E
R
F
g
pロ同
p
h
N
(均言語
・)
∞印

[
5
8
]
的
・
志
向
同
・・∞
-

由由一同円
一
回
0
2印刷
F
F
H
Z〉
吋
開
河
i
V
向〉
FJ『
H
印刷
F回
.
何回戸的・

ωNH.
司
P
H∞

[
叩
]

[
日
]

〈
岡
戸
国
内
〉
∞
E
e
b』司、周回
・
∞
-
Nm∞
巨
骨

E
-
aN
一
C目立
8
5
b
H
ω
叶

-
Hω
司『

-
b
-
S
∞
-N喝
な
お
、
前
掲
注
目
ω
l
お
該
当
本
文
参
照
。

2
2
8
ω
O
Z司〉
Z叶開
・
。
言
。
長
去
三
HH。、
2
3
富
。
巴
¥
N
[
H
S∞
-
沼
町
∞
]
3・
N
3
同円
一
当
局
〉
の
同
何
回
P
R
F
a
F
O・
s-
お
)-m・
8

R
一
戸
別
〈
ベ
-

p
p
o
s-
Ape-
∞
-
Nミ
向
台
湾
w
寸何回目的
-
h
F
P
0・
(p
お
)
・
∞
-
H
2
R
(た
だ
し
、
解
除
条
件
の
存
在
自
体
は
肯
定
す
る
)
一
司
F
C
Z開
・
p
p

。
(
回
-
N
3
・∞

ω。
由
民
・

[
臼
]

E
E
E
U
5・
-
N
H
-
m
(「
も
し
、
私
が
あ
な
た
に
土
地
を
、
あ
な
た
は
私
以
外
の
他
人
に
は
そ
れ
を
売
ら
な
い
、
と
い
う
よ
う
に
し
て
売
っ
た

で
あ
ろ
う
場
合
に
は
、
あ
な
た
が
他
人
に
売
っ
た
で
あ
ろ
う
と
き
に
は
、
訴
権
は
、
そ
の
名
前
に
つ
い
て
一吉
う
と
、
売
却
に
基
づ
く
も
の
で
あ

る
」
)
一
回
母
国
O
岡市巳

s
g
b
z・
-
3
(「
土
地
を
、

で
は
な
く
て
[
売
主
]
自
身
に
売
る
、
あ
る
い
は
何
か
類
似
の
こ
と
が
約
定
さ
れ
る
、
と
い
う
よ
う
に
し
て
売
っ
た
者
は
、
約
定
し
た
こ
と
を
完
全

一
定
の
地
代
で
[
売
主
]
自
身
が
賃
借
す
る
、
そ
れ
を
[
さ
ら
に
]

売
る
場
合
に
は
他
人
に

に
す
る
た
め
に
、
売
却
に
基
づ
い
て
訴
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
」
)
一
〈包
・
国
O
Z的
MWFFH玄
〉
吋
何
回
N
l
y
向〉
F4HH印刷
F
P
勾
知
的
・
ωNH
自
信
司
国
・

"" "" 

[
臼
]

司吋
C
E
g
b-
5
・
印
-
H
N
(こ
の
場
合
、
売
主
は
、
事
実
に
つ
い
て
の
審
判
官
ι
E
E
s
p
a
s
]
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
る
、
と
す
る
)
一

〉ぽ
H
S島市『

mH
AP・
E
-
N
(貫
主
が
返
還
を
拒
絶
す
る
場
合
に
は
、
前
書
き
さ
れ
た
文
言
に
よ
る
訴
権
[
曲
目
巴
O
司
g
g
q
e
ε
2
5
Z
]
ま
た
は
売

却
に
基
づ
く
訴
権
[
白
色
0
2
=
E
E
]
が
売
主
に
与
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
、
と
す
る
)・

[
民
]

奴
隷
の
売
主
自
身
の
安
全
の
た
め
に
、
奴
隷
が

一
定
の
場
所
か
ら
外
に
運
び
出
さ
れ
る
こ
と

て
ぬ
な
E
HS
0・
九
山

(E
BS5
2
3
3
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g
z
s
g
b・
5
・叶
・
同
一
E
z
-
g
b
H∞
・
可
申
)
、
女
奴
隷
が
売
春
を
さ
せ
ら
れ
な
い
こ
と

(
C
S
F
g
g
b
e
N
-岳

H0・
同一

E
E
g
b
H∞
-
H・

8
一
H
M
H∞・
吋
-
P
E
g
s
E
R
n
品・
mm
-
H)
、
奴
殺
が
解
放
さ
れ
る
こ
と
ま
た
は
き
れ
な
い
こ
と
(
司
8
E
g
g
b
g
H
N
O
N
)
な
ど
を
売

却
の
条
件
と
す
る
場
合
で
あ
る
(
〈
包
・
回
O
Z
的関
P
H
g〉
国
中
宮
〉
戸
吋
H
印刷

5
・
2~・
ω・
ωNH
同-
E門司
P
N
ω
1
8・
こ
れ
ら
の
条
件
が
守
ら
れ
な

か
っ
た
場
合
に
は
、
売
主
に
は
そ
の
奴
隷
に
対
す
る
一
種
の
物
的
な
権
限
、
す
な
わ
ち
、
実
力
掌
捕

5
8
5
E
o
n
t
o
)
が
認
め
ら
れ
、
そ
の
結
果
、

328 

そ
の
奴
隷
は
再
び
売
主
の
所
有
物
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
(
広

E
苔
5
5』
1
5
3
S
S
F号
室
P
?
E
E
g
u-
-∞
H・
mm)
。
し
か
し
、
こ
れ
は
、

奴
隷
を
事
実
上
取
り
戻
し
た
売
主
の
た
め
の
合
目
的
的
か
つ
消
極
的
な
保
護
で
あ
り
、
所
有
物
の
復
帰
を
正
面
か
ら
認
め
た
も
の
で
は
な
い
。
な
ぜ

な
ら
、
売
主
に
よ
る
取
戻
し
に
際
し
て
は
、
所
有
物
返
還
請
求
訴
権
(
『
巴
〈
百
円
Z
S
E
D
)

が
認
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

[
日
]

〈
伺
戸
田
。
Z
印刷
F
F
H
F向〉吋何回同
'F向〉
F
4
H
印
刷
戸
田
・
均
知
的
・
ωNN
自
存
司
国

Na--N寸・

3 

錯
眠
、
詐
欺
、
強
迫
お
よ
び
未
成
年
者
等
に
よ
る
瞳
護
行
為
の
効
果

を
加 (a)
え

て
お
、，
つ

つ
ぎ
に
、
所
有
物
移
転
行
為
に
お
け
る
当
事
者
の
意
思
に
欠
陥
が
あ
っ
た
場
合
の
所
有
物
移
転
の
効
果
と
い
う
側
面
か
ら
、
考
察

ロ
ー
マ
法
に
お
い
て
は
、
古
く
は
、
法
的
行
為
の
効
果
は
方
式
か
ら
引
き
出
さ
れ
、
方
式
に
従
っ
て
行
わ
れ
た
法
的
行
為
は
、
た
と
え

そ
れ
が
行
為
者
に
よ
っ
て
意
欲
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
効
力
を
も
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
せ
も
っ
と
も
、
そ
の
後
は
次
第

に
、
行
為
者
の
意
欲
に
基
づ
い
て
行
為
の
効
果
が
捉
え
ら
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
ョ
ロ

l
マ
に
お
い
て
は
依
然
と
し
て
、
行

為
に
お
け
る
主
観
的
な
意
欲
は
客
観
的
方
式
と
不
可
分
一
体
の
も
の
と
し
て
観
念
さ
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
吉
行
為
の
主
観
的

要
素
が
欠
け
た
場
合
の
効
果
に
つ
い
て
は
、

ロ
ー
マ
法
上
の
取
扱
い
を
さ
ら
に
個
別
的
に
考
察
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
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L
U
 

物
の
表
示
の
み
に
関
す
る
「
名
目
に
お
け
る
錯
誤
」
(
巾

3
2
5
5自
富
市
)
、
人
ま
た
は
物
の
同
一
性
に
関
す
る
「
客
体
に
お
け
る
錯
誤
」

錯
誤
(
巾
『
「
O

『
)
に
関
し
て
は
、
錯
誤
の
対
象
に
従
っ
て
つ
ぎ
の
よ
う
な
区
別
が
見
出
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
錯
誤
が
人
ま
た
は

41-社E

お
よ
び
物
の
実
質
に
関
す
る
「
客
体
の
実
質
に
お
け
る
錯
誤
」
(
巾
耳
O

『
百
自
主
2
5
一
5
2
Z
S
E
E
二ロ

告白
z
g
g
)
な
ど
で
あ
る
昨
]

(巾コ
2

5

8
「宮『巾)、

こ
れ
ら
の
う
ち
、
古
典
期
の
法
に
お
い
て
は
、
客
体
に
お
け
る
錯
誤
の
み
が
顧
慮
さ
れ
、
売
買
を
は
じ
め
と
す
る
諾
成
契
約
な
ど
の
無

方
式
行
為
に
お
い
て
の
み
な
ら
ず
、
問
答
契
約
、
遺
一
言
口
な
ど
の
方
式
行
為
に
お
い
て
も
、
契
約
は
完
成
し
て
い
な
い

ま
た
は
義
務
を
負
わ
せ
な
い
と
さ
れ
た
せ

(仲昌司市江市円
ZM)
、

こ
れ
に
反
し
て
、
た
ん
な
る
名
目
に
お
け
る
錯
誤
は
、
無
方
式
行
為
に
お
い
て
も
、
方
式
行
為
に
お
い
て
も
、
行
為
を
成
立
さ
せ
た

τ

ま
た
、
客
体
の
実
質
に
お
け
る
錯
誤
も
、
古
典
期
の
法
に
お
い
て
は
原
則
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
せ
た
だ
し
、
売
買
契
約
に

関
し
て
、
両
当
事
者
が
売
買
目
的
物
の
性
質
に
関
す
る
誤
っ
た
観
念
か
ら
出
発
し
た
場
合
に
つ
い
て
は
、
そ
の
効
果
が
争
わ
れ
た
。
す
な

わ
ち
、

ワ
イ
ン
の
代
わ
り
に
酢
が
、
金
の
代
わ
り
に
鍋
が
、
銀
の
代
わ
り
に
鉛
が
、
男
奴
隷
の
代
わ
り
に
女
奴
隷
が
、
純
銀
の
家
具
の
代

わ
り
に
銀
メ

ッ
キ
を
施
さ
れ
た
家
具
が
売
ら
れ
た
場
合
な
ど
に
関
し
て
、

E
F
S
5
お
よ
び
彼
に
従
っ
た

gな
B
E
は
、
契
約
は
完
成

し
な
い
と
み
た
の
に
対
し
て
吉
宮

R
2
-
-
5
は
、
契
約
は
成
立
し
た
と
み
た
宝
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
錯
誤
が
比
較
的
重
大
で
あ
る
場
合
に

は
売
買
は
無
効
と
な
り
、
比
較
的
軽
易
で
あ
る
場
合
に
は
有
効
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
と
も
み
ら
れ
る
唱

こ
こ
で
‘
所
有
物
譲
渡
と
の
関
連
で
注
意
す
べ
き
は
、
原
典
に
は
、
錯
誤
に
よ
っ
て
契
約

(
n
g
q
R
E帥
)
な
ど
が
「
無
効
の

L
P
E
-
-
5)

な
い
し
は
「
有
効
で
な
い
」

(FEE--日
)
と
い
っ
た
表
現
が
見
出
さ
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ら
は
、
そ
の
よ
う
な
契
約
を
原
因
と

し
て
い
っ
た
ん
譲
渡
さ
れ
た
所
有
物
が
復
帰
す
る
と
か
、
最
初
か
ら
譲
渡
が
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
、
と
い
っ
た
こ
と
ま
で
は
意
味
し
な
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か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
唱
す
な
わ
ち
、
錯
誤
の
効
果
と
し
て
原
典
に
見
出
さ
れ
る
の
は
、
①
履
行
請
求
に
対
す
る
抗
弁
事
由
と
し
て

330 

た
原
状
回
復

(
E
E丹市岡『ロ
B
z
a
E
C
O
)

[
日
]

こ
と
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。

の
契
約
の
不
成
立
な
い
し
未
完
成
(
吉
岡
M
R
P
n
z
g
)
、
お
よ
び
②
履
行
後
に
お
い
て
、
特
別
な
場
合
に
限
り
法
務
官
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ

で
あ
り
宝
譲
渡
人
が
錯
誤
を
理
由
に
し
て
所
有
物
返
還
請
求
訴
訟
を
提
起
す
る
、
と
い
っ
た

(c) 

つ
ぎ
に
、
強
迫
お
よ
び
詐
欺
の
効
果
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。

(

α

)

ま
ず
、
暴
力
ま
た
は
強
迫
に
よ
る

(
4
F
S
S
H目立

2
5白
)
行
為
は
、
方
式
行
為
で
も
無
方
式
行
為
で
も
、
市
民
法
上
(
言
巾

円

Fi--)
有
効
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
例
え
ば
、
強
迫
に
よ
る
握
取
行
為
に
よ
っ
て
も
目
的
物
は
相
手
方
の
所
有
物
と
な
っ
た
。
こ

れ
は
、
一
つ
に
は
、
そ
の
行
為
が
「
強
い
ら
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
意
欲
さ
れ
た
」

(
S
B
g
g
R
E∞
g
-
E
)
と
み
ら
れ
た
か
ら
で
あ
り
、

も
う
一
つ
に
は
、
共
和
政
末
期
以
降
、
法
務
官
に
よ
る
救
済
手
段
が
導
入
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
市
民
法
上
は
行
為
の
有
効
性
が
維
持
さ

れ
た
ま
ま
で
も
、
実
際
上
不
都
合
は
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
官

こ
の
う
ち
、
法
務
官
に
よ
る
救
済
手
段
と
し
て
は
、
す
で
に
紀
元
前
一
世
紀
に
法
務
官

p
s
i
g
の
告
示
に
よ
り
、
暴
力
(
己
目
)

ま
た
は
強
迫

(
B
m
吉
田
)
に
よ
っ
て
取
得
さ
れ
た
物
の
返
還
を
求
め
る
訴
権

(Ongig
の
方
式
害
に
よ
る
)
が
導
入
さ
れ
、
こ
れ
が
普

及
し
て
法
務
官
法
上
の
保
護
手
段
が
創
設
さ
れ
た
唱
す
な
わ
ち
、
「
暴
力
ま
た
は
強
迫
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
」
(
官
。
仏
三

田市宮帥〈市

2
5担
問
巾
印
吉
田
町
ユ
件
)

は
「
有
効
で
は
な
い
」

(
E
Z
B
ロ

gzzo)
と
さ
れ
、
強
迫
の
下
で
物
を
譲
渡
し
た
者
に
は
原
状
回

復
(
吉
宮
丹
市
間
同
・
民
自

2
笠
宮
苦
)
が
認
め
ら
れ
た
。
こ
の
保
護
手
段
は
、
強
迫
に
よ
る
譲
渡
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
状
態
を
標
準

と
し
、
こ
の
強
迫
行
為
に
基
づ
い
て
何
か
を
取
得
し
た
あ
ら
ゆ
る
者
に
向
け
ら
れ
る
対
物
訴
権

2
2
g
z
z自
)
と
し
て
、
法
務
官
が

各
事
例
の
状
況
に
従
っ
て
形
成
し
た
も
の
で
あ
る
唱
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ま
た
、
原
状
回
復
を
し
な
か
っ
た
者
に
対
し
て
は
、
法
務
官
の
告
示
に
よ
り
、
強
迫
に
よ
っ
て
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
の
訴
権

2
2
5

宮

a
g
a
g
s
g同
)
も
認
め
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、
損
害
額
の
四
倍
(
一
年
後
に
は
損
害
額
の
み
)
を
求
め
る
刑
罰
的
訴
権
で
あ
っ
た
官

41一社皿

強
迫
を
理
由
と
す
る
こ
れ
ら
の
訴
権
が
、
強
迫
者
の
み
な
ら
ず
、
強
迫
者
か
ら
の
転
得
者
に
対
し
て
も
提
起
さ
れ
え
た
か
ど
う
か
に
つ

い
て
は
、

ロ
ー
マ
法
学
者
の
聞
で
も
す
で
に
見
解
が
分
か
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
あ
る
者
た
ち

(
G
E
E
S
)

は
、
強
迫

に
よ
っ
て
物
を
取
得
し
た
者
か
ら
善
意
で

(
σ
o
E
E叩
)
、
そ
の
物
を
購
入
し
た
者
、
贈
与
を
受
け
た
者
お
よ
び
遺
贈
を
受
け
た
者
は
、

(ロ

g
z
s三
、
と
判
断
し
た
町
]

そ
の
物
を
回
復
す
る
義
務
を
負
わ
さ
れ
な
い

こ
れ
に
反
し
て
、
こ
れ
ら
の
転
得
者
に
対
し
て
も
、
原
状
回
復
を
求
め
る
訴
権
ま
た
は
強
迫
に
よ
っ
て
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
の
訴
権

を
認
め
る
見
解
も
あ
っ
た
。
そ
の
根
拠
と
し
て
は
、
強
迫

(gmgM)
を
被
っ
た
者
を
害
し
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
(
田
町

E
Z
2
5
2招
)

が
必
要
で
あ
る
こ
と
(
〈

E
S
5
の
見
解
)
、
他
人
の
行
な
っ
た
強
迫
に
よ
っ
て
利
益
(
胃
忠

EZB)
が
獲
得
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
こ

回
復
請
求
で
き
る
こ
と

と

(
F
E
g
の
見
解
)
、
こ
れ
ら
の
訴
権
は
対
物
訴
権
(
曲
R
5
5
2
g
)
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
べ
て
の
者
に
対
し
て
(
脚
色
〈
巾
『
凹

5
0
E
5
)

(沼田『
2
2
5
お
よ
び

Z
Z
8
5
の
見
解
)
、
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
官
こ
こ
で
は
、
対
物
訴
権
の
一
般
的
な

性
格
に
よ
る
形
式
的
な
理
由
づ
け
と
と
も
に
、
転
得
者
よ
り
も
被
強
迫
者
の
方
が
保
護
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
の
実
質
的
な
価
値
判
断
が

働
い
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
唱

さ
ら
に
、
法
務
官
は
、
強
迫
に
よ
る
行
為
に
基
づ
い
て
あ
る
給
付
を
義
務
づ
け
ら
れ
た
者
が
給
付
の
履
行
前
で
あ
る
場
合
に
は
、
強
迫

の
抗
弁
(
巾
H
n
昌
彦

B
2
5
)
を
認
め
た
町
]

(P)
つ
ぎ
に
、
詐
欺
に
関
し
て
は
、
取
引
上
の
駆
引
き
の
枠
内
で
あ
る
と
み
ら
れ
る
よ
う
な
甘
言
に
乗
せ
る
こ
と
(
丘
『
2
目的

R
5
2巾)

=E
]
 

|
|
い
わ
ゆ
る
善
良
な
詐
欺

(
e
-
5
Z
E∞
)
|
|
は
、
少
な
く
と
も
古
典
期
末
ま
で
は
許
容
さ
れ
て
い
た
。
他
方
、
悪
質
な
詐
欺
に
よ
っ
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(含
-o
白色
O
)

引
き
起
こ
さ
れ
ま
た
は
影
響
さ
れ
た
行
為
も
、
善
意
に
よ
る
取
引
(
ロ
品
。

E
g
E巾
Eg)
を
除
い
て
は
、
強
迫
に

[担
]

よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
行
為
と
同
様
に
、
方
式
行
為
か
無
方
式
行
為
か
に
関
わ
り
な
く
、
市
民
法
上
は
有
効
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
法

て
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務
官
に
よ
る
つ
ぎ
の
よ
う
な
救
済
が
認
め
ら
れ
た
。

ま
ず
、
詐
欺
に
よ
っ
て
損
害
を
被
っ
た
者
に
は
、
そ
の
他
の
訴
権
に
訴
え
る
根
拠
が
な
い
と
き
に
は
、
詐
欺
者
に
対
し
て
損
害
額
の
賠

【
担
]

償
を
求
め
て
、
詐
欺
に
関
す
る
訴
え
(
白
色
。
含

a
o
Z
)
を
提
起
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。
た
だ
し
、
す
で
に
原
状
回
復
が
さ
れ
た
場

合
に
は
、
こ
の
訴
権
に
基
づ
く
判
決
は
回
避
さ
れ
た
。
そ
の
か
ぎ
り
で
、
こ
の
訴
権
は
原
状
回
復
の
間
接
的
な
強
制
手
段
に
も
な
っ
た
。

し
か
し
、
こ
の
ほ
か
に
独
立
し
て
、
詐
欺
に
基
づ
く
原
状
回
復
訴
権
(
吉
富
市
岡

E
B
z
a存
在
。

-ug宮市『
a
o
z
g
)
が
認
め
ら
れ
て

[苗
]

い
た
か
ど
う
か
は
争
わ
れ
て
い
る
。

つ
ぎ
に
、
法
務
官
は
、
詐
欺
に
基
づ
い
て
義
務
を
負
っ
た
者
が
履
行
前
の
場
合
に
は
、
履
行
を
求
め
る
詐
欺
者
の
訴
え
に
対
し
て
、
詐

欺
の
抗
弁

(m
忠
告
巴

oe--)
を
認
め
た
を

以
上
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
詐
欺
が
所
有
物
譲
渡
の
効
果
を
否
定
す
る
作
用
は
、
暴
力
ま
た
は
強
迫
に
比
べ
て
も
さ
ら
に
一
層
弱
い

も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

(d) 

最
後
に
、
精
神
的
能
力
が
未
成
熟
な
者
に
よ
る
譲
渡
行
為
の
効
果
に
つ
い
て
み
て
お
こ
う
。
ロ
ー
マ
法
で
は
、
幼
児
(
宮
内
話
回
)
、

す
な
わ
ち
、
言
葉
を
話
す
こ
と
が
で
き
な
い
者
(
【

5
E
-
8
5
帝
法
で
は
七
歳
未
満
の
者
)
は
、
い
わ
ゆ
る
完
全
な
行
為
無
能
力
者
で

し
か
も
、
後
見
人
の
助
成

(即
日
ぢ
号
B
E
Z
Z凹
)
な
し
に
白
己
の
人
格
に
お
い
て
占
有
を
取
得
し
う
る
か
、
し
た
が
っ
て
、
使

2
R】

用
取
得
を
し
う
る
か
ど
う
か
さ
え
、
古
典
期
に
は
争
わ
れ
て
い
た
。

あ
り
、

【掴
]

こ
れ
に
反
し
て
、
幼
児
期
よ
り
上
の
未
成
熟
者

(
E
Z
v
g
g
p
E
E
白
色
。
『
)
は
、
①
贈
与
の
受
領
、
債
務
の
免
除
な
ど
、
も
っ
ぱ
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負
担
設
定
を
意
味
す
る
行
為
に
は
後
見
人

(
E
S『)

ら
利
益
を
受
け
る
行
為
で
あ
れ
ば
単
独
で
行
う
こ
と
が
で
き
た
一
方
、
②
債
務
の
履
行
、
消
費
貸
借
の
承
諾
な
ど
、
財
産
の
減
少
ま
た
は

=
田
]

の
協
力
を
必
要
と
し
た
。
し
か
し
、
③
売
買
、
賃
貸
借
お
よ
び
そ
の
他
の
双
務
的

41一社E

契
約
の
よ
う
に
、
利
得
と
負
担
を
と
も
に
含
む
行
為
は
、
後
見
人
の
協
力
な
し
に
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
も
っ
と
も
、
こ
の
よ
う
な
行
為

は
、
い
わ
ゆ
る
肢
行
的
取
引
(
田
昌
o
E
B
n
-
g
e
n
g乙
で
あ
り
、
相
手
方
に
と
っ
て
は
契
約
が
成
立
し
義
務
が
生
じ
る
が
、
未
成
熟
者

[却
】

(匂
C
Z
Z帥
)
は
義
務
を
負
わ
な
い
と
み
ら
れ
た
σ

し
か
し
な
が
ら
、

E
E
帝
の
勅
令
に
よ
り
、
そ
の
よ
う
な
行
為
に
よ
っ
て
得
た
利
得

は
再
び
返
還
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
さ
れ
た
唱

な
お
、
精
神
錯
乱
者

(
P
ユg
g
)
の
行
為
の
効
果
は
、
そ
の
精
神
活
動
の
障
害
が
影
響
し
て
い
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
、
幼
児
の
そ
れ

と
同
じ
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
正
常
な
精
神
状
態
に
戻
っ
た
中
間
期

(EznFE
宮
市
『

g-S)
の
行
為
は
有
効
で
あ
っ
た
句
]

【

出

]

ま
た
、
財
産
処
分
禁
止
の
宣
告
(
互
賃
金

n
t
o
g
s
E
B
)
に
よ
っ
て
取
引
能
力

(g自呂町吋
nES)
を
剥
奪
さ
れ
た
浪
費
者
(
胃

o
e宮
田
)

の
行
為
の
効
果
は
、
た
だ
ち
に
無
効
で
は
な
く
、
幼
児
期
よ
り
上
の
未
成
熟
者
の
場
合
と
原
則
と
し
て
同
様
で
あ
っ
た
と
解
さ
れ
て
い
る
唱

な
お
、
売
主
が
精
神
錯
乱
者
(
同

R
5
5
)
ま
た
は
未
成
熟
者
(
匂
Z
Z
Z乙
で
あ
っ
た
場
合
に
つ
い
て
は
、
古
典
期
の
法
律
家
た
ち
は
、

購
入
(
冊
目
同
》
巴
O
)

は
無
効
(
ロ
三

-5)
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
買
主
が
売
主
は
健
全
な
精
神

(
B
B
M
M
白
血
)
を
も
ち
ま
た
は
成
熟

は
可
能
で
あ
る
、
と
判
断
し
た
唱

(
g
z
g宮
吋
巾
)

者
(
吉
宮
帥
)

で
あ
る
と
信
じ
る
(
宮
ぢ
)
場
合
に
は
、
使
用
取
得
す
る
こ
と

さ
ら
に
、
紀
元
前
二

O
O年
頃
に
は
、
早
期
の
成
年
が
有
害
な
結
果
を
も
た
ら
す
こ
と
を
顧
慮
し
て
、
『
プ
ラ
エ
ト
リ
ウ
ス
法
』

(
Z
H

同ぷ回市件。『
E)
が
発
せ
ら
れ
、
二
五
歳
未
満
の
者
は
新
た
に
未
成
年
者

(
B
Z
2
T仲
間
包
巳

S
5
2
5
g
g
z
g
]
)
と
さ
れ
て
、
保
佐
人

口
出
]

(nR白骨
O
『
)
に
よ
る
保
護
が
図
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
法
務
官
の
告
示
に
よ
り
、
未
成
年
者
が
無
経
験
ま
た
は
無
思
慮
に
よ
っ
て
不
利
益

=
訂
]

な
契
約
を
締
結
し
た
と
き
に
は
、
原
状
回
復
(
吋

2
5
E
o
吉
宮
丹
市
岡

E
B
)
が
認
め
ら
れ
た
σ

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
未
成
年
を
理
由
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[甜】

と
す
る
売
却
物
の
取
戻
し
は
、
相
手
方
で
あ
る
買
主
に
対
し
て
の
み
な
ら
ず
、
第
三
者
に
対
し
て
も
認
め
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
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ま
た
未
成
年
者
で
は
あ
る
が
、
す
で
に
成
熟
者
(
注
お
参
照
)
と
な
っ
た
者
が
締
結
し
た
契
約
は
、
原
則
と
し
て
有
効
で
あ
っ
た
が
宮

こ
こ
で
も
、
先
の
法
務
官
告
示
の
要
件
の
下
で
、
未
成
年
者
に
原
状
回
復
の
救
済
が
与
え
ら
れ
た
開
]

(e) 

以
上
の
考
察
か
ら
つ
ぎ
の
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
ず
、
ロ
ー
マ
法
に
お
い
て
は
、
錯
誤
、
強
迫
、
詐
欺

お
よ
び
未
成
年
者
等
に
よ
る
行
為
は
、
必
ず
し
も
契
約
お
よ
び
こ
れ
に
基
づ
く
所
有
物
譲
渡
の
効
果
に
影
響
す
る
も
の
と
は
み
ら
れ
て
い

t
、‘。

ふ
れ
唱
しも

っ
と
も
、
こ
れ
ら
の
う
ち
、
客
体
の
錯
誤
、
客
体
の
実
質
に
関
す
る
錯
誤
、
強
迫
、
詐
欺
、
未
成
熟
者
お
よ
び
未
成
年
者
に
よ
る
行

為
な
ど
の
効
果
が
、
契
約
の
効
果
に
何
ら
か
の
形
で
影
響
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
そ
の
際
に
も
、
譲
渡
の
効
果
が
否
定
さ
れ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
移
転
し
た
所
有
物
が
た
だ
ち
に
復
帰
し
、
ま
た
は
最
初
か
ら
移
転
し
な
か
っ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
て
、
所
有
物
返
還
請
求
訴
権

(
『
包
三
ロ
金
内
在
O
)

に
基
づ
く
給
付
の
取
戻
し
が
行
わ
れ
る
、
と
い
っ
た
こ
と
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
の
場
合
に
、

す
で
に
給
付
さ
れ
た
物
の
取
戻
し
が
認
め
ら
れ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
主
と
し
て
法
務
官
に
よ
る
救
済
手
段
と
し
て
の
原
状
回
復
で
あ
り
、

場
合
に
よ
っ
て
は
法
務
官
の
判
断
に
よ
っ
て
第
三
者
か
ら
の
回
復
も
認
め
ら
れ
た
が
、
そ
れ
は
所
有
権
に
基
づ
く
返
還
請
求
で
は
な
か
っ

た
。
ま
た
、

い
ま
だ
給
付
が
履
行
さ
れ
て
い
な
い
と
き
に
は
、
錯
誤
の
場
合
に
は
契
約
の
未
完
成
な
い
し
不
成
立
で
あ
っ
た
が
、
強
迫
ま

た
は
詐
欺
の
場
合
に
は
履
行
請
求
に
対
す
る
抗
弁
と
い
う
形
で
救
済
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
り
、
必
ず
し
も
、
最
初
か
ら
契
約
の
無
効
が
前

提
と
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。

あ
っ
た
場
合
に
つ
い
て
は
、
譲
渡
そ
れ
自
体
の
効
果
と
い
う
こ
と
に
限
っ
て
言
う
な
ら
ば
、

ロ
ー
マ
法
は
い
わ
ゆ
る
無
因
主
義
的
な
解
釈

41一社E

以
上
の
よ
う
な
状
況
の
下
で
は
、
所
有
物
譲
渡
の
適
法
原
因
で
あ
る
契
約
等
に
お
い
て
、
当
事
者
の
意
思
的
要
素
に
何
ら
か
の
欠
陥
が



を
と
っ
て
い
た
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、

ロ
ー
マ
法
に
お
い
て
は
、
錯
誤
の
一
定
の
場
合
お
よ
び
幼
児
な
ら
び
に
精
神
錯
乱
者
に

よ
る
行
為
を
除
け
ば
、
当
事
者
の
意
思
的
要
素
に
何
ら
か
の
欠
陥
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
売
買
な
ど
の
原
因
契
約
自
体
が
有
効
と
み
ら
れ

て
い
た
の
で
、
少
な
く
と
も
そ
の
よ
う
な
場
合
は
、
有
国
主
義
の
範
鴫
に
含
め
る
こ
と
も
な
お
可
能
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
錯
誤
に
よ

る
契
約
の
無
効
が
た
だ
ち
に
所
有
物
譲
渡
の
無
効
や
所
有
物
回
復
請
求
の
法
的
手
段
を
も
た
ら
す
旨
の
一
般
的
法
命
題
は
、
原
典
に
は
見

当
ら
な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
場
合
、
錯
誤
に
よ
る
契
約
の
無
効
が
適
法
原
因
の
不
存
在
と
評
価
さ
れ
た
の
か
ど
う
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

他
方
、
錯
誤
、
強
迫
、
未
成
年
な
ど
を
理
由
と
す
る
原
状
回
復
の
承
諾
を
、
ロ
ー
マ
法
の
譲
渡
法
の
中
に
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
る
べ

き
か
は
問
題
で
あ
る
。
私
見
と
し
て
は
、
法
務
官
に
よ
る
原
状
回
復
の
許
容
が
、
譲
渡
の
適
法
原
因
が
存
在
し
な
い
と
か
欠
け
て
い
る
こ

と
を
理
由
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
原
状
回
復
を
認
め
る
べ
き
新
た
な
原
因
の
発
生
に
基
づ
く
も
の
と
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
こ

れ
ら
原
状
回
復
の
承
認
は
、

ロ
ー
マ
の
譲
渡
法
の
有
国
主
義
と
は
ひ
と
ま
ず
別
個
の
も
の
、

つ
ま
り
、
か
か
る
有
国
主
義
に
従
っ
て
い
っ

た
ん
行
わ
れ
た
所
有
物
譲
渡
と
は
矛
盾
し
な
い
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

も
っ
と
も
、
統
一
的
な
所
有
秩
序
と
い
う
観
点
か
ら
み
る
な
ら
ば
、

一
方
で
は
所
有
物
の
移
転
を
認
め
な
が
ら
、
他
方
で
は
原
状
回
復

を
認
め
る
ロ

l
マ
法
に
は
、

一
見
矛
盾
が
あ
る
よ
う
に
も
恩
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
適
法
な
原
因
に
基
づ
い
て
物
の
現
実
的
支
配
を

移
転
す
る
と
い
う
譲
渡
法
の
原
則
の
中
に
、
原
状
回
復
の
制
度
自
体
を
包
摂
す
る
こ
と
も
不
可
能
で
は
な
か
ろ
う
。
そ
の
場
合
に
は
、
原

状
回
復
に
際
し
て
は
、
法
務
官
が
適
法
と
認
め
た
新
た
な
原
因
に
基
づ
い
て
、
新
た
な
所
有
物
譲
渡
が
生
じ
た
も
の
と
み
る
こ
と
も
で
き

ょ、つ。
[1] 
〈
同
-
同
〉
∞
何
回

F
b
E
V勾
戸

的

Nω
品・そ
れ
ゆ
え
に
、
古
い
法
観
念
に
よ
れ
ば
、
仮
装
行
為
で
す
ら
そ
の
方
式
に
従
っ
て
拘
束
力
を
も
っ
た
と
み
ら
れ
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[2] て
い
る

(
S
2
t
p
m
a
NAP
S
。

ま
ず
、
共
和
政
末
期
に
は
、
最
も
厳
格
な
方
式
が
要
求
さ
れ
て
い
た
遺
言
に
お
い
て
も
被
相
続
人
の
現
実
の
意
思
が
顧
慮
さ
れ
る
に
至
っ
た
(
氏
・

336 

。巾
ZEω

ロ
ω
ω
H
0・
寸

N)
。

つ
い
で
、
古
典
期
に
は
、
無
方
式
の
合
意

(
n
g
sロ
江
口
)
に
お
い
て
は
一
言
葉
(〈
宵
宮
自
)
よ
り
も
契
約
両
当
事
者
の
意
思
(
〈
o
-
E
S
ω
n
oロ可脚
Z
E
E
B
)

に
注
目
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
命
名
E
B
E
M
U
-
m
o・
g
-
自
由
)
、
さ
ら
に
は
、
方
式
行
為
、
例
え
ば
問
答
契
約
(
回

ε己
主
O)
に
お
い
て

も
両
当
事
者
の
合
意

(
n
g
Zロ
吾
)
が
要
求
さ
れ

(
C
宣
S
E
M
U-
N・
区
-
F
ω
)
、
そ
れ
が
冗
談
で
(
宮
こ
0
2
B
)
ま
た
は
理
解
を
例
示
す
る
こ
と

の
た
め
に
(
母
国
5
8可自円四
F
E
m
-
-
m
a
g
s
g白
)
行
わ
れ
で
も
債
権
債
務

(og布
陣
位
。
)
は
生
じ
な
い
と
さ
れ
た

9
2
Z
M
b
-
怠
目
叶
・
ω-
N)
。
ま

た
、
方
式
行
為
で
あ
る
遺
言
に
よ
る
所
有
物
移
転
に
条
件
を
付
す
こ
と
も
認
め
ら
れ
る
に
至
っ
た

(
S
B
S
笠
啓
軍
事
F
N
-
N
・前
述
2
参
照
)
。
な
お
、

仮
装
婚
姻

F
E
E
-白
S
国臣官
E
・
の巳
g
b
n
N
ω
。)
、
夫
婦
問
で
の
贈
与
の
禁
止
を
回
避
す
る
た
め
の
仮
装
離
婚
後
の
贈
与
(
円
ミ
a
g
g
b

N品
H
E
)
、
贈
与
の
た
め
に
仮
装
さ
れ
た
売
買
ま
た
は
賃
貸

(
5
1
8
5
h
M
5・
H・
ω
p
b・
s
-
N・
品
目
)
な
ど
の
仮
装
行
為
は
無
効
と
さ
れ
た
が

(
以
上
の
テ
ク
ス
ト
の
ほ
か
、
古
典
期
後
の
勅
令
と
し
て
、

UFO門戸市巴
8
5
2
窓但
H
M
E
g
g
n
u-
N・
品
-NH一
台
半

N・
自
・
?
の
品
-NN-ω
参
照
)
、

い
わ
ゆ
る
心
複
留
保
は
行
為
の
効
果
に
影
響
を
与
え
な
か
っ
た
(
遺
言
に
関
す
る
和
解
に
つ
い
て
、

C
E
g
b-
N・
5
・
HN)
。

[3] 
国内〉印刷用
F

b』
司
、
河
戸
的
・
Nω
hp

町内
・

[4] 
g
な曲目
EM
』V
.
g
.
-
u
.
Y
N
E
E
-
E帥
b
・
5
H
N
F
N
一
〈伺
--
HOM向的
H
M
g
Z
M白
F
H
d
g
zの
何
回
戸
拘
司
.
∞

HO∞
自
国
門
司
ロ
-
広
一
烈〉∞何回戸

』)』州、河戸∞
・
Nω
∞
BF門司口
・
NJ『・

[5] 
C
目立白
E
M
U-
-∞
-
H・
申・
司『
・
(
い
わ
ゆ
る
不
合
致

E
z
g
E
F『巾
一
色
8
3回
匡
帥
]
の
事
例
)
一
宮
立
8
5
b-
N∞・
回
申
司
『

lN・

C
-
宮
自
E帥』
U-
H∞
H・
由
ケ
冨
曲
『
2
2
5
N
M
S・
3
胃
-
u
c
e
F
8
5
b
h
m-
H
ω
N
一
知

ω0・
品
・
も
っ
と
も
、
財
産
の
四
分
の

一
を
遺
贈
す
る

つ
も
り
で
二
分
の
一
と
書
い
て
し
ま
っ
た
と
き
に
は
、
遺
贈
者
は
四
分
の
一
の
遺
贈
を
主
張
し
て
防
衛
さ
れ
る
こ
と
(
島
市
P
E
C
が
で
き
た
と
さ
れ

41一社阻

[6] て
い
る

(司
恒
三
口
臼
ロ

ω0・
回目咽『
・)
。



[7] 
E
E
g
b・
合

--NN-
な
お
、

S
R
E
E
Z
E
E
は
「
性
状
錯
誤
」
と
も
訳
さ
れ
て
い
る
。
ロ
ー
マ
法
源
に
お
け
る
性
状
錯
誤
に
つ
い
て
は
、

41一社E

野
回
線
一

「
グ
ロ

l
チ
ウ
ス
以
前
に
お
け
る
性
状
錯
誤
論
(
ニ
」
『
福
岡
大
学
法
学
論
叢
』
二
九
巻
一
・
二
・
三
・
四
号
(
一
九
八
五
年
)
二
四
六

頁
以
下
参
照
。

[8] 
E
E
E帥
U
・
5
H
-
p
c
e
g
g
b
H∞-H-u-
N

Q-c-三
g
g
』
U.s.-坦
.N.
，、同

-
3
m∞
H
間
内

CZH白一
F
u
d
〈開

ZC明
河
.
』
四
角
的
・
HO由
自
芹
司
回
・

5
.
5
一回向〉印刷

m-bh屯』
2.
∞
・
Nω
∞
E
H
司回

-N品
・

開・同
-
c-玄
白
医
師

N
H
5・
H-
ロ-
H・
ち
な
み
に
、
野
田
・
前
掲
論
文
(
注
7
)
は
、
売
買
を
無
効
と
す
る
性
状
錯
誤
を
「
本
質
的
性
状
錯
誤
」
と

[9] 

[
叩
]

呼
ぴ
、
こ
れ
と
た
ん
な
る
性
状
錯
誤
と
の
区
別
の
基
準
と
し
て
、
売
買
目
的
物
を
「
異
種
物
」
(
巴
邑
)
と
す
る
性
状
の
存
在
と
い
う
客
観
的
判
断

基
準
に
注
目
し
て
お
ら
れ
る
。

な
お
、
い
わ
ゆ
る
動
機
の
錯
誤
に
該
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
、
誤
っ
た
原
因

(
E
g
g
g曲
)
に
よ
る
行
為
は
有
効
で
あ
る
と
さ
れ
た
お
包
回
目

b
・
8
・
H
H叶
-
N

一
S
苔
去
を
さ
ま
-
R
5
・遺
贈
に
関
す
る
)
。
ま
た
、
行
為
者
の
考
え
て
い
る
(
臼

g
E
)
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
場
合
に
は
、

表
示
が
誤
っ
て
い
て
も
行
為
者
の
考
え
ど
お
り
の
こ
と
が
効
力
を
も
っ
た
(
目
当
o
-
2
5
』V
・

s-m-お
[
N
U
]
υ
遺
贈
に
関
す
る
。
も
っ
と
も
、
遺
贈

者
の
言
葉
に
暖
味
さ

[
E
E官
E
帥
]
が
な
い
と
き
に
は
、
行
為
者
の
意
思

[
g
-
E
E
]
は
問
題
と
さ
れ
な
い
、
と
の
テ
ク
ス
ト
も
あ
る

[
E
C
E

bωN-Nm-
己
)
。
さ
ら
に
、
契
約
の
両
当
事
者
に
共
通
し
た
錯
誤
の
場
合
、
錯
誤
が
著
し
い
と
き
に
は
契
約
は
有
効
で
は
な
い

(回
O

回〈曲目

g

ロ
匡
ロ
匡
帥
)
と
さ
れ
た

(
c
e
s
E的
知
広

-
H
-
H
P
金
だ
と
思
っ
て
銅
を
売
買
一

E
-
8
5
b・
5

-
企
-
H
純
銀
製
だ
と
思
っ
て
銀
メ
ッ
キ
の
机
を

売
買
)
。

[
日
]

た
し
か
に
、
原
典
に
は
、
引
渡
の
よ
う
に
物
に
よ
っ
て
(
円
巾
)
の
契
約
ま
た
は
債
権
債
務
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
ら
が
合
意

(
n
g
S国
民

o
u
g
g
g
g帥)

を
含
ん
で
い
な
け
れ
ば
無
効
(
ロ
巳
Z
乙
で
あ
る
、
と
の
テ
ク
ス
ト
も
存
在
す
る

(
F
E
E帥
-
E
H
E
三
8
5
b
-
N・
区

-
H・
ω)
。
し
か
し
、
こ
の
テ

ク
ス
ト
で
は
、
要
物
契
約
と
し
て
の
消
費
貸
借
の
特
殊
性
が
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
そ
も
そ
も
錯
誤
が
一
般
的
に
合
意
の
不
存
在

と
し
て
ー
ー
し
た
が
っ
て
、
消
費
貸
借
を
無
効
と
す
る
事
由
と
し
て
|
|
捉
え
ら
れ
て
い
た
か
ど
う
か
に
も
争
い
が
あ
る

(
4
包
・
国。
Z
印刷

F
H
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[
お
]

田内〉∞何回
F
b』州、均四・的
-
NAF冊
目
芹
司
ロ
・

ω∞
一
回
O
Z的伺
F
F
H
宮
〉
吋
切
mlv向〉
F
4
M印刷戸田・』柑勾
-m-HN叶同-

c-三曲目
g

b・
串・

ω
-
H
H
-
こ
れ
は
、
法
務
官
〉
宮
E
g
の
住
居
師
に
よ
り
、
詐
欺
に
関
す
る
方
式
書

S
E
E
-母
島

市

島

OZ)
が
告
示
の
中
に
取
り

41一社E

[
鈍
]

[
お
]
入
れ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
(
の
何
回

5
・
念
久
子
な
帥
・
ω・
区
-
m
O
)
。

肯
定
す
る
の
は
、

E
〈
吋
・
認
定

3・)
毘

[HSH]
的
・
台
。
同
町
一

-wmc
↓J2・
E

B
喜
善
命

H
R
S
E
K吾
、
、
2
2言
言
遣
さ
を
s
s
:
s
s
e
g

[同省
ω
]
3・
ωN叶
同
円
で
あ
り
、
否
定
す
る
の
は
、
。
5
5
Z開
F
-
U
S
E
E
S
h
U
2を
さ
言
"[ω
・〉
EB--
呂
町
・
2
0
E
E
n
w
-
5
m
a
m
-
HH印円一

巧
R

5
・
認
定
書
)
∞
∞

[HSH]
一
き

5

2
・

?

喜
3
a
g
E
S
E
S
E
a
s
芸
』
柏
崎
で
あ
る
(
長
-
E
5
5
b
H
H
H
H∞
三
時
・

門戸帥
E
M
U-
AF--41・
同
一
回
門
〉
∞
何
回
-
b河
、
河
戸
的
・
N品
agFH
司国
・
お)。

[
お
]

c
a・円『
-MH由・も
っ
と
も
、
誠
意
訴
訟

(
v
g
S
E
m
-
-
E
E
E目
)
に
お
い
て
は
、
抗
弁
が
さ
れ
な
く
と
も
原
告
の
詐
欺
が
顧
慮
さ
れ
た
と
み
ら

[
幻
]
れ
て
い
る
(
〈
岡
戸
間
〉
印
刷
m-NV河
、
同
戸
∞
-
NAFAW)
。

U
R
E帥
。
・
叶
・
ωN・
ω
(も
っ
と
も
、
贈
与
さ
れ
た
物
の
占
有
取
得
と
い
う
特
別
の
事
例
に
関
す
る
)
一
E
巳
5

b
企
-
N-
H
ω
(原
則
と
し
て
使

用
取
得
を
否

g
一
E
-
b
β
ω
・
舟

N・
(
使
用
取
得
を
肯
{
疋
)
。

[
お
]

当
初
は
性
的
成
熟

S
E
t
a
)
に
到
っ
て
い
な
い
こ
と
を
標
準
と
し
た
が
、
共
和
政
末
期
以
来
、
一
四
歳
未
満
を
標
準
と
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
吉
岡

no-o巳
目
。
。
g
a
F
S
O
E
-
-
s
-
S
一円同・

3
同的一

H
E』Z
E
W
F
H
d『
開
申
告
別
問
戸
沼
F
m
-
∞
叶
)
。
こ
の
見
解
は
プ
ロ
ク
リ
ア
ヌ
ス
学
派
に
よ
っ
て
主
張
さ
れ

た
が
、
サ
ピ
ヌ
ス
学
派
は
個
別
的
な
性
的
成
熟
を
標
準
と
す
る
こ
と
に
固
執
し
た

(
C
E-
-
H由由
一
句
宣
言
札
笠
H23FHH
-
N∞)。

E
住
吉
8
5
帝
は
、

男
性
は
一
四
歳
、
女
性
は
一
一
一
歳
で
成
熟
者
に
な
る
と
し
た
お
m・
8
・
8
。

[
却
]

Q
・
』3
a
H・
NH
唱吋・

[ω] 
hs免

F
N
H
一
宮
司
U
E
M
b・
HU-
-

5・
N由・

[
幻
]

(
も
っ
と
も
、
後
見
人
と
の
契
約
に
関
す
る
)

Q
-
C
宣
告
g

b・
Nm-
∞-m-
官

lH

こ
の
利
得
返
還
は
、
未
成
熟
者
に
対
す
る
不
当
利
得
返
還
請
求
訴
権
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
が
、
そ
の
起
源
は
争
わ
れ
て
い
る
(
〈
包
・

5
g
n
339 
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4 

付
申
t
l法
規
違
反
ま
た
は
習
俗
違
反
の
瞳
漉
行
為
の
効
果
|
|

41一社E

最
後
に
、
補
足
的
に
、
所
有
物
移
転
の
効
果
に
影
響
を
与
え
た
要
因
と
し
て
、
法
規
違
反
ま
た
は
習
俗
違
反
の
譲
渡
行
為
に
つ
い
て
も

み
て
お
こ
、
っ
。

一
般
的
に
、
法
規
違
反
の
行
為
に
対
す
る
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
は
、
違
反
行
為
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
法
的
地
位

を
奪
う
こ
と
で
は
な
く
、
む
し
ろ
比
較
的
穏
健
な
も
の
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る

τ以
下
で
は
、
物
の
譲
渡
の
事
例
を
中
心
に
し
て
、
若

ロ
ー
マ
法
に
お
い
て
は
、

干
の
老
桑
を
し
て
み
よ
う
。

(a) 

ま
ず
、
法
規
ま
た
は
習
俗
違
反
の
行
為
で
あ
っ
て
も
、
物
の
移
転
ま
た
は
処
分
自
体
は
否
定
さ
れ
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
場
合

と
し
て
、

つ
ぎ
の
よ
う
な
ケ

I
ス
が
見
出
さ
れ
る
。

一
定
範
囲
の
親
族
を
除
き
、
二

O
O
O
ア
l
ス
以
上
の
贈
与
を
禁
じ
て
い
た
が
、
同
法
律
違
反
の
贈
与
が
行

わ
れ
で
も
、
そ
の
贈
与
は
取
り
消
さ
れ
え
な
か
っ
た

τ

①

F
2
n
E
n
g
は、

③
夫
が
妻
の
嫁
資
不
動
産
を
譲
渡
し
た
場
合
に
は
、
夫
お
よ
び
取
得
者
に
と
っ
て
は
そ
の
行
為
は
有
効
で
あ
っ
た
が
、
妻
に
と
っ
て
は

無
効
で
あ
っ
た
せ

③
債
権
者
を
害
す
る
目
的
で
、
『
ア
エ
リ
ア
H
セ
ン
テ
ィ
ア
法
』

(
Z
H

〉
巾

-
z
p
E
U
)
に
反
し
て
行
わ
れ
た
奴
隷
解
放
の
場
合
に
は
、

奴
隷
解
放
者
(
目
自
国
自

5
0『
)
は
解
放
行
為
に
拘
束
さ
れ
た
が
、
債
権
者
は
こ
の
解
放
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
た

τ

'
h
u
 

こ
れ
に
反
し
て
、
物
の
移
転
な
い
し
処
分
自
体
も
否
定
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
ケ
l
ス
と
し
て
は
、
以
下
の
も
の
が
あ
る
。

①
担
保
設
定
者
が
債
権
者
と
の
合
意
お
よ
び
法
律
に
反
し
て
担
保
目
的
物
を
第
三
者
に
売
却
し
た
場
合
に
は
、
こ
の
売
却
は
無
効
で
あ

る
と
さ
れ
た
せ

341 



せ
る
こ
と
は
、
善
良
の
風
俗
(
ぎ
巳

g
z帥
)
に
反
す
る
こ
と
か
ら
無
効

(
g
z
Z
U
)

②
自
分
を
相
続
人
に
[
指
皐
し
な
い
な
ら
ば
何
か
そ
の
分
だ
け
の
も
の
を
与
え
る
こ
と
を
被
相
続
人
に
問
答
契
約
に
よ
っ
て
約
束
さ

で
あ
る
宝

342 

③
あ
る
者
が
、
ま
だ
生
存
し
て
い
る
そ
の
最
近
親
者

S
S
M
-
B胆

g官
民
担
)
の
財
産
を
贈
与
し
た
と
し
て
も
、
そ
の
贈
与
は
無

(EZ5)

間

2
5
5
)

で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
者
が
そ
の
後
当
該
財
産
を
相
続
し
た
と
し
て
も
、
そ
の
よ
う
な
性
急
な
行
為
は
善
良
の
風
俗
お
よ
び
万
民
法
宏
明

は
否
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
、
と
さ
れ
た
せ

に
反
す
る
が
ゆ
え
に
、
相
続
上
の
訴
権

2
2
5
z
z
e
sユ
白
)

④
夫
婦
問
に
お
け
る
贈
与
が
法
律
上
当
然
に
(
仔
臼
O

F
尾
市
)
無
効
と
さ
れ
た
特
定
の
物
件
に
つ
い
て
は
、
夫
婦
問
で
贈
与
が
行
わ
れ
で

も
、
そ
の
引
渡
(
可
包
在
。
)
も
ま
た
有
効
で
は
な
い
古

⑤
属
州
長
官
の
命
令
に
反
し
て
奴
隷
が
解
放
さ
れ
た
場
合
に
は
、
奴
隷
は
自
由
に
は
な
ら
な
い

【

9
]

と
さ
れ
た
。

(
脚
色

E
R
S
Z
B
ロO
ロ
目
指

2
g
g
)
、

こ
れ
ら
法
律
ま
た
は
習
俗
違
反
の
行
為
に
よ
る
物
の
移
転
な
い
し
処
分
に
関
し
て
、
譲
渡
人
な
い
し
処
分
者
と
転
得
者
な
い
し
第

三
者
と
の
関
係
を
問
題
に
し
た
テ
ク
ス
ト
は
、
例
②
お
よ
び
川
①
以
外
に
は
、
残
念
な
が
ら
見
出
し
え
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
譲
受

(c) 
人
と
転
得
者
と
の
間
の
譲
渡
行
為
に
法
的
な
欠
陥
が
な
け
れ
ば
、
移
転
の
効
果
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ

れ
に
つ
い
て
は
引
き
続
き
検
証
作
業
を
進
め
て
ゆ
き
た
い
。

[1] 
国
O
Z印
刷

F
F
H窓
〉
吋
開
河
'
窓
〉
回
、
司

H
的
関

Fω
・

』
司
』
戸
的
-

H
H
叶

S
宣言札

角な
さ
ま
-

H

・H
-

ま
た
、

-oHE一『
釘
に
よ
れ
ば
、
遺
言
に
よ
っ
て
一

0
0
0
ア
I
ス
以
上
を
受
領
す
る
こ
と
は
禁
じ
ら
れ
て
い
た
が
、
こ

れ
に
違
反
し
た
場
合
の
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
は
、
受
領
者
に
四
倍
額
の
罰
金
を
課
す
こ
と
に
ど
と
ま
っ
た

(芯
&
・
「
N
)

。
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[2] 



[3] 
弓
2
6』宮‘
H
S崎
及
活

S
3
2・

[4] 

E
2
8品
向
。
・
叶
・
∞
.
印
.

[5] 
富
同
H
a
g
g
H
H
N
0.
m
・
叶
・
N
.

{6] 
H
E
E帥
回

E
M
b
.
A
p
m・
H・
2
.

[7] 
M
V
M
W
三
匡
帥

b
.
ω喧
-
m・
N
申
・

N
.

[8] 
C
-玄
g
g
h
v・
N品
-
H
・
ω
H
0・

[9] 
冨

R
n
F
8
5
b
.
念
・
埠
・
埠・

N
.

む
す
ぴ

以
上
、
本
稿
で
は
、

ロ
ー
マ
の
所
有
物
譲
渡
法
に
つ
い
て
、
最
初
に
予
備
的
作
業
と
し
て
、

ロ
ー
マ
法
独
自
の
所
有
概
念
を
検
討

し
、
つ
い
で
、
所
有
物
譲
渡
の
方
式
、
客
体
、
主
体
、
効
力
な
ど
を
中
心
に
譲
渡
法
の
形
成
過
程
を
追
い
な
が
ら
、

ロ
ー
マ
法
が
到
達
し

た
引
渡
主
義
の
構
造
を
分
析
し
、
最
後
に
、
所
有
物
移
転
の
効
果
が
、
譲
渡
当
事
者
の
意
思
的
要
因
に
よ
っ
て
ど
の
程
度
規
定
さ
れ
て
い

た
か
を
検
証
し
た
。

も
と
よ
り
本
稿
は
、
「
は
じ
め
に
」
で
述
べ
た
よ
う
に
、
近
代
法
の
所
有
権
譲
渡
理
論
に
お
け
る
「
意
思
主
義
」
の
形
成
史
を
解
明
す

る
研
究
の
最
初
の
部
分
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
本
稿
に
続
く
老
6

察
を
よ
り
建
設
的
な
も
の
と
す
る
た
め
に
も
、
こ
こ
で
ひ
と
ま
ず
結
論

を
整
理
し
て
お
き
た
い
。

41ーヰ土E343 



2 

ロ
ー
マ
の
譲
渡
法
は
、
最
初
は
、
物
の
譲
渡
に
固
有
の
制
度
と
し
て
で
は
な
く
、
物
の
帰
属
関
係
を
め
ぐ
る
紛
争
を
解
決
す
る
た

344 

め
の
訴
訟
制
度
、
す
な
わ
ち
、
物
の
帰
属
関
係
の
確
認
を
主
た
る
機
能
と
す
る
法
廷
承
認
に
端
を
発
し
(
前
述
二

2
)
、
つ
い
で
、
物
の

帰
属
確
認
機
能
と
と
も
に
、
物
の
譲
渡
行
為
と
し
て
の
色
彩
を
濃
く
し
た
握
取
行
為
が
生
成
さ
れ

(
同
二

3
)
、
最
後
に
、
物
の
移
転
機

能
を
中
心
と
す
る
引
渡
の
制
度
が
法
的
平
面
に
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た

(同
4
)
、
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
な
譲
渡
方
式
の
発
展
過
程
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
譲
渡
方
法
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
客
体
お
よ
び
主
体
の
範
囲
も
、

お
そ
ら
く
そ
の
時
々
の
社
会
的
要
求
に
応
じ
て
、
次
第
に
拡
大
さ
れ
て
き
た
と
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
(
同
二

2
刷、

3
料、

ω、
4
刷、

ω)、
そ
の
反
面
、
譲
渡
の
効
果
で
は
切
り
落
と
さ
れ
た
要
素
も
あ
っ
た
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
官
吏
の
面
前

で
一
定
の
方
式
に
則
り
、
公
開
の
手
続
と
し
て
行
わ
れ
た
法
廷
承
認
の
も
つ
、
物
の
帰
属
を
確
認
な
い
し
決
定
す
る
機
能
(
同
二

2
ω
)
は、

こ
の
煩
雑
な
手
続
を
緩
和
し
て
、
共
同
体
員
に
よ
る
、
よ
り
私
的
で
簡
易
な
移
転
手
続
で
あ
る
握
取
行
為
へ
、
さ
ら
に
は
、
も
っ
ぱ
ら
物

の
即
物
的
移
転
を
手
が
か
り
と
す
る
引
渡
へ
と
譲
渡
方
式
が
移
行
す
る
に
つ
れ
て
必
然
的
に
弱
め
ら
れ
た
(
同
二

3
例
(

a

)

、
4
川
(
P
)
)
。

そ
の
結
果
、
握
取
行
為
お
よ
び
引
渡
に
お
い
て
は
、
と
く
に
物
の
帰
属
決
定
効
果
の
弱
さ
を
補
強
す
る
制
度
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
。

す
な
わ
ち
、
対
価
提
供
と
の
引
き
換
え
に
目
的
物
の
移
転
が
観
念
さ
れ
た
握
取
行
為
で
は
、
物
の
移
転
効
果
は
譲
渡
人
の
担
保
責
任
に

依
存
し
て
い
た
が
、
こ
の
必
ず
し
も
十
分
で
な
い
担
保
制
度
を
補
完
す
る
た
め
に
、

5
5
2
n
g号
訟
の
制
度
が
生
成
さ
れ
た
(
同
二

3
例

(F))
。

さ
ら
に
、
物
の
移
転
手
続
と
し
て
は
最
も
簡
便
で
、
そ
れ
ゆ
え
非
常
に
多
く
の
客
体
を
対
象
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
引
渡
に
お
い
て
は
、

そ
の
簡
便
さ
の
反
面
と
し
て
、
法
的
に
有
意
味
な
所
有
物
移
転
行
為
と
し
て
の
引
渡
と
、
非
所
有
者
に
よ
る
あ
る
い
は
適
法
な
原
因
を
伴

41ーヰ士盟

わ
な
い
事
実
上
の
物
移
転
と
を
識
別
す
る
こ
と
が
と
く
に
重
要
に
な

っ
た
。
そ
の
結
果
、
引
渡
に
よ
る
譲
渡
に
関
し
て
は
譲
渡
行
為
自
体



の
適
法
性
が
自
ず
と
要
求
さ
れ
る
に
至
り
、
そ
の
た
め
に
は
適
法
原
因
の
要
件
と
と
も
に
、
使
用
取
得
の
制
度
が
か
な
り
の
重
要
性
を
も
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
(
同
二

4
例
)
。
す
な
わ
ち
、
使
用
取
得
に
際
し
て
は
、
適
法
原
因
の
ほ
か
に
、
目
的
物
が
譲
渡
人
以
外
の
者
の
所
有

物
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
善
意
が
要
求
さ
れ
、
さ
ら
に
は
、
譲
渡
人
自
身
が
他
人
の
物
を
盗
取
ー
強
奪
、
ま
た
は
詐
取
し
た
場
合
に
は

所
有
物
移
転
が
否
定
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
諸
要
件
は
い
ず
れ
も
、
引
渡
に
よ
る
譲
渡
お
よ
び
譲
受
行
為
自
体
の
適
法
性
の
要
求

に
包
摂
さ
れ
う
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
ロ

l
マ
の
所
有
物
譲
渡
法
の
構
造
は
、
物
の
帰
属
確
認
機
能
と
物
の
移
転
機
能
を
二
大
要
素
と
し
て
、

一
方
の
要
請
を

十
分
に
満
た
そ
う
す
れ
ば
、
必
然
的
に
他
方
の
機
能
を
犠
牲
に
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
状
況
下
で
、
最
終
的
に
は
、
物
を
最
も
簡
便
に
移

転
す
る
機
能
を
重
視
し
た
引
渡
お
よ
び
こ
れ
を
補
強
す
る
使
用
取
得
へ
と
収
赦
し
た
。
そ
し
て
、
正
当
な
い
し
適
法
な
行
為
に
よ
る
物
の

即
物
的
移
転
と
、
そ
の
結
果
と
し
て
生
じ
た
現
実
的
支
配
状
態
の
創
出
が
、
物
の
譲
渡
に
関
し
て
法
的
に
重
要
な
意
味
を
も
っ
た
こ
と
の

根
底
に
は
、

ロ
ー
マ
の
所
有
観
念
自
体
が
、
物
が
主
体
に
帰
属
す
る
と
い
う
抽
象
的
関
係
を
合
意
し
つ
つ
も
、
な
お
物
の
現
実
的
な
支
配

性
を
最
も
重
視
し
て
い
た
と
い
ろ
事
憎
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
際
、
ロ
ー
マ
の
所
有
概
念
に
お
け
る
「
帰
属
」
と
い
う
観
念
は
、

今
日
に
お
け
る
絶
対
的
な
所
有
観
念
|
|
私
的
所
有
物
の
対
象
に
な
る
物
は
特
定
の
主
体
に
絶
対
的
に
属
す
る
と
の
観
念
ー
ー
ほ
ど
に
は

強
く
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
(
同
一

2
、
と
く
に

ω)。

な
お
、
引
渡
を
機
軸
と
す
る
ロ

l
マ
法
の
所
有
物
譲
渡
に
お
い
て
は
、
対
価
支
払
が
そ
れ
と
の
引
換
え
と
し
て
表
象
さ
れ
る
目
的
物
の

移
転
を
観
念
的
に
媒
介
し
て
い
た
握
取
行
為
の
場
合
と
は
異
な
り
、
ま
た
、
当
事
者
間
の
客
観
的
な
利
益
バ
ラ
ン
ス
の
維
持
を
重
視
し
た

ギ
リ
シ
ャ
法
と
も
異
な
り
、
代
金
支
払
は
所
有
物
移
転
の
決
定
的
要
件
に
は
な
り
え
な
か
っ
た
。
ま
た
、
所
有
物
を
譲
渡
し
、
受
領
し
よ

う
と
す
る
当
事
者
の
意
思
な
い
し
合
意
も
、
せ
い
ぜ
い
代
金
支
払
に
代
わ
る
|
|
つ
ま
り
、
信
用
売
買
を
可
能
に
す
る
だ
け
の
|
|
意
味
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を
も
ち
え
た
に
ど
ど
ま
っ
た

(
同
二

4
例
)
。
さ
ら
に
、
証
書
の
交
付
に
よ
る
引
渡
の
代
用
す
ら
、
ロ
ー
マ
法
的
所
有
概
念
の
下
で
は
認

346 

め
ら
れ
な
か
っ
た
(
同
二
4
ω
)
。

3 

つ
ぎ
に
、
以
上
の
よ
う
に
し
て
ロ

l
マ
法
が
到
達
し
た
引
渡
に
よ
る
所
有
物
譲
渡
法
の
構
造
を
、
「
は
じ
め
に
」

3
で
提
示
し
た

分
析
枠
組
み
に
従
っ
て
、
さ
ら
に
詳
細
に
整
理
し
て
み
よ
う
。

①
ま
ず
、
所
有
物
が
A
↓

B
と
移
転
す
る
通
常
の
譲
渡
の
要
件
は
、
売
買
そ
の
他
の
適
法
原
因
に
基
づ
い
て
、
物
を
引
き
渡
す
こ
と
で

あ
る
。
こ
こ
で
、
適
法
原
因
と
は
、
た
ん
に
所
有
物
を
移
転
し
、
受
領
す
る
と
い
う
両
当
事
者
の
意
図
を
証
拠
づ
け
る
手
段
で
は
な
く
、

そ
れ
自
体
独
立
し
た
不
可
欠
の
要
件
で
あ
っ
て
、
適
法
原
因
の
不
存
在
は
所
有
物
移
転
を
妨
げ
た
。
こ
の
意
味
で
、

ロ
ー
マ
法
に
お
け
る

所
有
物
譲
渡
の
引
渡
主
義
は
、
い
わ
ば
有
国
主
義
と
結
び
付
い
て
い
た
。
他
方
、
引
渡
に
つ
い
て
は
、
そ
の
簡
易
化
が
ど
の
程
度
認
め
ら

れ
て
い
た
か
、
と
く
に
占
有
改
定
の
肯
否
に
関
し
て
は
争
い
が
あ
る
(
同
二
4
刷
、
川
、

ω)。

②
つ
ぎ
に
、
所
有
物
が

A
↓

B
↓
C
と
移
転
す
る
過
程
で
、

A
B
聞
で
行
わ
れ
た
契
約
な
ど
に
際
し
て
当
事
者
の
意
思
的
要
素
に
何
ら

か
の
欠
陥
が
あ
っ
て
も
、
所
有
物
移
転
の
効
果
は
一
般
的
に
は
否
定
さ
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
帰
結
は
、
い
わ
ゆ
る
無
因

主
義
と
し
て
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
ロ
ー
マ
法
で
は
、
た
と
え
そ
の
よ
う
な
欠
陥
が
あ
っ
た
場
合
で
も
、
売
買
な
ど

の
原
因
契
約
の
存
在
自
体
が
た
だ
ち
に
否
定
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
そ
の
か
ぎ
り
で
は
、
こ
の
よ
う
な
ケ
l
ス
も
有
国
主
義
の
枠
内
に
お

い
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
古
そ
れ
ゆ
え
に
、
か
か
る
ロ

l
マ
法
の
有
国
主
義
は
、
近
代
法
に
お
け
る
意
思
主
義
の
帰
結
な

い
し
そ
の
コ
ロ
ラ
リ
ー
と
し
て
の
有
国
主
義
と
は
意
味
内
容
が
異
な
り
、
あ
く
ま
で
ロ

l
マ
法
の
適
法
原
因
+
引
渡
主
義
の
下
で
の
有
因

す
べ
き
で
あ
る
。
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主
義
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
意
味
に
お
い
て
は
、
引
渡
主
義
と
有
国
主
義
と
の
結
合
が
必
然
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
注
意



さ
ら
に
、

A
が
未
成
年
者
の
場
合
、

A
が
客
体
そ
の
も
の
に
つ
い
て
ま
た
は
客
体
の
重
要
な
性
質
に
つ
い
て
錯
誤
に
陥
っ
て
い
た
場
合
、

お
よ
び
A
が
強
迫
を
受
け
た
場
合
に
は
、
と
く
に
法
務
官
告
示
に
基
づ
い
て
、

A
は
C
に
対
し
て
も
給
付
物
の
原
状
回
復
を
請
求
す
る
こ

と
が
認
め
ら
れ
た
(
な
お
、

A
が
詐
欺
を
受
け
た
場
合
に
関
し
て
は
、
不
明
確
で
あ
る
)
。
し
か
し
、
こ
の
帰
結
は
、
ロ

l
マ
法
の
引
渡

主
義
お
よ
び
有
国
主
義
に
従
っ
て
行
わ
れ
た
所
有
物
譲
渡
の
効
果
を
遡
及
的
に
否
定
す
る
も
の
で
は
な
く
、
法
務
官
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ

た
特
別
の
「
適
法
原
因
」
に
基
づ
く
新
た
な
所
有
物
譲
渡
と
み
る
こ
と
も
で
き
る

τ

か
く
し
て
、

ロ
ー
マ
の
譲
渡
法
は
、
引
渡
主
義
+
有
国
主
義
+
原
状
回
復
に
お
け
る
遡
及
効
否
定
と
い
う
構
造
を
も
っ
て
い
た
と
言
う

こ
と
が
で
き
よ
う
(
岡
三

3
)
。

③
さ
ら
に
、
二
重
譲
渡
に
関
す
る
ロ

l
マ
法
の
テ
ク
ス
ト
は
き
わ
め
て
少
な
い
。
こ
れ
は
一
つ
に
は
、
引
渡
に
よ
る
譲
渡
制
度
に
お
い

て
は
、
二
重
譲
渡
は
ほ
と
ん
ど
生
じ
え
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
例
え
ば
、

A
か
ら

B
に
売
却
さ
れ
て
い
っ
た
ん
引
き
渡
さ
れ
て
い
る
物
が
、
過
去
に
何
ら
か
の
理
由
に
基
づ
い
て

A
か
ら
C

へ
と
売
却
さ
れ
て
い
っ
た
ん
引
き
渡
さ
れ
て
い
た
場
合
に
つ
い
て
、

い
わ
ゆ
る
「
売
却
さ
れ
て
引
き
渡
さ
れ
た
物
の
抗
弁
」
は
、
|
|
形

式
的
に
は

B
に
も

C
に
も
妥
当
す
る
が

l
lも
っ
ぱ
ら
第
一
買
主
B
の
た
め
に
役
立
っ
た
と
す
る
テ
ク
ス
ト
が
あ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の

場
合
、
目
的
物
の
占
有
は

B
に
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
て

A
[ま
た
は

C
]
が
返
還
請
求
し
て
い
る
と
い
う
状
況
が
前
提
に
な
っ
て
い
る
の

で
、
こ
の
テ
ク
ス
ト
を
単
純
に
第
一
貫
主
の
優
先
理
論
と
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
他
方
、
こ
れ
と
は
逆
に
、

B
が
目
的
物

の
占
有
を
失
っ
て
い
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
、
売
主
A
が
目
的
物
を
占
有
し
て
い
る
の
な
ら
ば
、
買
主

B
は
A
に
対
し
て
プ
ブ
リ
キ

ウ
ス
の
訴
権
に
よ
っ
て
目
的
物
の
返
還
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
第
二
買
主
C
が
目
的
物
を
占
有
し
て
い
る
場
合

に
つ
い
て
は
明
確
な
テ
ク
ス
ト
が
存
在
し
な
い
。
そ
し
て
、
少
な
く
と
も
、
原
典
は
C
が
優
先
す
る
余
地
を
完
全
に
は
排
除
し
て
お
ら
ず
、

41一社E347 



ま
た
仮
に
そ
う
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、

ロ
ー
マ
の
譲
渡
法
の
基
礎
で
あ
る
①
の
原
則
(
「
適
法
原
因
+
引
渡
」
主
義
)
と
は
矛
盾
し
な
い

も
の
と
考
え
ら
れ
る
(
同
二

4
川)。

ロ
ー
マ
法
は
時
効
取
得
以
外
に
は
非
所
有
者
か
ら
の
取
得
を
認
め
て
い
な
か
っ
た
、
と
い
う
従
来
の
理
解
は
、
必
ず
し
も

④
最
後
に
、

首
肯
し
う
る
も
の
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
ロ
ー
マ
法
的
な
所
有
秩
序
の
下
で
は
、
所
有
概
念
そ
れ
自
体
が
物
の
現
実
的
支
配
に
基
づ
く

事
告
六
性
の
強
い
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
加
え
て
、
物
の
即
物
的
移
転
を
手
が
か
り
と
す
る
引
渡
に
よ
る
譲
渡
に
お
い
て
は
、
譲
渡
人
自
身

が
盗
取
、
強
奪
ま
た
は
詐
取
し
た
物
を
さ
ら
に
引
き
渡
し
た
な
ど
、
譲
渡
行
為
自
体
の
適
法
性
を
非
難
し
う
る
事
情
が
存
在
し
な
い
場
合

に
は
、
適
法
原
因
に
基
づ
い
て
引
渡
が
さ
れ
た
以
上
、
た
と
え
今
日
で
言
え
ば
非
所
有
者
か
ら
の
取
得
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
所
有
物
と

し
て
の
取
得
が
認
め
ら
れ
た
と
解
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
そ
の
よ
う
な
取
得
は
、
非
所
有
物
か
ら
の
取
得
と
し
て
意
識
さ
れ

て
い
た
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
完
全
な
所
有
物
取
得
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
と
言
う
の
も
、
ロ
ー
マ
法
上
の
所
有
は
、

物
の
現
実
的
支
配
を
本
質
と
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
法
的
に
正
当
な
所
有
と
そ
う
で
は
な
い
た
ん
な
る
物
支
配
と
を
区
別
す
る
基
準
は
、

究
極
的
に
は
、
物
支
配
の
取
得
行
為
自
体
の
正
当
性
な
い
し
適
法
性
に
求
め
ざ
る
を
え
ず
、
こ
の
点
に
つ
い
て
問
題
が
な
い
以
上
、
完
全

な
所
有
と
し
て
認
め
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
ま
た
、
か
よ
う
な
引
渡
主
義
の
体
系
の
下
で
は
、

い
わ
ゆ
る
即
時
取
得
の
制
度
が
存
在
し
な
か
っ
た
の
は
、
む
し
ろ
当
然

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
こ
の
よ
う
な
認
識
を
前
提
に
す
る
と
、

ロ
ー
マ
法
上
の
使
用
取
得
の
位
置
づ
け
ま
た
は
機
能
に
つ
い
て
も
、
再
検
討
す
る
必

要
が
出
て
く
る
。
す
な
わ
ち
、

ロ
ー
マ
法
で
は
、
す
で
に
少
な
か
ら
ず
|
|
今
日
に
言
う
|
|
非
所
有
者
か
ら
の
取
得
が
認
め
ら
れ
て
い

た
以
上
、
そ
の
う
え
に
あ
え
て
使
用
取
得
を
認
め
る
こ
と
の
必
要
性
が
不
明
瞭
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
問
題
は
、
そ
れ
自
体
さ
ら
に
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本
格
的
な
検
討
を
要
す
る
が
、
こ
こ
で
は
ひ
と
ま
ず
、
以
下
の
よ
う
に
解
し
て
お
き
た
い
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ま
で
考
察
し
て
き
た
よ
う

な
ロ

l
マ
法
の
所
有
秩
序
の
下
で
、
使
用
取
得
の
存
在
意
義
を
機
能
的
に
み
る
な
ら
ば
、
そ
の
主
眼
は
、
非
所
有
者
か
ら
の
取
得
を
創
出
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す
る
こ
と
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
事
実
上
行
わ
れ
て
い
た
非
所
有
者
か
ら
の
取
得
を
抑
制
す
る
た
め
に
、
使
用
取
得
期
間
内
で
あ
れ
ば
、

た
と
え
他
人
の
物
で
あ
る
と
は
知
ら
ず
に
取
り
引
き
さ
れ
た
物
の
善
意
の
取
得
者
に
対
し
て
さ
え
、
目
的
物
の
返
還
請
求
が
行
わ
れ
る
余

地
を
認
め
よ
う
と
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
古
実
際
、
使
用
取
得
に
必
要
な
期
聞
は
、
と
く
に
帝
政
期
の
国
家
法
に
よ
っ
て
次

第
に
長
期
化
さ
れ
て
い
っ
た
(
同
二

4
例)。

以
上
が
、
ロ

l
マ
の
所
有
物
譲
渡
法
に
お
け
る
引
渡
主
義
の
体
系
の
生
成
過
程
、
基
本
構
造
お
よ
び
具
体
的
内
容
で
あ
る
。

4 も
っ
と
も
、
ロ

l
マ
法
に
お
い
て
も
、
所
有
物
の
移
転
に
停
止
条
件
を
付
す
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、
し
か
も
、
条
件
成
就
前
に
お

け
る
買
主
に
よ
る
中
間
処
分
の
効
力
が
一
定
の
場
合
に
否
定
さ
れ
る
な
ど
、
所
有
物
移
転
の
効
果
が
当
事
者
聞
の
合
意
に
よ
っ
て
あ
る
程

度
は
規
定
さ
れ
た
点
で
、
意
思
主
義
的
と
も
言
う
べ
き
処
理
が
個
別
的
に
み
ら
れ
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い

(
前
述
三

2
)
。
し
か
し
な

が
ら
、
こ
れ
ら
の
場
合
に
お
い
て
も
、
当
事
者
間
の
合
意
ど
お
り
の
所
有
物
移
転
の
た
め
に
は
、
最
終
的
に
は
引
渡
が
不
可
欠
で
あ
り
、

ま
た
、
条
件
の
成
就
に
際
し
て
の
遡
及
効
は
、
必
ず
し
も
当
事
者
聞
の
意
思
に
基
づ
く
効
果
と
し
て
一
般
的
に
認
め
ら
れ
て
い
た
わ
け
で

は
な
い

(同一一一
2
例)。

と
こ
ろ
で
、
ロ

l
マ
の
所
有
物
譲
渡
法
が
か
か
る
引
渡
主
義
を
採
っ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
れ
を
今
日
の
法
制
度

と
比
較
し
て
、
速
い
過
去
の
ア
ル
カ
イ
ッ
ク
な
遺
物
と
し
て
片
付
け
て
し
ま
う
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
む
し
ろ
、
そ
れ
は
今
日
の

譲
渡
法
の
仕
組
み
に
対
し
て
も
あ
る
程
度
は
並
列
的
に
捉
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、

ロ
ー
マ
法
に
お
け
る
引
渡
主
義
は
、

物
の
現
実
的
支
配
を
重
視
し
た
ロ

l
マ
法
独
自
の
所
有
観
念
に
規
定
さ
れ
つ
つ
、
法
理
論
的
に
も
き
わ
め
て
一
貫
し
た
一
つ
の
体
系
を
形
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造
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
体
系
が
生
成
さ
れ
た
経
緯
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
譲
渡
法
を
分
析
す
る
た
め
の
一
般
的
な
手
が
か

350 

り
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
中
で
も
重
要
な
の
は
、
所
有
物
語
渡
法
の
構
造
と
い
う
も
の
は
、
究
極
的
に
は
そ
の
社

会
に
普
及
し
て
い
る
所
有
観
念
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
は
、
所
有
観
念
と
い
う
も
の
が
、
当
該

社
会
に
お
い
て
物
支
配
の
正
当
性
が
最
終
的
に
何
に
求
め
ら
れ
て
い
る
か
と
い
う
正
義
論
に
通
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
の
必
然
的
な
帰
結
で

あ
る
こ
と
、
と
い
う
一
般
的
認
識
で
あ
る
。
そ
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
か
か
る
一
般
的
意
識
に
基
づ
い
て
、
今
日
の
所
有
権
譲
渡
法
の
し

く
み
、
♂
ゃ
て
は
所
有
制
度
そ
の
も
の
の
歴
史
性
や
相
対
性
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
う
え
で
は
じ
め
て
、
今
日
あ
る
べ
き
譲
渡

法
の
姿
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
、
続
稿
に
お
い
て
は
、

ロ
ー
マ
時
代
以
降
に
お
け
る
所
有
概
念
の
衰
運
と
譲
渡
法
の
構
造
的
変
化
と
の
相
互
関
係
に
と
く
に
注

目
し
て
考
察
を
進
め
、
引
渡
主
義
の
体
系
か
ら
意
思
主
義
の
体
系
へ
の
「
転
回
」
の
模
様
を
明
ら
か
に
し
て
ゆ
き
た
い
。

[1] 
た
だ
し
、
客
体
に
お
け
る
錯
誤
を
は
じ
め
と
す
る
一
定
の
錯
誤
の
場
合
お
よ
び
幼
児
な
ら
び
に
精
神
錯
乱
者
に
よ
る
行
為
の
場
合
に
、
原
因
契
約

の
存
在
が
否
定
さ
れ
た
か
ど
う
か
は
、
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
(
前
述
三
3
例)。

[2] 
な
お
、
こ
の
よ
う
な
原
状
回
復
が
肯
定
さ
れ
た
背
景
に
あ
っ
た
も
の
は
、
直
接
に
A
と
C
の
利
益
を
対
比
し
て
ど
ち
ら
を
保
護
す
べ
き
か
と
い
っ

た
よ
う
な
比
較
考
量
的
価
値
判
断
で
は
な
く
、
例
え
ば
強
迫
に
関
し
て
は
、
他
人
が
行
な
っ
た
強
迫
に
よ
っ
て
何
ぴ
と
も
利
益
を
得
て
は
な
ら
な
い

こ
と
、
害
悪
を
被
っ
た
者
に
対
し
て
は
保
護
や
償
い
が
さ
れ
る
べ
き
こ
と
、
な
ど
と
い
っ
た
よ
う
な
因
果
論
的
な
思
考
方
法
で
あ
っ
た
(
前
述
三
3

同
(

α

)

)

。

者
か
ら
の
取
得
と
い
う
方
向
へ
と
次
第
に
変
わ
り
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
も
、
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。
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[3] 
も
っ
と
も
、
す
で
に
ロ

l
マ
法
に
お
い
て
も
、
所
有
物
の
帰
属
と
い
う
観
念
が
強
ま
る
に
つ
れ
て
、
使
用
取
得
の
も
つ
意
味
や
機
能
も
、
非
所
有


